Digitized  by  the  Internet  Archive 
in  2015 


https://archive.org/details/storyofmylifetra00hele_1 


Hl/I ら 2 彳 
^7^1  SiJG 

ヘレン •ケ ラ一 著 

¥ のちの 夜明け 

漩谷  夏 雄 訳 

前 篇 


學習雔 

零 京 


ヘレン •ケラーと、 ミス •サ リヴ ン 


「いのちの 夜明け」 の飜 訳出 版に のぞんで 

カネ ティ カット 州の ウェスト ポ ー トと いうと ころに ある 一軒の 綺麗な 家の 芝生に、 日本の 石 
燈籠 がーつ 置いて ある。 この 燈 籠の 灯は 消される ことなく、 始終 輝いて いる。 ヘレン •ケ ラ— 
女史が 生きて いる 間は、 この 灯は 輝きっ づける であろう。  、 

この 永遠の 灯には、 多くの 複雑な 意味が 盛られて いる。 それを 知っている 人び とは、 こめ 燈 
籠を 一つの 大きな 象徵 として 眺める ので ある 。盲人に とつて は、 この燈 蘢は暗闇を犋らすもの 
である 。聾啞 にと っては、 沈黙の 世界から のがれる ことで あ. る 0、 ケラ ー 女史が 絶えず 激励の こ 
とばを おくっ ている 各国の 不具者は、 これに 信念と 勇気と、 未来に. 対する 希望の 象徴を 見出し 
ている。 また、 世の なかの 多く. の 教師と その 生徒たち にと つては、 これは 友愛の 象徴と なり、 
さらに、 ヶラ ー 女史に とっては、 この 燈 籠は 「身体 的 不自由から 解き放 たれる 世界、 偉大な 教 
師メ イシ ー 女史に 再び 指導を うける ことので きる 世界」 の 到来を 意味す る ものである。 

ケラ ー 女史と その 教師 メイ シ ー 女史が.、 毎年 授与され る ル ー ズヴ H ルト 記念 賞牌を 与えられ 
たのは、 メ イシ ー 女史が 他界す る 二週間 前の ことであった 。それには、 「二人の 超人的な 協力 
精神と 行動 ^> ょび その 意義の 深さを 世に 示す ために J という 理由が っけられて (る。 


「いのちの 夜明け」 は、 この 二人の 人間の 間に 実った 協力の 美し さを 描いて いる。 真の 献身と 
忍耐と 愛に よって 綴られて いる。 光明を 求める ための ® 力と 努力の 劇的な 物語で ある。 アレク 
サンダ ー •ウ ー ル コットが 言う、 「人間 精神の 勝利を あらわす ものの なかで、 最も 心 あたたま 
る 話」 であると 一般に 認められた ものである。 

私自身 盲人の 教育と 指導に あたった 経験を 持っ ている。。 ヘン シルヴァー ーア 盲人 学校の 教師を 
していた とき、 私は 盲の 子供の 態度の 変化して ゆく ありさまを 大きな 興味を もって 見守って き 
た。 皮ら は 憐れみの 目を もって 見られる のを 嫌がり、 皆 ほとんど もれなく 何 か 役に たっ 技能を 
身に っけたい という 決心を 抱いて いる。 そうすれば、 彼らは 世間の 保護を うけずに すむ ので あ 
る。 これら 盲人、 あるいは その他の 不具者の 多くは、 すでに 自分の 目的を 教育 や 音楽の 領 野で 
はたしてい る。 実業界に 進出した もの もい る 。ヴァラ ンタン •アウ ィとパ ー キン ズ 博士が 盲人 
学校と いう ものを っくって 以来、 想像 もで きなかった 恩恵を 盲人は 享受で きる ようになった。 
そして 今日は、 ケラ ー 、 メィシ ー 両 女史の 啓発の おかげで、 聾哑 でし かも 盲の 子供たち の 心に 
まで、 われわれは 手を 伸ばす ことができる ので ある。 

私は、 盲の 子が 花を" 眺め"、 花瓣を 撫でて は、 視覚を とおして のみ 知る ことので きる 美の 
世界を、 驚く ほど 正確に 理解 するとい う、 ちよっ と 考えられない ことを なしと •げ るのを、 幾度 


となく 見て きた。 目 あきは 自分の 眼前に ある 美しい ものに なんらの 感興 も おほえない ところ 
を、 触覚と 嗅覚 だけが たよりの これら 盲人は、 目 あきよりも 深く 鑑賞す る だけの 鋭敏な 感覚を 
発達させる ことに 成功して いる。 

一九 三 七 年 四月、 ケラ ー 女史は、 孤 ® 教育に たずさわる 日本の 人び とに 希望の メッセ ー ジを 
伝える 目的を 抱いて、 浅 間 丸の 船客と なった。 そのと き 彼女は、 「同時にい くっ かの 人間に なれ 
る ことは なんと 素晴らしい ことであろう。 私の 一部は 日本の 美し さを 期待す る 心で 一杯で ある。 
ところが、 別の 一部は、 日本中に 盲人 教育 運動が おこる よう、 日本人を 説得 するとい う 困難な 
計画を 前にして 頭を なやまして いる。」 と 書いた が、 日本に 到着して いくら もたたない うちに、 
日本の 美し さは 彼女に そうした 心配を 忘れさせる ほど、 彼女の 心を 打ち、 彼女は 彼女で、 その 
心の 美し さを もって 日本人の 心を 打っ ことができ たので ある。 

ケラ ー 女史は この 五月に 日本を 再度 訪問す る ことにな ってい るが、 彼女の 一生を 物語る この 
「いのちの 夜明け」 がこうした 際に 出版され る ことは 最も 時宜を 得た ことで あり、 日本人 全体 
が これを 読む 機会を 与えられ. る ことは、 まことに うれしい ことと 思う。 

昭和 三十 年 _ 月 哲学 博士  M 才ン •ピカ i > 


この 本を、 聾者が ロを きける よぅになり、 大西洋から ロッキ ー 山 偃に いたる 
津 々浦々 からの 言葉を 聞く 活 きた 耳を 持つ 樣にお 導き 下された 
アレ キサ ンダ ー •グラ ハム •ベル 博士に 棒ぐ。 
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序 文 


ヘレン •ケラ ー は、 一九 〇 四 年、 優等生と して ラッド クリック 単科大学を 卒業した .0 彼女の 
国語の 先生であった タウン センド •ユ ー ブランド 氏と、 文芸 評論家 ジョン •ァルバ ー ト •メ ー 
シィ 氏の 激励と 援助の もとに、 この 本が 書かれ、 そして 出版され たのは、 彼女が 同校に 二年生 
として 在学 中の 時だった。 この 本には、 彼女の 二十 才 頃までの 自叙伝と 書簡の 抜粋、 それに、 
彼女を 暗黒と 音の ない 孤独の 世界から 救い出した 最愛の" 先生" ミス •ァ ニィ •サリヴァンの 
手に ょって 彼女の 教育と、 幼時の 成長 道程を 描写した 記録が 収められて いる。 

卒業後、 今日に 至る まで 彼女は、 多忙な、 そして 意義 ある 生活を 続けて. いる。 彼女の 関心 
が、 自分と 同じ 盲 や 聾の 人々 の 救済に 向けられた ことは 想像に 難くない。 彼女は 講演 や 論文、 
又 「流れの 中に」 (一九二 九 年) といぅ 題の 後半 世 記 やへ レン •ケラ ー 日記 (一九 三 八 年) な、 
どの ー聯の 著書を 公け に するとと もに、 ァメリカ 盲者 協会な ど、 体の 不自由な 人々 の 保護団体： 


で 重要な 役割を 果してい るので ある。 彼女は、 了 メリ 力 全国は 云ぅ に 及ばず、 カナダに、 ョ ー. 
ロッ パに、 又 近東に とこの 仕事の 為に 寧日な く 活動して いるので あり、 その 方法 も、 単に 自分 
が 実際に 経験した こと だけでなく、 少しで も 不幸な 人々 に 希望を 与， える と 思われる あらゆる 手 
段に 基いて いるので ある。 

ミス •サリヴァンが 初めて 家庭教師 として 来た 時、 彼女は 父母の 寵愛は 受けながら も、 たょ 
りない、 何 かすが る ものを 求めて いる 七才 にも 充 たない 子供 だっ た。 この 状態から 総ての 人 
生上の事柄に生き生きと反応す.る、自信に充ちた、手_のあるー個の人格へと成長して行く彼 
女の 成長過程が ここに *] すと ころな く 繰り拡げられ ている。 彼女の 成長過程を 読む 人は 例外な 
く、 一本の 植物が すくす くと 育って 行く 姿を 見る 様な 気持に ならざる を 得ないで あろぅ。 

家庭教師の 天禀も 叉、 教え子の それと 優る とも 劣る ものでは なかっ た。 ミス •サリヴァンは 
サミュエル •グリッド レイ •ホ ー 博士が ロ ー ラ •ブリッジ マンの 教育に ょって 盲者の 教育に 先 
鞭を つけた 所と して 有名な パ ー キン ス 盲学校から 紹介され たのだった。 貧しい フィンランド 移 
民の 子供に 生れ、 十才の 時に 悪評 高い 孤児院に 送られた 彼女は、 開いた ロが 塞 さがらない 様な 
無関心 さと 手 ひどい 待遇を 受けなければ ならなかった。 若し 彼女が その 境遇に 堪え 得た とすれ 
ば、 それは 彼女の 心身 両面の 頑健 さを 語る 以外の 何もので もない。 彼女の 不撓不屈 さは、 そ C 


でょり 一層き— あげられ たので ある。 彼畜身も病 気の 為に 半ば 視力を 奪われ ニ— 
恢復す— が 出来な かつた。 パ i ンス 盲学校で—— けた 彼女は、 自分の— と、 未だは’ 
つきり した 形態 も 持つ ていな かつた 警 方法、 だけを 唯一の 頼りと して、 ヘレン •ケー T の 所に. 

然し、 彼女？ の 教え 児の 人格 1 訴える— う 方法で 此の 不備 I つたので— 。ま- 
ず 最初に 彼女が 手を つけたのは、  服従の 義を 身に つけさす 事 だつ  た。  それには、  彼女 力 パ 
さ ヽジャ 2 馬と i 呼んで いるへ レンの— な 性癖に 面と 向 1 得な かつた。 その 頃へ レ 
ン—指 文字— いて 1、 . 手で 触れて 外界の ものを 知り、 それを 身振り や 響 劇で 
也の 人々 に 伝え たりし 11 つていた。 丁度 その 頃、 彼女 1 も 文字を 学び、 
それを 使— を— していた。 (彼女 11 ん だのは それから 三年 後— であり、 それ 
も 不完全な もの だつ た。) そのうちに、 あの 1 き、 ミス •サ リヴ アン •が 来てから 一月と 
たたぬ ある 日の 事、 彼女は" 総ての ものに 名前が— 事" を 知つ た。 1、 彼女は 物の 名す を 
知る 事に 夢中に なつた ので—。 ミス •サ リヴ アンは、 その上、 次から 次へ と、 彼女 力 失ら な 
、物の 名前まで 教え、 ヘレンは 同時に、 自分では 物と 名前を 一致させる 專が 出来な I な 力ら 
も、 総ての 名前は、 実際の 物を 蠢 するとい う、 それに 劣らぬ 大切な 事を 飲み込ん た 力くて 


彼女の あくない 知識欲は、 常に 次の 二つの 質問を 発し 続けた。 この 物の 名前は 何とい うんだ ろ 
う？ この 名前は どんな 物を 霞す るの だろう t こ S 題を 解決して 行く 5、 先生に も 
教 ぇ児にも、 坑夫の 忍耐と： ヒア ノの弾 勢 者の 腎 力、 又は 禁愁 者の 毅然た る 震と 詩人の 精妙 
な センスを 同時に 必要と した。 ， 

ここで 記憶して おくべき 事は、 ヘレンが 一年 七 力 月の 間、 眼 も 見え、 耳 も 聞え たという 事で 
ありこの 僅かの 印象が 実に 大きな 意味を 持っ ていたと いう 事で ある。 然し 又、 病気の 後、 彼 
女の 眼底には、 光 も 色 も全證 影され なかっ たと 云う譬 囊 であり、 音に 関しても、 改めて 
いう 必要を 認めない。 音は 彼女の 耳皇 しては 絶対に 響 鳴し なかった ので ある。 その為、 音の 
調子を f 分ける 事は 出来な かった からで—。 然し、 1 だけは、 蠢 £f なって 
彼女の 体に 反響し、 その 意識を 律動 的に 刺戟した？  —。. 

ヘレンの 数多. くない 不満の 中で も、 彼女を 悩ました ものの 中には、 戸外を 自由に f 廻る 事 
が 出来ず、—  a いて 呉れ 1 って ぼんやり f ていなければ ならない という 事が あ 
った。 一 5 人々 が、 周囲の 状. 況 £ じて 肉体的に も、— 人的 にも1& 動し f のょ、 
視覚と 聴覚の、 広範囲に 及ぶ、 遠視 的な 働きに 依っ てで—。 然し、 ミス •ヶ T は、— も 
聴覚 も 1 った歡 、近視 的な— だけ SISS た。 1 一 5 ン テナ， 


a 


尤、 正確を 期し 難い、 又 広範囲に 感応す る 事を 望み 得ない 嗅覚と 空気の 震動の 感知 だけだった Q 
如に 何不— だっ たかは 改めて 説明す るまで もないだろう。 然し、 私達は、 此の 不自由 さを 誇 
張して 考— 前に、 人生に 於いて、 此ら SS 果して ど S 度の 役割 1 している のかを 検 
討して 見る 必要 S る。 私達は、 或る 物を 感觉 する が ためにではなくて、 それを 認識す るが 故 
に 実際 行動を 取り得る ので あり、 此の 認識が 視覚に 依る とか、 聴覚に 依る とか 又 ミス •ヶ 
T の 場合の 祿に 筋肉 運動 や 触感 や 又 震の 震動 や 嗅覚の 助けを かりる とか 云う 事は、 第二義 
勺な 問題な ので ある 。ウィリアム •ジエ ー ムズが ミス •ケラ ー に 宛てた 手紙で 云って I る # 
に、 私達の 共通の 精神的な 場で ある、 我々 の" 内奥の 世界" は、 私達の 信念の 場所で ある 。同 
様に、 美の 世界で も、 私達の 感覚的な 意識が 理解し 得る のは 表面的な ものに 過ぎない。 詩人は 
I 心理学者は 暫く 措く として— 私達に、 此の 確信を 示唆して いる。 ヮ ー ズヮ ー ス は、 ピ ー 
タ ー •ベルに" 河畔の 桜草、 黄色の 桜草は 私に 捧げられた もの。 それ以上の 何物で もない" 更 
に" のどかな 霊は 決して 私の 心の中に 融け 込まない〃 と 云わせて いる。 然し、 ミス •ヶラ 1 
はピ ー タ ー •ベル 以上で ある。 彼女の いつくしみ 深さと、 生き生きした 環境への 反応は 青空を- 
も、 桜草と 同じょうに 自分の 心の中に 取り入れて しまい、 此の 二つの ものは 彼女の 心の中で 一 
つの ものに 融合し 合って しまう ので ある。 


ミス •ヘレンと 云ぅ とすぐ に、 何 かの 不自由な 所の ある 人、 と 考える のが 一般の 風潮と なっ 
ている。 然し、 若し 彼女の 人生から 可視 的な、 又 可聴 的な 要素を 抜き去って しまった として 
も、 自然 も、 歴史 も、 又 社会 も 何らの 損傷 も 受けずに その 儘 彼女の 心の中に 残る ので ある 〇 総 
てのものが、 その 名称 も、 性質 も 又 特有の 動き 方 も、 そして それらに 秘められた 倩 緒 も その 叢 
の 姿で 生き 続ける ので ある。 実体を 備えた 実在 物は 彼女の その他の 感覚に 依って ！ 7X 1 冷い 

が 故に、 花は 香 わしい が 故 一に 認識され るので ある。 彼女の 感覚的、 味覚 的、 音 反応 的 又 筋 

反応 的な、 そして 嗅覚 的な 感覚は、 実に 鋭い ので ある。 彼女は 私達が 眼で 見る 様に、 その 宿 先 
で 話し相手の 表情を 読み取る e であり、 私？ それが 不思議で ない 様に、 彼女に も疆 当然の り 
事な ので ある。 私達が 忘れて いけない 事は、 彼女は 視覚と 聴覚は 失った が、 その 心は 失わな か 
った、 といぅ 事で ある。 彼女は 思考し、 比較し、 記憶し、' 予期し、 交際し、 想像し、 熟慮し、 
そして 物に 感じる ので ある。 彼女の 世界は、 私達の 世界と 同じ 三次 限の 世界で あり、 彼女は 会 
話す る 事で も 何でも、 彼女を 取り巻く 周囲と 自由に 交る 事が 出来る のであって、. 天与の 積極 生 
と 生き生きした 明るい 性質を もって 実 人生に ぶっつ かって 行き、 それから 様々 の 事を 学び 取る 
ので ある。. 

へレンが<ンデキャッブ.を負っていた事は^^誰か負っていない人がー人でも§ると云ぅの 


、だろう か— 事実で ある。 然し 彼女が 彼女た る 所以は その ハンデ キャップ 自体ではなくて、 彼 
女が 如何に それを 克服した かと 云う 事に あり、 更に、 それを 利点に さえ 変えて しまった 事に あ 
る。 彼女に 同情したり、 又 その 労苦を いたわっ て やったり する のは 当っ ている が、 彼女を 哀む 
の. は 見当違いの 事で ある。 それ 所 か、 彼女に 会っ たり、 その 文章を 読んだり する 人は 例外な く 
讀 歎と 祝福の 言葉を 漏さざる を 得ないだろう。 若し 彼女が 甘され て 育っ たなら ば 箸に も 棒に も 
か \ らな いものに なって いたか も 知れない。 ミス •すヴ ァンが 彼女の 我儘を 矯正した ので あ 
る。 そして、 その後は、 彼女 自身が、 強い 理知的な 意志を 現存 主義 的な 考え方で 自分の 生活を 
制駁したのである。彼女の生涯は生ま柔しいものではない。然し彼女はそれに打挫かれなかっ 
た。 落胆の 麗に 沈んだ 事 も 一再では なかっ た。 その上 彼女は 不幸を 人 ー篇く 感ずる せん 細 
な 感受性を 持っ ている ので—。 此の間の 事情は 彼女 自身の 言葉に 剰す 所は なく 云い S され 
ている 0 

〃成長す るに 従っ て 私の 世間知らずな 楽観的な 物の. 見方は 次第に、 此の世に 充 ちている 醜 さ 
を 知ったり、 又 それに もめげ ずょり 良い 物を 望み 綺け 、落胆 させられた 時で も 決して 挫けない 
一つの 信念に 変形して 行った。"  . 

私自身の 彼女との 個人的な 接触は 稀な ものでは あった が、 深い 印象 ^ 残して いる。 彼女が ラ 


a 


'、クリックの 四 年生の 時 私と しては 〈 1 丨ヴァ _ ド 大学教授に なって 二 年 目の 年 だっ たが、 
哲学 史 概論を ー緖に 勉強した 事が f。 今でも 一番ょ く 思い出す のは、 私の 震の 要点と か 酒 
落と かが、、、 K • T ヴ ァンの 手と その 耳を 通. じて 彼女 S わっ た 時に I に そ SS われる 
璉 解した といぅ 微かな 微笑で ある 0 . 

それは すくには 起ら なかっ た。 然し、 クラスの 人々 の 笑った 後、. 暫くの 間を置いて、 その 都 
度 表われる ので— た。. 話は ずっ と 飛ぶ が、- 阼 年の 十一月、 fv ブリッジの ロ、、 ハ 1ト • ファィ 
ファ氏 夫妻の 所で 会っ た 時は、 本当 S しい そして 著籠 った、 陳腐な 表現で 云えば、 互に _ 
« を 開いての 会話に、 ニ 時間を 過した ので ある。 

そして 改めて 彼女の 生き生きした 反応に 深い 印象を 受けた ので ある 0 

彼女と 話す 人なら 誰でも、 彼女の 内奥の 耳、 そして 心眼に 訴え 得た と 確信す る 事が 出来る。 
そして これ こそが、 精神的な 感覚が 損われて いない 方々 の 間に かわされる、 会話なる もの、 以 
上の ものと なつて ゆく ので ある。 

一九 五 四 年 

ラルフ •、パ— トン •ペリィ 


12 


前 が き 

此の 本は 三部ょり 成る。 最初の 二部は、 自叙伝と 書簡の 抜粋に なって おり、 ヘレン •ケラ ー 
女史 自身の 手に なった 唯一の 彼女の 生活 記録で ある。 彼女の 書いた ものを ょり 良く 理解す るた 
•めに 必要な、 彼女の 受けた 教育に ついては、 ミス •アン •マンス フィル ド •サリヴァンの 記録 
.と 書簡の 抜粋に 依って 説明す る 事と した。 その上 ケラ ー 女史の ひととなり や 業績を つけ 加える 
めは、 屋上 屋を 架す る 恐れがないでも ない が、 彼女と その 先生が 歩んだ 道を、 いくらか でも 明 
.ら かにす るのに 役立つ 事と 思ぅ。 

第三 部は、 私の 筆に なった ものでは あるが、 ミス •サリヴァンの 提供して 下さった 記録と、 
彼女の 援助に 負ぅ 所が 大きい。 又 同時に、 「ザ •レ デ ー ス •ホ ー ム •ジャ ー ナル」 と、 その 編 
集 者 エド ヮ ー ド •ボク 氏と ゥイリアム •アレ キサ ンダ ー 氏に も 深い 謝意を 表して おきたい。 

両氏は r ジャ ー ナル」 誌の ために 撮られた 写真の 総てを 提供して 下され、 何に くれと 御 心労 
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'.を わずらわして 下さった ので ある .0 更に、 多. くの 書簡 や、 資料を 提供して 下さっ た ケラ ー 女史 
の' 多くの 友人、 とくに ロ ーレンス」ハットン夫人、聾者に関する種々の助言を卞さった聲者教 
育 局 一 艮 、ジョン •ヒ ッツ 氏、 又、 ミス •サリヴァンの、 何者ょり 雄弁に ケラ ー 女史の 教育を 説 
明1てくれる手紙を、多量に参考に供して下さった、ソフィヤ*0 . ホブキンス夫人などを初 
め、 影に なり、 日向に なって 御 援助 下さった、 多くの 友人 諸氏に 深く 感謝す る。 

又、 ホ ー トン •ミフリン 出版社は、 特別の 御 好意に 依って、. 「オ ー バ I ザ •ティ ー •カブ 
ス J に 掲載され た、 ケラ ー 女史の、 ホルムズ 氏 宛の 手紙、 ウィッティ ア 氏の、 ケラ ー 女史 宛の 
.手紙の 引用を お許し 下され、 ウィッティ ア 氏の 秘書 s ，T  •ピッカ ー ド 氏は 多くの ケラ ー 女史 
かち ウィッティ ア氏.にあ.てた手紙を提供して下さったのである。 

一九 〇三 年 二月 一日 マサ チユ ー セ ッツ州 ケンブリッジに て 

ジョン •アルバ ート •メ ーシィ 
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訳者よ 
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私は、 訳者と してでは なく、 一読 者と して、 自分が 感じた 事を 書き、 訳者の 序に 代えた， い。 

何故なら、 私は 読者の 立場からで あったら、 実に 沢山の 云うべき 事を 持って いるが、 訳者と 
しては 述 ぶべき ものは 何も 持って いないから である。 

私の 心を 最も 強く 打った のは、 ヘレン •ケラ ー と 云う 女の人に 形を 取った 実に 力強い、 人間 
の 生命の 力であった。 その 力は 肉 休と か、 精神と かに 範疇 づける 事が 出来ない 程 混然と してい 
る。 若し 生命力が 単なる 肉体の. 新陳代謝 力に 基き、 その 機械的な 動作に だけ あらわれる とした 
ならば、 多くの 欠陥を 持った ヘレン •ケラ ー を、 あれ 程までに 美しく 成長 させた 事は 出来な か 
っただろう し、 単に 精神的な ものであると すれば、 彼女の 肉体が 示め した、 微妙で： 更に 意志 
的な、 生きょう とする 慾 求を 無視して しまう 事になる。 生命力 こそが 人間を 導く もので あり、 
此の 盲目的な 意志 こそが、 生きなければ ならない 人間の、 唯一の 支えで ある。 此の 力を 生き 生 
きと 感じた 人 だけが 幸福に なり 得 -?) のでは あるまい かと 思う。 此の 力を 美しく、 何物に も 歪め 
られ ずに 持って いる 人 だけが、 美の 極致と 先験的な 真理を 感じ 得る の だと 思う。 何故なら 美と 
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か 真理と かは、 此の 力を 核心に して、 此の 力が 生きて いた 「時」 と、 「処」 を、 その外 面 的 i 
表われと している ものであるからで ある。 私は、 一読 者と して、 此の 力が ヘレンの 中に 実に 生 
き 生きと 活動して いるのに 強く 心. を 打たれ、 同時に 私の 生活に も 強い 自信を. 感じさせられて ド 
常に 嬉し かった。 此の 力が、 此の 力 だけの 意志で 活動す るには 恵まれた 辕 境が 必要で ある。 自 
由の 国 アメリカは、 此の 力に とっては 最も 恵まれた 所で ある 〇 それは 管々 しく 説明す る 必要が 
ないだろう。 又、 現在の 日本の 社会 程、 此の 力が 自由£ る 舞い 得ない 所も少 いだろう。 そし 
てこれ も 説明の 必要を 認めない。 でも、 そんな 事は 問題では ない。 蠢は 、此の 意志的で、 直 
感的な 素 晴 しく 弾力性に 富んだ 力を 持っ ている からで ある。 此の 力の 声を 聞き、 此の 力を 慰 
めとして生活したら、へレンの肉体的欠陆がかえって彼女の特権になってしまった様に、私 » 
、を 取り巻く すべての 困難 もょり 美しく、 ょり 雲な 人間を S する 上の 最も 1 的な _ こな 

るので はな I. だろう か。 D . H •口 ー レンスの 主張 も、 ウィリアム •フォ ー クナ ー の 闘争 も此 
れを目 ざした ものである 事を つけ 加え、 日本に も 此の 力を もっと 素直に、 そして 積極的に 認め 
る 風 調が 出て 来る 事を 望みながら 筆を おきたい と 思う a 
一九 五 四 年 十二月 十二 日 

渋 谷 夏. 雄 
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出版 考たょ 9 

米国が 生んだ 偉大なる 世紀の 女性へ レン •ヶラ ー 女史の 自らの 手になる 尊い 生活の 記録を 集 
めた 原 名 書 (The  Story  of  My  Life) 一九 五 四 年 版の 日本語 版を 刊行す る ことは、 私の 大き 
な ょろこびと 感激を 覚えさせました。 

それは、 本書の 刊行に ょって、 ヶラ ー 女史の 全身に 脈々 として 鼓動を 搏 つ血汐 が、 美しい 声 
となって 世の 多くの 人達に 「光」 と 「希望」 を 与え、 ほのぼのとした 「いのちの 夜明け」 が、 
おと つれてくる ことを 信ずる からです。 

本書は 第一 部 「わたくしの 生活」 と 第三 部 「教育」 の 一部を 前篇と して 出版し、 あとの 第二 
部 「書簡 抜粋」 と 「教育」 の 中の 「ひととなり」 「文体」 「講演 集」 を 後篇に 集録す る ことにい 
たしました。 

尙 、私は この 出版を 記念す るた めに、 利益の 一部を さいて 世の 不幸なる 人達の ために 最も 適 
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切なる 事業の 建設を 企画いた し、 明るい 希望の 実現に 努力し、 ケラ ー 女史の 意志に 御 報いいた 
し 度い と 思って 居ヴ ます。 また 連絡 機関と して、 全日 本へ レン •ケラ ー 会を 創立し、 組織 だっ 
た 積極的な 活動を いたし 度い と 思います ので、 御 共鳴の 方は、 私 宛 御 賛同の 御連絡を 御 待ちい 
たして 居ります。 

一九 五. 五 年 二月 七日 

学習 館 教育 局 

筒 井 光 .彥 
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七才 のへ レン •ヶラ 
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父は ァ ー サ ー . H •ヶラ ー と 云い、 南北戦争の 南部 同盟軍 大尉でした。 母の、. ケ ー ト •ァグ 
ムズは 後妻で、 年は 随分 違って いました。 

母方の 祖父、 ベン ジャ ミン •ァダムズは 、スザンナ • E •グッド ヒュ 1 と 結婚し、 マサ チュ 
1 セッツ 州の 一一 ュ ー ベリ ー に 永年 住んで いました。 その 息子の チャ ー ルズ •ァダムズは 二 ユー 
ベリ ー •ポ ー ト で' 生れ、 ァ ー ヵン ソ ー 州のへ レナに 移り、 南北戦争の 時は 南 軍に 加わり、 旅団 
長にまで なって います。 彼は、 エド ヮ ー ド •エヴァ レット や、 エド ヮ ー ド •エヴァ レット 博士 
を 生んだ エヴァ レット 家の ル ー シィ •エヴ T レットと 結婚して います 0 
南北戦争が 終る と 家 旅は テネシ ィ 州の メンフィスに 移住し ました。 

私ょ、聴覚と視覚を奪ってしまった病気にかかるまで、大きい四角な部屋と、召使1あてが 
はれて いた 小 部屋 二っき りの 小さな 家で 成長し ました。 此の様な 家は 南部に 良く 見ぅ けられ、 
何 かの 時に 使ぅ 様に 母屋の すぐ 傍に 建てられて いるので す。 父は 南北戦争 後、 母と 結婚して そ 
の 家に 住んで いたのです。 壁 も 見えない 位に 蔦 や バラ、 それにす い かづら などが 鏈 みっ V て V 
て、 外から 見る とまるで あづま 屋 みたい なのです。 小さな ポー チは 黄色の パラ や 南方し ばで 
かくされて 眼に もっかない 位でした。 それで 可愛い 小鳥 や、 ブ ー ンブ ー ン云ぅ 蜜蜂の 恰好の 
訪れ 場所だった のです。 
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一族の 人々 が 住んで いた ヶラ i の 母屋は 私達の あづま 屋 から 一寸 離れた 所に 建っ てい まし 

た。 その 家は 周囲の 木立 や f— て 見事な 蕾 常蠢糧 われて いたので 、常春 藤の 家と い 

われて いました。 その 古風な は、 私達 幼い 子供達に 取っ て、 此の世の 極楽 だっ たのです。 

家庭教師 について 勉強す る 前から 私は、 四角 ばった 黄楊の 柵 伝いに、 匂を たょり に堇や百 合 
を 捜— りした ものでした。 •囊 I した りすると、 ひんやりした 木— に 火照っ た 
顔を 埋めて 気を 鎮める？、 ょく 庭に 出ました。 今 思 ひ 出しても 胸が f 様な 気がします。 

庭の 花の 中 S れ て、 t こちと 一人—— り、 突然 美しい 葡 f 捜— りする ので 
す。 そこに S 人 草が 這い 廻り、 ジ H K、、、 ンが 垂れ 下り、 し S かな 花弁が 蝶の I に似てる 
所から 蝶？ といぅ 名の ある、 珍しい 花な どが 咲き乱れ ていました。 その 中で も 殊に バラが 好 
きでした。 北部では 決して 此の 南部の あづま やに 這い 5 ている f 心 f る、、 ハラは なかっ ■こ 
のです 0 

その、、 ハラ i しい f チから. 長いは なづ I なって 垂れ 下り、 夢見る様 な 香—— り 一面 
に 漂わして いました 。殊に 1 ? 洗われた 時は、 本当に ビ T ドの 様— しく、 そ 
清浄で、 神の 園 ■く、 し！ アスミ r って こんな かしらと 思— でした。 

禾の 幼時は 他の 人々 の 場合と 同じ様に 全く 平凡な ものです。 初孫が 例外な くそぅ で— 様に 
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私—— 将軍でした。 そして 例の 如く、 名前の 事で 大論 争—— たのです。 初孫の 名 
前 ^ 浮わついたものではいけないというのが压伊的な意見でした 父は^ nv 常に 尊敬して V ナ 
先祖の ミルドレッド •キャンべ ルに ちなん だ 名前が い. いと V って 頑として ゆつ りません ハし ナ 
が、 結局は、 母方の 祖母のへ レン • H ヴァッ レトの 名前を 貰う のが 一番 望ましい という 母の 意 
見に 雲いた© です。 所が 父は、 私を 教会に 連れて行く 途中、 ぁまり 昂奮して いた ものです 力 
ら 、私の 名前を 控えて いた 紙片を 失して しまった のです" とい っても、 父は その 名前には § 
だっ たのです から 当然© 事 だっ たと 云える でしょう。 そして 牧師に 尋ねられた 父は 何でも ネ 
母の 名前 だっ たと 思い出し、 ヘレン •アダムズと いって しまった のた そうです 

私は ¢5 籠に 人っ てい‘ た 頃から 強情で 負けず嫌い だっ たと 良く 云われます 他人の やって る 事 
なら 何で^ P 真似して 見 るんだ といっ てむ、、 つかっ たのです。 生後 六 力 月で， こんにちわ" と 片言 
を 云いました し、 はっきりと" お茶、 お茶、 お茶" といって 皆を 驚かした 事な ども ありまし 
こ、 病気に かかっ てし まってから でも、 その 頃に 覚えた 言葉を 一っ .^ け 忘れずに いました。 そ 
てま、 " みず. です が、 発音と いう 事を すっ かり 忘れて しまった 後まで も、 それと 聞き取れる 
様に" み、'  み" と 云い 続けて いたのです。" み"" み" と 云う 発音を しなく なった のは やっ 
と 比の 言葉を 書き表 わす 事が 出来る 様になって からでした。 
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私は、— まる 一年— いたと 云ぅ 事です。 或る時 母が 私を 湯 舟から 上げ 5S ハて ご) 
のです が、 突然 私は、 陽が 一杯に 当つ ている 磨き 込まれた 床に、 木の葉の 緑が ちらちらと 踊 M 
のに 気を取られて 母の 膝から ずり 落ち、 殆ん— 2 して それ— に 行っ たのです。 

- でも 私は すぐに 転んで しまい'  母の 滕に 抱き上げられ、 f じやくって しまいました。 でも 
幸，^ 日 k く S— せんでした。 のどかな 驚 や、 警似 鳥の？ 春が,、 豊かな 木の 
実 や： ハラ 島し く— られた 夏も、 黄金色に、 そして、 桃色に 8 色され た 秋 も、 私の 生涯 
に 忘れ去る 事の 出来ない II 富— と 音の 贈物を 残して 早々 と 過ぎ去つ たのです。 そして 
あの 思い出しても ぞ r する 二月 el 日に、 私— f 視 f 奪い取られ、 生れた ばかりの 
子供— つ— どされ たのです 。胃と 1 に ひどい 充血— ぅ 病気に かかつ たのでした。 
医者は 着と 見た のです が、 或 II、 雲 的 1 が 引— した。 丁 塵つ た 時と 司 じ 

If  tili、 i 

しかし 私には 今— の— の 事が は？ り 解りません。 ただ、 痛い 痛い と 泣き叫んで ま 
ん じりと もしない—、— しく 慰めて 呉れた 母の—、 痛 さと—. やり切れず、 びくつ 
と 頭を 擡げて は、 熱が こんで ヒリ ヒリす る 眼を、 日日に 薄れて 行く、 嘗 つては あんなに も 私を 


明るく 幸福に して 呉れ— から そむけて、 壁の 方 1 を 打つ— S ん やり 思い出し 
ます。 そして、 此の 記憶の 部類に も 入らない 記憶、 だけが、 実に？ かに いつでも f 出され そ 
の 他の 事は、 全部が 全部、 悪夢の 様— れ去 つてし まいました。 苦しみながら も 私は 次第に 私 
を 取 巻く 闇と 静寂に 慣れて 行つ たのです。 此の 闇と 静寂が、 違つ た 二つの 要素な の だとい ぅ事 
さえ も 家庭教師に 教えて 貰ぅ までは 知る ょし もありません でした。 でも 私は たとえ 短 1 で 
あつたとは 云え、 生後 一年 半、 広々 とした 緑の 野原 や、—— と 輝き渡る 空、 そして 木々 や 
I 見て います。 そして 突然に 襲つ た 暗黒の 世界の 中で も 此の 鮮やかな 印象は 実— き 生— 
生き 続けた のです。 一度で も 眼底に f つけられ SS 私の もので あり、 その 真の 姿は 永遠 
に 払拭し 去られる 事が ありません。 

第二 章 妹 ミルドレッド 

病後の ーヶ 月に どんな 壽が あつたかは 何一つ 覚えて いません。. ただ 母の 膝に 抱かれたり、 
家事を す— の 着物に すがりつい たりし— だけは 覚えて います。 私の 手 8 ての 物に 触れ、 
その 動き 具合 や、 性質 1 知し ました。 間— SI の 考えて い— 人に 伝えょ 
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かされ、—— 手振りを す— なりました 。頭  、 

1IPOI 

"t  、ミ f ィス クム 4 しし 時には、 冷凍機が 廻る 様子を 手真似し、 

と if 知らせる 1 いして 見せました。 有難い f、 母 
^^吳れました。|に、母《に何|て来て貫ぃたぃのだなとぃぅ事も解りじ 
^ の H 階ても 何処に でも、 ゆびさ— に 行つ たのです。 本当に、 暗黒に 包まれ 
d の— t でも 明るく、 そして 和やかに して f たのは 母の やさしい 思いやりでした。 

類 1 ヅ iiii— 衣 

のです。 又、！%:^  そ？  til り 出— も 出来た 
す 又 f 母 息け ょぅとす るのを、 着物— える 様子から 察して しま 
U 連れて行 つて 呉れと せがみました。 私は お 雲な どが あると— と 出迎えました しの 

或る日 二三 人の 紳士 力 母に 招かれた 事が ありました。 私は 玄関の 戸の f から お客様が 
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ついた 事を 知り、 もっと 綺麗な 着物に 着換えょうと、 大急ぎで 二階に 駆け上りました。 鏡の 前 
に 立ち、 見様見真似で 覚えて いた 通り、 髪に 油を つけたり、 厚く 白粉を 塗っ たり、 肩まで 垂れ 
るべ 1 ルを うまく 波うた せたり、 その上 ； 殆ん どスヵ I から のぞき 出す 様な 長い 腰 当まで 小 
さな 腰に ぎ ゆっ としめ つけました。 こういう 姿で しやな りし やなりと、 客間に、 お客様を もて 
なすべく 降りて 行った のです。 

私が 他の 人々 と 違って いる 事に 気がついた のは 何時頃の 事 か はっきり' 憶えて いません。 でも 
それが、 霊 教師が 来る 前 だっ た 事は 確かです。 私は、 母 や 友達が 自分の 意志を 伝へ る 時に、 
私の 様に 合図 や 身振りを したりし ないで、 ロで 話す 事に 気がつきました'。 時々、 私 ^ 話し合っ 
•て、， る 二人の 人の 間に 立っ て その 唇に さわっ て 見たり しました。 どういう 事を 云っ ている のか 
さっぱり 見当が つきません。 そして とても 苛ら 苛ら しました。 私は 自分の 唇を 動かしたり、 気 
王、， 染みた 身振りを して、 どうにかして 普通の 人達みたい に 話を しょうと したので すが、 総て 
i 無駄 ビっ，，このです。此の様な時ほど私を苛立たせせる時はぁりませんでした。絶望に ,|5: られ 
て义ま、凄いかんしやくを起し、物を蹴跳ばしたり、喚き叫んだりしたのです。そして、くた 
くた に 疲れ切って 静かに なって しまう のでした。 

私 t、 自分が 暴れ 廻って いる 時で も、 自分は いけない 子 だな、 という 事を 感じて いたらし い 
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です。 その 訳は、 乳母の ヱ ラを 願り つけたりす ると、 彼女が とても 悲しそう になる のが® り ま 
したし、 蠢が鎮 った 後は、 例外な く 後？ 似た 淡い やるせな さに 陥し 入れられた からです。 
でも 此の 気持 も、 1 い 通りの. 事が 出来な S たり、 思い fsf ら なかっ た 時 
の 伺と も 云えない 苛立たし さを おさえる には、 殆んど 無力だった のです。 

その 頃は、 コックの 子供で—、 マル サ •ワシントンと、 若い 元気な 時は 素晴 しい 獵犬 だっ 
た、 セッ f 種の ベルと いう 老 犬が お気に入りの 遊び 友達でした。 マル サ •ワシントンは 私の 
合図を よく 悟り、 殆んど 私の 思い通り £1 なって いました。 この 子を 1 一つで 
動かす のは、 何と— ない— な 事 だっ たので t そして 此の 子 も、 私と つかみ 合いの— 
をす るよりは まし だと 云う 風に、 従順に 私の蠢 に 従っ ていました。 私は 向う っ 気が 強く、 宁 
動的で、 結果には くよくよ しない 性質な、 のです 〇 その 頃から 自分の 気質を 飲 込んで いて、 たと 
えとん な 無理を 通して でも 自分が 一旦 やろうと 思っ た 事は 最後まで やり遂げました。 蠢 よ。、 

ン 粉を こねたり 、アィス.？ I を 作る 手伝いを したり、 7 ヒ丄 # ひいたり、 かと 思う 
と、 お菓子の 分け前の 事で 喧 _ をしたり、 又、 戸口の 所に 集る 七 面 章 鶏に —やっ たりして 
一日の 大部分を— で 遊び 過し ました。 鶏は 本当に 良く なれて いて、— ら f っいばん 
f、 私の 愛撫に 体を まかせた t ました。 と、 或る日の 事、 一羽の い たづら な 七面鳥が 私の， 
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持って. いた トマトを 奪って 逃げて 行った のです。 多分 此の 七面鳥の 親玉の 成功に 冒険 慾を 煽ら 
れてだ と 思います が、 私達は 台所から 料理人が 焼き上げた ばかりの お葉 子を ひそかに 持ち出 
し、 薪の 陰で、 一く ず も 残さず 食べ 尽 してし まいました。 後で 私は とても 気分が 悪くな り、 同 
じ 様な 天罰が あの 七面鳥に も 下った に違いないと 思ったり しました。 

ホロ ホロ 鳥は 人目 6 つかぬ 所に 巣を 掛けたがる ものです が、 草が ぼうぼうと 身の 丈 ほどに 繁 
ってる 所を かき 分けて、 卵を 捜し 廻る のは 何とも 云えない 楽しみでした。 ■無論 私は、 卵搜 しに 
行きた くても、 マ ルナ •ワシントンに それを ロで 云う 事が 出来ません。 でも 私は 腕で 輪を 作 
り、 それを 地面に つけて 見せる のです。 

それは 草の 中に かくれて いる 丸い 物、 という 意味でした ◦マル サ * ワシントンは それで 一切 
を 悟った のです。 運良く 卵を 見つけたり しても、 私は 決して 彼女が 家に 持って行 くのを 許し ま 
せんでした。 激しい 身振りで、 落して 割って しまへ と 命令す るので す。 

殼物 小屋、 馬小屋、 朝な 夕な に 牛 乾を しぼる 家蓄 小屋 も、 私と マル サ •ワシントンの 楽. しい 
遊び場でした。 乳し ぼり の 人は 乳を しぼって いる 間、 私を 牛に さわって 見させた りして 呉れ ま 
した。 私は 牛が びくっと 動く たびに はっと 吃驚り した ものです。 

クリスマスの 準備 も 又、 無性に 楽しい ものでした。 勿論 私には どんな 事が 起る のか 解り ませ 
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ん でした が、 家中に みなぎって いる 活気が 私の 心を うきうき させた のです。 それに、 私と マル 
サ •ワシントンが 邪魔に ならない ようにと 握らされる お菓子 も 悪い ものでは ありま-せん でし 
た。 此の 事から 考えて 見る と 私達は 随分 邪魔に なったら しいので すが、 此んな 事な どは、 楽 
しくは ずんだ 小さな 二つの 心に 影を 落す 事が 出来な がった のです 〇 私達は 薬味に 使う 草の根を 
ひいたり、 乾葡萄を 撰ったり、 沸々 と 煮え立って いる 煮物の 味見を させて 貰ったり しました。 
，私は、 皆の 真似を して 寝台に ストッキングを 吊して 置い 事 だけは 覚えて ますが、 その他の 礼拝 
の 儀式の 事 や 贈物を 見け たりした 時の 事は、 さっぱり 覚えて いません。 

マル サ •ワシ ン トシは 私よりも 幸福な 子供とは 云えませんでした 〇. 一一 人の子 供が 或る 七月の 
•暑い 日盛りの 午後、 ヴ ランダの 石段に 腰を下ろして 遊んで います 6 その 一人は 栓抜きみたい に 
くるくると ちぢれ 上った 黒い 髪を、 靴 ひもの リボンで 束ねた、 漆の 様な 子供です。 もう 一人は 
雪の 様に 色の 白い、 長い ふさふさした 金髪を しています 。一人は 六才 で、 も 一、 丈 ニつ 三っ 立 
'年上でしょう。 小さい 方の 子は 盲な の— つまり、 此の 二人が 私と、 マル サ •ワシントンな の 
です。 二人は 紙 人形を 切り 拔く 遊びに 夢中に なって いたのです。 やがて 此の 遊びに も 飽き、 靴 
•ひも も 切り こまざいて しまい、 手のと どく 限りの すいか ずらの 葉 もむ しり 取っ てし まう と、 私 
め 退屈し 切った 眼は ふと マル サ •ワシントンの 栓拔き 頭に 向けられました 。彼女は どうしても 
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云う 事を 聞かな かった のです が、 渋々 賛成し ました。 交り番に— のが フィ ャ、 ブレィ だとい 
う 訳で、 マル サが 初めに 私の 力 ー ルした 髪に 鋏を 入れました。 

若し 運良く 母が 通り 掛らな かったなら 恐らく 二人共 丸坊主に なって いたでしょう。 

もう 一人の ^ 気に入りで あ. るべ ルは、 老いての らくら し、 私と 一緒に ふざけ 廻る のよりは、 
火の 傍に 寝そべって いる 方が 好きでした。 

私は、 私の 合図を 教え込もうと したので すが、 此の 犬と 来たら 頭が悪い 上に、 覚えようと す 
る 気 もない のです。 いくら 私が 熱心に 教えようと しても、 そんな 事には おかまいなしに 、むっ 
くり 起き 上って、 ぶるぶる っと 体を 震り、 それっ 切り、 何にもう けつけ ません と 云う 様に そっ 
ぽを 向いて します。 私には ベルの その 様な 態度が 何を 意味す るの かよく 解りませんで したが 
私の 云う 事を きいて いるので ない 事 だけは 察しが つきました。 此の 事が 私を 苛立たせ、 ベル 教 
育は いつも ボクシングの 一人 試合に なって しまい、 ベルは うるさくて たまらない 様に おみこし 
を あげて 別の 炉辺の 方に 行き、 又 長々 と 寝そべる のです。 結局 私は すっかり 退屈して しま V 
マル サを 捜しに 出て 行く のでした。 

此の 他に も、 活気に 溢れた 世界から 隔離され た 寂しい 記憶が はっきりと 数多く 思い出され ま 
す。 その 記憶に 謹り ついている 暗 さ、 静寂、 それに 無 目的 性は、 しみじみした 感じな しには し 
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のばれ る ものではありません。 

或る日、 私は H ブロンに 水を こぼして しまい、 居間の 炉に 燃えて いた 火に かかげて 干そうと 
しました。. 所が 中々 ^ い 通りに 乾かなかった ものです から、 もっと 近づいて 早く 乾か そうとし 
ました と 突然、 今まで、 白い 灰 位に しか 思って いなかった 火が、 その 猛威を 遺憾な く 発揮 
し、 あっとい う 間に 私を 取り囲んで しまった のです。 着物は 燃え 出し、 私は 金切り声を 上げ ま 
した。 ヴィン-一 ィ (私の 老い 乳母) が、 あわてて 飛んで 来て、 頭からす っぽり 毛布を 掛け まし 
た 赛は殆ん、と蠻息しそうになりましたが、おかげで次は消えました。それでも、両手と髪に 
軽い やけどを してし まった. のです。 

丁度 此の頃でした。 私は 鍵の 使い 途を 知っ たのです。 或る日 私は 母を 食糧 室に 閉じ込め まし 
た。 折 悪しく、 召使い 達は 遠い 所に いたので 母は 三時 間 も そこに 監禁され ていました。 母は 内 
側から どんどん 戸を 叩く S すが、 私は、 f チの 階段に 坐り込んで その 音の 快いリズ ム にす 
っ 力り 魅せられて いました 。この種の 始末に 負えない 悪戯の 為に 両親は 出来るだけ 早く、 私の 
教育を 始めょうと 決心 させられました 。家庭教師の ミス •サリヴァンが 雇われて 来る と 私は、 
何とかして 彼女を、 彼女の. 部屋に 監禁 出来ない もの かと、 そのす きば かり 窺って いました。 
.ある 時、 私は 母に、 ミス •サ リヴ ァンに 或る 品物を 渡す 様に 云いつ かって 二階に 上っ て 行— 
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何処かに 出かける と 必ず 客を 引っぱって 来る のでし •こ。 

番 I にして いたのは、 広い 庭で、 そこには 郡で も 一番の 出来栄えと 評判 だっ た 見事 
1 1 丨 •へ リィ— っていて、 彼は いっも 初 成りの 葡萄 や" 美しく 熟れたい ちご 
故て 来て— した。 私は、— きか— 様に して 私を 果樹から 果樹へ、 花から 花え 

こ^ 又、 とても お 話の 上手な 人でした。 私が— 1 ii きで 私の 掌 

ilil^ 
でした。 此れは、 私が 味わっ た 最初の 悲しみで あり、 死と いぅ もの 1 初 

母の 1 に 書いたら 良い のでし ょぅか。！— じ 過ぎる ものです か 
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ら 、何を 書いたら 良い かさっ ぱり 見当が つかない のです。 

私は 妹を 邪魔者に 思っ ていました。 というのは 母の 襲を 一身に 受ける 事が 出 S くな って 
しまった のです から、 私は 強い 嫉妬を 感じて いたのです。 妹は いつでも、 今までは 私が 占めて 
いた 母の 膝に 苞 かれたり、 母の 関心を すっかり 独り占めに してし まっている 棣に届 われ ま L 
た。 そして 或る日、 私の 傷つ けられた 心を 更に 深く えぐる 様な 事件が 起っ たのです。 

その頃私はナンシィと云う、いつも愛撫してるものだから真黒になって1る人形を持って1 
まノ た。 此の 人形は、 何 かにつ けての、 私の 感情のは け ロ だっ たもので すから、 見る も 無惨な 
姿に なって いたのです。 私は ロを きいたり、 泣いたり 眠っ たりす る 人形 も いくつか 持っ ていた 
のです が、 此 e 哀れな ナン シィが 一番の お 気に 人 りだった のです。 ナン シィ は摇| 持っ てい 
まし こ。 私 ^ 皮 女を 寝かせょうと 一時間で もい くらで も 揺り 続ける 事が あった のです 私は 
1H: の 人形と 摇 籠が 誰かに 取られは しまい かとい つも 気を 配って いました。 所が 或る日 私は 妹 
が ナン シィ の糧の 中で 眠っ ている のを 見っけて しまった のです。 私は 此の 憎らしい 赤ん坊の 
潜 越さに かっと なって しまいました。 ぱっと 摇籠 につかみ かかる や、 見事に ひっくり返 してし' 
まった のです。 若し 母が 落ちょう とする 赤ん坊を 抱き止めな かったら、 そのまま 死んで いた ヵ- 
b’e ま ^ ん 。私達 姉妹が 思いやりの ある 言葉 や、 やさしい 行為、 それに 一緒に 居る の だと V 
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た 時— て だ i です。 それ I、 香ぅ II  p h る 

になる と、 私と ミル ド レッ ドとは 互 こ％ 矣 存 Is し 方 をする様 
出来ず、 乂も皮 Vn  _ 換の广 しものと なり f 妹は 私の 指 話を 理解 
f 彼女の とりとめのない 片言を 理解 出来は しなくても 

歩く のに この 上 もない の 悦びを 感ずる 様になりました。  •も 一一 人て 手を つ？ て 


第三 章. if ァ レキ サンダ 


グラハ ム 


因 1 しみました。 苦しんだり、 身 もがきした りした だけで 事は 解決し ません。 それでも 
If しょ 11 はとても 強 かつた のです。 生じつ か 意志が 強 かつた ために 絶望に 
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飯ら れ 、最後には わっ と 泣き出す か、 くたくたに 疲れる まで あばれ 廻る のが— まりでした。 
若し、 母が 傍に いなかった 時な どは、 今 思い出しても 涙が 出て 来そう に、 ごくつ まらな レ？ 
らど うしょう もな くな？ しまい、 母の 胸— めて 這い 廻っ たのです。 此のかん しやくは 日を 
逐っ て、 いや 時間を 逐って 激しくなる ばかりでした。 自分の 意志を 伝ぇる 方法を 見つける 事 
が、. 今や 一刻 も 許さぬ 火急の 用に なった のです。 

両親は 深く 悲しみ、 そして 当惑し ました。 私達は 聾学校から も、 盲学校から も 遠く 離れた 所 
に 住んで いました。 そして タス ヵン ビヤみ たいな へんぴな 所まで わざわざ 盲で 聾の 子供を 教ぇ 
に 来て く S 人は 見つかり そ is たのです。 私の 友達 も、 叉、 親戚 も 人々 も、 私は 教 
育を 受けられな いもの だと 思い込んで いました。 所が、 母は 唯一の 希望を デ ィッ ケン S " ァ 
メリ 力 手記" の 中に 見つけた のです。 彼女は、 ロ i フ * ブ リッ. ジマ ンの 事を 蒙んで 失って おり 
彼女が、 盲で 聾で—— 関らず 教育を 受けた のでは な S たかと、 M げ ながら 思い出し まし 
た。 然し、 悲しい 事には、 盲で 聾の 人を 教育す る 方法を 発見した ホ ー 博士は 既に 此の世の 人で 
はなかった のです。 その 教育法 も、 博士と 共に 忘れ去られて， いるに 違いありません 。若しそう 
でな (としても、 どうしたら アラバマの 片田舎の 子供が その 恩恵に 浴し 得る と V うので しょ 
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私が 六才の 時、 父は、 絶望と 見られた 幾人が の 盲人の 手術に 成功した i ティ？  — 
眼科医の 事を 耳に しました。 両親は、 私の 眼を 診て f ために、 私を、 i ティモアに 連 
く 決心を しました。 

今でもは っきり 覚え ています が、 その 旅行は とても 楽しい— でした。 私は 汽車の 中で 沢山 
の 人々 と產 になり、 11 人っ た 箱 I いました。 父は 5 穴を開けて 糸で 絡げ 
る 様に して 私に 恰好の 遊び道具を 作っ てく れ£ た。 車掌さん も •親切で、 彼が 廻っ て 来る と 
私は、— を 調べたり、 鋏を 入れたり する 彼の 服の f ひっ ばったり したので す。 彼は 狹— 
して くれたので すが、 S それ I しく 時を つぶした めです。 といぅの— 隅に 丸くな っ 
て、 色々 の 空想に 耽りながら 厚紙に 穴を あける e です。 

又、 叔母は クオ ルで 人形を 造っ て くれました。 それは 全く おどけた、 ぼ わ ぼ わして 形 もは っ 
きりし ない ものでした ◦此の 即興 人形は、 眼 も ロ— ff 何も 持っ ていな S たのです。 全 
く 変— なのです が、 何がなくても 平気 だっ た 私は 眼の ない 事に 気がついて びっ くりし まし 
た。 1 に 眼を つけて くれと 頼んだ のです— も 取り t て くれません。 でも 突然— 素 
晴 しい 考えを 思いつきました 0 

坐 席から すべり 下りて、 坐— 置いて あった 玉 飾りの ついた シ ョ丨 ルを 見つけ まし. こ。 
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私は 玉を 二つ 取って、 それを 人形の 眼に して くれと 合図して みせた のです。 叔母は 私の 手を 取 
って 自分の 眼に さわらせ、 これ か、 と 云います ので 私はユ ックリ 、ユ ック リ肯 きました。 そし 
て 玉は 眼の あるべき 所に 縫いつ けられた のです。 私は 嬉しくて、 嬉しくて、 じっと して、 れな 
い 位でした が、 いざ 眼が ついて 見る と 私は、 すぐに その 人形に 飽きて しまいました。 旅行 中に 
私は 一度 もかん しゃくを 起しませんで したが、 それ 程に 此の 旅行は 楽しく、 そして 珍ら しい 事 
が 沢山 あった のです。 

バル ティ モアに 着く と、 チ ショルム 博士は 私達を 温く 迎えて くれました が、 私の 眼 だけは ど 
うに も 出来ませんでした。 それで 博士は、 私に 教育を 受けさせる 道は 残って いると 云い、 ワシ 
ン トンの、 アレ キ サンダ： ダラ ハム •ベル 博士に 相談して 見る 様に. 助言して くれたの です。 
ベル 博士だった ら 、学校の 事 や 先生の 事 等に ついて きっと 力を かして くれる だろうと の 事で し 
た。 チ ショル 氏の 助言に 従って 私達は 直ぐに、 ベル 博士を 訪ねて ワシントンに 向いました。 父 
は 度重なる 絶望に すっかり 力を 落して いました が、 私は 方々 を 歩き 廻る 嬉し さに すっかりは し 
やいで いました。 ベル 博士に 会って 見て 私は、 子供心に も、 その 威大な 業績と 共に 人々 を 魅き 
つけずに はおかない やさしい 人柄に うたれた のです。 博士は 私を 膝の 上に 抱き上げ、 私が 珍し 
そうに 時計を 見 凝める のに 気がついて、 気 作に それを 鳴らして 見せたり して くれました。 然し 
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此の 会見 力、 闇から 光明へ、 孤独から、 友情、 知識、 更に 愛情への 扉が 開かれょ うとは 夢にも 
思わな かつた のです。 ベル 博士は、 ホ 1 博士 一生の 苦労の 形晶 で— トンの。 T キン ス盲 
学校の— 者で ある アナ ゴス 氏に、 私の 教育— かせうる に 足る 有能な 先生が いるか どうかを 
問い合わせて 見る 様に と？ 助言して くれました。 

父は 云われた 通り、 直ぐに 問合せの 手紙を 書きました。 それから 屋 間と 経たぬ うちに、 ア 
ナコ K 氏 力ら、 先生が 見つかつ たと 云う 嬉しい 返事が 届いた の？。 然し 返事が 来たのは 一八 
八 六 年の 夏の 事でした が、 ミス •サリ ヴァン が 来たのは 翌年の 三月でした。 

此の様な 経緯を 経て 私は S と 暗黒の 世界から 脱出して、 広々 とした 光— れた 平野を 眺め 
渡す 事が 出来る 山の頂 I. つ 事が 出来た のです。 神聖な 力—. に 触れて 心眼を 開けて く 
れ たのです。 そして 私は 沢山の 素晴 しい 物を 見つけました。 更に、" 知は 愛な り、 光な り、 幸 
福の 幻な り。" という 神聖な 山の 厳かな 声を 聞いた のです。 


第 匹 漳 .ミス •サ ジヴ アンの：；： j 現 
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がれた のでした。  f 

私は 足音が 近づいて 来る のを 感じ、 母 だと 思っ て 片手を 出しました。 誰かが その 手を 握っ た 
と 思う 瞬ら 私は 私の 魂の 眠を 開ける 為に __ _ いや、 私 裏す る 為に 来て 呉れた 人の 宛 こ 強 
く 抱かれて いたのです。 

翌る朝 先生は、 私を 1 の 部屋に 呼び、 人形の 贈物を 下さっ たのです。 それは。 T キン ス盲 
学校の 小さい 盲目の 子供達が 買い、 先生が 着物を 着せた ものでした。 もっ とも その 事を 知っ た 
のはず っと 後の 事でした。 暫く 私は その 人形で 遊んで いました が、 と 突然 先生が、 私の 掌に、 
，にんぎ よう" という 言葉を ゆっ くりと 書いた のです。 私は その 意味 も 知らず、 此の 震に 興 
味を f れて その 真似を して 見よ i しました 。 S との 思いで その 字を y しく 書く 事が 出来 
た 時の 私の 無邪気な 悦び 方と 誇らし さを 御 想像 下さい。 階下 S た S 所に 駆け下りて く 
や、 私は その 掌に" にんぎ よう 1 書— した。 然し 私は、 商 分が 字を 書いて いる 事は 勿論、 
字と いう ものの 存在を すら 知らず、 単に 猿の 物真似み たいに 指を 機械的に 動かして いた |ぎ 
な 力つ たのです。 

次の 日から 私は、 沢山の 字を 書く 事を 覚えました？ 帽子と か、 コップ、 坐る、 立つ、 それ こ 
步く などと レう パノ 数の 動詞でした。 然し、 私が、 総. ての 物に 名前が あると いう 事を 理解す る 
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こ尤、数週間の勉強が必要だつたのです。 

或る日 私が 新しい 人形で 遊んで いると、 先生が、 大きい、 ボロボ ロの 人形を も 私の 膝に 抱か 
せながら" にんぎ ょう. と 書きました。〃 にんぎ ょう" という 言葉が 新旧 二つの 人形に— に 
通用す るの だとい う 事を 理解させる 為 だつ たのです。 その 日の 朝、 ミス •サリ？ ンと 私け 
"湯 f" みず" という 言葉で 大変な 雾 をして いたのです。 ミス •サ リヴ ァンは" 湯吞 
み丨 という 言葉が、 湯吞 という 物で •あり" み f という 言葉が、 水と いう 物で ある 事を 覚え込 

誉 うとした ei、 —5 して— ニ I をー笔 11 重ませんで 
V こ。 それで 1 いつかの 良い 1 ために'  その 朝は、 それだけに したので した。 此 

の 様な 経緯が It の だから 私は、 彼女の 執 f— わず S として、 人形 Is げ つけ 
i しこ。 人形は 碎 々にく だけ、 私は 一種の 快感を 感じました。 悲しみ も 後悔 も 感じませんで 
した。— その 人形を 愛して いなかつた のです。 音の ない、 そして 真暗な 私の 世界には 同情 
、とか、 愛情と かの、 心温まる 感情は 何処を 捜しても なかつ たのです 私は 先生が 破片を 炉の 
片 偶に 掃 41 の—: じ、 不快の 原因が 取り除かれ たので 晴 々しました、 彼女は その 次に 私 
S 子を S て 来ました。 私は、 温い 日光が 降り注ぐ £ 出られる の だと— した。， 
此の 考えが ー fs され S 情で も" 考え 1 いう 事が 出来— らば^ """i S 気持を 浮 
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き 浮き させました？  . 

私達は すい かづら がー 面に 這い 纒っ て、 香 わしい 匂を 漂わして いる 井戸 小屋に 真直 下りて 一 了 
きました。 誰かが 水を 汲み上げて いました 。先生は 私の 手を 樋 口にさ わらせ、 冷い 水が どづと 
溢れ出る と、 空いて いる 方の •手に" みず 刀と、 初めは ゆっくり、 そして 次第に 早く 書き 綴っ た 
のです。 私は、 じっと 突っ 立っ て、 私 女の 指の 動きに 全 神経を 集中し ました。 

突然 私は、 ぼんやり とでは あるが、 何 か 忘れて いた ものを 思い出す 様な、 言葉と いう 神秘^, 
な！ V が 開かれた 様な 気持に 打たれた のです。 私は その 時、 此の" みず" が、 現に 自分の 手に 溢 
れ出 ている、 壽 しい、 冷い ものを 意味す るの だと 悟っ たのです。 此の 生きた 言葉が、 私の 魂 
を 揺り 起し それに 光明を、 希望を、 歓嬉を 与え、 そして 束縛を 解き ほぐして くれたの です。 
でも 末 だ 障碍は 產 され 切っ ておりません。. それは 壽？ 。、然し その 第一の 関 S 突破 さて 
たのです。 私は、 学ぼうと する 慾 求に 追い立てられる 様に して 井戸 小屋から 帰りました。 総て 
の 物は 名前を 持っ ている のです。 その 名前が 新ら しい 世界を 私に ひらいて 呉れた の‘ です。 蠢 
は 家に 帰りました。 ふれて 見る 家財 道具の 総てが 生命を 持っ ている 祿に 感じられました。 何故 
なら、 私は 総ての 物に、 今までとは 別の 態度で 接した からです o • 

戸口を 入ろうと する— 私は、 ■壤 した 人形 f い 出しました。 手 f で 炉辺に 行き 
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その 破片を つぎ 合わせて 見ょぅと したので すが 無駄でした、 私の 眼に S が 溢れ出ました。 そ 
の 時 初めて、 私は 自分の やつた 事の 非道 さが 解つ たのです。 そして 初めて、 真の 後悔と、 悲し 
みを 感じた のでした。 

私尤その日沢山の新しい言葉を覚えました。 

どんな 言葉、 だつ たか 良く 覚えて いません が、 父、 母、 妹、 先生、 などと いぅ 言— けは 確か 
こその 日に 覚えた ものでした。 此 等の 言葉 こそ、 私の 世界を 明るく 楽しい 物にする 力を 持つ て 
いるので す。 その 日の、 感激 に充 ちた 一日— 近づいた 時、 私は、 自分の 部屋に 横にな 
り、 新しい 発見に 胸を— めかせて 明日と いう 日の 早く 訪れん 事を 待ち こがれた のでした。 そ 
の 時の 私 ほど 幸福 だ つた子 供を 捜し出す 事は、 殆ん 、と 不可能な •事な のです 


第五 章 私の 心の 開眼 

私は、 自分の 魂が 突然 眼を 醒 した 一八 八 七 年の 夏に 起つ た 様々 の 事を、 眼に 見— 様に f 
出す 事が 出来ます。 私は、 夢中に なつて 手搜 りして 廻り、 触れる 程の ものの 名前を、 覚え まし 
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た。 沢山の 物を 知れば 知る 程、 私は 自分を 取り巻く 周囲に 対する 愛 著を 深めて 行った のです。 

雛菊 や 金 仙 花が 咲く 季節になる と、 ミス •サリヴァンは 私の 手を 引いて 野原を 散歩し まし 
た。 そこには 種播 きに 忙しい 人々 が 点々 としてい ました。 テネシ ィ 河の 土 堤に 行き、 そこの 温 
い 草に 腰を下ろして、 私は 初めて 自然の 恵に ついて 話して もらった のです 。私は、 太陽 や 雨が 
如何にして、 美しく、 そして 栄養の ある 植物の 芽を 大地から 萌え出させる のか、 鳥は 如何にし 
て 巣を 作り、 そして 次々 に 繁殖して 行く のか、 リス や 鹿、 それに ラィオンな どは 如何にして 餌 
.を 獲ったり、 かくれ 場所を みつけた りする のか、 などと いう 話でした。. 知識が 豊かに なれば な 
る 程 私の 日々 は 明るく、 楽しい ものに なりました C 算数 や、 幾何を 学ぶ 前に、 まづ 第一に、 香 
り 高い 木 や、 緑色に 萠 える 草 や、 赤ん坊の ぷくぷ くした 頰に "美々 が あると いう 事を 教わった 
のです。 ミス •サリヴァンは 私の 眼を、 自然界に 向けさせ、 小鳥 や、 花 も、 人間と 少しも 変ら 
ぬ、 美しい 生命を 持った もの だとい う 事を、 感じさせょうと したので す。 

然し、 私は、 その 頃、 自然が 常に 親切で あるとは 限らない という 経験を しました 。或る日 先 
生と 私は、 長い 散歩から 家に 帰る 途中でした。 その 朝は、 とても 気持が 良かった のです が、 私 
..達が 帰り 途に つく 頃になる と、 段々 蒸し暑くな り、 二度三度と、 木陰に 休まな け ^ ばなら な ( 
程だったのです。日取後に休んだのは、家から程遠からぬ、ごつごつした核の大木の下でした。 
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その 木陰は ひんやりと 気持ょ く、 その上、 木 も、 とてもの ぼり 易かった ので、 私は、 先生に 後 
押しして 貰って、 易々 と 木の 枝に またがる 事が 出来ました。 木の 上は 実に 凉 しく、 そして 気持 
がょ かった ものです から、 先生は、 そこで お 弁当を 開こうと いって、 家に 弁当を 取りに 行った 
のです。 私は その 間 木の 枝に またがって 待つ 事に しました。 

と、 突然、 空模様が 変り 出した のです。 暑さが 急に 引き、 湿気を 持った 風が 吹き出し まし 
た。 私に も、 空が 真暗になる のが、 空気の 冷え冷えして 来た 事 か 七 感じられました。 その上、 
地面から 何とも 云えぬ いやな 匂が 立ち 始めた の. です。 私は その 匂に 覚えが ありました。 雷の 前 
ぶれなのです。私は恐ろしくなって允だ胸を抱いてふるえているだけでした。全くのー人ぼっ 
ちだった のです。 大地から さえ 離れて いるので す。 何 か 巨大な、 名状し 難い ものが 私の 全 神経 
を 凍りつ かせて しまいました。 私は 胸を 押えて じっと 眼を つむって いました。 悪感が ざわざわ 
と 背筋を 走ります。 私の 頼みの綱は、 先生が 早く 帰って来る 事です。 それは それと しても、 私 
は、 どうにかして 木から 降りられない もの かと 一生懸命に 努力して 見ました ひ 

一瞬 息の 窒る 様な 静寂が 訪れ、 木の葉が 悪魔の 歯ぎ しりの 様に ざわめき 始めました。 木は ぶ 
るぶ るっ と 身震いし、 風は どっと ばかりに、 死に物狂いに なって しがみつく 私を 吹き 落そうと 
します。 枝は 左右 上下に 波打ち 始めます。 小枝が 頰を 打ち、 髪に もつれ かかります。" ええ 飛 
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び 下りょう"、 という 考えが ちらと 頭を かすめました が、 それ も 恐ろしくて 出来ません。 それ 
でも 私に 下 枝まで ずり 降りて 行きました。 枝. が びしびしと 鞭う ちます。 私は 執 抛な、 断綺 する 
震動を 感じました。 何 かしら 重い ものが 落下. して、 その 地 響が 私の 体にまで 反響して 来る 様な 
感じな のです。 私は 最悪の 場合を 考えました。 あ、 私、 木と 運命を 共に す るんだ わ、 と 観念の 
眼を 閉じました。 と、 その 時、 先生が 突然 私を 木から 降して 呉れた のです。 私は 両足で しっか 
りと 大地を 踏みし めた 時 思わず 泣き出し 、しっかりと 先生に しがみつきました。 私は、 その 
時 新しい 教訓を 学び 取った のです。 

此の 事が あってから、 私は 長い間 木に のぼりませんでした。 木に のぼると 考えた だけで も 思 
わず 毛穴が 立つ 思いだった のです。 それに も 拘わらず、 私を うまく 誘惑して しまったのは、 枝 
一面に 花の 厚化粧を した ミモザの 木でした。 或る 麗らかな春の日に、 私は、 あづま やで 本を 読 
ん でいた のです が、 何 か、 とても 甘美な 匂が 漂って 来る のに 気がつきました。 私は、 突然 立ち 
上り 殆んど 反射的に 手を 突き出しました。 何 かしら、 春の 妖精みたい な ものが、 すうっ と •通り 
過ぎた 様な 気がした のです。 

び 何だろう" と 私は 考えて 見ました。 そして ノ すぐに、 それが ミモザの 匂 だと 気がつき、 そ 
の 木が 立って いる、 道を 曲った 所の 塀の、 隅に 手 捜り で 行って 見ました。 やっぱりそう でし 
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た Q 暖い 日光 I 身に 浴び、 細い 枝が しなだれて 草と すれすれ 1、 美しい 花— 示して 
いたのです。  ， 

私には、 此ん なに— な ものが、 此の世に 二つとは な 左ろぅと 思いました。 函なそ 

して 繊細— は、 卑俗な ものが 馨 ったり すると 萎んで しま— 言 見 4 した。 此の世 

の 木、 といぅょりは、 楽園の 木が 移植され たといった 方が 良い のです。 私は、 花瓣の St 
ぐっ て 幹の 傍に 立ちました。 暫くは 決心が つかずに 幹に 手を おいて 立っ てし ました 力 ふら ふ 
ら っと 木に 抱きついて のぼり 始めました。 でも 幹が 太く、 それに 木の 肌が ざらざらして _ 力 
痛く、 とても S り 難いので す。 それでも 私は、 木の 魅力に そんな 事 も 忘れて、 どん、 とんの ほ 
り、 遂に 誰かがず っと 前に 作っ ておいた、 今では 木の 一部みたい になっ ている 巣 床に たと りつ 
きました。 私は そこ U 坐り込む と、 時の たつの も 忘れて、 桃色の 雲に 包まれた 春の 妖精み た V 
な 気分に なって、 夢の 様に たのしい 空想に 耽っ たりしながら 甚な 春の 日を 過した S す。 
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第 六 章 言葉を 知る 鍵 

ネは 既に 総ての 言葉を 4K る 鍵を 手に し、 それを 利用す る 事で 夢中に なって いました 0 
何の 不自由 もない 子供は、 他の 人々 の 唇から 生き生きと 飛び？ 言葉を、 嬉 々として、 容县 
に 自分の ものにして しまいます が、 _の 子供は、 言葉を 生きた ままト 捕える 事が 出来ない ので 
す。 散々 に雾 して、 やっと 捕える ものは、 言葉の 死骸な のです。 それにしても、 それを 理解 
した 時の 悦びは、 雲に 尽し 得ません。 懸 は、 覚 つかない 一語一語の 綴りから、 広々 とした 
シ H 1 クス ピヤの 世界に めざして 進んで いました。 

最初のぅ ちは 先生が 新しし 事を 話して くれても、 私は、 ごくつ まらない 事し か 質問で きま 
せんでした。 私の 理解は 充分で なく、 雲 も 不足して いたのです。 でも、 知識が 書と なり、. 
雲 も 豊かに なって 来る につれ て、 私の 質問 i 調子に なりました。 私は、 もっ と 深い 意味を. 
捜り 出そぅと、 同じ 事に ついて 何度も 何度も 繰返して 質問した のです。 それで 時には、 ず っと 
以前に 覚えた 言葉が、 生き生きした 映像を 伴っ て 蘇っ て 来たりす る 事 も ありまし •こ。 
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然し、 ミス •サ リヴ アンは 頭を 左右に 振り 李。 私は、 更に 解ら なくなり、 又、— に| 
もしました 。私には、 先生が 愛を 指さして くれない のが 不思議で たまりませんでした。 

それから ニ、 晉 後の 或る日、 私は、 珠数 玉を、 始めは 大きい 玉 ニつ、 次は 小さい— つと 
いう 風に つないで 遊んで いました。 私は 幾度 も その 順序を 麗 えます。 ミス •サ リヴ アン ま、 

その 度 毎 S 気ょ く 注意して くれます。 そのうちに、. こん がら かって どうに もしょう がな くな 
ってし まい、 私は、 どうしたら 順序— が 出来る だろう、 と 一憲— ました。 とそ 
の 時、 ミス • T ヴ アンが、 私の 額に" 考えなさい" と 書いた のです。 

しと 私は 此の 言葉 こそ、 私の 頭の 中で 起っ ている 思考の 行程を 云い 表わす ものな のビ 4 
なと 悟っ たのです。 此れが、 私の 抽象 慨念 理解の ス f トだ マた のです。 

それに 励まされて、 私は、 膝の 上の 珠数 玉の 事 も 忘れて、〃 愛" の 意味を 解こうと 一心— 

JX. ました。 その 日は、 暗雲が 低く たれこめ、 時々 驟雨の— 天気で したが、 突然 南国 特有の 強 
1、 明るい 日光が 雲を 破っ て 射し 輝いた のです。 

此れ 力 愛 じ ゃない の" 私は 此の間の 質問を 繰返しました。 

"愛って ね。 太陽が 出る前の 雲みたい な. ものな の。" 彼女は 答えました。 そして (I 
何の事か解らなかったのですが)、やさしく、嚼ん|め|明してくれるのです。〃^ 


でも 知っ てる 様に、 雲には さわれません ね。 でも 雨を 降らす のは 解る でしょう。 そして、 暑い 
暑い と、 は あ、 は あ、 云っ ている 花や、 土地が、 どんなに ほっ とする かも 解る わね、 愛に もや 
はり 触っ ては 見られな いの。 でも、 愛を 受けた 時の 悦びは 感じ取れ るの。 もし 愛が 此の世に な 
かったら、 あなたは 幸福に も、 楽しく も なれな I わ" 

私は、 ぱ r 暗い 心の中に 眼 も 眩む ばかりの 巨 火が 灯された 様な 気がしました。 その 時、 お 
互いの 心は、 眼に 見えない 糸で しっ かりと 結びつけ つけられ 合っ ている、 の だとと 悟っ たので 
fo 

私を 警す る— って、 ミス •サ リヴ アンは、 私を 不具の 子供と して、 あつかわない 方針を 滅 
実行し ました。 ただ 一っ 違う 所は、 裏 i すか わりに、 私の 掌に 文字を 書く という 事 だけな 
のです。 若し、 私が 自分の 意志を 充分に 表現す るのに、 言葉が 足りな かったり すると 彼女は 
その 時、 だけの 事では なしに ニ般 的な 意味まで 説明しながら、 その 不足した 言葉を 補っ て くれ 
ました。 

此の やり方 sf した。 何故なら、 15 、た i 輩な 日 11 とは 
いえ、 その 数 限りない 単語を 全部 覚えて しまう のは、 到底 短時日では 企て 得ない 事 だからで 
す。 5 聞— 子供は、 絶え間ない 繰り 返え しと、 それを 真似す— って それら— 


ます。 

自然に 入つ て 来る 話が、 その 心を 刺戟し ます。 刺戰 された 心は— から 面白そう な 話を 捜し 
ます その 話は 自然な、 自分の 頭の 中で 形成され た 表現と なつて ロから 流れ出る のです。 

此 ナヵ、 聾の 子供には ない のです。 先生は 此の 事を 產に 置いて、 私に 出来るだけ 多くの W 
U を ^# 又よ としました 彼女の やり方は、 絶え間ない 同一 語の 繰り返しと、 それを 簾に 使 
える—— よ— 事でした。 然し、 私が、 I から— の 仲間入りを しよ うとする 
気を 起す-で _ そして 私 力 ヒンふ 合つ た 応答が 出来る ようになる ま 
必要 だつ たのです。  時 力 

聾で 盲？ 供が、 会 Sf—I の 物？ るのは、 蠢 並產の事—ぁりま せん。 此 
の P 一 4 の 人々 のより 深し 羅を 必要と します。 考えても 御覧なさい。 彼等は、 音声の 偕 
調も聞けずに、|黑味を左右す|つけなければならないのです。それに、本当の «{ 
味は— にだけ 現われる 事が 少 くないと いうのに、 それを すら 見.— が 出来ない のです。 


第 七 章 実生活に 即した 教育 

私が 次に 克服し なげれば ならな かった 事は、 読む、 という 事でした。 私が ニ、 三の 言葉を 綴 
れる 様になる と 先生は、 厚紙の 紙片に 凸版され た 単-語 力 ー ドを 与えて くれました。 私は、 すく 
に、 此の 凸版され た 言葉が、 それぞれ、 物 や、 その 行動 や、 又 その 性質を 意味す るの だと 悟り 
ました。'  私は、 単語を 並べて 文章を 作る 盤を 持っ ていました が、 その上— 雲 章を 並べる 前 
に 実際の、 物、 で やって いました 。例えば、" にんぎ ょう"" ある"" の 上に" び ベッド 刀 
という 力 1 ドを 実際の、 物、 の 上に のせる のです。 そして、 人形を ベッドの 上に 置き、 それに 
"ベッド _ "の 上に"" ある" と綺 ける のです。 此の 樣に して、 文章を、 実際の 物 に B b 
て 覚え込んで 行った のです。 

或る日 ミス •サリ ザ アンの 指示 通りに 私は、" しょうじょ" という 力 ー ドを エブ ロンに とめ' 
て 衣裳 棚の 中に 入り、 その 中で" いしょう だな ガ 〃の 中に"" いる" という 力 ー ドを 並べ まし 
た。 此れ こそ 素 青ら しい 思いつき だっ たのです。 私は 夢中に なって 幾 時間 も、 此の 文章 遊びを 


67 


しました。 そして 仕舞いには、 部屋 中の 家具が 全部 文產 りに 並べ 変えられる 始末でした。 

S 凸版の 力 ら 、本へは ほんの 一 またぎでした。 私は" 初めて 本を 読む 人の ために" とい 
う 本 拿に して、 自分の 知っ ている 言葉を 捜しました。 知っ ている 言葉を 見っけた 時の スリル 
は かくれんほで、.かくれている子を見 0 けた時のそれに似ています0 

私は、 全然 正規の 教育を 受けて いません でした。 どんなに 熱心に 勉強して いる 時で も、 それ 
は 勉強と いうょり 遊戯と いった 方が 正しい のです。、、、 ス •！ ヴ アンは、 総ての 物を、 美ノい 
話 や 詩の 様に 説明して くれました。 私が 悦ぶ ょうに、 彼女 もす っかり 子供に なり 切っ ていた 
のです。 大部分の 子供が 思い出す だけで も ちぢみ 上っ てし まう。 文法 や、 算数な ども、 私に 取 
っては 楽しくて たまら ものだった のです 0 

ミス ンが 私に 示して M (れた 思いやりと 、同情の 深さは、 到底 筆舌には 尽し得 ませ 
ん多 免 それは、 長い間 盲の 人々 に 接して いる 間に 培われた ものと 思います。 その上 彼女は 素 
晴 しい— 管て いました。 彼女 SS 味 S かない I しっけたり しません でし 
た 一昨日 教えた 事を 覚えて いるかと 試したり などし なかっ た。， 無味乾燥な 科学な ども、 少し 
ずっ そして 我の 記憶に 残らざる を 得ない 様に、 身近 かな 例を 引いて 説明して 呉れた ので' 


、昜讨 し S、 戸外を® んで 勉強し ました。 私の 幼時の 攀の記 情に 
私達は、 家の 中ょりも 擊 - {謹 0、 て、—。 ゆりのきの 爽 かな 木陰に 
は 野葡萄の 匂と 浪り 合つ た、 快い— の 言 f り" 0 ま" 美しが、 私 S ての 存 

在— 1 せ こ UK 事— て 鳴—— ぎ、 £にきり ぎりす、 

ゃ あ ru 愛、 ひ 一」。 さんし ゅ ゆの 花、— の董 、義の 果樹。 私は、 割れた 殼か らの f 

H 参^ 

ふざけ？ たのです ああ 今ても その 

の ^ パロ il>、 朝風 S らぐ 百合の みやび SIS し U る 
私 W け 許された ものな の—。— 515 てい ll?m1 で；: r 
寝込み— われた 此 Gsf んの 、柔 い、 かすか 1 根の 1 ら f > ナ 
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もう 一つの お気に入りの 場所は、 七月 早々 に 熟れた 実を 実らせる 果樹園でした 〇 大きい、 う 
ぶ 毛の 桃が 手の届く所に 成っ てい ましたし 、爽やかな 風が さっと 吹く と、 リンゴが ころころと 
足 もとに 転げ落ちた りする のです。 ああ 何て 楽しい 日々 だった でしょう.。 ヱ ブロン 一杯 こ ^ 
物を 拾い、 太陽の 余熱で 温い すべすべした リンゴに 頰ず りしながら、 スキ ッブで 家に 跳び 戾る 
のです。 

私達の 散 步のコ ー スは 南北戦争の 時に 兵隊を 渡した 事が ある、 テ ネシィ 河畔の、 今ょ 崩れ 
落ちて しまって いる ケラ i 場への 道でした。 私達は そこで 遊戯 混り の 地理の 勉強を したりし 
て 楽しく 時を 過し ました d 石で' クムを 築いたり、 鳥 や 湖. を 作ったり、 それに 河を 流し込んだ 
りしな がらの 勉強は、 勉強と いうには あ f 楽し 過ぎる ものでした。 私，^、 ミス* サリヴァン 
の 噴火す る 山 や、 火山灰に 埋められて しまった 都市、 流れる 水の 河な ど S 々の I 變充ち 
た 丸し、 大きな 地球に ついての 話に 耳を 傾けました。 彼女は、 私が 山裙 や、 谷に さわっ たり、 

5 ねり 曲っ た 河 の n i を 指で たど？ 見たり 出来る 様に、 粘土の 地勢 模型を 造？ くれ まし 
た ◦私は それには とても 悦 ばされ ましたが、 地球を 経度 や 緯度、 それに 両極に 分けたり する の 
には とても 混乱 させられ、 そして 苛立たせられました。 今でも、 本物の 糸 や、 極を 表わす 審 
のへた は、 余り 実際に 近いので、 温度 帯と いうと、 すぐにみ かんを 思い出す 程な のです。 若し 
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うまく 仕掛けたら、 北極に 白熊が 本当にの ぼ るんだ と、 私を 信じさせる 事 も 出来る でしょう。 

それでも 算数 だけは どうに も 好きに なれない 踩 目でした。 初めから 興味がなかった のです。 
，ミス •サリヴァンは、 珠数 玉を 糸に つないだ 物で 数える 事を 教えょうと しました。 そして、 寄 
、せ算 や 引き算は キング ー ガ ー デン スト 口 ー で 習いました。 私は、 五 回 も 六 回 も、 此の 退 窟な珠 
，の 遊戯を 繰り返す 事に 我慢 出来ませんでした。 ただ 早く 此の 勉強が 終る 事 だけを 待ち望み、 終 
るか 終らぬ かのうち に、 遊び 友達を 求めて 外に 飛び出して しまった のです。 

此れと 同じ 様な、 まだる っ こい 方法で、 動物学と 植物学を 習いました。 

或る時、 今 その 名前は 思い出せません が、 一人の 紳士が、 私に、 小さい 軟体動物の 綺麗に 色 
彩られた もの や、 小鳥の 爪の 蹟が ついている 砂岩、 それに 美しい 羊歯が 浮彫に なって いる 物な 
どの、 化石の コレクションを 贈って くれました。 此れ こそが、 私に ノァの 洪水 以前の 世界の 扉 
を 開いて くれる 鍵だった のです。 

私は 恐し さに ぶるぶる 震えながら、 間の 抜けた、 舌を 嚼む 様な 名前の ついた 太古の 昔に 森林 
を 抜 渉して は 巨大な 樹木を 折りし だいて 食物に したり、 気味の 悪い 古い 湖沼に 埋れて 死んで 行 
ったり した 凄い 巨獣の 話に 耳を 傾けました。 長い間 此の 気味の 悪い 怪物は 夢の 中に 現われ、 陽 
光 や バラ、 それに 暢かな 私の か 馬の 嘶きが 聞え る、 生き生きとした 昼の 世界と 恐ろしい 対称を 
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なす 暗い 夜の 世界を 形造った のです。 

その 次の 時には、 美しい 貝の コレクションを 贈って 貰い、 私は、 小さい 軟体動物が 自分の 棲 
家の螺管をどういう風に作るのか、叉どういう風に、微風も吹かぬ静かな夜に «| 鶴具が、その 
真珠 製の 舟に 乗って ィンド洋の 青海原を 渡る のかと いう 樣な 事を いちいち 驚いたり 感心したり 
して 学びました。 激浪が 逆巻く 中で、 水熄が 太平洋 特有の 美しい 珊瑚礁を 築き上げる 経過 や、 
有孔虫が 万里の長城の 様な 白亜質の 丘を 作る 過程な ど、 海中 生物の 生活 や 習性に ついて、 多く 
の 面白い 事を 学んだ 夜、 先生は、 ベッドに 入って から" 寝室に 入った 有孔虫" という 本を 読ん 
で くれました。 そして、 軟体動物が 貝を 作る 経過は、 人間 精神の 成長を 象徴して いると 教えて 
くれました。 丁度 有孔虫の、 不思議な 働きを 持った 外套 膜が 海水と 一緒に 飲み込んだ 砂礫を、 
分泌物で 包んで 遂には 美しい 真珠を 造る 様に、 私達の 知識 も 同じ 過程を 経て 思想と いう 真珠に 
なるとい うのです。 

その 次に 私の 学んだ 事は 植物の 成長に ついて でした。 私達は、 百合の 鉢を 買って 来て、 日当 
りのょり 窓辺に 置いて 観察を 続けた のです。 数日を 出ない うちに、 緑のポ ツン とした 芽が、 大 
きく ふくれ 始めました。 美しい 女の人の 指みたい な 小さい 葉は、 はにかんで いる 様に おずおず 
と、 少しずつ 開きます。 所が 一旦 開いた となると、 一定な 形を 守りながら もぐん ぐんと 大きく 
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なります。 次から 次へ と 大きくなる 芽の 中には 必ず 一際 目立って 大きい、 そして 美しい のが あ 
って、 柔い 絹を 纒った 様に、 自分は 柿の お 恵めを 特別に 多く 享 けた 百合の 女王 様 だとい わん ば 
'かりに、 ポッ と、 外 覆を 破って 頭を もたげる のです。 そして、 その 近くには、 彼女ょりは 内気 
な 妹 達が きまり悪そう に、 緑の 帽子を 覆つ たままで いるので した。 そして、 たちまちのう ちに 
モの 百合は 美しい 花と むせ 返る 様な 匂を 漂わせて、 見事に 成長した のです。 

十一 匹の おたまじゃくしが、 水草の 一杯に 浮んで ガラス 鉢に 入れられて、 窓辺を 飾った 事が 
.ありました。 私は、 それから 一つの 大切な 事を 学び 取りました。 鉢の 中に 手を 突 込んで おたま 
じゃくしが 指の 間を、 ヒラヒ ラと 泳ぎ 廻る のを 感ずる のは とても 面白い 事でした。 所が、 その 
中に 一匹 大胆な のが 居て、 •薇る 日、 大 冒険を 企てて、 ガラス 鉢の 縁を 跳り 越えた のです。.. それ 
は 床に 落ちました。 私には 死んだ としか 思えませんでした。 生きて いると いう 唯一の 証拠は、 
.尾が ピク ピクと 動いて いる 事 だけでした。 所が 水の 中に 帰して やる と、 すぐに 底の 方に もぐり 
込んで、 嬉しくて たまらない という 様に 盛んに 泳ぎ 廻る のです。 それは 大 冒険を してょり 広い 
世界を 見ました。 然し、 それは ガラスの 家の、 釣 浮 草の 下で 生活し、 遂には 蛙に 成長す る 事 
に、 何の 不満 も 感じなかった のです ◦後で、 その おたまじゃくしは、 庭の 隅に ある、 木の葉が 
覆い かぶ さって いる 池に 移りました が、 そこで 風 変り な、 恋の 唄を 歌って 夏の 夜を 楽しんで い 
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-ました。 

此の様に して、 私は 実生活に 即した 学問を しました。 私は、 最初のう ち、 単なる 可能性の 芽 
.にす ぎなかった のです が、 それを 成長 させ、 見事に 開花 させた のは、 実に、 私の 先生だった の 
です。 彼女が 現われて 初めて、. 私を 取り巻く ものが 深い 意味を 持ち、 生き生きと 生活す る もの 
.になった のです。 彼女は 総ての 物が 秘めて いる 美を 指摘す る 機会を 逸しませんでした。 折に 触 
-れ 、事に つけて、 私の 生活を 意義深い ものにしょうと 心を # きました。 

私の 教育の 第一 年 目を、 こんなに 美しい ものにし 得た のは、 先生の 天禀 であり、 敏感な 感受 
性で あり、 更に、 愛情の 表現の 巧 さだった のです。 そして、 それに 相応した 効果を おさめる 
拿が 出来た のは、 彼女の 機会を つかむ 巧み さの おかげした 。彼女は、 子供の 心と いう ものは、 
，そこ ここに、 花や 繁み 、それに ぽっ かり 浮んだ 雲な どを 映して、 教育と いう 石塊の 河床を さや 
.さやと 流れる 小川みたい な もの だと 云う 事を 知っていた のです。 彼女の 目的は、 その 心の 小川 
を、 静かな 河 面に、 大きく うねる 山陵 や、 きらきらと ゆらぐ 大樹の 影、 それに 広大な 青空な ど 
'を も、 可憐な 花を 映す と 同じ様に 容易に 反射 させ 得る 程に 広く、 悠 々たる 流れに する 事で し 
た。 それまでになる には、 ある 時は 溪谷 のせ せらぎ となり、 又 ある 時は 日の目 も 見えない 地下 
め 流れと なったり しなければ ならない 事を 知っ ていたの です。 
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.文章を 私の 掌に 書いて、 明され ぬ 秘密の 思わせぶ りを したので す。 ミス •サリ ヴ アンは それを 
推察す る 事で、 どんな やり方ょりも 効果的な 言葉の 勉強を しました 。毎夜 毎夜、 私達は、 チロ 
チロと 焚火の 燃える 炉端に 坐って、 此の あて ごっこを したので す。 それは クリスマスが 近づく 
, につれ て 段々 面白味を 加えて 行きました。 

クリスマス •ィヴに、 タス カン ビヤ 小学校の 子供達が、 クリスマス •ツリ ー を 作って、 私を 
招待して くれました。 教室の 真中に、 やわら. かな 光につつ まれて、 素晴らし くも 不思議な 果物 
をつ けた 美しい 木が 立って いました。 租は 有頂点に なって 木の 廻りを 跳び 廻りました 。そ 
上、 一人一人の 子供達が 私に 贈物を して くれる というめ です。 何ょりも 嬉しかった のは、 此の 
木を 作っ で くれた 親切な 大人 達が、 私の 方から も 贈物を しても 良い と 云って くれた 時でした。 
皆に 贈物を 渡しながら も 私は、 自分が 貰った ものは 何だろう と 楽しみで たまりませんでした。 
そして 遂 々、もう 本当の クリスマスを 待つ ばかりと なるともう 我慢が 出来な くな って、 それを 
開いて 見ました o. 然し、 それは 思わせぶ りな ヒント 程の ものではなかった のです。 でも 先生は 
私が 受け取るべき ものは、 品物ではなくて、 その 気持な の だと 教えて くれました。 それで 私 
は、 開けて 見る のは 学校で 貰った もの だけにして、 残りは 次の 朝まで 待つ 事に したので す。 

その * 、 私は ストッキングを 吊して ベッドに 入る と、 サンタ、 クロ ー スがど んな 事を する の 
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か 見ようと 眠っ た 振りを していました。 が、 知らず知らずのう ちに、 新しい 人形と 白熊を 抱い 
て 眠りに おち 入って しまいました。 でも 次の 朝、〃 クリスマス お 芽出度う" といっ て 家中の 人 
々を 起して 廻った のは 私でした。 私は、 ストッキングの 中 だけなら いざ 知らず、 テ ー ブルの 上 
にも、 椅子の 上に も、 戸口の 所に も、 果ては 窓辺に も、 あっと びっくり する ものを 見つけた の 
です。 包装紙に つ乂 まれた クリスマス •プレゼントに つまづ かないでは 一歩 も 歩けな 力った の 
です。 そして、 私の 先生が、 カナリ ャを 贈って くれた 時、 私の 悦びは 絶頂に 達した のでした。 

此の 可愛い らしい テ ィムは、 とてもよ く 馴れて いて、. 私の 指に ちよん と 止って は、 掌から 砂 
糖 さくらんぼを つい ばむ 程だった のです。 

ミス •サリヴァンは、 此の 新しい お気に入りの 世話の 仕方を 落度な く 教えて 呉れました。 

毎朝 食事の 後に 水を 浴びさしたり、 籠を 掃除したり、 又、 餌 入れに 新ら しい 殼 物と、 井戸 d 
屋 から 汲んで 来. た 水を 入れて やったり、 はこべの 茎の 止り ^ を 取り換えて やっり しました。 

或る日の 朝 私は、 水を 浴びさせる 為にの 水を 汲みに 行く 間、 籠を 窓辺に おいていた のです。 
帰って来て 戸を 開けた 途端、 大きい 猫が、 さっと 身を かすめて 逃げ出した のです。 初めは どん 
な 事が 起った のか 解りませんで したが、 « に 手を 突 込んで みて はっとし ました。 

テ ィムの 柔い 羽根に 触れ もしなければ、 その 小さい 爪が、 私の 指を つかもうと もしない ので 
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す。 私は もう 二度と、 私の 可愛い 歌手を 見る 事が 出来な くな つたので す 0 


第 九 章 ボストン 旅行 

次に 取り上げなければ ならない 事は、 一八 八 八 年の 五月の ボストンへの 旅行 だと 思います。 

つい 阼 日の 事の 様に、 大童 わの 準備、 •劇的な 出発、 そして 到着した 時の 事な どを はっ. きりと 思 
い 出します。 ニ 年 前の バル ティモア へのと 違って 何と 素晴らしい 旅行だった 事で しょぅ か。 私 肪 
は、 もぅ、 カヤ カヤと 騷ぎ 廻って 車輛 中の 人々 の 注目を ひく 様な 子供ではなかった のです。 私 
は、 ミス •サリヴァンが 説明して くれる 窓外の 景色に 注意して 静かに 坐って いました。 綺麗な 
テネシ ィ河 、広い 棉畠 、丘、 森、 それに 停車 毎に 甘い お菓子 や 妙 蜀黍を 売って る、 汽車が 動き 
出す と 手を 振って 左様なら する  一 I グロの 事な ど。 私の 向いの 席には 真新しい ギンガムの S と、 

けば 立った むぎわら 帽子を 覆った、 大きい、 ボロボ ロの 人形、 ナン シィ が珠数 玉の 眼を 見開い 
て坐っていました。ミス.サリヴァンの話がとだえた時は、ナンシィを抱き上げたり、寝かし 
つけたりして、 少しも 退屈し ませんで しヒ 0 


ナン シィの 事を 話す 機会は もうあり そうに も 田 心えないで すから、 序に、 ボストンに 着いて か 
ら 彼女の 身の上に 起った 悲しい 事件を お話しし ます。 彼女は、 一度 も 好 だと 云った 事 もない、. 
パィを 押しつけられて ロの まわりを 真黒に されて いたので パ ー キン ス 盲学校の 洗 灌婦が 彼女に 
風呂を 使わして やろうと、 そうと 持ち出した のです。 然し、 それは、 哀れな ナン シィに 取って 
は 過ぎた 好意でした。 風呂から 上って 来た 彼女は、 見る かげ もない ボロボ ロの 綿く ずに 変り 果 
て、 眼 だけが 非難す る 様に 私を 見 凝める のでした。 

待ちに 待った ボストン 停車場に 列車が すべり 込んだ 時の 印象は、 丁度、 おとぎの 国に ついた 
時の 様な ものでした。" 昔、 昔、" というのは、 今、 で、" ある 所に" は、 此処、 今 私が 立って 
居る 所 だっ、 たのです。 ， 

パ ー キン ス 盲学校に つくと 私は、 すぐに 盲の 小 供 達と 仲良しに なりました。 その 子供達が 手 
指 文字を 知っている のに 私は 何とも 云われぬ 悦びを 感じました。 自分 達の 言葉で 話 すって 事は 
何と 素晴 しい 事なん でしょう。 それまで 私は、 通訳を つけて 話す 外国人みたい な ものだった の 
です。 此の、 ロ ー ラ •ブリッジ マンが 教育を 受けた 学校に、 私は 祖国を 見つけ 得た のです 0 - 私 
の 新しい 友達が 盲 だとい う 事に 気がつ. いたのは 余程 経って からでした。 私は、 自分が 盲 だとい 
う 事は 知っていた のです が、 私の 周囲に 集って、 楽しく、 明るく 遊戯の 仲間に なって くれる 思. 


いやり深い子供達までが、盲だなんてとても信ずる事が出来ませんでした。私は、その子供 » 
が 会話の 時には 私の 手を 自分 達の 手に 重ね、 本を 読む 時には 指を 使う の だとい う 事に 気が 
つき びっくりし、 又、 悲しく 思いました。 というのは、 如何に 私が 自分の 人一倍 不自由な 体の 
事を 知っていた としても、 此の 新しい 友達から も 同情され なければ ならない というのは、 あま 
りに 非道す ぎる 事だった のです。 それでも 私は、 周囲の 明るい 霧 囲 気に 融け 込んで 楽しい 日々 
を 過す 事が 出来ました。 

盲の 子供達と 過した 一日は、 新しい 環境を、 とても 居心地の 良い ものにして 呉れました。 そ 
して 私は、 時の 経つ の も 忘れて、 屈托 のない 毎日を 途っ： たのです。 ボストン こそは、 私に 取っ 
て 唯一の 世界だった のです。 

ボストン 滞在中に、 私達は、 バン 力 ー •ヒル (独立戦争の 史績丨 I 訳者) を 訪れて 。初めて 
の 歴史 勉強を しました 。私達が 現に 立って いる 場所で 戦っ た 勇敢な 人々 の 話は、 私を 非常に 昂 
奮 させました 。私は、 石段を 数えながら 記念碑に のぼり、 兵士たち が 此処に ょじのぼって は 敵 
弾に 射ち 落された のではなかった ろうか、 などと 考えで 見た のです。 

次の 日、 私達は 船で ブレィ マゥス 港に 行きました Q それは、 最初の 海上の 旅行だった ので 
す。 それにしても、 何と 活気と 躍動に 充ちた 旅行だった 事で しょう。 でも 私は、 機関の ブル ブ 
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んだ事 だけは ありました。 海の 描写は 私を とても 魅き つけ、 男性的な 海に 接し、 怒濤の 吼り狂 
う 音を 聞いて 見たい もの だと 長い間 思って いたのです。 そして、 今や、 それが 実現され ようと 
いうので す。 

私は、 海水着に 着換える と、 恐れ気 もな く 冷い 水に 飛び込. みました。 大きい 波の 上下す るの 
が 感じられます。 水の 浮力は、 私の 心にまで 作用し ました。 と、 突然、 私は、 岩に 足を ぶっつ 
け、 その ひようし にがぶ っと 頭から 波を 覆りました .0 私は 夢中に なって 何 かつ かもうと しまし 
たが、 空しく、 ほんだ わらを 顔に 叩きつ けられる だけです。 波は 私を なぶり ものにして いる 棣 
に 思われました。 あっちに 押し やったり、 此っ ちに ひきもどしたり、 手荒に 小突き 廻す ので 
す。 懐し い、 どっしりした 大地は 私の 足 もとにな く、 生命 も、 空気 も、 あたたか さも、 愛情 も 
総ての ものを 閉め出して しまう 冷酷な 水 だけが あった のです。 

でも 遂に、 海は、 此の 新しい 玩具に 飽きた 様に、. 私を 砂浜に 打ち上げました。 と、 先生が、 
ひしと 抱きしめて くれたの です。 その 温い 抱擁の、. 何と 安堵 感に充 ちた ものだった ものだった 
事でしょう か。 やっと 物を いえる 位に 元気を 恢復した 私が 云う 事は、〃 一体、 誰が 海に 塩を 入 
れた の" でした。 

此の 時に 受けた 恐怖 感が 薄らぐ と 私は、 海水着を 着て 岩に 腰を下ろし、 全身に 飛沫を 浴びて 
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波に 足を なぶらせる のが とてもょ い 気持でした。 私は、 重々 しい 波が ぐっと 押し寄せる 毎に、 
さざれ石がごろごろ転がる 0- を感じました？.波が押し寄せて来る度に、海岸線は弛み、空気は 
悲鳴を あげます。 巨濤 は、 突進に 反動を つける 様に 一旦 ぐっと 身を 低く する のです。 波が 打ち 
かかる 度に 私は、 全身を 硬 ばらせ、 蛇に 見込まれた 蛙の 様に 岩に しがみつきました。 波打 際 
に 長く 坐って いる 事は とても 出来ませんでした。 でも 貝殼 やさ ざれ 石、 小さい 昆虫が 巣を つけ 
ている ほんだ わら、 それに 強い 磯の 香、 新鮮な、 身 も 心 も 伸び伸びして 来る 様な 新鮮な 空気. は 
すっかり 私の 心を 奪って しまいました。 或る日、 ミス •サリヴァンに 教えられて、 日向の 浅瀨 
で たわむれて いる 不思議な ものを 見つけました。 それは 私が 初めて 見る、 大きな 甲蟹だった の 
です。 私は それを 家に 持って行く 途中、 何て 不思議な 奴なん だろぅと 思いました。 そして、 と 
て も 面白い 遊び 友達に なれるな と 思い、 両手で しっかりつ かんで 道を 急ぎました が、 此れは 全 
くの 大 仕事だった のです。 何故なら、 それは とても 重く、 半哩 、の 道を 運んで 行く には、 全力を 
出さなければ ならなかった のです ょ。 私は 誰に も 此の 甲蟹を 渡そぅと しませんで したが、 ミス 
•サリヴァンに 識得 されて、 井戸端の、 誰に も 取られる 心配の ない 水槽に 入れる 事に しまし 
た。でも次の朝、その水槽に行って見ると、甲蟹の姿は何処にもありません0そして |1 も知ら. 
ないといぅのです。本当にがっかりしてしまいました。然し 0' が痊づにつれて、私汶、あの甲 
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蟹を、 海から つかまえて 来た 事は 思いやりの ある 事で も、 賢い 事で もない 事に 気がつき あの 
甲蟹は、 きっと 海に 帰った んだ ろうと、 ' 人 慰めて いました 

身 

第 十一 章 山莊の 思い出 

私は、 沢山の 楽しい思い出を みやげに、 秋に なって から 家に 帰りました。 私は"^ a での 滞 
在を 思い出す度に、その豊かで、変化に富んだ生活に驚|感ずるのです。 > れが契機になっ 
て 私の 艮前 に、 新ら しく 美しい 世界が ひらけた のです。 見る もの 聞く ものが、 総て、 新しい 匇 
識の 対象 だっ たのでした。 私は、 自分を 総ての 物の 中に 没入 させ、. 一瞬たり とも じって い S 
がありません でした ol 私は 全生涯の あっとい う 間に 過ぎて しまう、 生命の 短い 昆虫ょりも 忙し 
かった のです。 私は、 私の 掌に 書き 綴って 話して くれる 人の 総てに 合い、 その 人達の 暖 し^-情 
に、 私の 気持は 伸び伸びと 総ての ものを 容け 入れた のです。 

私と、 他の 人々 の 間に 横たわる 不毛の 土地は、 見事な バラを 咲かせた のです。 

私 丈、 その 秋を" 家族と 一緒に、 クス カン ビヤから 十四 哩も 離れた 山莊で 過し ました。 その 
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a 荘は 、近くに、 今では 廃坑に なった 石炭 石の 石切り場が あった 所から、 ファ ー ン、 (羊歯) 
クゥ オリ (石切り場) と 呼ばれて いました 0 

岩の 間から 湧き出す、 三本の せ せらぎ が、 岩に せかれたり、. 地下に もぐった りして、 嬉 々と 
流れて いました。 ひらけた 所は 羊歯が 一杯に 生い 繁っ て、 石炭 石の 岩肌を 完全に 覆い かくして 
いました。 他の 所は 木々 が 密生し、 巨大な 樫 や、 松の 柱みたい な 幹を した 常緑 木が あり、 その 
，枝からは、 常春 藤 や 寄生木、 それに 柿のは なづ さが 垂れ 下り、 その 芳香は、 気を 遠くさせる 様 
fc あたり 一辺に 漂って いました 。そして、 そこ、 ここに 麝 1?* 萄 菴 や スヵパ ー ナスグ の蔓 が、 枝 
から 枝へ と 這い 廻り、 四六時中 蝶 や、 羽虫の 群れ 成す あづま やを 作って いたのです 。此の様な 
緑の 洞窟の 中で 道に 迷い、 夕暮れ 時に 地面から 立ちのぼる 清々 しい、 甘美な 匂を 嗅ぐ のはと て 
.も 気持の 良い 事でした。 

私達の 山荘は.、 樫 や 松 •の 疎林の 中に 立って いて、 そこからの 見晴 しは とても 素晴 しいので 
す。 その 構造は、 小さい 部屋が 屋根の ない 細長い 広間の 両側に 並んだ ものでした。 その 廻りに 
は 広い 廻廊が ありました。 私達は 大低 その 廻廊で、 勉強 や、 食事 や、 遊戯を したりして 時を 過 Z 
しました 。裏口の 所には 大きい 胡桃の 木が 立って いて、 それを 取り まくょぅ に 階段が 地面に 译 
りていました。 表の 方は、 すぐ 近く、 手が とどく 位の 所まで 木々 が 生えて いて、 風に 弛む 枝の 
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; 様子 や、 秋風に 舞い 落ちる 木の葉の 気配 も 感じ取れた のです。 

ファ ー ン •クリオ リ には 大勢の 人々 が 訪ねて 来ました。 夜になる と 男の人 達は 焚火を 囲んで 
，トランプを しだり、 お 話を したり、 ゲ ー ムを して 時を 過し ました。 彼等は、 鴨 や 七面鳥を 撃ち 
: 落した とか、 元気の 良い 鱒を 釣った とか、 とても 悧 好な 狐を つかまえた とか、 袋鼠の 裏を かい 
て やった とか、 足の 速い 鹿に 追いついた とか、 云う、 水鳥 や、 魚 や、 四つ足 相手の 武勇 談を後 
、から 後から 出しました。 

仕舞には、 私な ど、 ラィオン や、 虎、 熊な どの 猛獣 も、 到底 此の 頭の 良い 獵師 たちに 合って 
，は 手 も 足 も 出ない と 思い込んだ 程でした。 

"明日は 獵だ "というの が、 此の 愉快な 人々 の、 おやすみなさいでした。 男の人 達は、 私達 
.の 部屋の 外の 広間に 寝た のです が、 私は 間に合わせの ベッドに 横に なった、 此の 獵師や 犬 達の 
•安らかない びきを 聞く 事が 出来ました。 

夜明け 方に、 私は コ ー ヒ ー の 匂 や、 銃の ガチャ、 ガチャ 云う 音、 それに、" さあ 今日は 大獵 
だ ぞ "と 叫び 合いながら、 ゴト ゴトと 歩き 廻る 足音に 眠りを 破られました。 彼等が 町から 乗っ 
y 来て、 立 木に つないで いた 馬の 地面を 蹴る 音 も 聞え ました。 馬 達は 一晩中 そこにつな がれ 
て、 夜が あける のを 待ち こがれて いたのです。 遂に 男の人 達は 馬に 乗りました。 古い 歌に 云 
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う 様に、 くつ わを ならし、 鞭で 風を 切り、 犬に 導かれて 駒は 行く、 だった のです。 やっ ほう、 
やっ ほうと 元気良く、 此の 天狗 獵師 達は 山に 入って 行った のです。 

太陽が 高く なった 頃 私達は、 丸焼きの 準備を しました。 地面 深く 掘られた 穴に 火が 燃され、 
その上に 鉄の 細い 棒が 渡され、 それに さされた 肉がジ ュ ージ ュ ー と 脂を たらしながら 焼かれる 
.のです。 火の 廻りには、 長い 枝を 持った ニグ ロが 坐って 蠅を 追いました。 肉の 焼ける 匂は、 食 
卓の 用意 も 出来ない うちに 私の 食慾を そそる のでした。： 

食事の 用意の 忙し さが 頂点に 達した 頃に、 獵の 一行が 三 三、. 五 五、 はあはあ 云いながら 帰っ 
.て 来ました。 男 達は 上気して くたくたに 疲れ、 馬は ロから 泡き 吹き出し、 犬は あえぎ あえぎ、 
…… 。然し、 獲物は 何一つなかった のです。 でも、 大きい 鹿が 目の前を 走り去った とか、 もう 
少しで 兎の 足を つかむ 所 だっ ■たと か、 ロ だけは 元気を 失って ませんで した。 結局、 犬が どんな 
に 獲物を 追い出しても、 銃の 狙が どんなに 正確に つけられても、 いざ 引き金を引こうと なると 
獲物の 姿は 消えて なくなる のでした。 

でも 彼等は たちまち 元気を 取り 戾し 、鹿の 肉では なしに、 小牛 や 膝な どの、 ょり 足の おそい 
動物の 肉が 並べられた 食卓に ついた のでした。 

或る 年の 夏、 私は、 私の 小馬を ファ ー ン •クゥ オリに 連れて行きました。 私は その 馬に、 ブ 
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.ラック •ビュ ー ティ (黒 美人) という 名を つけて いました。 というのは、 それが、 私の 読んだ 
.本に 出て 来る 同じ 名前の 馬と、 艷 々した 黒い 毛 並から、 額の 白い 星に 到る まで 実にょ く 似て い 
.たのです。 私は、 ■此の 馬に 乗って 楽しい 時を 過し ました。 時々、 天気の 良い 日、 先生が 手綱 
.を 取って くれる のです。 小馬は 気儘に ぶらぶらと、 細道の 両側に 生えた 草 や、 木の葉を むしっ 
.たりして 歩いたり 止っ たりし ました。 

馬に 乗りたい と 思わない 時には、 朝食が 済む と、 森の 中に 分け入って、' 牛 や 馬な どが 通った 
，跡 以外は、 道ら しい 道 もない、 灌木 や 蔓草の 中で わざと 道に 迷う のです。 時には どうしても 廻 
'り 道を し. なければ ならない 様な 繁 みに 出合う 事 も ありました。 そして 家に帰る時に なると 私達 
め 腕には、 抱え 切れない 程の、 月桂樹 や、 あきのき りんそう や、 羊歯、 それに 南部 特有の 眼 も 
•さめん ばかりの 水草が 抱えられて いるので した。 

時々、 私は、 ミルドレッド や、 幼い 従妹を 連れて 柿を 拾いに 行きました。 それを 食べる 訳で 
、はない のです が、 その 香が 好きで したし、 木の葉 や 草の 中から 捜し出す 事が 又 何とも 云われぬ 
楽しみでした。 栗 拾いに も 行きました。 私は 幼い 子供達に、 栗の 毬を 開けて やったり、 ヒッコ 
'リ 1*ナットや、ヮルナットの殼を割ってやったのです。あ乂あの大きい、綺匱なヮル > ッ 
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、山の 麓を 鉄道が 通って ましたので、 ■私達は 汽車が 走り去る のを 飽かず 見 凝めました。 

時には 汽笛に 音に、 あわてて 駔 け 出す 事 も ありました。 ミルドレッドは、 私に 真顔で、 いつ 
，か、 牛だった か 馬だった かが 線路に 迷い込んだ 事が あると 話して くれました。 話は 別です が 約 
ー哩 離れた 所の 深い 谷間に 鉄橋が かかって いました。 

それは とても 渡り 難いので す。 枕木と 枕木の 間が 広く、 それに 幅が 狭い ものです から、 まる 
'で ナィフの 上を 歩いて いる 様な のです。 それを 渡った 事はなかった のです けれど、 或る日、 ミ 
ス e サリヴァンと、 ミルドレッド、 それに 私は、 森の 中で 道に 迷って しまい、 全く 途方に 暮れ 
，てし まった のです。 と、 突然 ミルドレッドが 小さい 指を 上げて、 ああ 鉄橋が 見える わ、 と 叫び 
'ました。 別の 道を 取ろうと すれば とれない 事 もなかった のです が、 もう 暗くな り 始めて いまし 
.たし、 鉄橋は 近道だった のです。 私は 鉄橋を つまさきで さぐりながら 渡らなければ なりません 
'でした が、 恐い とは 少しも 思いませんでした。 うまく 渡り 了え ょうとした 時、 突然 遠くの 方 か 
.ら、 # ッポッ と 云う 汽車の 音が 聞え 出し、 ミルドレッドが" 汽車 だ わ" と 叫んだ のです。 私達 
'は 夢中で 支 脚に しがみつきました。 あつい 蒸気が 顔に あたり、 灰 や 煙で 息が つまりそう になり 
.ました。 汽車が 轟然と 渡る 間、 支 脚は ぶるぶると 震え、 私達は 谷底に 払い 落されて しまう ので 
，はない かと 生きた 心地 もしませんでした。 やっと 汽車が 通り過ぎた 時 程 ほっとした 事は ありま 
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せんでした。 再び 橋の 上に かえった 時は もう すっかり 暗くな つてい ました。 帰って 見る とガラ 
ン として 人っ子 一人 居りません。 皆 私達を 捜しに 出かけた のでした。 


第 十二 章 ボストンの 冬 

次の 年から 私は、 殆んど 毎年の 冬を ボストンで 過し ました。 その 間に 池は 氷に 閉ざされ、 
野は 雪に 覆われた ニ ュ ー ィングランドの 村を 訪れたり しました。 今まで 見た 事 もなかった 雪の 
秘 庫に 入る 事が 出来た のは その 時の 事です。 私は、. •雪の 神秘的な 手が、 木 や 籤の 葉を、 ちぢれ 
切った 二三 枚の 葉 だけ 残して すっかり 剝ぎ 取って いるのに 気がついた 時の 驚きを、 まざまざと 
思い 浮べます。 小鳥は 姿を消. し、 空の 巣には 雪が つまって いました。 野 も 山 も 冬でした 。大地 
は 寒む そぅに 身を ちぢめ、 木の 精は 地中 深く もぐり 込んで 冬眠して いるので す。 生命の. 潮は 総 
て 引き去り 太陽が 顔を 出して いる 時で も、 

血潮は 若さを 失いて 古び、 寒々 としな びて 彼女は 起き 上れり、 

いまわの 微光、 地と 海に さしければ …… 
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だった のです。 

枯れた 木 や 寂は 水柱の 森に 変貌して いました。 と、 或る日、 吹雪の 前 ぶれで ある 厳しい 寒波 
、が 襲って 来ました。 私達は 初めて 見る 雪を 掌に 受け止めょ ぅとして 外に 出ました。 幾 時間 も 幾 
.時間 も、 雪の 花瓣 は、 ぽ ぅと 曇った 中天から、 静かに、 柔らかに 大地へ 舞い 下り 続け、 見渡す 
炅 りは、 たちまち 平な 銀世界に 変った のです。 雪の 夜は 静かに 帳を 下ろしました、 翌朝 眼を 醒 
.して 見る と、 総ての 道路は 姿を消し、 境界標 一本 見えない 雪 野原に 枯木 だけが ポ ツンポ ツンと 
，立つ ていました 0 . 

夜になる と 北東の 風が 激しくな り、 雪は 物凄い 吹雪と なって 所嫌わず 吹き込みました。 勢い 
•ょく 燃える 焚火を 囲んで 私達は、 外界からの 音信 も 絶たれ、 * の 荒野に 取り残されて いる 事を 
.忘れて、 楽しい お 話 や 遊戯に 夜の 更ける の も気附 きませんでした。 激し、 皆が ベッドに 入った 
^ から吹雪はー層激しさを加え、私はとても不安になりました。風が野山を駆け週る度に、垂 
.木は た わみ、 周囲の 木々 は. 窓を 打つ のでした。 

吹雪は 三日 目で 鎮 りました。 太陽が 厚い 雲を 破って 広漠たる 銀波の 平原に 輝きました。 高い 
山 や、 幻想 的な 形を した ピラミッド、 通り抜ける 事 も 出来ない 吹き溜りが、 そこ ここに 出来て 
ハました。 吹き溜りには 細い 道路が 跨り 抜かれ、 私は マントと 頭 布を 覆って 外に 出て 見 まし 
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た。 寒気が ピ リット 頗を 刺します。 

跨り 抜き 道 や 吹き さらしの 道を 通って 私は、 やっと 野原を 見渡す 事が 出来る 松林の 所に つき 
ました。 松の木は 大理石 色の フラィ ズ 織りを 着た 人の 様に 黙然と 突っ立ち、 松葉の 匂 も ありま 
せんでした。 陽の 光は さんさん と 降り注ぎ、 私達が ゆする 木からは、 小枝が ダィヤモンドの 驟 
雨と なって 頭上に 落ちて 来ます。 実に まぶしくて その きらめきは、 私の 眼を 覆って いる 黒べ ー 
ルを とおす 位だった のです。 

日が 経つ につれ て 吹き溜りは 段々 低くな って 行きました が、 又す ぐに 吹雪が やって来 るので 
時々 は 樹氷が 融けたり、 葦 ややぶ も 姿を 現わす 事が あった のです が、 湖 だけは、 太陽が 輝いて 
も 固く 閉ざされた ままでした。. 

その 冬で 一番 楽しかった 事は、 トボガン 乗りでした。 伽 岸の 所々 に、 高く 盛り 上った 丘が あ 
り、 その 坂を 滑り 下りる のです。 私達が トボガンに 乗ります。 すると 男の子が ぐっと 後押して 
くれます。 ふき 溜を 突っ切り、 洞に なった 所を 飛び越え、 湖に 真直 突っ込んで 行く のです。 何 
て 楽しく、 スリルに 富んだ 遊びだった 事でしょぅ か。 野性 的な 歓喜に、 私達は 大地からの 束縛 
を 断ち切って、 自由に 大空を® け 廻る 空気の 仲間入りを する のです。 
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第 十三 章 話す ことが 実現され た 感激 

私が 話す 事を 学んだ のは  一 . 八 九 ◦年の 春でした。 私の 声を 出そうと する 本能は、 とても 強 か 
ったので す。 私は、 片手を 喉に あて、 他の 手で 唇を おさえて 声を 出して 見たり していた ので 
す。 私に 取って 音を 出す ものは、 何でも 楽しい のでした。 猫が ゴロ ゴロ 云ったり、 犬が ワン ワ 
ン云っ たりす るのに さわって 見て は 面白がって いました 。又、 唄って いる 人の 喉に さわって 見 
.るの も 好きで したし、 弾奏され ている ピアノに さわって みるの も 楽しい 事でした。 視覚と 聴覚 
を 失う 前の 私は 話す 事を 覚える のが とても 早かった の. です が、 耳が 聞え なくなって からは 話す 
事 も 出来な くな ったので す ノ 私は 一日中、 母の 膝に 抱かれて その 顔に 手を あてて いました C 彼 
女の 唇の 動きが とても 面白かった のです。 その 真似を して、 何の 意味に もなら ない 片言を 云っ 
て 見たり I ました。 私の 友達は 良く、 私が 普通の 人の 様に 笑ったり 泣いたり すると 云います。 
そして、 病気に なった 当座は、 言葉と' も 取れる 沢山の 音を 出して いたの だそう です。 というの 
は、 音を 出す という 事が 私の 発音 機関の 自然な 欲求だった からです。- 然し、" みず" と ハう 言 
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葉 だけは 可成り 明瞭に 発音し 続けました。" み"、" み" と 発音した のです。 その 発音を しな、 

くな ったのは 字を 憶えて からの 事でした。 

私は 余程 早くから、 他の 人々 が 私とは 違った 方法で 意志の 交換を している 事に 気がついて い'. 
ました。 そして 聾の 宿命を 意識し ない 儘に、 自分の 意志 表現 法に 不満を 感じて いました。 此の 
不満が 私を 苛立たせました。 そして あせれば あせる 程、 混乱に 陥る だけだった のので す。 

何 か 他人に 伝える 必要の ある 事が 頭に 浮ぶ 度に 私は、 生え 揃わない 翼で 嵐を 突っ切ろ うとす 
る 小鳥の 様に もがきました。 私は どんな 困難を 克服して でも、 唇と 声で 自分の 意志を 表現 出来 
る 様に しょうと する 気持を 捨てなかった のです。 友達は、 絶望を 味わせ たくない 事から 此の 考 抑 
えに 反対し ました。， 然し 私は 承服し なかった のです。 それから. 間もなく、 永年の 望みが 実現 さ 
れる 機会に 恵まれた のです。 というのは、 ラグ ン ヒルト •カツ クの 話を 聞いた のでした。 

一八 九 ◦年に、 ロ ー ラ •ブリッジ マンの 先生の 一人で、 ノ ルウ H ィ から スウ H1 デンを 旅行. 
していた、 ラムソン 夫人が 私の 所に 尋ねて 来て、 ラング ヒルト •力 ッタ という、 彼女が 実際に. 
話す 事を 教えて 来た ノル ウ H ィ 少女の 事を 話して くれたの です。 ラムソン 夫人の 話が 終らない 
うちに、 私は じっとして おれな くな ってし まいました。 私は、 是が非でも、 話す 事を 学 ぶんだ： 

と、決心しました。私.の夢は、先生が意見を聞いたり、手助けをして貰ったりする為に、ホレ. 


1 ス •マン 聾学校の 校長 先生で ある、 ミス •サラ •フ ー ラを 連れて来て くれて、 いよいよ 実現 
の 段取りと なった のです。 此の、 美しい、 思いやりの ある 先生は 一切を 引き受けて くれる 車 ハに 
なりました。 それで 私達は、 一八 九 ◦年の 三月 二十 六日から 勉強を 始めた のでした。 

ミス •フ ー ラの 方法と いうのは 次の 様な ものでした。 先ず 私の 手を 彼女の 顔に 軽く おかせ、 
彼女が 発音す る 時の 舌と 唇の 位置を 私に 解ら せる のです 〇 私は その 運動を 細大 もらさず 熱心に、 
真似しました。 そして 一時間 後には、 M.P. A .S. T .I という 六つの 音を 覚えた ので 
す。 ミス •フ 1 ラは 全部で 十一 教えて くれました。" 今日は 暖 いみと 初めて 纏っ たこと を 話し 
た 時の 感激は 終生 忘ようと しても 忘れられる ものでは _ありません。無論そ4よ正確でも、流暢 6 
でもな かった でしよう。 でも、 人間の 話しには 相違な かった のです。 私の 魂は、 新しい 味方を 
得た 悦びに、 広い 知！！ と、 浄い 信仰を 獲得し ようと 奮い立った のです 0 
.聞いた 事 もない 言葉を 話せる 様になる 為に、 永遠の 寂漠が 支配す る 灰色の 監獄から 拔け出 そ 
うと もがいた 聾の 子供なら 誰でも、 此の 大きな 感激を 味わって います 。此の様な 子供達 だけが 
私の 熱心な 人形 や、 石、 木、 小鳥、 そして 動物相 手の 一人芝居の 意味を 理解 出来る のです。 更 
に、 私の 呼び声に、 ミル ド レッ ドが 駔 けて 来たり、 私の 犬が 云うな りに なった 時の 悦び も、 そ 
の子供達以外には想像もつかない事なのです。私はもう、通訳な乙に話す事が出き.るのです9 


自由に、 伸び伸びと。 指なん か 使わなくても 良い のです。 折角の 良い 考えを、 一文の 値う ち も. 

ない 苦しみで 窒息 させたり しなくても ょいので す。 

でも、 私が すぐに 話せる 様になった と 考えて はいけ ません。 私は 音標文字を 覚えた に 過ぎな 
いのです。 ミス •フ ー ラ や、 ミス •サリヴァンは、 理解 出来ても 他の 人々 には 百に 一つ も理 
解 出来なかった のです。 又、 音標文字を 覚える と、 後は 一人で やった と 考えても いけません。 

ミス •サリヴァンの 天禀 に、 弛まざる 忍耐、 それに 献身的な 愛情がなかったならば 決して 流暢 
に 話せる 様には なれなかった でしう。 それに 私 も、 最も 親しい 人々 に 解って 貰う 為に さえ、 日' 
も 夜 も 休みな く 練習を 続けた のです。 固々 の 音を 正確に 発音す るた めには、 又 それを 結び合せ 87 
て 一つの 意味を 持たせる には、 ミス •サリヴァンの 指導な しには 考える事 も 出来なかった 事で 
す。今でも彼女は、私が発音をまちがえると必ず訂正 ^ てくれます。 

聾 教育者なら 誰でも 此の 苦労を 知っています。、 私は、 先生の 云って る 事を 指先に たょって 理 
解し なければ なりませんでした。 喉の 震え、 ロの 動き 方、 顔の 表情 も 手の 触感 だけで 知らな け 
れ ばなら ない のです が、 時々 は 間違う 事が あった のです。 その 様な 時は、 一つの 言葉 や 文句を 
正しく 発音 出来る まで 何時間で も 繰り返さなければ ならなかった のです。 私の 勉強は 一に も ニ 
にも 実験だった のです。 勇気を 挫かれる のはい つもの 事でした。 然し、 次の 瞬間には、 もうす 


く 話せる 様になる のた と I う 考えと、 その 時の 家族の 人々 Q 悦びに 溢れた 顔を 想像して、 猛然 
と 奮い立っ のでした。〃 可愛い 妹が 私の 云う 事が 解る S な るんだ" という 考えが 総ての 障碍 
を 打ち砕いて くれました。 私は、〃 もう 啞じ やない、 啞じや ない わ。" と 独り言を 云って 頑張 
りました 。母に 話しかけて、 その 返事を 唇から 感じ取る 事が 出来る と 思う と 落胆して いる 暇な 
どありませんで した。. 又、 話す 方が、 指で 書く より ずっと 楽な のに S くりし ました。 そして 
すくと 手指 文字を 使わ なくなっ てし まいました。 でも ミス •サ リヴ アン や 友達は、 返事を する 
時、 唇を 読ませる よりも 速くて 正確です ので それを 使い 続けて います 0 

此処で 私は、 私達の 事を— り 良く 知らない 人々 がいつ も 震す る 手指 文字に っいて 説明し S 
たいと 思います。 私に 本を 読んだり、 話を したりす る 人は、 扉 人 一般 I 広く 使われて いる 手 旨 
文字を 使いまず。 私は、 自、 分の 手を-話す 人の 一 デの 上に 軽く のせます。 手の 位置は、 本を 読む 
時の、. 本の— 位の 所に おくのです。 私は、. 読書す If 一語. ー雲識 して f ないように 
ばらばら ig などは 感 I。 絶え間ない 練習で 指 pfs くべ— のにな ってい るの 
です 私の 友達には 熟練した タィピストの 様に 早く 書ける 人 も 居ます。 そうなる と、 もう、 氏 
に 書く のと 全く 同じ 事な のです。 

とうとう、 私が 自由に 話せる 様になっ た 時 私は、 家に 飛んで 帰りたい 程でした 。遂 に夢にま 


で 描いた 場面が 実現され るので す。 私は 家に 帰る 汽車の 中で も、 ずっと、 ミス •サリヴァンを 
相手に 話し 続けました。 単なる おしゃべりではありません。 最後まで 悪い 所を 改めようと 努力 
しての 事だった のです。 そうしてい るう ちに 汽車は タス カン ビヤ 停車場に 着きました。 そこに 
は 家中の 人々 が 出迎えに 来て いました。 その 時の、 母が 感激に 言葉 もな く、 ただ 私の 云 y 言葉 
に 一々 肯 いては 抱きしめた 事、 幼い ミルドレッドが 私の 手に ぶら 下って キスしたり、 跳び 廻っ 
たりした 事、 父の 無言で、 満足した 様に うな づ いている 姿な どを 思い出す と、 私の 眼は 自然に 
涙で 一杯になる のです。" 総ての 丘 も、 山 も、 どっと 汝の 前に 進み出て 歌い、 野の 木々 は 総て' 
拍手を 送らん" という ィザヤの 予言が、 私の 身の上に 実現され たのです。 

第 十四 章 一八 九 ニ 年の 冬の 暗雲 (霜の 王様 事件) 

一八 九 ニ 年の 冬、 かがやかしい 私の 少女 時代の 日に、 にわかに 暗雲が あらわれました。 私は 
とても 憂！！ で、 懐疑 的に なり、 不安と 苦慮のう ちに 毎日を 過し ました。 本を 読む 気に もな れま 
せんでした。 今でも、 その 時の 事を 考える ととても いやな 気持になります。〃 霜の 王様" とい 
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う、 租の 短い お 話が 事の 起り なのです。 私は その 時事 件を 考え直して みるつ もりで 細大 もらさ 
ず 公平に 書いて 見る つもりで すが、 やはり、 私達の 方が 正しかった 事に なって しまう のです 0 
私が それを 書いた のは、 話す 事を 覚えた 年の 秋の 事でした 。その 年は 例年ょり 長く 山芘こ ，残 
っていた のです。 その 時に、 ミス •サ リヴ ァンは、 秋の 終り 頃の 草叢の 美し さに ついて 話して 
呉れました。 その 話が、 ずっと 以前に 読んだ 話を 蘇らせた ものと 思われます。 然し 私は その 時 
子供が 良く 去う" お 話を 作って いる" と 思い込んで いたのです。 私は 良い 構想を 忘れて しまわ 
ぬう ちに、 というので 一生懸命に 机に しがみつきました 〇 文章は すらすらと 出て 来ます。 私は 
文章を 書く 悦びに ひたって いました o 言葉 や 幻想が どんどん 湧き出て、 次から 次へ と ブレィ ル 
式 点字 板に 書き下されました。 然し、 言葉 や 幻想が 此ん なに 調子ょ く 出て 来る のは、 それが 私 
自身の 頭の 中で 創り 出された ものでは なしに、 何処から かま ぎれ 込んで 来た ものが、 その ま 
ま 流れ出て いるの だとい う 証拠 だっ たのです。 その 頃 私は、 手当り 次第に 乱® し、 読んだ も 
のは その— うのみに していた のです。 その 結果、 今でも、— の 頭の 中に— ものが 何処 ま 
で 自分 独自の もので あり、 何処から が 借り物で あるか さっ ぱり 見当が つかない 始末な のです。 
此の 傾向は、 私の 概念 受容が 総て 他の 人々 の 感覚を 通して 行われる という 事で も 強められ てい 
るので す。 


9Q 


書き終る と 私は、 それを 先生に 聞いて 貰いました。 その 時の、 発音を 正されたり、 墨の 誤 
.用を 指 適された りして 読む のを さまたげられて 感じた じれった さを、 今でも ばっき り 思い出し 
..ます。 夕食の 時 私は 家中の 人々 に 聞いて 貰いました。 皆は あまりの 出来栄えに 感心して、 何 か 
.の 焼 直しでは ないか、 と 尋ねる のでした。 私は 此れには びっくりして しまいました。 何故なら 
.私は、 そんな 本を 読んだ 覚えなん か 全然な かった のです。 私は" 違う わ、 私が 作っ たのよ。 ア 
'ナ ゴスさん の 為に 書いた のよ“ と 大声で 云いました。 

私は、 それを 清書す ると、 彼の 誕生日の お 祝に 送っ たのです。 題は、， 秋の 木の葉" たった 
めです が、" 霜の 王様" の 方が 良い と 云われて、 それに 奕え ました。 殆んど 宙を歩 V て I る 様 
な 気持で、 郵便局に 持って行きました。 

此の、 誕生日の お 祝の ために 非道い 目にあわなければ ならない とは 夢にも 思って いなかった 
めです。 

アナ ゴス 氏は" 霜の 王様" を とても 悦び、 それを、 パ ー キン ス 盲学校の 機関紙に 発表し まし 
.た。 此の 時が 私の 幸福の 絶頂だった のです。 然し 次の *' 間 私は、 その 絶頂から もん どり 打って 
.転げ落ちなければ ならなかった のです。 というのは、 私の 短い ボストン 滞在中に、 "霜の 王 
.様" によく 似た" 森の 妖精" という お 話が、 私の 生. れる 以前に" ハ ー ディと その 友達" という 
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本に 載せられて いる 事が 発見され たのです。 ニつ の 話は 着想から 用語まで あまりに よく 似て い 
ましたので、 ミス •サリヴァンが、 私に その お 話を 読んで くれた 事が あるのは 疑う 余地の ない 
事に なりました。 そして、 私の お 話は、 剽竊 、という 事になる のです 。此の 事を 私に 理解 させ 
るのは 難しい 事でした。 そして、 納得した 時の 私の ショックと 落胆は 眼 も 覆いた くなる もの だ 
ったのです。その時の微み様といったらありませんでした。私は自己嫌悪をしだすと共に、総 
ての 物へ 懐疑の 眼を 向ける 様になりました。 所で、 それにして ^ 、 どうして こんな 事が 起り 得 
たので しょうか。 私は 一生懸命に、" 霜の 王様" を 書く 前に 読んだ、 森に 関する 話を 思. い 出し 
て 見ようと しました 。然し 思い出し たのは、 ごく あり， ふれた 話の" 森太郎 "と" 森の きまぐれ 
坊や" という 児童 詩 だけだった のです。 そして 此の 二つの 話を 使わなかった 事は 明かな 事で し 
た。 

困つた事になったとは思いながらも、アナゴ.ス氏は初めのうち私を信じていてくてまし.こ0 
彼は 非常に 親切に 私を 慰めて いたので すが、 ふとした 事から 疑念が 頭を 擡げた のです。 

私は、 彼に 気を 使わせたくなかった 為に、 冬 間近 か •に 迫って いた ワシントン 祭に しょんぼり 
した 顔を 見せたくなかった 為に、 成 可く 快活に 振舞おうと しました 。その 日、 私は、 私達 肓の 
子供達に 贈られた お 面を 覆って、 シア レス 神に 仮相す る 事に なって いたのです 。明るい 衣裳を 
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'つけ、鮮かな黄葉の冠を覆り、足もとには種々の果物をつまれた外面的には華かな私の心は、 
段々 複雑に なって 来る 此の 問題の 暗雲に 閉ざされて いたのです。 お 祭の 前の 夜に、 盲学校の 二 
人の先生が霜の王様の事について私に色々の事を尋ねるのでした。そこで私は、ミス * サリヴ 
.ァンに、" 森太郎 "が 素晴 しい 活躍を する お 話を 読んで もらっ た 事が あると 答えました。、 と、 
•その 先生は、 これを、 ミス •キャン ビィ .の" 森の 妖精" を 読んだ 事が あると いう 告白を 意味す 
.る ものと 取っ たのでした。 私は、 そういう 意味で ない と 主張した のでした が、 彼女の 考えは そ 
のま- 1、 アナ ゴス 氏に 伝えられた のです。 

一日 一そうと 信じて しまった アナ ゴス 氏は、 •私の 涙ながら の 抗議を 冷く はねつけました。 彼は 
，ミス •サリヴァンと 私が、 他人の 名誉を ぬすみとろうと 企んで やった 事 だと 考えて しまったの 
です。 私達は、 その 学校の 先生と 職員で 構成され ている 委員会の 席に 呼びつ けられました。 そ 
して、 ミス •サリヴァンは 私を 教育す る資； 格がない と 云われた のです。 私は、 誘導尋問 とし 力 
思われない、 しっこい 尋問の 矢を 注び せられました。 その 質問の 一つ一つに、 彼等の 心の奥 深 
く 根を 下して いる 疑いと、 今までは 温かった 思いやりが、 急に 冷い 軽蔑に なって いる 事を 感じ 
4 した。 胸は 早鐘の 様に 鼓動し、 やっとの 思いで ロを 開いても、 出て 来る のは  一口 云いだ けで 
した。 やっと その 部屋を 出ても 良い と 云われた 時は、 すっかり 頭が 混乱し、 私の 先生の やさし 
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.い 抱擁 も、 友達の 讃辞 も、 全然 受け 容れる 事が 出来なかった のです。 

その 夜、 ベッドに もぐり 込んだ 私は、 心 ゆく まで、 泣ける だけ 泣きました 。その 夜は とても 
.寒かった ので、" あたし、 泣きながら 死んで しま うんだ わ" と 思いました .0 と、 此の 考えが 昂 
，奮を 鎮める のに 役立った のです。 そして ぐっすり 眠って しまいました 。若し、 此の 事件が、 も 
っと 大きくな ってから 起った としたら、 私は 二度と 明い 子供に 返る 事が 出来ない 程の 打撃を 受 
.けたと 思う のです、 然し 幸に も、' 忘却の 天使が、 心の 隅々 まで 清掃し、 その 埃 塵を 何処と も 知 
.れぬ 所に 運び去って くれたの です。 

ミス •サリヴァンは" 森の 妖精" につ. いても、 それが 載っ た 本の 事 も 何一つ 知りません でし 
，た 0 彼女は、 アレ キサ ンダ ー •ダラ ハム •ベル 博士と 一緖 に、 此の 事件を 注意 深く 解明して 見 
'ょうとし ました。 そして 遂に、 ソ フイ ヤ • 0' •ホップ キン ス 夫人が、 ミス, キャン ビイ の〃 ハ 
1 ティと その 友達" という 本を、 私達が 彼女と 一緒に、 ブル ースク ー の 海岸で 過した 一八 八 八 
.年の 夏に 所持して いた 事が 解った のです。 それが 解った 時 ホップ キン ス 夫人は、 その 本を 見つ 
•ける事は出来ませんでした。然し、彼女は、ミス.サリヴアンが留守だった時に、私を 31 屈さ 
せまいと して 沢山の 本を 読んで 聞かして やった、 というの でした。 然し 私 も、 彼女 も、" 森の 
姨 精、" を 読んだ 憶えはありませんでした 。でも、 その 中に、" ハ ー デイと その 友達" 丈 確か 
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にあった のです。 彼女は、 その 本が 見えな く なった 理由を、 此の間 家を 売り、 それと 一緒に 沢 
山の 古本を 処理した ので、 その 中に、 ハ ー ディと その 友達 も 入って いたので しょぅと 説明る す 
のでした。 

その 時 読んで 貰った 話は そんなに 面白い とも 思いませんでした。 然し、 何の 楽しみ もない 子 
供には、 単なる 字の 型 だけで も 深い 印象を 残す ものな のです。 私は、 その 本を 読んで もらった 
時の 事な ど 何一つ 覚えて いなかった のです が、 話の 筋 だけは、 ミス •サリヴァンが 帰って来た 
ら 話して やろぅと 一心に 覚えたら しいので す。 そして その 表現 や 単語は、 深く、 私の 腦裡に 刻 
み 込まれた のです 0 

ミス •サリヴァンが 帰って来た 時、 私は、 彼女に" 森の 妖精" の 話を しません でした。 それ 
は 多分、 彼女が すぐに" 小 公子、 フォント ロ ー ィ "を 読んで 呉れた からだと 思います。 この お 
話は 私を 夢中に してし まいました。 そして 何もかも 忘れて しまった のです。 然し、 ミス •キャ 
ビィの お 話を 読んだ 事は 事実です。 然し それは あまり 完全に 忘れられて しまったので、 いざ 蘇 
る 時には、 まるで 別の 子供の 頭の 中に 蘇る 様な 具合に なった のです。 

面 喰った 事に、 私は 沢山の 同情 や、 励し の 手紙を 受け取った のでした。 たった. 一人の 例外を 
除いては、 誰も 私を 見捨てなかった のです。 
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ミス •キャン ビィ は、 自筆で〃 いつか あなたは、 沢山の 楽しい、 そして 為になる お 話を、 あ 
なた 自身の 頭から 生み出す でしょう" という 親切な 手紙を 下さいました。 然し、 此の 思いやり 
の ある 予言は 未だ 実現され ていない のです。 

此の 事件の 後長い 間 私は、 自分の 書いた 物が、 真に 自分の ものでは ない のでは なかろう か、 

という 考えに 悩まされました 0 手紙な どを 書きながら 母に 書いて いる 時で さえ 今 書い 

ている 文章は、 何時か 本で 読んだ 事が あるの じ やない かとい う 疑問に 打たれ、 それを 打ち消す 
為に、 何度も 書き直す 事が あった のです。 若し、 ミス •サリヴァンの 一貫した 激励がなかった 
ら 、私は 文章を 書く 事を 全く あきらめて いたか も 知れません。 

私は、" 森の 妖精" を 読んで から ずっと、 ミス •キャン ビィの 表現を かりて 手紙を 書いて い 
る 事に 気がつきました。 一八 九 一年 七月 二十 九日 附 けの、 ァナ ゴス 氏に 宛てた 手紙な どには、 
単語から 文句から すっかり 同じ 所が あるので す。 その 様な 例は、" 霜の 王様" では 枚 拳に いと 
まもありません。 此 等の 事から も 彼女の 文章は 余程 深く 印象され ていた ものと 思われます。 私 
ほ、 ミス •サリヴァンに、 独白みたい な 調子で" え、 その美し さは、 夏の 去った 悲し さを 賠っ 
て あまり あるので す" などと、" 森の 妖精" そのままの 表現を 使っ て、 黄葉の 美し さを 描写し 
たりして いたのです。 
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此の様な、 自分が 興味を 感じた ものに、 自己を 全く 同化 させて、 それを 自分自身の ものの 様 
に 平気で 使う という やり方は、 既に、 私の 幼時の 手紙 や 作文に 出て います。 ギリシャ や ロ ー マ 
の 古都を 描写し 文章には、 やはり、 或る 有名な 本から その 表現を 借りて 来て います。 或る時 私 
は アナ ゴス 氏が 古代 ギリシャ や ロ ー マに 強い 憧憬を 持って いる 事を 知りました。 そこで 私は、 
それまで 読んだ 総ての 本から、 それに 関する 文章 や 詩を 集めて 作文を 書きました。 アナ ゴス 氏 
は それを 批評して" この 文章は とても 詩的" だと 云って くれたの です。 然し、 私には、 どうし 
て 彼が、 その 作文が、 聾で 盲の 十 一才の 子供に 書ける と 思った かは 理解 出来ません。 とは 云っ 
て も 私の 短い 作文には 全然 取る 所がない という 意味では ない のです。 それは、 少く とも、 私 
が、 素晴 しい 文章 や 詩に 強く 魅き つけられて いた 証拠には なる のです から。 

此の 種の、 幼時の 作文は、 頭腦の 柔軟体操な のです。 私は、 総ての 初心者の 様に、 同化作用 
と、 模 做に 依って 知識を 蓄えた のです。 本の 中で 発見され た 素 適な 文章 や、 美しい 詩句は、 意 
識 的に、 又は 無意識に 私の 心に 記録され たのです。 ステ ー ブン ソンが 云った 様に、 若い 人は 素 
晴 しいと 思った ものを、 本能 的に 模做 する ものな のです。 そして その 模做 こそ、 素晴 しい 変貌 
を 逐げ させる のです。 偉大な、 といわれて いる 人々 も、 例外な く、 此の様な 過程を 経て 来て い 
るので す。 此の 過程を 経て こそ、 無数の 言葉を 自由自在に 操る 事が 出来る のです。 
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私は、 未だ 此の 過程を 卒業して いないら しいので す 。私は、 自分自身の ものと、 他人から 借 
りて 来た ものとの 間に 境界線を 引けない のです。 何故なら、 たとえ、 それが もとは 他人の もの 
であった としても、 今では 私の 一部と なって いるので す。 ですから、 私の 文章は 例外な く、 七 
八才の 子供の 手になる 補綴 細工みたい な ものです。 その 補綴 細工には、 確かに、 目 もさめ るよ 
うな ビ 口 ー ド や、 絹の 布 も 縫い 合 まれて います。 所が、 目につく のは、 見る の もい やな 真黒な 
色 や 灰色の 布な のです。 同じ様に、 私の 文章 も、 偉大な 文豪の 華麗な 表現 や、 深遠な 意味を 持 
った 単語が 象眼され ています。 然し 矢張り、 全体の 印象は、 未熟な、 酌々 たる ものである 事に 
変り ない のです。 文章を 書く 事が 非常に 難しい のは、 私達が 良い 可 減に 考えた、 西 離識 裂た る 
考えを、 合理的な、 教養 ある 人々 が 使う 言葉で 表現し ようとす るからで はないで しょうか.。 文 
章を 書く 事は、 支那 人を びっくりさせる 位 K 難しい 事な のです。 私達は、 頭の 中に 表現 さるべ 
きものを 持っ ている、 のです。 然しい ざ 表現し ようと なって、 言葉を 持って来て 見る と、 その 言 
葉が 大げさす ぎたり、 軽る すぎたり する のです。 然し、 立派な 文章を 書いて いる 人々 が 居る の 
です。 誰. でも、 劣等感を 感じて 悦ん でい る 人は 居りません。 それで 私達は、 此の 困難な 事に、 
雄々 しく 挑戦を 続ける のです。  ■ 

〃独創的になる には、 その 様に 生れつ く 以外に 方法がない" と、 ステ ー ブン ソンは 云って い 
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ます Q 私は、 その 様には 生れっ いては 居り ? せん。 然し、 私は、 自分の 借り物 だらけの 文章が 
いっかは 独創的な ものになる 事を 望んで いるので す。 その 棣に なって 初めて、 私の 思想 や 体験 
も 独創的な 姿を 与えられる のです。 

私は 未来を 信じ、 希望を 失わず、〃 霜の 王様" の 苦い経験が 無駄に 終らぬ 様に 努力を 続けて 
いるので す。 

此の 意味で、 此の 事件は 私に 良い 結果を もたらしました 。唯一っ、 私が 残念に 思う 事は、 最 
良の 友 アナ ゴス 氏を 失って しまった 事です。 

〃我が 成長 記" が、 婦人 家庭 誌上に 連載され 始める と、 アナ ゴス 氏は、 メシィ 氏 宛の 手紙で 
"霜の 王様" 事件 当時、 彼は、 私に 罪がない と 信じて いたと いう 事を 言明し ました。 彼の 云う 
所では、 私が 呼び出された 委員会は、 四 人の 盲の 人と、 四 人の 普通の 人で 構成され ていて、 そ 
のうちの 四 人は 私の 無罪を 主張した の だそう です。 そして、 アナ ゴス 氏 も その 中に 入って いた 
というの です。 

然し、 その 時の 事情が、 又、 アナ ゴス 氏の意見が どの 様であった にしろ、. 私が 入って 行っ 
た、 嘗ジ ては 和気と 愛情に 充 ちていた 部屋には、 私を 疑って いた 人々 ばかり 居ました し、 悪意 
と 憎悪に 充 ちた 雰囲気が 漂って いたのです。 実に、 此の 雰囲気から、 私の 苦悩は 産み出された 
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のです ◦初めの ニ 年間、 彼は、 ミス •サリヴァンと 私が 潔白で ある 事を 信じて いたのです。 然 
し、 その後、 彼は、 此の 有難い 信念を 撤回して しまった のです。 その 現 由は 私に も 解り ませ 
ん 。どういう 方法で 調査が 続けられ たの かも 解らない のです。 又、 その 委員会には どんな 人-々 
が 出席して いたか も 知りません。 私は とても 昂奮し、 恐れ戦いて いて、 何が何だか さっぱり 解 
ら なかった のです。 何ん な 事を 質問され ている のか、 自分が どういう 風に 答えて いるの かさえ 
解らなかった のです。 

私は、 此の〃 霜の 王様" 事件が、 私の 半生と、 教育の 上に 重大な 意義を 持って いると 思った 
から 取り上げた のです。 誤解を 受ける といけ ません ので、 自己弁護を しょうと も、 反対側に 立 g 
った人々を責めょうともしませんでした。ただ、私の眼に映 -1: たま\に書いて見ただけなので 
す 0 

第 十五 章 一八 九 三年の 夏 •万国博覧会 見学 

〃霜の 王様" 事件の 年は、 夏 も 冬 も、 家族と 一緒に ァラバマで 過し ました。 ボストンからの 


帰郷は、 楽しい思い出と なって います。 そこでは、 総ての ものが 芽を 吹いたり 花を つけたりし 
ていました。 幸福でした。 霜の 王様は 忘れられました。 

私が、自分の生活の記録を書き始めたのは、"霜の王様，〃を書いてから丁度ー年 »' った、黃 
葉が 地面に 厚く 散り敷かれ、 庭の 隅の あづま やを おおった 麝香の 匂が する 葡萄の 葉が、 陽光を 
浴びて 黄金 褐色に 輝き 出す 頃でした。 

私は、 依然として、 自分の 書く 文章に 神経質な 注意を 払い 繚け ていました。 自分の 書いて い 
る 文章を、 自分の ものと 認め 得ぬ 悩みが 私を 苦め ました。 此の 悩みを 知っ ている のは、 ミス • 
サリヴァン だけでした。 私は 極度に" 霜の 王様" について 話す のを 避けて いました。  例 

偶然 その 話が 出たり すると 私は、 先生の 手に" 私の 作品 か、 はっきり 解らない わ" と 書く の 
だった のです。 又 或る時は、 文章を 書く 筆を 休めて、〃 若し、 此の 事が すっかり、 誰かに 書か 
れた 事が あると したら" と 独り言を 云ったり する 事 も あった のです。 そんな 考えに 取りつ かれ  ， 
ると、 もぅ 筆は 一語を 書く 事も肯 じません。 

此の 種の 不安は、 今でも 時々 頭を 擡げる のです。 ミス •サリヴァンは、 あらん 限りの 智慧を- 
しぼって 私を 慰めたり 激励したり しました。 然し、 私が 経験した ばかりの 恐い 事件は、 此の頃 
になって やっと その 意味が 判り かけて 来た 大きな 打撃を 私の 心に 加えた のです。 


ミス •サリヴァンが、" 青年の 友" に、 私の 生活に ついての 短い 文章を 寄稿す る 様に、 私を 
説き伏せ たの も、 私に 自信を 快復させる ためだった のです 。私は その 時 十二 歳でした 。私が そ 
れを 書き上げる 事が 出来た の も、 それを 書き上げる 事に 依って 良い 結果を 得る 事が 出来る と予 
想して いたから だった のです。 そうでなかったら きっと 失敗して いたに 違いありません 0 

私は、 お づおづ と、 然し、 固い 決心を 胸に 抱いて 書きました 。傍には、 私が、 此の 試練を 克 
服 出来たら、 きっと、 再び 自信を 取り 戾せ ると 確信して いた 先生が つきっき りでした。 

"霜の 王様" 事件 迄の 私は、 ほんの、 無邪気な 子供だった のです が、 此の 事件を 境に して、 
私の 眼は 内面に、 向けられる 様になり、 眼に 見えない ものを 凝視す る 様になった のです c it、 
実行に 依っ て 得た 澄み切っ た 心と、 実生活へ e ょり 正しい 麗に 依っ て、 此 g 事件の 陰影から 
逃れ出した のです。 

一八 九 三年の 重要な 出来事は ク リーヴ ランド 大統領の 就任式の 時の ワシントン 訪問と、 ナィ 
ヤガラ 旅行、 それに 万国博覧会を 見た 事でした 。此の様な 忙しい 生活の 為に、 式の 学勉 はつい 
とだえ 勝ちで、 時には 何 週間 も そっち のけに されて いたので ず。 そう 云う 訳で、 それに 首尾 一 
貫した 説明を 附す 事は 出来そう にもありません。 

私達は、 一八 九 三年の 三月に ナィヤガラに 行きました 。アメリカ 大爆 布の 傍に 立ち、 大気が 
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戦き、 大地が 震動す るのを 感じた 時の、 私の 昂奮は 到底 説明し きれる ものではありません。 私 
が、 ナイヤガラの 美し さと 規模の 大きさに 度 肝を 抜かれた といっても、 本当にし ない 人々 が 居 
ります。 その 人々 は" 此の 大 景観 や、 大 音楽が あなたに 解る といぅんで すか、 あなたには 滴壺 
に 逆 卷く浪 も 見えない し、. 地を 揺るがす 大 音響 も 聞えない じ やないで すか。" 

と、 尋ねる のです。 常識的には その 通りでしょぅ。 でも、 私に もし、 此の 大 瀑布の 魅力を 説 
明す る 事が 出来ない としても、 それは、 地の 人々 に、 愛と か、 宗教と かの 定義が 出来ない のと 
同じ 事な のです 0 . 

1 八 九 三年の 夏、 ミス •サリヴァンと 私は、 アレ キサ ンダ ー •グラ ハム •ベル 博士に 連れら 
れて 万国博覧会に 行きました。 私は、 此の、 子供の 思いつきの 様な、 奇想天外な もよおし 物を 
回想す る 度に、 とても 複雑な 感激を 新たに する のです。 私達は 想像の 翼に 乗って 世界一 週 旅行 
をし ました。 発明の 粋 や、 工業技術の 結晶な ど、 世界の 隅々 から 集められた 沢山の ものを 見て 
廻った のです。 国 や 人種を 異にした 人々 の 活動の 結晶が'  実際に 私の 指先に 触れた のです。 

i は、 ミッ ドウ エイ •プレイ ザンス が 好きでした。 そこは まるで、 アラ ビヤン •ナイトの 世 
界な のです。 高貴な もの、 珍奇な ものに 充 ちていました。 私が 本で 読んだ 象の 神 や、 シバの 神 
や、 不思議な 物 市場な どを 中心に した 印度 も ありました。 又、 回教寺院 や、 長い 隊商の 列が 行 


103 


進す る ピラミッドの， 国 エジプト も、 水の 都ヴ H 一一 スも あった のです 。ヴ H 一一 スで 、私達 ^ 、 夕 
映えに市街や泉が赤く染まる頃に舟遊びをしましたパ又、小船の群から少し離れた所にもやつ 
て あった 海賊船に も 乗って 見ました 0. 私は 以前に ボストンで 軍艦に 乗って 見た 事が あった ので 
すか、 その 時の 事 も 思い出しながら、 海の 男の、 頭腦 と、 筋肉と、 自尊心 だけを 頃り にした 生 
活を 想像して 見た のです。 

此の船の近くに、.サンク.マ ,]; ャ号の復製があったので私は、それを丁寧に見学しました0 
，その 船の 船長は、 コロンブス •の 船室に 案内し、 机の 上に ある 砂時計を 見せて くれました。 

此の 4 さ L 道具が、 私に 深い 感銘を 与えた のです 。何故なら、 私は、 それを 見 凝めながら、 
自ハ刀 を 暗殺し ょぅと 謀む、 捨て鉢な 乗組員に 囲まれて、 どんなに かやる 瀨ない 気持で、 あの 偉 
大な 冒険 王が、 一粒 一粒 落ち 続ける 砂を 凝視した だろぅかと、 考えた からです。 

博覚 会の 寒 者で— 5 ン？ ム 氏は： 特別の 好意で 髮？ さわっ て 見る 事を 許して く. 
•れ ましたので、 私は、 ペル i 宝物を 掠奪した ピザ ロの 様な 飽く 事を 知ら S 烈な ■に® ら 
れて私の指先から、博覚会の精華を吸収しま ..^ 、た。此の、西部に急造された氣市は、触って 
見る 事の 出来 1華鏡だったので才。面白くなぃものとてーっもなかったのですが、その中で . 


_ s 取を# きつけられ 2竹フランスの青銅彫刻でした。その肉附けは管离ヒ迫”で”；め| 


て、 此れを 造った 芸術家は、 地上 世界の 素材を、 神の 国の P 魂に もりあげ たの だと 考えた の 
です 0 

•希望 峰 会場では、 ダイヤモンドの 採掘 過程を 見学し ました a さわっ て も 良い と 許しが 出る 度 
に、 実際に 動いて いる 機械を. 手 捜り して、 計量 や、 砕石、 それに 研磨の 過程を 学んだ のです。 

又 私は、 洗滌 機の 所に 落ちて いた ダイヤモンドを 見つけて、 それ こそ、 アメリカ 大陸で 発見 さ 
れ た、 . 最初の ダイヤ だ、 とひ やかされたり しました。 

ベル 博士は、 片時 も 傍を 離れず、 興味に 溢れた ものを、 いやが 上に も 魅力の ある ものにする 
独創的な 説明を して くれました。 電気の 家、 では、 電話 や、 オ ー ト •ホ ー ン 、それに 蓄音機な 沉 
ど、 様々 の 発見 品を 見学し ました。 彼は、 信じられない 程に 遠い 所に、 あっとい ぅ 間に 通信 出 
来る 事 だの、 ブロ メシュ ー スの 様に、 空から 火を 持って来る 事な どを 理解 させて くれました。 
人類学 会場に も 行って 見ました。 私は、 大自然の、 文字を も 知らぬ 子供で ある (と 私は その 時 
に、 触って 見ながら 考えた のです が) 太古 人の 単純な 記念物で あり、 又 同時に、 その 時代の 唯 
一の 生活 記録に 相当す る 石 製の、 古代 メキシコ 遺物 や、 さわって 見る の も 恐い 様な ヱ ジブ トの 
ミイラが、 王様 や、 聖者の 業々 しい 記念物が 地に 埋れ てし まっている のに、 いつまでも 生き残 
る 事に 心を ぅたれました。 此 等の ものから、 私は、 本では 学び 得ない 貴重な 事を 沢山 知った の 


此の 博覧会での 見聞は 私の 語調を 非常に 豊富に X、 僅か 三遍 間の 間に、 妖精 譚や玩 具の 頑 世 
ない 子供の 世界から、 実際の、 力動的な 進展を 続ける 大人の 世界へ. と 私は、 長足の進歩を 示し 
たのです。 


第 十六 章 ラテン語を 学ぶ _ 

一八 九 三年の 十月 迄の 私の 勉強は、 散漫で、 止り とめの ない ものでした 。ギリシャ や ロ ー 
マ、 それに アメリカの 歴史な どを 読んで いました 。又 その 頃、 私は 凸版に なった フランス語 文 
法の 本を 持って いました 。それで 少しの 言葉を 覚える と、 難しい 文法的 知識 や、 学術 語を 使わ 
なくても 良 V 様な、 短い、 簡単な 文章を 考えて 見る のが 好きでした。 私は、 新しい 単語の 意味 
や 発音 も 独力で ものにしょぅと つとめました 。云ぅ まで もな、 く 此れは 無鉄砲な 事です 。でも 
それは、 雨降りの 日の 退屈 着ぎ に. なりました し、 ラ •フォン テ ー ヌ の" 寓話 集" や" 気に 合わ 
ぬ 医療"、 それに， アタリ" などを、 隅から隅までとは 云いません が、 楽しんで 読める 位の 進 
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歩を もたらしました。 

私尤 又、 多くの 時間を かけて、 自分の 話しを 直そうと しました。 大声で 本を 読んだり、 そら 
ん じている 詩の 一節な どを 吟誦して、 ミス •サリヴァンに 聞いて 貰う のです。 彼女は 発音を 直 
したり、 音節の 切り方 や、 そ， の 調へ 方を 教えて くれました。 此の 祿な 事は 続けて いました が、 
私が、 時間を 定めた、 特定の 方針の もとに 勉強を 始めた のは、 一八 九 三年の 十月、 万国博覧会 
での 感激と 疲れが 漸く 落着いた 頃から だった のでず。 

ミス •サリヴァンと 私は、 その 時、 ウイリァム •ウエ ー ド 氏を 訪ねて、 ヘン シル ハ ニヤの” ル 
トに 居ました。 その 近所に 住んで いた ァイァン 氏は、 ラテン語 学者だった ので、 彼の 指導を 受 
けて 勉強す る 事に なった のです。 彼は、. 稀に 見る、 博識と 温情の 人でした。 彼に 教っ たのは、 
主に、 ラテン語 文法で したが、 一番 苦が 手の 算数. にも 手を かして くれました。 ァイァン 氏は、 
私と 一緒に、 テ 一一 ソンの" イン •メモリ ァム" を 読んでくれ ました。 私は、 その 前に も 沢山の 
本を 読んだ 事は あったので すが、 考えながら 読んだ のは 初めてでした。， 私は その 時 初めて 著. 者 
についての 知識 や、 その 文体に 留意す る 事を 知づ たのです。 

ラテン語 文法には、 最初のう ち 気が 向きませんでした。 意味の 解って いる 言葉を、 やれ 名詞 
だと か、 所有格 だと か、 単数 だと か、 その 性は なんだ とか 云って 小突き 廻す のは 時間の 空費の 
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様に 思えた のです。 若し、 私が、 小猫の タア ベィを よりよ く 知る 為 だと 云って、 門は 背髄動 
物、 目は 哺乳類、 綱は 四 足 獣、 科は 猫、 属は 猫、 個は タアべ ィな どと 考えたら どんな 事になる 
のでし よぅか。 然し、 やって みている ぅちに、 段々 興味が 出て 来て、 その美し さが、 私を 魅き 
'つける 様になって 来ました。 私は ラテン語の 文章を 読みながら、 自分の 知っている 言葉を 拾っ 
たり、 解らぬ 言葉の 意味を 想像して みたり したので す。 此の 暇つ ぶしは とても 楽しい もので し 
た 。 

私には、自分が手に入れた新鮮な言葉で書かれた美しぃ幻想の世界を、夢心地で逍遙ずる程 
楽しい 事は 考えられな いのです 。ミス •サリ ヴ アンは、 私の 傍に 坐つ て、 7 イアン 氏の 言葉を 
細大 もらさず 私の 掌に 書き 綴ったり、 新しい 言葉を 辞書で 調べたり して くれました。 アラバマ 
の 家に 帰る 頃には、 シ 1TQ  " ガリ ヤ戦 記" を 読む 程に 進歩して いました。 


第 十七 章 独語 仏語を 学ぶ 

八 九 四 年の 夏に、 私に、 チョ ト ー 力で 開ら かれた 全米 聾者 会話 教育 促進 大会に 出席し まし 
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た。 そこで 私は、 ニ ュ ー ョ ー クの 、ハム ソン 聾学校に 入学す る 事に なった のです。 そして、 そ 
の 年の 十月に、 ミス •サリヴァンに 伴われて 同地に 向い あした。 その 学校は、 特に 選ばれた 聾 
の 人が、 最高の 会話 能力を 身に つける ために 建てられた 学校な のです。 会話の 外に、 私は 在学 
中の ニ 年間 算数と 地理、 それ' に ドイツ語と フランス語を 勉強し ました。 

私の ドイツ語の 先生で ある ミス •ト ー ミイは 手指 文字を 知っていました ので、 私は ドイツ語 
の 単語を 覚える と、 機会 ある 毎に ドイツ語で 話しかけました 。それで、 ニ、 三 力 月 後には、 彼 
女の 云う 事が 大低 解る までにな りました。 そして 一年 も 経たない うちに、 私は" ゥイルヘルム 
•テル" を とても 感激して 読んだ のです。 実際、 ドイツ語の 進歩は 驚くべき ものが ありまし 
た。 フランス語 はそう 云う 訳には 行きませんでした。 私の フランス語の 先生は、 オリヴ イ 工夫 
人と 云う フランス 人でした が、 彼女は 手指 文字を 知らなかった ので、 全部 会話に 頼らなければ 
ならなかった のです。 彼女の 唇が 何を 云って るかは 殆んど 解りませんでした。 ドイツ語に 見せ 
た 進歩は 望むべく もなかった のです が、 それでも "気に 合わぬ 医療" を 読み返す 事が 出来 まし 
た。 それ も、 大変 面白かった のです が、 ゥイルへ ルム •テルで 味った 感激とは くらべものに も 
なりませんでした。  ノ 

読唇術と、 会話は、 先生 も 私 も、 短時日のう ちに たやすく 身に つけられる とは 思って ません 
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でした。 でも、 普通の 人々 と 同じ 程度に 話せる 様になる のは 私の 夢で あり、 先生 も 私 も、 此の 
夢は きっと 実現 出来る ものと 確信して いたのです。 それに 関わらず、 いくら 一生懸命に やって 
も、 はかばかしい 進歩は 見られませんでした。 今 考えて 見る と、 望みが あまりに 大きす ぎたら 
しいので す。 それだけ あせり も 人一倍だった のです。 話は 飛びます が、 算数が、 苦手な 事には 
その時も変りありませんでした。私は、合理といぅ広々とした大河をさけて、あちこちの細流 
ばかりを 手 捜り して. 廻って、 私 だけで なしに、 先生を も 困らせて いました。 手 搜 りを あきらめ 
たと 思ぅ と、 すぐに 結論に 飛びつ いたりす るので す Q 生来の 頭の 悪さと、 方法の まず さの 為に 
私は いらない 苦労を しなければ なりませんでした。  .§ 

此の様に.、. つま づきは 沢山 ありまし たが、 他の 課目では いつも 新しい 興味を 持って 勉強す る 
事が 出来ました。 その 中で も 地理学が 好きでした。 旧 •約 聖書に、 美しく 描写され ている 天の 四 
隅から 欢き 起る 風の 様子、 地の果てから 立ち 昇る 湿気の 事、 岩を 侵蝕して 流れる 河、 木の 根で 
ひっくり返された 山、 の 話 や、 人間は 何時に なったら 地球の. 王者に なれる かとい ぅ 問題な どで 
自然の 神秘を 搜り 出す のは とても 楽しい 事でした。 兎に角、 二ュ ーョーク での ニ 年間は とても 
幸福でした。 今 思いだ しても、 思わず 顔が ほころ ぶので す。 

特に 深い 印象を 残して いるのは、 市内で、 一番 私の 気に入った 中央 公園の 散歩でした。 どん 


なに 些細な もので も 美しく 見えました。 毎日 毎日、 その 公園は 装いを 変えて 私を 魅了し よぅと 
する のでした。 

春には、私達は方々の興味ある所に遠足しました。いつかは、ハゼソン河を逆行してブラィ 
アン トが 好んで 詩の テ ー マに した 緑の 堤防を さまよい ましたが、 その 淡白で 野性 的な 断崖の ス 
ケ ー ルの 大きさには とても 深い 印象を 受けました。 又い つかは、 ウ H スト •ポィント 陸軍 士官 
学校 や、 タ リィ •タウン、 ワシントン •ア ー ヴィングの 家な どを 訪ねました。 アーヴ ングの 家 
では、 眠の 洞窟を くぐり 拔 けたり したので す。 

ラィト •ハム ソン 学校の 先生 達は、 聾の 子供達に も、 耳の 聞え る 人達たち の 悦びを わけ 与え 
たり、 いじけた 心を 素直に してやる 為には 日夜 心を 砕いて いました。 

私は、 一一 ュ ーョーク を 去る 直前に、 父の 死に、 次いで 悲しい 思い出で ある ボストンの ジョン 
• P •スポ ー ルディン ダ 氏の 訃報を 受けました。 ただ 彼の 人柄を 知って る 人 だけが、 私に 示し 
て くれた 深い 思いやりを 想像し 得る のです。 同情 深い、 春風駘蕩 たる 雰囲気が 彼の 廻りには か 
もし 出されて いて、 総ての 人々 を 幸福に せずに おきませんでした。 私達には、 単に、 彼が 柔し 
い 眼 射しで 見守って いて 呉れる と 考えた だけで、 如何なる 困難を も 克服し よぅとす る 勇気が ふ 
るい 起される のです。 彼の 死は、 私の 心に、 終生 充 たされる 事の ない 空隙を 残した のです。 
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第 十八 章 ヶン ブリッ デ 女学校 入学と 大学 入学 前期試験 

一八 九 六 年の 十月、 私は、 ラ ドク リッフ 大学へ 入る 準備の ため、 ケンブリッジ 女学校に 入り 
ました。 私は、 小さい 時ゥ H ルレ スレィに 行き、 そこの 子供達が、 ロ々 に、" 私大き く なった 
ら 大学に 行く の。 それ も ハ ー パ ー ドよ。" というのに びっくり させられた 事が あるのを 思い出 
します。 どうして ゥ H ルレ スレィを 選んだ のかと 尋ねられて 私は、" だって 女の子 だけが 居る 
んです もの"、 と 答えた のでした。 大学に 行こうと いう 望みは 長い間、 私の 胸に 秘められて い 
て それは 年と 共に はっきりした 形を 取って来た のです。 当然 私は、 心. からの、 そして 賢明な 友 
達の 反対を 押し切って、 眼 も 見え、 耳 も 聞え る 人々 と 争って、 学位を 得る ために 励まなければ 
ならない 破目に なりました。 ニュ ー ョ ー クを 去る 時、 此の 決心は もはや 動かすべからざる もの 
になって いました 0 私は いよいよ ケンプ リッ ヂに 行く 事に なった のです。 此れが、 ハ ー バ ー ド 
へ 入学し よ •うとい ^ 、 私の 子供染みた 放言を 実現す るた めの 最短 コ ー スだっ たのです。 

此の 計画は、 ミス •サリヴァンを、 私と 一緒に 教室に 出て、 講議 内容を 通訳せ ざるを 得ない 
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事に してし まいました。 

勿論、 先生 達は 不具の 子供を 教育した 辜がない ので、 私と 彼等の 意志 疎通は、 読唇術 だけで 
行われた のです。 第一 年 目の 勉強 課目は、 英 国史、 英文学、 ドイツ語、 フランス語、 算数、 そ 
れに ラテン語 作文と、 時々 の 課題 作文でした。 私は、 それまで、 大学への 準備と いぅ 考えで 勉 
•強した 事はありませんでした。 でも、 ミス •サリ ヴァン の おかげで、 国語の 基礎は 充分 出来て 
いました ので、 先生 達は、 大学から 要求され ている、 本の 批評 的 勉強の 外は、 特別な 指導を し 
なくても良いと解ったのでした。それに、フランス語の基礎もしっかりしていましたし、ラテ 
ン語も 六 ヶ月 やって いたのです。 ドイツ語は 云ぅ まで もな く 得意 中の 得意な のです。 

然し、 此 等の 利点が あった にも 関わらず、 私の 勉強には 大きな 障碍が ありました。 ミス •サ 
リヴ ァンは、 私に 一冊の 本を 理解させる 程の 事を、 私の 掌に 書く 事は 出来なかった のです。 
又、 教科書を 凸版に する 事 も 不可能でした 。フイ ラデル フイヤ から も、 口 ン ドンから も、 同情 
に充 ちた 手紙を 貰いました。 私は、 友達との 朗読 会の ために、 ラテン語の 本を、 グレイ ル 式 点 
字に 書き直して 貰わなければ ならなかった のです。 それでも、 学校の 先生は 間もなく 私の 質問 
に 答えたり、 私の 誤りを 訂正す る 事が 出来る 程に 慣れて 来ました。 私は 教室で ノ ー トを 取った 
り 課題 作文を 書いたり する 事は 出来ませんで したので、 家に 帰って来て、 タイプライタ ー で 書 
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来る日も来る日も、 ミス •サリヴァンは 底知れぬ 忍耐力で 私の 掌に、 先生 達が 講議 する 事を 
書き 綴りました。. 時間 中に、 私の 知らない 単語を 辞書で 調べたり、 凸版に なって いない 本を 繰 
り 返し 繰り返し 読んで おかなければ ならなかった のです。 どんなに 退屈だった 事 か、 想像に 絶 
する ものが あります。 グロ ー テ 夫人と、 校長 先生の ギルマン 氏は、 私の 為に わざわざ 手指 文字 
を 勉強して くれました。 彼女は、 自分の 手指 文字が 不完全で スピ ー ドが 出ない のを 一人で やき 
もき していました。 彼女は、 .ミス •サリヴァンに 少しで も 休養を 取らせょぅと、 週 二回、 特別 
に 私の 掌に 大 骨折りを して 書き 綴りながら 教えて くれたの です。 此の様に、 周囲の 人々 は 皆 親 
切な 良い 人々 でした が、 私の 苦役を 楽しみにして くれたのは、. 実に ミス •サリヴァンの 右手 だ 
ったので す。 

.その 年に、 私は 算数の 本 一冊と、 ラテン語 文法、 それに、 シーザ ー の" ガリ ヤ戦 記" の 中の 
三 章を 読みました Q ドイツ語では、 ミス •サリヴァンの 助けを かりたり して、 シラ ー の" 鐘に 
ょせる 歌"" 水禽々 ハイネの" 冬の 旅々 フレイ タ ー クの "フレデリック 大王の 国家々 リ ー ルの 
，美への 呢い "レッシングの， ベルン ヘルムの ミンナ" それに ゲ ー テの" 我が 人生 刀を 読み ま 
した。 此 等の 本は-とても 感激して 読みました が、 中で も、 シラ ー の 抒情 性 や、 フレデリック 大 
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て 国民の ために 儘す 細い 退屈な 事柄を 読みました。 私は、 此れら の 真実と、 知性の 尊い 種が、 
どうして 此んな 、無知と 腐敗の 土地に 播 かれなければ ならない のか 不思議で たまりません でし 
た。 

それと 違った 意味で、 マコ ー レィの" サミュエル •ジョンソンの 生涯" は 面白い もので し 
た。 私の 心は、 苦境の どん底に 陥り、 貧しい パンを かじりながら も、. 貧しい 人々 や、 世間から 
忘れられた 人々 に 温い 援助の 手を さしのべた 孤高な 魂に、 魅き 0 けられた のです。 私は 彼の 成 
功に 悦びました。 彼の 種々 の 欠点は 見て 見ぬ振りを し、 彼の 業績と いうょりは、 どんな 苦難に 
も 打ち 挫かれなかった 強い 意志 力に 感激 させられた のです。 私は マコ ー レィの、 陳腐な ものを 
も 新鮮に 感じさせたり、 豪華な 絵巻物の 様に したりす る 手腕には 感心 させられ ましたが、 その 
余りに も 物を 割り切った 物の 見方に 退屈を 感じ、 効果 だけを 狙って 大切な 真実を 略いて しまう 
態度には、 私が 嘗っ て、 大英 帝国の デモ ステ ネスと 崇めて いた 態度を 変えざる を 得なかった の 
です。 

又 私は. ケン プリ ッヂで 初めて、 聞え もし、 見え もす る 同年輩の 友達を 得る 事が 出来ました。 
私は、 その 学校で も、 特色の 一つだった 学校と 棟 続きの、 嘗っ ては、 ハゥ. エル 氏が 住んで いた 
家に、 四 五 人の 友達と 一緒に 生活し、 家庭生活 気分を 満喫し ました。 若し、 盲人の 雪中 行軍み 
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たいな ものであった としても、 私は、 彼女 等の 遊戯に 成るべく 多く 加わりました。 ー緖 fc 長い 
散歩を したり、 勉強の 事で 討論したり、 面白い と 思った 本を 朗読し 合ったり したので す。 中に 
は、 ミス •サリヴァンの 通訳がなくても、 私と 話せる 様に 手指 文字を 習った 人 も 居りました。 

クリスマス 休暇には、 母と 妹が 尋ねて 来て、 一緒に 過し ましたが、 その 時、 ギルマン 氏は 親 
切に、 妹を 彼の 学校で 勉強 さしては どうかと 申し出て くれました。 そこで ミルドレッドは、 私 
と 一緒に. ケンブリッジに 残り、 幸福だった 六 力 月の 間、 二人は 片時 も 離れようと しなかった の 
です。 その 期間 中に 二人で 互いに 励し 合って 学んだり、 遊んだり した 事は、 いつ. 思い出しても 
心の 和む 思い出な のです。 

私は、 一八 九 七 年の 六月 二十 九から 七月 三日に かけて、 ラッド クリ ッフの 前期試験を 受け まし 
た。 私の 選んだ のは、 基礎 ドイツ語、 上級 ドイツ語、 フランス語、 ラテン語、 国語、 ギリシャ 
語、 それに ロ ーマ史 を 九 時間で やる ものでした。 全部に 及第し、 特に 国語と ドイツ語で ば" 栄 
誉 "を 受 与された のです。 何 かの 参考に なると 思われます ので、 その 時の 模様を 書いて 見る 事 
にしましょう。 受験生は、 基礎 課目の 十二時 間と、 上級 課目の 四時 間、 合計 十六 時間で 答案を 
書き上げなければ なりません。 そして そのうちの 五 時間は 予備と いう. 事に なって います？ 答案 
用紙は 九 時に ハ ー バー •ドで 配付され、 学校 職員が ラッド クリ ッフへ 持って来る のです。， 受験生 
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氏は そ Q 年 私が 擊を 主として やる 事に 賛成して いました。 私は 物理学、 幾何学、 代数学、 
天文学、 それに、 ギリシャ 語と ラテン語を 選びました。 でも 困つ た 事には、 私の 教科書を 凸版 
にす るの が おくれて し— たのです。 それに 勉強に 使う 大切な 賃が なかつ のです。 クラスの 
人数は 大勢で、 先蠢が 私に 特別 教育して くれる 事 も 不可能でした。'  ミス • T ヴ 7 ン よ、 総 
ての 教科書を 私に んで くれたり 、先生の 云う 事を 通訳したり し-なければ ならな かつた のです 
が、 彼女の 能力では もう 間に合わな いのでは ないかと 思われた のです。 

教室で 代数の 問題を 解いたり、 幾何の 図形を 描いたり、 又 物理の 問題を 解いたり しな けれ 
はなら な 力つ たのです 力、 フレィ. ル 式 点字 板が 着かない うちは それ も 出来な かつた のです。 そ 
れ なしには 順調な 勉強 所 か、 その 第一歩 すら 踏み出す 事が 出来な かつた のでした。 私よ 黒板 
に 書かれた 図形を 見る 事が 出来な S たので、 坐 席の 傍に 曲線 や 直線の 針金を 使つ て、 それを 
真似して 見なければ ならな かつた のです。 ケィス. 氏が、 云つ て いられる 様に、 数字の 行列 や、 
擊の IQ 露 それ— どを いつも 心の中 S— ん— ければ— なかつ た 
のです。 一言で f ば、 何 一. つやる にも それ 相当 i 產 しなければ ならな S たので 
す。 私は 途中で 屬を 失い、 今 思い出しても 恥し くなる ような、 特に、 ミス • T ヴ アン こ— 
I 数多くの 友達の 中で、 私. の 苦難を 安楽に、 悲しみを 悦びに 変— 事の 出来た 唯一の 人、. ミス 
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•サリヴァンに、 当り 散らしたり しては、 自分自身を 裏切った のでした。 

然し、 私の 困難は 徐々 に 克服され て 行きました。 凸版に なった 本 や、 その他の 器具が 着き、 
再び 勉強に 没頭 出来る 様になった のです。 然し 数学と 幾何 だけは 頑強に 攻撃を 退けました。 前 
にも 述べた 様に、 数学は 性に 合わなかった のです。 腑に 落ちない 点が そのままに 残されて いた 
のです。 幾何学の 図式は 特に 私を 苛立たせました。 何故なら、 座席の 傍で やっても、 線と 線の 
関係が はっきり 頭に 浮んで 来ない のです。 少しで も 解って 来たのは、 ケィス 氏に 指導して 貰っ 
てからでした。 

此れら の 困難を 克服し 続けて いた 時でした。 総ての 事が らも 一遍に 変えて しまう 様な 事が 起 
ったので す。 

凸版の 本が 着く 一寸 前の 事でした。 ギルマン 氏が、 私は 余り 無理 勉強を している と、 ミス • 
サリヴァンに 忠告した のです 。そして、 私の 懇望に も 関わらず、 復習 科目を 減らして しまった 
のでした。 初め、 私達は (若し 必要だった ら) 五 ^ でも 何年で も、 勉強を 続けょうと いう 覚悟 
だった のです が、 一年の 時の 試験の 結果で、 そんなに 激しく 勉強し なくても、 後 ニ 年で 大丈夫 
だとい う 見通しが、 ミス •サリヴァン や、 バルブ オ氏 (ギリ マン 学校 教頭) 初め、 その他の 人 
々にも 明らかになった のでした。 ギルマン 氏 も それには 異論がなかった のです が、 私の 過労を 
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気にして、 もぅ 三年 残るべき だと 主張す るので す。 私は その 主張には 賛成 出来ませんでした。 
級友と 一緒に 大学へ 進みたかった のです。 

十一月の 十七 日、 私は どぅした 事 か 気分が 優れず 学校に 行きませんでした。 ミス i サリ ヴァ 
ンは 、それを あまり 重視し なかった のです が、 此れを ききつけた ギルマン 氏は、 此れを 私の 計 
画の 挫折と 見て、 私が 後期の 試験を 級友と 一緒に 受けられない 様な 処置を 取って しまい まし 
た。 結局、 ミス •サリヴァンと、 ギルマン 氏の意見の 衝突の 為に、 母は ミルドレッドを 引き取 
らな ければ ならな くな ったので した。 そして 私 も ケンブリッジを 引き上げる 事に なった のです 
その後、 私の 勉強は'  ケンブリッジの マ ー トン .S  •ケイス 氏を 雇って 続けられる 事に なっ 
たのです。 その 冬からの 数 力 月を、 ミス •サリヴァンと 私は、 ボストンから 二十 五哩 離れた、 
レンサムの チャンバ ア リンズで 友達と 一緒に 過し ました 0 

一八 九 八 年の 二月から 六月まで、 ケイス 氏は？ 適 二回 レンサムに やって来て、 代数、 地理、 
ギリシャ 語、 それに ラテン語を 教えて くれました。 ミス •サリヴァンは、 相 変らず 彼の 講議を 
通訳して くれました。 

一八 九 八 年の 十月、 私達は ボストンに 帰りました。 ケイス 氏は、 八 力 月の 間、 週 五 回 一時間 
の 割りで 講義して くれました。 彼は、 前日に やった 事で 解らない 所が あると、 それを 説明し、 
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その 日に やる 範囲を 決め、 それから 私が 一. 週間 書き 溜めて おいた 課題 作文を 自宅に 持って 帰り 
隅から隅まで 筆を 入れて 返して 呉れる のでした。 

此の様に して、 私の 大学 準備は 何の 支障 もな く 進められました。 私は、 数 室で 講議を 聞く ょ 
り、 自分 一人で やった 方が ずっと やり 易く、 そして 楽しい という 事を 発見した のです。 あせる 
事 も 頭を 混乱させる 事 もありません でした。 先生は、 時間に 余裕を 持って ましたので、 理解 出 
来ない 所は 充分に 説明して くれました。 そういう 訳で、 学校で やる ょりも 早く、 順調に 前進す 
る 事が 出来た のです。 でも やっぱり、 数学は 苦が 手でした。 私は 代数 や 幾何が、 歴史 や 語学の 
半分 位で も 楽になる とい k な あと 思ったり しました。 然し、 ケィス 氏は、 数学を も 楽しい もの 
にして しまった のです。 彼は、 数学から 私で も 飲み込める 程に、 角を 取って しまった のです。 
彼は、 私を 熱心な 態度を 取る 様に 仕向け、 今までの、 盲目 滅法に 問題の 中に 飛び込み、 結局は 
答 も 結論 も 解ら なくなる 様な やり方の 代りに、 冷静に 論理を 追って 行き 自然な 結論に 達する 方 
法を練習させました。どんなに私の理解が遅かろうと、タ自分の主張をまげなくても、彼はつ 
いぞ 怒り 出す 事がなかった のです。 

一八 九九 年の 六月 二十 九日と 三十日、 私は ラッド クッフ の 後期 試験を 受けました。 第一 日 目 
には 基礎 ギリシャ 語、 上級 ラテン語を、 二日 目には 幾何、 代数、 上級 ギリシャ 語を やった ので 
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す。  、 

大学 当局では、、、 /K  •すヴ ァンが 私に 問題を 読んでくれ るのを 許可せ ず、 パ i ンス盲 学 
校の 先生で ある ユーグ ン .C  •ヴァイ I ーング 氏を 頼んで、 それを、 ァメリカ 式 点字に 直させた 
のでした。 ヴ ァイ rv グ 氏は、 私と 一面識 もない 人で、 点字 以外の 私に 話しかける 方法を 知り 
ませんで した。 試験監督 も 又、 私の 知らない 人でした し、 話しかけょぅ とする 素振り すら 見せ 
ませんで した 0 ' 

点字は 語学の 場合には 何の 欠点 もない のです が、 敎字 となると 困る のです 。私は、 とても 
困りました。 そして、 诗 間を 空費して はいらい らした のです。 特に 代数の 場合が そぅでした。 
その 訳は、 私は 語学 的な 面で 使われて いる 総ての 点字、 英国 式、 ァメリカ 式、 それに 一一 ュ‘ 
丨ク 式な どには ょく 通じていた の. です が、 幾何 や 代数の 記号 や 符号を 表わす のに 用いられて い 
た 三 型式 S 字には 慣れて いなかっ たのです。— 私は 代数に 英国 式 点字 だけを f ていたの でし 
た。 

試験の 二日 前、 ヴ ァイ 一一 ング 氏は、 ニ、 三年 前の、 ド 大学の 入学 学麗 の 写しを 送 
って 来て くれました。 私は、 それが アメリカ 式 点字だった のでび っくりして .L まいました o i 
はすぐ に 机に 向って、 その 記号を 説明して くれる 様に、 ヴァイ 一一 ング 氏に 手紙を 書きました。 
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した 事で 慰められて いるので す。 

第二 十 章 ラ 大学 入学 

大学に 入学す る 為の 悪戦苦闘は 終りました。 そして 私は、 自分の 好きな 時に いっでも 入学 出 
来る 事に なった のです。 然し、 入学す る 前にもう 一年、 ケィス. 氏の もとで 勉強した 方が 良い と 
いう 事に なりました。 それで、 私の 夢が 実現され たのは、 一九 〇〇 年の 終り 頃でした。 

私は、 ラッド ク リッフ での 最初の 一日の 事を はづきり 覚えて います。 その 日 こそは、 見る 物 
聞く もの 総て 光輝に 充ち てる 日でした。 その 日の 事を 私は 長い間 夢見っ ^ けて いたのです 。友 
達の 説得を、 はね 返し、 女々 しい 私を 鞭韃 する、 強固な 内在 意志が、 私を、 見え もし、 聞え も 
する 人々 との 競走に 馳り 立てた のです 。多くの 障碍が ある 事は 初めから 覚悟して いました 。で 
も、 それを 克服す る 熱心 さを 持って いたのです 。私は、 ロー マの 賢人の" 口ーマ ー ょり 放逐 さ 
るを 望ま ば、 ローマ ー を 出る に 足るべし"。 という 言葉を 肝に 銘じ ていました 。知識の 大道 か 
ら 隔離され ていた 私は、 道な き 道を 手 捜り の 旅行を しなければ ならなかった のです 。此れに 加 
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大学では、 お 互いに 心の 内を さらけ出して 語り合う 時間がない のです。 大学に 行く のは、 学ぶ 
ためであって、 考える 為では ない 様に 思われた のです。 一旦 校門に 入る や、 微風が 枝を 渡る 外 
界に ある 孤独 や、 読書、 それに 気儘な 空想の 楽し さを 捨てな. ければ ならない のです。 未来の 幸 
福の 糧を 蓄えて いるの だと も 考えられる でしょう。 然し、 私は、 冬の 日に 備えて 食糧を 蓄える 
には あまり 即興 的で 現実的な のです。 

一年 目の 勉強 課目は、 フランス語、 ドイッ語、 歴史学、 英作文、 それに 英国 文学史でした。 

フランス語の 時間には、 コ ルネ ー ユ、 モリ H 1 ル、 ラシ ー ヌ 、アルフレ •ド •ム ー セ や、 セン 
•ブ^ -ヴ などの 諸 作品、 ドイッ語の 時間には、 ゲ ー テ や シラ ー の 物を 読みました。 

歴史では、 ロ ー マ 帝国の 滅亡から 十八 世紀までの 復習を、 英国 文学史では 、ミルト； v の 詩 や 
アレ オパジ イテ イカの 批評 的 講読を しました。 

私は、 良く、" 大学では 様々 困った 事が あった でしょう が、 どう 云う 風に やった のです か" 
と 尋ねられる 事が あります。 教室では、 事実上、 私は 一人ぼっちでした。 教授の 声は、 電話で 
も 聞いて いる 様に かすかでした。 講義 内容は、 凄い スピ ー ドで 私の 掌に 書き込まれ、 私は それ 
に 全 神経を 集中し なければ ならず、 教授の 個性な どは 殆んど 解りませんでした Q 言葉は 後 か ib* 
後から と、 そそっかしい 獵 犬の 様に 飛、 び込んで来ました。でも此の点でだったら、ノートを取 
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声を 聞かされる 時な どは 思わず 神様を 恨みた くなる のでした。 それでもす ぐに 元気を 取り 戾し 
ては、 不満を 心の 隅に 押し やりました。 真の 知識を 得ん と 望む 人は 例外な く 苦難の 山道を たど 
ら なければ ならない のです。 頂上への 鋪 道がない 以上、 自分の 道 ば 自分の 手で ひらかなければ 
ならない のです。 ずり 落ちる でしょう。 転び もします。 立ち 止ら されたり、 草叢に かくさ ぉた 
罠に. も 落ち込む でしょう。 気を 失づ たり、 息を吹き返したり さぞ かし 忙しい 事でしょう。 でも 
その 度に 落着を 加えます 。そして 登り 続ける のです。 一寸 高く 登った なと 思って みます。 勇気 
附 きます .0 高く 登る にっれ て 益々 熱心に なり、 次第に ひらけて 来る 美しい 視野に 有頂点 •になり 
ます。 苦闘、 それ こそ 勝利な のです。 もう 一 踏 張り。 綾に 輝く 雲、 埃 1 っなく 高く 澄んだ 蒼 
天、 憧れの 天上は すぐな のです。 でも 此の 闘争で、 私は 常に 一人 ぽっ ちでは なかっ たのです。 
ウィリアム. •ウ H 1 ド 氏 や、 ベ シシィ ル ヴナー ーヤ 盲学校の E • E •アレン 校長 先生は 私の 為に 
沢山の 凸版の 本を 手に入れて くれたの でした。 彼等の 用意周到 さは、 彼等 自身で も 気 がっかな 
い 程、 私を 勇気 附 けて くれたの です。 

ラッド クリ ッフの 最後の 年で ある ニ 年 目には、 英語 作文 法と 英国 文学と しての， 聖書、 ア‘ メリ 
力 及び ヨー口 .ッパ の 政治 型 態 学、 それ！ a、 ホ レ ースの頌歌集やラテマ語のコメディを学びま上 
た。作文法 0 _時間がー：番|しみでした〇その時間は葙気に充ちていました。..講義は常に発嫩ネ 


し、 奇智と 興味に 溢れて いたのです。 先生は チヤ ー ルス •タウン センド •コ ー ブランドと いい 
ましたが、 彼は 実に 独創的で 新鮮な、 そして 力強い 調子で 話を 進める のでした。 僅かな 時間 
で、 厄介な 解釈 や 註釈 抜きで 古代の' 巨匠の 作品の 美し さを 味わせ て 呉れた のです。 その 素晴し 
い 思想を 紹介して くれたの です。 旧約聖書に 出て 来る 雷鳴 も、 ジヤヴ H や、 H ロ ヒムに 邪魔を 
入れられる 事な しに 聞かして 貰いました。 私達は、 表現 さるべき 精神と、 表現すべき 文体が 完 
全な 偕 調を 保って いる 最高の 傑作を 観賞し 得た といぅ 悦びと、 その 様な 美しい 古典から こそ 新 
しい ものが 生れる の だとい ぅ 確信に、 勇んで 家に 帰って 行く のでした。 

その 一年は 最も 楽しい ものでした ◦何故なら 私は" 経済学 や H リザベス 朝 文学、 それに シエ 
1 クス ピヤな どを、 ジヨ ー ジ • L •キック ー ジ 教授に、 哲学 史をジ ヨシイ ア •ロイス 教授に 学 
んだ からです。 哲学に 依って、 私達は 理解に 生み出された 共感を 抱いて、 それまでは 何の 関係 
もな く、 又 合理性 も 持って いないと 考えて いた、 遠い 古代の 伝統 や、 思想に 入って 行く 事が 出 
来たので す。 

然し、 大学は 私が 考えて いた 様な、 全 宇宙を 包含す る アテネではありませんでした。 大学で 
は成程、偉大な人々や、賢明な人々と顔を突き合わせる事は出来ます。然し、その人達の実生 
活に ふれる 事は 出来ない のです。 そごに 偉大な 人々 が 居る 事は 確かです。 然し 彼等は ミイラな 
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のです。 私達は 教養と いう、 ひびの 入った 殼 か ^ 彼等を 引きずり 出し、 メスを入れ、 分析して 
見て 初めて、 彼等が 単なる 巧く 出来た 模造品では なしに、 真の ミルトン であり 又、 ィザヤな の 
だと 理解 出来る のです。 大部分の 教授 達は、 私達の 偉大な 文学作品への 興味は、 理解ょりも、 
感じ、 にか かってい るの だと 云う 事を 忘れて いる 様に 思われる のです。 困った 事には、 彼等の 
苦労の 結晶で ある 説明は 私達に 何らの 印象 も 残さない のです。 花や 根や銮 、又 その他の 部分 
- も、 又 その 成長の 過程を 研究に 依って 解明す る 事は、 きらきらと 朝露に 輝く 新鮮な 花の 観賞と 
は 似て 非なる 事な のです。 私は 幾度 も 我慢し 切れな くな って" どうして 此んな 説明 や 仮説が 必 
要な の だ" と 自問して 見ました。 此の 自問は 盲の 小鳥みたい に、 私の 心の中を、 あっちに ぶっ 
つかったり、 こっちに 突き 当った. りして 気が狂. った 様に 飛び 廻りました。 私達が 読んだ 有名な 
作品を 理解す るのは 無駄な 事 だと、 云って いるので はありません。 私が 賛成 出来ない のは 応接 
にいと まない 註釈 や、 F いかつい 批評な のです。 然し、 一旦 キック ージ 教授の 様な 偉大な 学者 
が、 巨匠の 言葉を 云い 換えて 説明し 出す と、 私達は ;/ 盲目が 眼を あいた" 康な .気持になる ので 
す。 彼 だけが、 シ クス ピヤを 詩人に かえす 事が 出来る のです。 

私は、 自分の 頭から、 せめて 半分な りと も、 何の 役に も 立たぬ 知識を 掃き出した くなる 事が 
屢 々あります 。何故なら、 折角 貴重な 代価を 払って 手に入れた 物を、 観賞す る 事が 出来ない か 
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そして 遂に、 恐怖すべき 試合と なる のです。 その 時に、 用意は すっかり 出来て いると 思えた： 
り、 又、 幾らかで も 助けになる 正しい 考えを 思い出したり 出来る 人は 運が 良い のです。 

でも、 » 利のラッパを吹き鳴すにはあまりにも不注意だったと思う時があまりにも多すぎま. 
す。 いくら 思いだ そうとしても、 又、 うまく 表情し ょうとしても、 此 等の 能力が 自分を 見捨て 
てし まつて いる 事に 気がついた 時 程に、 間 誤つ かされ、 そしてい らいら させられる 事は ありま‘ 
せん。 此の まごつきと、 いらだち こそは、 見事に 失敗した という 明瞭な 証拠な のです。 

〃フスと その 業績に ついて 簡単に 説明せ ょ。" フス？  一体 どんな 奴 だっ け o. どんな 事を や 
ったんだろう。 その 名前は， 不思議に、 親しい ものと して 感じられる のです。 ポロ 袋の 中の 絹の 
布を 捜す 様に 歴史の 知識の 袋を あさります。 袋の 上の 方に あった 箸な のです。 確かに、 宗教 改 
革の 始めの 方を 読んだ 時に 見て いるので す。 でも 何処べ 行った んだ ろう。 ポロの 全部を 取り出 
します。 革命 •教会 分離 •虐殺 •政治 形体 •でも フスは？ 何処に 居 るんだろう。 自分が、 問 
題に 関係の ない 事は 実に 沢山 知っている のに 驚いて しまいます。 最後には 面倒に なって 袋を 逆 
さに して 見ます。 ああり ました。 隅っ この 方に、 彼を 捜して 私達が 大騒ぎを している のを 知ら 
ぬ 気に、 凉 しい 顔を して 暝想に 耽って いるので す。 

と、 その 時、 終りの ベルが 鳴り渡る のです。 
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向っ 腹を 立てて、 ポロ 布を 蹴と ばし、 教授 達の、 生徒の 許し もな しに 勝手に 問題を 出す とい 
う 神聖な 特権を 剝奪 しょうと いう 革命的な 考えを 抱いて 家に 帰る のです。 

此の 事は、 実際に 私の 身の上に も 起り ました。 ご ちゃに なった 暗喩が、 青白い 顔を した 怪物 
や、 瀬戸物の 砕片に 埋った 瀬戸物 屋の 中の 牛を 指さしながら 私を あざけったり、 私の 眼り の 前 
をう ろち ょろ する 様な 事が。 分析 も 出来ない、 いまいましい 怪物 勝手にな さ L。 

此の 怪物に 私は 色 眼を 使った 事が あります。 そして 実際に、 此の てん やわん やな 霧 囲 気の 中 
で 生活した のです。 そして 今は、 口を拭って、 私の 大学に 関する 考え方は 変り ましたな どと、 
乙に すまして いるので す。  ' 

然し、 私の ラッド ク リッ フ での 日々 は、 まだ 未来を 持って いました。 段々 薄れて 行きました 
が、 まだ ロマン テイ ックは 輪 光は 完全には 消えて いなかった のです。 私は、 ロマン ティ ックな 
世界から、 現実的な 世界に 移る 過程で、 実際に 経験し なかったら、 知り 得ないで しまった であ 
ろう 沢山の ことを 学んだ のです。 その 一つは、 私達は 学問す る 時、 丁度 田舎道を 散歩す る 様 
に、 あせらず 心を 一杯に 開いて、 総ての 印象を 受け 収れな ければ ならない という 事でした。 此 
の 種の 認識が、 私達の 生活に 幅を 与える のです。" 知識は 力なり" と 云います が、 私は、 知識 
は 幸福 だとい いたいので す。 
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何故なら、 博い、 そして 深い 知識 こそが 正邪を 正し、 高低に 区別を つける のです。 人間の 進 
歩を 跡 づけた 思想 や、 芸術品を 理解す る 事 こそが、 幾 世紀 も 脈搏ち 続けて 来た 人間性の 鼓動を 
知る 事な のです。 そして 若し、 此の 脈搏ち のうちに、 天上を 目指して 苦闘し 続ける 人間の 魂の 
叫びを 感じ 得ない 人が 居たら、 その 人は、 人間の 命の リズムに 聾な の だと 云われても 仕方がな 
いのでし ょう。 

鲁 

_ 第二 十一 章 私の 教育法の 主眼 

私は 今まで、 私の 生活の 些專を 素描して 来ました が、 本の 楽し さと か、 有益 さに ついては 少 
し 書いた だけで、 それが 実 人生に 齎らす 人間的な 味に ついては ふれませんでした。 実際、 私の 
教育に ついて、 本は、 他の 人々 の 場合よりも 大きな 意義を 持って いるので す。 それで、 此の 事 
を 主眼と して、 話を 私が 初めて 本を 読んだ 頃の 昔に 戾 しましょう P 

私は、 七才の 時、 つまり 一八 八 七 年の 五月に 初めて 本を 読みました 0. 私は その 日から 現在に 
至る まで、 私の 飢え 切った 指先が ふれる 総ての 印刷され た ぺージ を、 むさぼる 様に 読んで 来た 
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のです。 

前に も 云いました 様に、 私は 少女 時代に 正規の 教育を 受けませんでした。 又、 一つの 法則に 
従って 読書 もしなかった のです。 

初めの 頃は、 初めて 本を 読む 人の 為にと か、 童話 集、" 私達の 世界“ という 地球に ついての 
本な ど、 ニ •三の 凸版に なった 本を 読んで いました。. それで 全部だった と 思います。 それで 
も、 私は 幾度 も 幾度 も、 遂には 凸版が 磨り 減って しまい、 何が 書いて あるが 判らなくなる まで 
繰り返し 読みました。 時には、 ミス •サリヴァンが、 掌に 短い 話 や、 やさしい 詩な どを 書い. て 
呉れました。 でも 私は、 独りで 読む 方が 好きでした。 どうして かと 云う と、 面白い と 思った 所 
を 何回で も 繰り返して 読めた からです。 

私が 読書ら しい ものを 始めた のは、 最初の ボストン 滞在の 時でした。 私は 先生の 許しを 受け 
て、 毎日 毎日、 何時間 かを、 盲学校の 囟書 館で、 書棚を あさり 廻りました。 私は とても 熱心 
に、 解ろう が 解るまい が、 そんな 事には 一切 おかまいなしに むさぼり 読んだ のです。 時には、 
十に 一つ、. 非道い 時には、 一 頁に 一つ か 二つの 割合し か 自分の 知って る 単語を 探し出せない 事 
も ありました。 でも 言葉 そのものが 私を 魅き つけ、 内容なん か 問題でなかった のです .0 私の 心 
敉、 その 当時、 とても 印象づけられ 易す かった と 見えて、 沢山の 言葉 や 云い 廻し を 蓄え まし 
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た。 後で 此れら の 言葉 や 云い 廻し は、 文章を 書いたり、 話したり する 時に、 極めて 自然に 流れ 
出て、 私の 友達を 語調の 豊富 さに 驚ろ かした のです。" 小 公子 フォント ローィ 々を 読む まで、 

私は 本の 一部分 や (その 頃 私は、 本を 一度 も 読み 通した 事がない と 思います)、 沢山の 詩な ど' 

を、 此の様な 気まぐれな 方法で 読みました。 そして、" 小 公子 フォント ローィ "こそが、 多少 
なりと も 理解して 読んだ 最初の 本. だった のです。 

或る日 先生は、 図書館の 隅で〃 緋 文学" の ぺ ージ を 熱心. に 見 凝めて いる 私の 姿を 見つけ まし 
た。 その 時 私は 八才だ ったので す。 彼女は、 小さい パー ルは 好き かと 尋ねたり、 一一、 三の 言葉 
を 説明して くれてから、" 緋 文学" ょりも ずっと 面白い、 小さい 男の子の 事を 書いた 本が ある I 
と 云ぅ の. でした。 その 本が" 小 公子 フォント ロ ー ィクだった のです。 彼女は それを 読む 約束を 
しました。 それを 読み 始めた のは 八月に 入って からでした 。海辺での 初めての ニ、 三 週間は、 

海に 夢中に なって いて 本の 事な ど すっかり 忘れて たので. す。 それに、 先生 ば 一寸 用が あって ボ 
ストンに 行って 居た のでした。 

彼女が 帰って来る と、 旅装を 解く の もも どかしく、 私達は すぐに" 小 公子 フォント 口 ー ィを 
P み 始めました。 私は、 此の 魅力に 溢れた 子供の 話の 第一章を 読め 始めた 時の 事を はっきりと 
憶えて います '.0 私達は、 家から 程遠から ぬ 松の木に 吊された ハンモックに 坐って いました 。私 


達は 出来るだけ 多くの 時間を 読書に 使える 様に 大急ぎで 昼食の 後片 づけを しました。 ハン モッ 
クの 所に、 長い 草を かき 分けてい そぐ 途中、 蝗が バラ バラと 私達に とびついて 来ました。 先生 
丈、 此の艎 を 全部つ かまえようと 云い 出す のです。 私は やきもきして しまいました。 ハン モ 
ック には、 先生が 留守の 間 誰も 坐ら なかっ たので、 松葉が 沢山た まって いました。 暖い 陽光が 
松の木に S り 注ぎ、 香 わしい 露の 匂いが あたり S ってい ました。 磯の 香が 強く 鼻を 打ち ま 
した。いよいよ読み始める前に、彼女は私に解らないと思われる « 々の事を説明してくれ難 
しい 言葉は 読みながら 教えて くれました。 初めのう ちは 難しい 言葉が 沢山 出て 来て その 度に 読 
書は 中断され ました。 然し、 段々 話の 舞台が はっき りして 来る と、 私は 話の 筋に 夢中に なり、 
ミス •サリヴァンの くだく だしい 説明に 我慢が 出来な く なって しまいました。 彼女の 指が もう 
一語 も 書けない 程に 疲れた 時 程、 自分の 不具の 身の 悲し さを 痛切に 感じた 事はありません でし 
た。 私は 自分で 本を 取り上げ、 今に 忘れられない、 切ない 慾 望に 力ら れて 空しく 本を なでて 
見る のでした。 

後で、 アナ ゴス 氏は、 私の 懇望に 動かされて 此の 本を 凸版に して くれました ◦私は それを 空 
で 覚える 程 何度も 何度も 読みました 。私の 幼児を 通じて、 此の〃 小 公子 フォント ロ ー ィ "は 美 
しく やさしい 伴侶だった のです。 私が、 くだく だしく 此の 本の 事を 書いた の も、 此の 本が、 幼 
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児の 混乱した 暗黒の 世界を 明い、 合理的な 世界に 切り換える スウィッチの 働きを なした から 
なのです。 

"小 公子 フォント 口 ー イ "は、 私の、 本に 対する 真の 興味の 第一歩と なる のです 。それに 続 
く ニ 年間に、 私は 自分の 家 や ボストンで 沢山の 本を 読みました。 どんな ものを、 どんな 順序で 
12 んだ かは 良く 覚えて いません が、 その 中には" ギリシャ 英雄 伝" ラ •フォン テ ー ヌの 寓話 
や ホ ー ソンの， ワンダ ー ブックが" 聖書 物語" ラムの" シ H 1 クス ピヤ 物語"" 少年 英国 
史 "テイ ケン ズ の/アラ ビヤン® ナイト" "スイス 人口 ビンソン 一家"" h さな 婦人 1 M 路 
歴程"" ロビンソン •クル ー ソー "それに、 後で ドイツ語 でも 読んだ、 美しい、 小さな お 話、 
"アル ブスの 山の 娘" などが あったと 思います。 私は これらの 本を 勉強 や 遊戯の 合間を 見て、 
段々 夢中に なりながら 読みました。 取は、 それを 勉強の つもりで 読んだ のでないです から、 分 
析 して 見ょぅと も、 良く 描けて いるか、 又 その 文体は、 著者な どと いぅ 設索 もしません でし 
た。 此等， の 本は、 その 豊な 果物を 私の 足 もとに 置いた. のです。 私は それを 何の 躊躇 もな く、 太 
陽の 光 や、 友達の 愛情を 享受す る 様に 取り入れました。 私は 特に〃 小さな 婦人" が 好きで し 
た。 私は、. 此の 本で、 見た 事 も 合っ た 事 もない 少年 や 少女に 深い 親しみを 感じさせられ たので 
す。 
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私の 生活は 極度な ハン ディ キャップを 負わされて いました ので、 外界の 事柄を 知る には 本に 
敵らざる を 得なかった のです。 

遍路 歴程には 特別の ^ 味を 惹 かれませんでした。 多分 途中で 投げ出して しまった かも 知れ ま 
せん。" 寓話 集" も 同じでした。 それを 初め 英語で 読んで 余り 面白い と 思えず、 後で 原語で 読 
んだ時 も、 生き生きした 描写力 や、. 言葉の 魔術には 感心しながら も、 やはり 好きに なれません 
でした。 その 原因は 解りません が、 動物を 人間と 同じに 話させたり 行動 させたり する 書き方が 
私に ピンと 来なかった からだと 思われます。 動物を かりて 来た こっけいな 諷刺 画 だけが はっき 
り 浮び あがって、 その 裏に かくされた 彼の 道徳 観は 見逃されて しまった のです。 

再び、 ラ •フォン テ ー ヌの 事です が、 彼の 道徳 観は、 もはや や、 私達の 心に 訴える 力を 持づ 
ていません。 彼は 結局、 自己 愛と 理性 だけを 主張して いるので す。" 寓試 集" を 貫いて いる 精 
神は 人間の 道徳は 自己 愛から 生れる もので あり、 幸福は、 自己 愛が 理性に ぅまく 統御され た 時 
に感じ得るものだといぅ事なのです。然し、私の考えでは、自己愛こそが、総ての悪め根源な 
のです ◦と 云っても 私の 方が まちがって いるで しょぅ。 何故なら、 フォン テ ー ヌは 私とは くら 
ベ 物に ならない 程に、 多くの 人間を 観察す る 機会に 恵まれて いたから です。 それにしても、 私 
は、 その場限りの 真理が、 猿 や 狐に 依って 教えられる 様な、 シニックで、 諷刺に 充 ちた、 寓話 
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に、 むきになって 反対したい とは 思いません。 

私は、" ジャングル •ブック" や〃 私の 知った 野獣" が 好きです。 私は、 獣 その物が 好きな 
めです。 何故なら、 彼等は 真の 獣で、 人間の 諷刺 画では ないから です。 誰でも 彼等の 愛情 や、 
.憎悪に 同感 出来ます し、 その 喜劇に 腹を 抱えて 笑ったり、 その 悲劇に 涙を しぽ って 泣いたり す 
る 事が 出来ます。 然し 彼等の 道徳 性と なると、 もし それが あった としても、 余りに 稀薄で 私達 
人間には 気がつかない 程な のです。 

私は 極く 自然に、 そして 生き生きした 悦びを 感じながら、 古代、 に 入って 行きました。 古代 
ギリシャは、 私を あやしく も 魅了して しまいました。 異教 的な 男 神 や 女神は、 私の 空想の 世界 
に 潤 歩し ます。 私の 心の奥 深い 処 には、 彼等を 祀る 社が 鎮 坐して います。 神様 や 英雄 や、 半神 
丰獣 、それに 妖爆の 種類を 全部 覚え、 そして 愛し —— いいえ、 全部を 愛した のではありません 
.メディア やジャ ソンな ど、 惨酷で 貪婪な 奴は 許せません。 あまりに ひどすぎる のです。 私は、 
.どうして 神様 達が 彼等の 悪事を 見て 見ぬ 损り をし、 大変な 事を しでかして しまって から 始めて 
.罰する のか、 どうしても 理解す る 事が 出来ない のでした。 そして 今でも 解らない のです。 私は 
•時々、 どうして、 

神は 知らぬ 気に 耳を おおう 
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•た。 ^ 立 註 も 読まず、 辞書 も 引きません。 特に 美しい と 思った 箇所な どは 飜 訳して 見ます。 ヴ 
'アジ ルの 描写力は 素晴 しい ものが あります。 ■彼の 描く 神 や 人物は、 エリザベス 朝の 仮面劇に 出 
て 来る 着飾った 人々 の 様に、 激情 的な 戦争 や、 悲劇 や、 恋の 場面な どで も 静かに 歩き 廻る だけ 
.なのです。 然し、 ィリ ヤッ ドの 人物は かけずり 廻ったり、 とんぼ 返りを 打ったり，、 あたり 構わ 
ず放吟 したりす るので す。 ヴアジ ルは 月光を 浴びた 大理石の アポロの 様に うるわしい のです 
が、 ホ ー マ ー は、 S 髪を 風に なびかせ、 さんさんたる 日光に くっきりと 照し 出された、 元気は 
つらつ たる 若者な のです。 

本の 翼に 乗って 大空を 翔け迪 る 事は 何て 素晴 しい 事なん でしょ $ か 。それに 反して、 あの 本 
'から & の 本へ と、 知識を 求めて うろつき 廻る のは 考えて 見る、 だけで も 退屈な 事です。 学校と い 
.う ものに 依って 仕掛けられた 試験の わなに 落 込んだり、 文法 や 辞書の 迷路に 踏 込んだり してい 
る 間に、 世界を 何 司 も 出来ます。 学校で やる 方法は 知識の 獲得と いう 事で 合理 づけら れ 、又、 
.その 方法で も、 時には 美しい 物を、 観賞す る 事が 出来ない 事は ない のです が、 やはり 私には 尽 
'きざる 道の 徒歩 旅行と だけし か 感じられない のです。 

私は、 良く も 理解 出来ない 頃から 聖書を 読み 始めました。 私は 今、 当時の 自分が、 その 驚歎 
..すべき 大 音楽に 聾だった 事が 不思議で なりません。 私は、 雨の 日躐 日に、 とても 退屈して、 従 
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姉に 聖書の お 話を 読んでくれ とせがん だ 事が あるのを 思い出します。 彼女は、 到底 私な どには 
理解 出来ない 事を 知ってい ましたが、 ョセフと その 兄弟の 話を 読んでくれ ました。 然し、 それ 
は 私の 興味を 魅く 事が 出来ませんでした、。 耳慣れない 言葉、 それに 同じ 言葉の 繰り返しが、 そ 
の 話を 作り事の 様に 思わせ、， カナンを いょいょ 遠い 土地に してし まった のです。 それで 私は、 
兄 達が 色 とりどりの 着物を 着て ョセフの 所に やって来へ ロから 出 まかせの 噓を 云う 所で 眠って 
しまつた のでした。 

此の様に、ギリシャの物語にとても魅きつけられ、璺書の話にはー向に興味をそそられなか 
ったのは、 私が ボストンで 幾人 かの ギリシャ 人と 知り 会い、 彼等の 国に 対する 興味を かき 立て 
られ たのに、 不幸に も 一人の ベ ブラィ 人に も、 叉 ヱ ジブ ト人 にも 会えなかった ために、 彼等 i 
野蛮人で あり、 その物 語 も 皆 造り 事で、 その 証拠には、 繰り返し や、 変な 名前が あるでは ない 
かと 思い込んで しまったた め：^ としか 考えられません。 全く 滑稽な 事な のです が、 そのく 士 一、 
ギ リシ# の 祖父 名は" 変" でなかった のです。 

然し、 その後に 私が 聖書に 見つけた 感激は 筆舌に も尽 せない 様な ものでした 〇 それから ずう 
っと 私は、 次第に 深まる 理解と 悦びに うたれて 聖書を 読み 続けて います 。此の 本 こそが、 私の 
最愛の 本な のです。 然し 時々 反撥を 感じる 事が あります 。此の 本は 最後まで 読み 通さ ヒけれ文 
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なら. な いんだと いう 周囲の 人々 の 考えが 厭な のです。 私は、 それに 依って 得た 歴史 や、 原典に 
ついての 知識な どで、 聖書が 私に 押しつけた 退屈 さえ 見逃して やろうとは 思いません。 私は、 
(ホ ー ゥ H ル 氏 も 同じ 意見な のです が、) 古代の 文学が、 その 内容から 醜い もの や、 野蛮な 点 
などを^^ されたら 良い と 思う のです。 と 云っ て も、 私は、 それらの 偉大な 作品が 骨抜きに さ 
れたり、意味を変えられたりする 0- には人一倍反对なのです。 

エスタ ー の 話には 実に ショッキングな 純粋 さと 単刀直入 さがあります。 エスタ ー が、 彼女の 
邪悪な 主人の 前に 立ち、 正面 切って その まちがった 所を 非難す る 場面 程に 劇的な 場面は 到底 考 
えられません 彼女は 自分の 運命が 主人の 掌中に 握られて いる 事を 知っている のです ◦それでも 
彼女は、 女々 しい 心に 鞭ち" 若し 私が 死んでも それまでの 事、 私が 若し 死ななかったら、 全 同 
胞の 命が 救える の だ" という 崇高な 愛国心に 勇 気づ けられた 主人の 前に 出て 行く のです。 

ル ー スの 話に しても 同じです。 それにしても、 何と 東洋 的なん でしょう か。 此の 単純な 田舎 
の 人々 の 生活は、 ペルシャの 都での それと 何て 大きな 相違なん でしょう か。 ル ー スは 実に 忠実 
で 思いやりの ある 少女な のです。 黄金色に 波打つ 麦 畠で 刈 取りに いそしむ 人々 の 中の 彼女を 見 
たら、 誰でもす ぐに 好きな ってし まう でしょう。 彼女の 浄ら かな、 素直な 心は、 惨酷で 暗黒な 
時代に 深夜の 月と なって 輝き わたった のです。 相 争う 教会 や、 根深い 人種 闘争の 混乱の 中で さ 
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犠牲に して 愛する 人の ために 尽す 女の人々 を 書いた ものな のです。 此の 思© 尤 ドイッ 文学 全般 
に 行き渡って いますし、 ゲ ー テの ファゥストの 中に 神秘的に 表現され ています。 

この 世の もの すべて 果敢なし 

かりそめの 象と しての み この 世に あるに すぎず 

大地、 また 果敢なく も 植物は、 すくす くと 成長す る 

女性の 魂の いさおし は 
かれらを 前進の 彼方へ と みちびき 進む 
かくて こそ、 言葉に も 表現 出来えぬ 尊き もの そこに 実る 
私が|2んだ範囲でのフランスの作家では、モリエールとラシーヌがー番好きです0バルザセ 
クや メリメ も、 海の 香気の 様に 鋭く 私達を ぅつ ものを 持って います。 ァルフレ •ド •ミ ュッッ 
には 全く 及び もつ きません。 ヴィクトル •ユ ー ゴ ー も 驚歎すべき 作家です 。彼の 天稟と 輝 やか 
しさと、 その 浪漫主義 的な 美し さが 好きな のです。 でも 彼は、 私の 文学的な 情熱を あ ふる 人で 
はありません。 然し、 ユ ー ゴ ー にしても、 又、 ゲ ー テ や シラ ー など、 その他の 偉大な 国々 の大 
詩人は 永遠なる ものの 代弁者で あり、 私の 精神は 長懼 しながら、 彼等に 導かれて 美 真 善が 一致 
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私が 今まで かかって 蓄積して 来た 物 も、 彼等の" 深い 愛と、 底知れぬ 寛 度" に 較べて みると、 
吹き出し たくなる 程に ちっぽけな も 0 なのです 0 

第二 十二 章 自然から 受けた 架し い 印象 

読書の 事 ばかり 書きす ぎて しまった ものです から、 読者の 方々 には、 他に 楽しみを ^ ってな 
かった のかと 考える 人 も あるか も 知れません ;0 実は、 私を 楽しませして くれた ものは 沢山 あっ 
たのです。 今まで も 度々、 自然から 受けて 楽しい 印象と、 ' 戸外での 遊戯に ついて 書いた 箸. で 
す。 私は まだ ほんの 子供、 たった 時、 ボ ー ト糟 ぎと 水泳ぎ を 覚え、 マサ チュ ー セ ッッの レン サ 
ムに滞 在して いた 時な どは 夏中ボ ー トを 漕ぎ 暮し ました。 訪問して 来た 友達を ボ ー トに さそぅ. 
程 楽しい 事はありませんでした 。云ぅ 迄 もない 事です が、 私は 舵を 取る 事が 出来ません。 » か 
が、 私の 漕いで いる ボ ー トの ともに 坐って 蛇を 取ります 。でも 時々 は 舵な しに 糟 ぎました 〇 水 
草 や 百合 や 水際に 生い 繁っ ている 藪な どの 香を 頼りに して 漕ぎ 廻る のは 何とも 云われぬ 楽し さ. 
です。 私は， 舵が、 とも 鍵から 抜けない 様に、 革 ひもで 結びつけられて いる ボート を 使い まし 
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た 〇 k の抵 tt でう まく 水を 搔け たか どうかが 解りました し、 水流に 抗. ってい るかい ないかな ど 
も 解りました。 風 や 波に 逆って 漕ぐ の も 楽しい ものです 。自分の 運命を 小さい ボ ー トに まか 
せ、 何は ばかる も 事な しに、 力一杯、 ざわざわす る 波を 突 切ったり、 重々 しいう ねりを 乗り越 
わ たりす る 程 心の 躍る 事はありません。 

ヵヌ ー糟 ぎ も 好きでした。 特に 月夜の…… とまで 云う と、 我が 意を 得たり と 思わず 微笑む 方 
も 居らっ し b るでしょう。 松の 葉 かげから 淡い 光を 投げ かけて 静かに 中天に 昇る 月は 見え ませ 
ん が、 その 衣づれ の 音は 聞え る 様な 気になる のです。. 時には、 可愛い 小魚が 指の 間を すり 抜け 
る 事 もあります し、 沼 百合が 羞 しげに 私の 指先に 触れたり します。 入江に なった 所から 漕ぎ出 § 
た 寺な どは、 空気が 急に 爽やかに、 広々 としてく るの が 感じられます。 輝きに ま ちた 暖 力し 空 
気が、 やさしく 私の 全身を つ乂 むので す。 此の 空気が、 陽の 光に 暖められた 森 影から 流れて 来 
るの か、 青く 透きと ほった 水面から 漂う のかは 解りません。 此れと 同じ 様な 事を 市街を 歩きな 
がら も 感じます。 寒い 日に も 嵐の 吹きす さぶ 日に も、 又、 夜に も 昼に も 感じました。 云わ ば、 

温い キスを 顔に 受ける 様に 感ずる のです。 

大きい 帆前般 での 航行 も 楽しい ものです 。一九 〇 一 .年の 夏、 ノヴァ •スコテ ィャに 行き、 初 
めて、 太洋に 出て 見た のです。 ロング フエ ローが 夢の 国に うたいあげて いる エヴァ. ゲリンの 国 


に、 ニ、 晉 滞在し、 それから ミス •サリ ヴ ァンと 私は ハリフ ァツ クスに 行き、 そこで 夏を 過 
したので す。 その 港 こそ、 蠢の夢 の 国 だっ たのです。 f ドフ f ド •ベ； ンや マツ クナ 
ツブ 島、 ョ i •レツ ダゥト、 それに、 ノ i ゥエスト •ア丄 への— 足は 何て 素晴 しかっ 
た 事で しょう。 巨大な、 無口な 軍艦の 陰に 坐って、 私達 S かな 月の 夜を 過し ました。 総ての 
物は 尽きざる 興味に 溢れ、 そして 美し さに 輝いて いたのです。 此の 思い出は 永遠に 色褪せない 
光輝に 輝いて いるので す。 

或る日 私は 思し 出しても ぞっとす る 様な 経験を しました。 

ノス ゥヱ スト •ア 1 ムで 沢山の 軍艦から ボ 1 トを 出して、 ボ 1 ト * レ 1スが開らかれ，.こ 54 
のです。 蠢は 沢山の 見物人に 混っ て 帆前船で 行— した。 警の 帆前船が 芋の 子を 洗うょう 
に 右璧往 していました。 海は 穩か でした。 競技が 終り、 家に 帰ろうと した 時に 誰かが、 海面 
に ほっつ り 浮んだ 墨を 見附けた のです。 その 雲は 見る みるう ちに 全天を 黒々 とお おって しま 
いました。 風が 出始め、 波は、 見知らぬ 邪魔物に、 白い 牙を むいて？ っいて 来ました。 然し 
蠢の 小船は ニ 杯に 帆を 拡げ、 帆綱を びんと f て、 恐れ f なく 激？— ったので 
t 彼女は f 叱？ る 様に 帆を ばた っ. かせながら 巨？？ 物 狂 ひの 醫を しました。 遂に 
力 じ 力 折れて しまいました。 私達の 胸は 早鐘を 打ちました。 手は 武者震いし 主す 。恐ろしくて 
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震えた のではありません。 だって 私達は ヴィッキ ング (北欧 海賊) の 血を引いて いるので す。 
そて こ 私達は 船長を 陰 頼して いました。 彼は 今まで、 その 赤銅色の 腕で 蔑 多の 大暴 風雨を 乗り 
越えて 来たので す。 やっとの 思いで 港に 帰. って 来る と、 大きい 軍艦な どは 私達の 船が 側を 通る 
毎に 挨拶し、 乗組員は、 勇敢に 嵐を 突 切って 来た 此の 帆前船の® 長に 大声で 賞讃の 言葉を 投げ 
かける のでした。 

ょぅやく 棧 橋の 板を 踏んだ 時には 空腹と、 疲労. で 一歩 も 動けなかった のです。 

咋 年の 夏は、 二 ュ ー •イングランド のとても 美しい 村で 過し ました。 マサ チユ ー セッ ラの レ 
ンサ •ム には 楽しかった 思い出 も、 悲しかった 思い出 も 生き生きと 残って います。 三、 四 年の 間 
私達ょ、 キング •フイ リップス 湖の 湖畔の、 J* E •チャンバ レン 氏と、 その 家族の 家で あ 
る、 レッド ファ ー ムに 滞在し ました。 私は その 人々 の 親切 さと、 そこで 一緒に 過した 幸 -^ だっ 
た 日々 を 云い 尽 せぬ 悦びを 感じながら 思い出す のです。 

.彼等の 子供達の 美しい 思いやりは 本当に 有難い ものでした。 私は、 森を 散歩したり、 水遊び 
をしたり して、 いつも 彼等と 一緒に 過し ました。 彼等の 取り止めのない おしやべ り や、 私が 話 
してやる 妖精 や 小人、 英雄 や 賢い 熊の 話に 夢中に なって 聞き入った 彼等の 幼い 姿な ども 懐し く 
田 5 い 出されます。 チャンバ レン 氏は 私に、 木 や 野生の 花の 神秘を 解き 明して くれました 私は 
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樓の木 汁が 幹の 中を 流れたり、 陽光が 木の葉から 木の葉へ と 飛び 廻る のを 感ずる 様にな” たの 
です。 と ハう のま、 

地の底深く 潜む 根 も 
陽、 空、 小鳥を 感ずる。 

梢の 歓喜の ごとく 

我 もまた 自然への 情感に ょりそれ を 感ずる 

そんな わけで、 眼に 見えない 物の 存在を 確信す る康 になった のです。 

私は、 太古 からん 類が 持ち続けて 来た 印象 や 情緒は、 今、 現に 生活して いる 私達の 心. の 中に 
生きていると考えるのです。私達は、緑の大地や、さざめく小川 0 流れを、意識的に記 [1 ,して 
います 。此の 古代人の 贈物を 奪い取る 事は、 耳が 聞えない という 事 も、 眼が 見えない という 事 
も 出来ない のです。 此の 綿々 とうけ 継がれて 来た 能力は、 感覚し、 聴覚し、 視覚し、 又 触覚 も 
する 魂の 感覚一^ 一種の 第六感と も 云うべき ものな のです。 

私は、 レンサムで 沢山の 木々 と 友達に なりました 。その 中の 一人で ある 樫の 大木は 私の 誇り 
なのです。 私は、 友達の 全部に、 此の 樫の 主 様を 見せびらかしました？ それは、 キング フ. ィリ 
ッブ 湖を 見下す 崖の 所に 立っ ていて、 樹木に くわしい 人の 賣 では、 八 百年から 千年の 年月を 
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:怪 て、 るので す。 そして 此の 木の 下で、 キング •フィリップと 云う インディアンの 酋長が 最後 
め 息を 引き取った という 伝説が あるので す。 

私 SJ はもう 一人、 やさしい、 此の 樫の 大木よりは 親しみ 易い 木れ 友達が ありました。 それは 
レッド •ファ ー ムの 裏に 生え. ていた リンデンの 木な のです。 

或る 物凄い 雷雨の 午後、 家に 何 W ぶつかる 大きな 物音を 聞き、 あ乂 リンデンの 木が 倒れたん 
、だな と 解りました 。私達は 幾多の 風雨に 堪えて 来た 英雄の 最後を 見ようと 外に 出ました。 雄々 
しく も カー 杯 闘い、 遂に 力つ きて 倒れた 彼の、 痛々 しく 横 わる 姿に、 私は 涙を 禁じ 得ませんで 
した 0 

M わず 脇道に それて しまいました が、 試験が 終る と ミス •サリヴァンと 私は、 レンサムを 有 
.名に して いる三つの涵のうちのーつの湖畔に立っている小さい家に急ぎましたゾそこは全くの 
: 別天地で、 勉強 や 大学、 それに 騷々 しい 都会の 事は 頭の 隅に 押し やられました。 レンサムに 
は、 騷 々しい 世の中で 起って いる 戦争と か 同盟と か、 又 社会 闘争と かは 噂みたい にかす かに 聞 
'えて 来る だけだった のです。 私達は、 残酷で 不必要な、 遠い 太洋で 闘われて いる 戦争 や、 資本 
家と 労働者の 争議を 風の たよりに 聞きました •。私達は、 私達の エデンの 園の 外側で、 沢山の 人 
AW、 その 気になれば 送れる 楽しい 日曜日に、 額に 汗して 歴史を 生み だす 為に 苦しんで いるの 
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を 知っていました。 でも 私達は、 そんな 事には 一向に 気を 止めませんでした。 それらの 事は、 
知らず知らずのう ちに 忘れ去られて しまう でしょう が、 此処に ひろがる 森 や 湖、 広々 とした、 
雛菊の 咲き乱れる 野原、 それに 香 わしい 牧場は 永遠に 消える 事がない のです。. 

人間の 感知は、 眼 や 耳を 通して だけな される の だと 考える 人々 は、 私が、 舗装の ない 所は 別 
として、 街の 中を 歩いて いるか、 田舎道を 歩いて いるかを 云い あてる のに びっくりして しまい 
ます。 そう 云う 人々 は、 私の 全身が、 私を 取りまい ている ものに 生き生きと 反応して いる 事を 
忘れて いるので す。 街角の 騒音は 私の 顔に ぶっっ かり、 眼に 見えない 大群 衆の 足音は 私の 足 か 
ら 伝わり、 調子は ずれの 狂 音は 私の 全身を いらいらさせる のです。 舖 道に 鳴る ゴロ ゴロと いう 
重. い 荷馬車の 音 や ガチャ ガチャと いう 機械の 音が、 眼の 見える々 人に 堪え 得る のは、 彼等が 視 
覚 する 物に 気を取られて いるから なのです。 

田舎で 眼に する のは、 自然の 美しい 姿 だけな のです。 私達は、 混乱した 都会で 闘われる 悲惨 
な 生存競争に 悲しませられる 必要はありません。 私は 数回 貧しい 人々 が 住んで いる ごみ ごみし 
た 狭苦しい 所を 尋ねた 事が あります が、 金持ちの 人々 が、 貧乏人は 胸が むかっく 様な 日当り の 
悪い 棟 割り 長屋に 住んで 醜く 萎びて 行く のに、 自分 達 だけは 綺麗な 家に 住んで ょり 強く、 そし 
て 美しくな って 行く 事に 満足して いるのに 思わず かっと なって しまいました 0 此の様な、 ごみ 
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ごみした 小路を 這いずり 廻る ボロボ ロの 着物を 着、 いっも 腹を 空かして いる 子供達は、 金 持の 
人を 見る と、 こそこそと 姿を かくして しまう のです。 あ \ 可愛そう な 子供達、 私は、 日 も 夜 も 
彼等の 事を 考えて 頭を痛める のです。 一 •方 大人 達は、 苦役に ごっごっした 体っ きになり、 腰 も 
曲って しまって います。 私は、 彼等の ゴッゴ ッ した 手に 触って 見て、 喧嘩より 良い 所の ない、 
生きる 為の 闘争とは どんなに 苦しい ものである 事を 知りました。 彼等の 生活は、 努力と 報. いの 
ひどい 不均衡に 痛めっ けられて いるの. です。 私達は、 太陽と 空気は 神の、 誰に でも 与えられべ 
き 恵みで あると 思っ ています。 果してそう でしよう か。 彼方、 都会の 谷間には 太陽 も 輝かず、 
空気 も 新鮮では ない のです。 あ \ 人間よ、 

どうして お前 達は 自分の 仲間を 苦め るの 0. 一方には 食物の ない 人が 居る というのに、. 平気で 
"我等に 日々 の糧を 与え 給え、 ア ー メン "など 云える の。 その 様な 人々 が、 業々 しさ や、 騷音 
や、 お金を 捨てて 都会を 去り、 森 や 野原に 帰って 簡潔な、 そしてい っわりの ない 生活を 送れた 
らどん なに 良いで しよう か。 そうすれば 彼等の 子供達は 高貴な 樹木の 様に 逞しく 成長し、 彼等 
の 思想 も 道 傍の 草花の 様に 美しく そして 清純になる でしよう。 都会で 一年 生活して 田舎へ 帰っ 
た 時、 私は 痛切に 此の 事を 感じた のです。 

再び 柔い 春の 大地を 踏んだり、 サラ サラと 唄を 歌いながら 羊歯の 草叢の 中を 流れる 小川に 指 
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を ひたしたり、 石塀に ょじ登って 畝々 と 波打つ 縁の 野原を 眺め 渡したり した 時、 私は、 思わず 
叫び だした くなる 様な 悦びを 感じました。 

ぶらぶら 歩きに 次いで 楽しい 事は、 二人 乗りの 自転車を 乗り 廻す 事です。 空気を 切って ベタ 
ルを 踏む 爽快 さ。 銀輪の 跳 動に 身 も 心 もは づみ 、一人でに 唄が ロを ついて 出る のです。 

犬は、 散歩だろう が 自転車 乗りだろう が、 そんな 事には 一切 おかまいなしに 必ず 私の 後を 追 
づて 来ます 。私は 沢山の 犬の 友達を 持って います。 大柄な マスク ップ 、眼の 可愛い 狎 、森に 明 
: るい セッタ ー、 正直で 人な っ こい バル •テリ ヤ 。その 中で も 一番の お気に入りは バル •テリ ヤ 
です。 彼は 系統 正しい 系囟を 持っ ています 。くるっ としたし っぽ。 犬 だとい う 割引きを しても 
'吹き出した くなる 様な 御面相。 私の 犬 友達は、 私が 不自由な 身の上で ある 事を 知って でも 居る 
.様に、 私が 一人ぼっちで いる 時な ど、 ぴったり 私に ょり 添う のです。 

彼等の 思いやり 深い 仕草 や、 雄弁な 尻尾の 揺れ動きは、 私の 心を ほのぼのと 温めて くれる の 
です。 

爾 降りで 一日中 家に 閉ぢ 籠め られた 時は、 他の 少女 達と 同じ 様な 方法で 無聊を まぎらわ しま 
、す。 編み物 や クロ ー セ 細工 も 好きです。 気儘な 本の 拾い読み もします。 時には 友達と チ ニッカ 
1 や チ H スを します。 私は、 私用の 特別の チ H ス 盤を 持って います。 それは 四角な 穴が 明き 駒 
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がしっ かり 立つ ょうになって います 。黒い 駒は 平 べったく、 白の 方は 一寸 盛り 上って いるので 
、す。 全部の 駒に. は 真中に 孔が あいていて、 その 中に、 王様と 歩兵の 区別を つける 真鍮の つまみ 
が 差し込まれる 様になって います 0 .駒の 大きさは 白と 黒では 大きさが 違い、 白の 方が 少し 大き 
いのです。 ゲーム が 始まる と 私は、 手で ふれて 見て 枏 手の 陣形， を 知ります 。自分の 番だな とい 
う 事は 駒を 動かす 音で 判る のです。 

若し、 まるっきり 一人で、 とても 退屈な 時には" 一人遊び" をす るので すが、 これが とても 
面白い のです 0 それは、 右上 方の 隅に ブレィ ル 式 点字で 点数が 示め されて いる トランプ •力 ー 
ドで やる のです。 

I, 小さい 子供達が 居る 時は 良く 彼等と 遊びます が、 此れ程 楽しい 事はありません。 どんな 小さ 
い 子供で もとても 楽しい 相手に なって くれます し、 彼等に、 あなたす き、 と 云われる 程 嬉しい 
事は ない のです。 彼等は 私の 手を 引っぱって は、 自分 達が 興味を 魅 かれた ものを 見せょうと 躍 
.起になります。 勿論 彼等は 私 Q 掌に 字を 書く ことは 出 f せんが、 馨 S を 私が 読み取る 事 
はどうに か出来る のです。 それでも 何を 5 てるの か 解っ て 貰えない と、. 彼等は 響 劇を 始め 
ます。 時々 は、 それでも 解らず とんちんかんな 返事を したりす る 事が あります。 すると きんき 
んと 云う 子供の 笑声が 私に、 自分の 間違い， を 感ず かせる のです 。此ん な 風に、 幸福な、 翼の 生 
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え た 時間 t どんどん 経って しまい、 つい ぞ 退屈 だと 思う 事は ない のです。 

博物館 や 美術 骨董品店 も 楽しみを 提供して くれます 。眼の 助け もな しに、 手 だけで 冷い 大理 
石から、 ム ー ヴ マン や、 情緒 やそれ に 美な どを 感じ取れ ると 云ったら 不思議 だと 思う 方 も いら 
.っ しゃる でしょう。 然し、 私が 偉大な 芸術品に、 触って 見る だけで 純粋な 悦びを 感ずる 事が 出 
来る のは 事実な のです。 私の 指先は、 大理石の 線 や肉附 きから、 芸術家が 吹き込んだ 思想と か 
倩 緒と かを 感知して しまう のです。 

私が 会話の 時な ど 話 相手の 顔に 触って その 表情を 知る と 同じ 方法で、 神 や 英雄の 顔から、 憎 
悪、 勇気、 愛情な どを 捜り 出す のです。 私は、 ダィアナの ポ ー ズ に、 森の奥 深く 秘められた 自 
由と しとやか さ，、 ラィオン や 怒り狂って る 人々 を宥る 冷静 さを 感じます。 私の 魂は、 ヴィ ナス 
の ゆったりした 慈愛の あふれる 肉附 けに 歓喜を 感じ、 バレの ブロンズには ジャングルの 神秘を 
捜り 出す 事が 出来る のです。 私の 書齊の 壁には、 その 悲しみに 充ちた やさし さの 中に も禀 とし 
た 所の ある ホ ー マ ー の 夭 メダルが、 手に 触れる 位の 高さで 懸けられて います。 私は その 広い額 
の 皺を 一本 残らず 知っています。 その 皺の 一本 一本に、 彼が 実# i 活で 体験した 苦悩を 読み取れ 
るので す。 然し 彼の 冷い、 見えない 眼は、 彼が 憧憬して やまなかった へ ラスの 青い 空を、 私の 
部屋の 壁土に さえ 見 続けて いるので す。 それに、 その美し い、 しっかりした、 噓り のない、 や 
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さしい 口元、 此れ こそ 詩人の 顔で あり、 悲しみを 知り 尽 した 人の 顔な のです。 私には、 彼の 不 
自由 さを、 永遠に 光を 望み 得ない 境遇を よく 理解 出来る のです。 

闇の 闇 0 0 昼の 闇 0 

取り返す すべ もな く、 総ては 蝕 ば まる。 

太陽の かけらを も 望み 得ず。 

私は、 ホ ー マ ー が、 生命を、 愛を、 戦いを、 高貴な 民族の 偉大な 業績を 歌いながら、 あちら 
の 野営、 こちらの 仮寓と、 自分の 道を、 おぼつかない、 何物 かに 追われる 様な 足取りで さまよ 
い 続ける 姿を ありあり と 瞼に 描く 事が 出来る のです。 その 歌は 光輝に 充ち たもの なのです。 そ 
して 私の 盲目の 詩人は 不滅の 王冠と 永遠の 讃 歎を 与えられて いるので す。 

私は、 どうして 手が、 眼よりも 彫刻の 美を 感じ取る 力がない とされて いるの だろうかと 考え 
る 時が あります。 私には、 律動 的な 線の 流れは 視覚よりも、 より 微妙に 触覚され るので はない 
かと 思われます。 それは それと して、 私が 大理石の 男 神 や 女神に、 古代 ギリシャ 人の 脈搏を 感 
じ. 得る 事は 事実な のです。 

もう 一つの 楽しみは 他の 楽しみより 恵まれる 機会が 少かっ たのです が 劇場に 行く 事 

です。 私は、 戯曲を 読む より、 現に 舞台で 演じられて いる 事を 掌に 書いて 貰う 方が 好きな ので 
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す。 何故なら、 その 時は、 自分が 大事 件の 渦中に 居る 様に 感じられる からです。 

総ての 人々 を、 時間 も 場所 も 忘れさせて ロマンチックな 昔の 生活に 引き 戾 してし まう 偉大な 
俳優に 個人的' に 会う 事が 出来る のは、 私と だけ 恵まれた 特権な のです。 私は ミス V エレン •テ 
リイが、私達の憧れの的である女王に扮していた時に、その顔や衣裳にさわらして貰う事が出 
来ました。 彼女には、 敵を たじたじ とさせて しまう 様な 威風が ありました 。彼女の 傍には、 王 
棟の 装いを した ヘンリイ •ァ ー ヴィング 卿が 立って いました ◦彼の 態度 や 真面目 さには、 欠点 
.である 神経質な 素顔を 補って あまり ある ものが 感じられました。 彼の お 面を 覆った 様に 化粧し 
た舞侖 顔には、 とても 印象的な、 悲しみに 充た 威厳が ありました。.  .，： 

私はジ H ファ ソン 氏を 知っています。 私は、 彼を 私の 友の 中に 数え あげる 事の 出来る のを 誇 
りと 思って います。 若し'  私の 旅行先で 偶然 彼の 公演に ぶつかった ひする と、 必ず 彼に お 目に 
力 力る 事に している のです。 初めての 彼の 演技を 見た のは、 ま、 た ニ ュ ー ョ ー クの学 校に 居た 頃 
でした 9" リップ •ヴァン •ウインク ル" を やって いたのです 私は、 その 筋書きを 読んだ こ 
とが あった のです が、 実際に 見た 時 程 鮮やかに、 のろまで、 一風変った リップの 魅力に あふれ 
た 親切な 人柄を、 感ずる 事は 出来なかった のです。 ジ H ファ ソンの、 ベ ー ソスが 漂う 見事な 演 
技は、 私を 夢中に してし まった のでした。 幕が 降りる と、 ミス •サリヴァンは、 私を 楽屋に 連 


まいました。 でも 彼は、 私の 出 鱒 目な 指示に 従って 見事な 芝居を やっての けたので した。 リツ 
ブ 力、- 人間て 別れて しまう と 此んな にも 疎ましくな つてし まう ものな のか" (と 吱きな がら 
犬を 捜したり、 自分の 長い 眠りの 事を 考えて 見たり する 時の あわて 方 や、 デリックとの 婚約 書 
に 署名す る 時の、 ふき 出した くなる 様な 迷い 方な—、 実 人生 そのものの 様に 思われました。 
つまり、 事件が 起るべく して 起る 理想的な 人生な のです。 

私は、 初めて 劇場に 行った 時の 事を はっきりと 覚えて います 。十二 年 前の 事でした。 少女 俳 
優の • H ル K •レス リが ボストンに 来て いました 。ミス • T ヴアン は、 私に" 乞食 擧 "を 
S 彼女を 見せる ようと 劇場に 連れて行 って くれたの です。 私は その 時に 見た、 美しい 小 劇に 
1 る 悦びと ^ しみ それを 演ずる 驚くべき 少女を 忘れよう として 忘られら れ ません。 

幕になる と 私は 楽屋に 行き、 王子の 装いを した 彼女に 会わせて 貰いました。 房々 とした 金 
髪を 肩に f し、 大観1?5 たばかり なのに 疲れた 掌—、 明るく 笑む エル 
ズ程に 可愛 V 子供は 此の世に 二人と 居る ものではありません。 その 時、 私は やっと 話せる 様 
になった ばかりの 時でした ので、 彼女の 名前を 間違いな く 発音し ようと 随分 練習し ました 。彼 
女が 私の 片言を 解って くれ、 優しく 手を 握って くれた 時の 嬉し さは、 読者の 御 想像に まかせる 
以外に 表現の 方法が ありません。 


此れで も、. 私が、 生き生きした 美しい 生命の 種々 の 面に 触れた というのは 噓だ というので し 
ようか。 総ての 物は 夫々 の素晴 しい 面を 持って いるので す。 暗黒に でも、 又 音の ない 世界に で 
も、 私は、 自分が どんな 環境に 置かれよう とも、 その 條 件の もとで 幸福に なれる 方法を 学んで 
来たので す。 

事実 私は、 生命を 封じ込んだ 扉の 前で、 それが 開かれる のを 待ち 佗びながら 独り じっと 坐っ 
ている 時な ど、 屢 々、冷い 霧の 様な 孤独 感に 襲われました。 その 扉の 内側には 光明 や 音楽、 そ 
れに やさしい 友達が 居る のです。 でも 入れない のです。 運命に、 無言な、 無慈悲な 運命に 禁ぜ 
られ ている のです。 私は 彼の 命 今に 反抗し ようとし ます。 私の 心は まだ 若く そして 情熱 的な の J(57 
です。 然し、 私は 咽 もとまで こみ上げて 来る 不満を ぐっと 飲み込んで しまいます。 その 不満は 
遮られた 涙の 様に、 再び 胸に 収められる のです。 無言、 という ものが 私の 魂の 自由を 奪って い 
るので す。 希望が やさしく" 自己を 忘れなさい。 楽しく なれます よ" と 囁く のです。 そこで 私 
は、他の人々の光を太陽と1、他の人々の音楽を私の交響楽とし、他の人々の唇にほころぶ微 
笑を 私の 幸福と する のです。 


第二 十三 章 私の 成長 記 

若し 此の 本を、 私の 幸福の 為に 尽 して くれた 総ての 人.々 の 名を 拳げ て 豊富す る 事が 出来たら 
どんなに 素晴 しいで しょう。 その 中には、 文学史の 中に 並べられて 多くの 人々 に 親しい 名前 も 
あります し、 誰も 知らない 市井の人 もあります。 然し、 彼等の 名前は たとえ 有名に ならなくて 
も、 その 心 尽 しに 依って 美しく され 高貴に された 魂の 中. で 永遠に 生き 続ける のです。 立派な 詩 湖 
の 様に 私達の 心を 励して くれる 人々 や、 表現し 尽 せぬ 同情の 籠った 握手. をして くれる 人々、 

又、 私達の ガ ッガッ した 心を やさしく 慰めて くれる 神聖な、 豊かな 心 持を 持った 人々 に 合った 
日 こそ、 私達の 人生の 祝日な のです。 私達の かんし やくは 悪夢の 様に 拭い 去られ、 元気を 恢復 
した 眼で 神の 園を 見、 新しい 耳で 天人の 奏でる 音楽を 聞く のです。 私達の 日々 の 生活を 充 たし 
ていた 空虚は、 突然、 実を 結ぶべき 花と なって 満開す るので す。 

解り 易く 云う と、 此の様な 友達を 身近に 持って いた 時 こそ 私達の 心は 穏かな のです。 多分 そ 
の 人達は 会った 事 もない、. 〖又 此れから も 会えない 人々 でしょう。 然し、 彼等の 円熟した 人格 


は 私達の 不満に 注ぎ込まれる 神酒な のです。 私達は、 彼等の 温い 手を、 慈母の 手の 様に 感ずる 
のです 0 

私は 時々" 人々 と 話しで、 退屈す る 事はありません か" と 尋ねられる 事が あります。 私に 
は、 此の 質問の 意 呼が 解りません、. 私は、 物見高い 人々、 特に 新聞記者の 訪問は 歓迎 出来 ませ 
ん 。私は、 人と 話す 時に 手加減す る 人を 嫌悪し ます。 それは、 散歩の 時に 歩調を 合せょぅ とす 
るのと 同じ 事な のです。 

握手は、 最もょ くその 人柄を あらわす ものな のです。 私は 握手して まごつかされる 事が あり 
ます。 まるで 北風と 握手して いる 様に 感ずる、 感激を 欠いた 冷い 手を 握る 事な どが あるので 
す。 また、 心の奥まで 温められる 様な 握手を する 事 もあります。 その 様な 手は 子供の 手に 多い 
のです。 握手に、 私は、 眼 射しを 感ずる のです。 心の 籠った 握手 や、 思いやりの ある 手紙には 
純粋な 悦びを 感じさせられます。 

私は、 一度 も 合った 事の ない 遠隔の 地の 友を 持って います。 あまり 数が 多い ものです から、 
一々 返事を 書けない 程な のです。 そこで 私は、 此処に、 たとえ その 意 呼は 充分に 理解 出来な く 
て も、 いつも 彼等の 思いやりの ある 言葉に 感謝して いると いぅ 事を 書いて 置きたい のです。 

私は、 私の 生活が 多くの 真面目な 人々 に 理解され、 叉 その 人々 に 話しかける 事が 出来る の 
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を 私の 最大の 特権の 一つに 数えて います。 

ブルックス 司教の 人柄を 知っている 人々 だけが、 彼の 友情は、 それを 真に 信じた 人々 だけの 
ものであると いう 悦びを 知る のです o 私は、子供の頃彼の膝に坐り込み、その掌をもてあそぶ. 

のが 好きでした。 その あいだ ミス •サリヴァンは、 彼の、 神 や、 精神的な 世界に ついての 話を 
私の 空いて る 方の 掌に 書いて 呉れました。. 私は 子供ら しい 驚きと 悦びに 充 たされて 彼の 話に 聞 
き 入りました。 私は、 到頭 彼の 云って る 総ての 事は 理解 出来ませんで したが、 その 中から 実生 
活の 美し さや、 私の 成長に つれて 美し さと 深さを まして 行く 思想を、 吸収す る 事が 出来た ので 
す。 或る時 私は、 あまり 沢山の 宗教が あるのに 当惑 させられた 事が ありました 。"絶対 唯一の 170 
宗教が あるの だょ。 それは 愛の 宗教な の だ" 彼は 云う のでした。" 天の 父を 愛し、 出来るだけ 
いつまでも 神の 子を 愛しなさい。 そうすれば 天国に 行ける の だょ" 

彼の 生活 こそは、 彼の 偉大な 説教の 生きた 実例だった のです。 彼の 心の中では、 愛 や 博識が 
その 信仰と 混り 合って 洞察力を 成して いたのです。 彼は、 

自由たら しめ、 高揚せ しめ、 

謙虚たら しめ、 甘美、 そして 心 和ませる 総ての ものに 神 宿る。 

のを 見た のです。 


ブルック 司教は、 特別の 教義 も、 又 教理 も 教えて くれませんで したが、 父と しての 神、 とい 
う 事と、 同胞と しての 人類、 という 二つの 大切な 概念を 私の 頭に 植えつ けて くれました。 

此れ こそが 総ての 教義 や 礼拝 儀礼の 根本な のです。 神は 愛で あり、 私達の 父で あり、 私達は 
一様に 彼の、 子、 なのです。. それ故に、 暗雲は 散り、 正義が 屈服す る 事は あっても、 悪が 凱歌 
を あげる 事は ない のです。 

私に 取って、 自分は、 神の 美しい、. 何処かの 園で 私を 待って いるな っかしい 友達を 持って い 
ると いう 事を 除けば、 此れからの 人生に っいて あれこれと 空想を 廻らす 程 楽しい 事は ない ので 
す。 その 友達は、 死んで しまって から 長年 経っ のに、、 いっか 突然 やって来て、 生前の 棣に 私へ 
やさしい 言葉を かけて くれたと しても、 少しも 意外に 思わない 程、 常に 身近に 感じられ るので 
す。 

ブルック荀教がなくなられてから、私は聖書を通して読んで見ました。それからスゥェーデ 
ン ボルグ の" 天と 地獄" や、 ドラム モンドの" 人間 昇天" など 幾 冊 かの 宗教哲学 書を 読み まし 
たが、ブルック裙教の、愛の教義以上に私を感激させるものはありませんでした。私はへンリ 
ィ.ドラムモンドを知っています。彼のカ強い、そして温かな握手を神の祝福の棣に思い出し 
ます。 私の 友達のう ちで も 最も 思い や) りのある 人でした。 彼， は 実に 多くの 事 がらを 知って V 
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て それに 心が やさしかった ものです から、 彼 e 居る 所で 退屈す るな どと 云う 事は 絶？ ありま 
せんでした .0 

私は、 オリヴ ァ ふェ ン デル •ホルムズ 博士を 初めて 訪問した 時の 事を はっき り 憶えて いま 
.す ◦彼は、、、、 K •! ヴ ァンと 私を、 何時かの 日曜日に 訪ねて 来る 様に と、 招待して くれ まし 
た。 それは、 私が や r 話す 事を 覚えた 年の 早春の 事でした。 私達は すぐに 図書室へ 通され ま 
した。 彼は、 炉に 急よ く 燃— 火の 傍の 肘掛け 椅子に 坐っ ていました。 そして 彼は 考え込みな 
がら 別の 日に 来て くれと 云う のです。 

"それで あなたは、 一人で 静かに チ r ル 5 のさ Y め— 聞き入つ ている とおつ しやる の 
です か" と 私は 当て推量 をして 見ました。 

〃そうです 0 " 彼は 答えました 。" チャ ー ルズ 河には 沢山の 懐し い 思い出が あるので す。。 
.部屋の 中には 本 力ぎ つし り 積んで あると いう 証拠に、 ィンキ や、 革の 匂が 漂つ ていました。 么 
は 反射的— れに ふれて 見ようと 手を さし 出しました。 それ S れ たのは、 美しい 装 訂のテ ニ 
ソン 詩集でした。、'、 K •サリ ヴァン に それを 知らされて、^; ま 
砕けよ。 砕けよ。 砕けよ。 

汝の 灰色の 岩 頭に、 お よ。 
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と 口ずさみました。 でも 私は 突然 やめました。 

私は、 自分の 手に 涙が こぽれ 落ちる のを 感 C たのです。 私は、 私の 愛する 詩人を 感泣 させた 
のです。 そして 私 も 強い 悲しみに 打たれた のでした ゾ 彼は 私を 自分の 时 掛け 椅子に 坐ら せまし 
た。 そして 何 か 面白そぅ な ものを 持って来て •私に さがさせました。 私は 彼に 頼まれて "寝室に 
おさまった， おぅむ 貝" を 朗読し ました。 その 詩は、 当時 私の とても 好きな ものだった のです。 
それから 後 も 私は、 彼に 何度も お 目に. かかりました。 彼に、 私は 人間を 愛する 事を 教わった の 
です 0 ' 

ホルムズ 博士を 訪問して から 少し 間を おいて、 ある 美しい 夏の 0、 ミス 4サリヴアンと私 27'3 
は、 ウイ ッ ティアを、 メリ マックの 閑静な 住居に 訪問し ました。 彼の やわらかな 物腰と、 一風 
変った 話 振りに 私は すっかり 魅き つけられて しまいました。 彼は、 自分の 詩の 凸版を 持って い 
ました。 私は その 中から、" 学校 時代" を 読んだ のです。 彼は 私が 上手に 発音す るのを 聞き、 

何を 読んで いるかす ぐ 解る といって くれました。 それから 私は 詩の 事に ついての 色々 の 質問を 
しました。 私は、 彼の 答えを、 辱で 読んだ のです。 彼は、 詩に 出て 来る 小さい 少年は 自分 だと 
.か、 名前は サリイ だと か 答えました。 然し、 その外の 事は 皆 忘れて しまいました。 私は、 又 
"ラオス •デ オ "を 朗読し ました。 私が 最後の 数 行に さしかか ると、 突然 彼は、 私の 手に 奴隸 


の 像を 握らせた のです 。そのうず くまった 体からは 将に 枷が 落ちようと していました 。後で 私 
達は 彼の 書斎に 行きました。 彼は、 私の 先生に 対する 讃 辞を ( 汝の 教え 児の 精神の いましめを 
解きし、 汝の 高貴なる 業績に 深甚の 敬意を 表しつつ、 我は 汝の 真の友た るを 誓う、 ジョン 
•ゥイ ッ ティァ) 書いた のです。 そして 私に、" 彼女 こそ あなたの 魂の 解放 者 だ" と 云った の 
でした。 帰る とき 彼は 門の 所まで 送り、 やさしく 額に キスして くれました。 私は、 来年の 夏 も 
お伺いし ますと 約束した のです が、 その 約束を 果 されない うちに 彼は 此の世を 去って しまった 
のです。 

エド ヮード •ヱ ヴァレット •へ ー ル 博士 も 私の 古くからの 友達です。 私は 八 才の時 彼を 知 
り、 以後 年と 共に 親しく なって 来て います。 

彼の 賢明な、 やさしい 同情は、 長い間 私と ミス •サリヴァンの 精神的な より 所だった ので 
す。 彼の 力強い 腕は、 幾度 も 私達を 虎口から 救い出して くれたの です。 その上、 彼は、 私達に 
やった と 同じ 事を、 幾多の、 苦難と 闘い 続けて いる 人々 にも やった のです。 

彼は 教義と いう 新しい 革袋を、 愛と いう 古酒で 充た したので す。 信ずる とは、 又 愛する と 
は、 更に 自由になる とは どんな 事 かを 身 •を もって 示め して くれたの です。 彼の 祖国愛、 同胞 
愛、 それにより 高い 物を 求めての 真摯な 一生に、 私達は 生きた 教義を 発見した のです。 彼は 偉 
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二 ュ ー ョ ー クで 過した ニ 年間に、 私は 多くの 秀れた 人々 にお 目に かかりました。 彼等の 名前 
を それから も屢々 耳に します が、 二度と 会える 機会はないでしょう。 その 中の 大部分の 人々 の 
多くと お 目に かかった のは、 私の 親しい友達で ある ロ ー レンス •ハットン 氏の 家で でした。 彼 
や、 やさしい ハットン 夫人を 彼等の 美しい 家に 訪ね、 多くの 才能に 恵まれた 彼等の 友人の 寄贈 
して くれに 素晴 しい 著書を 見せて 貰う のは、 私に 許された 特権だった のです。 ハットン 氏は、 
総ての 人々 浄化し、 又 創作 意慾を かき 立てさせる 才能を 持って いました。 

何も" 私の 知っている 男の子" という 本を 読む まで .% なく、 彼 こそは 永遠の 友で あり、 又、 
人間の 友で ある ばかりでなく、 総ての 生命 ある ものを 慈しみの 目を もって 世話した 人だった の 
です 0 . 

ハットン 夫人は 誠実な、 信頼すべき 友です。 

私が 優美な ものを、 かけがえのない ものと して 手に し 得た のは 彼女の おかげ だと 云っても 過 
言では あり？ せん。 彼女は、 私の 大学 時代を 通じて、 私の 順調な 進歩の ために 種々. 心を 砕いて 
くれました。 難しい 問題 や、 元気を 失う 様な 苦境に 立った 時、 私は いつも 彼女から 励し の 手紙 
を 貰った のです。 彼女 こそが、 一つの 難関が 突破され さえ すれば、 次に 控えた 幾多の 困難 も 訳 
なく 克服 出来る 事を 教えて 呉れた 人な のです。 
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ハットン 氏は、 彼の 家で、 私に 沢山の 有名 作家を 紹介して くれました 〇 その 中で も 特記に 値 
する のは ウイリアム •ディ ー ンとマ ー ク •ウェンで しよぅ 。私 ^ リチャ ー ド •ワット ソン •ギ 
ル ダ ー 氏、 ェドモンド •クラレンス ス •テッド マン 氏に 紹介して 貰いました。 又、 チャ ー ル • 
ス •ダッド レイ •ヮ ー ナ ー 氏に も お 目に かかりました 。彼は 多くの 作家の 中で も 特に 幸 ® ® に 
溢れた そして 誰に でも 愛された 人です。 彼の 同情の 深さは、 総ての 生物を、 又 その 隣人を 自己 
を 愛する 如く 愛す、 といぅ 表現が ぴったり あてはまる 位でした。 或る日 ヮ ー ナ ー 氏は、 森の 詩 
人、 ジョン •バロ ー 氏を 紹介して くれました。 私は 彼等の 物腰に、 彼等の ヱッ セイ や 詩に 感じ 
られる 同じ 快活 さと 人を いたわる 心の 深さを 感じ取りました。 

私は、 此 等の 文学者 達が 様々 な 問題に ついて、 名言 や奇 句の 火花が 散る 討論を 理鲜 する 事は 
出来ませんでした。 いくら 努力しても、 私の 存在は、 丁度 あの、 アスカ 一一 ウス、 運命の 女神の 
後を 追って 大 またで 急ぐ イ ー ニヤの 後から 息せ ききって ちよこち よこつ いて 行く h さ ハ" アス 
力 ニ ウス" みたい だった のです o でも 彼等は、 私を 仲間に 人れ て くれる 事 も ありました 。ギル 
ダ ー 氏は、 月夜の 晩に 砂漠を 横切って ピラミッドに 向った 時の 旅行の 話を して くれました し、 
彼の 手紙の 署名の 下には、 私が 指で さわって 見れ る 位に 深く 彼の 判を おして くれました 〇 出の 
事は、 ハ ー レ ー 博士が、 その 署名を、 ブレイ ル 点字を かたど. った ブツ ブツの 針孔で 書いて く ^ 
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たのを 思い出させました。 私は、 マ ー ク •トウ H ンの 唇から、 数々 の素晴 しい お 話を 読み取り 
ました。 

私は 彼の 握手に その 慈眼を 感ずる 事が 出来た のです。 彼は 云ぅ 事な す 事 総てに 彼 独特の 癖を 
持って います。 彼が シー I カルな 奇智を 弄んで、 何ん とも 云えず 頓狂な 声で 話を する 時で も、 そ 
の 心は、 イリア ッ ドの 様な 人間的な 同情に 充 ちている の だと 感ぜざる を 得ませんでした。 

二 ユ ー •ヨ ー ク では 数々 の 魅 ある 人々 とも いました。 セント •二 コラス 紙の、 皆に 愛さ 
れた 編輯 者、 メ リイ •メ ー ブス •ドッジ 夫人 や" ベス デ- イ "の 美しい 著者 リッグ ス 夫人 ( ケー 
ト •ダグラス •ウイ ギン) などです。 私は、 やさしい 心の 籠った 贈物 や、 彼女の 労作で ある 美 
U い 著書 や、 いつ 読み返しても 心を 温められる 手紙、 それに、 いくら 誇張しても 誇張し 切れな 
い 位 美しい 写真な ど 数々 の 思い出の 品を 持っ ています。 もっともっ と 書く 事は 山 ほど あるので 
すが、 生憎 紙数が 制限され ています し、 又、 文章に する には、 あまりに 心の奥 深く 蔵い 込まれ 
たり、 冷い 活字に する には 失礼に あたる 事な ども あるので す。 口 ー レンス •ハットン 夫人の 事 
.も、 私を 失しは しまい かと、 ためらい ためらい、 やっとの 思いで 書いた 次第な のです。 

最後に、 二人の 友達の ことを、 つけくわえて おき ましょぅ。 その 一人は、 私が 時々 リンド ハ 
.1 ストの 家に お訪ねした 。ピッツ バ ー ダの、 オイ リアム •ソ ー 夫人です。 彼女は、 何時でも 不 
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幸な 人々 を 幸福に する ために 忙しく 働いて いました。 彼女の 当を 得た 忠告は、 常に 私の. 良き 指 
針と なった のです。 

もう 一人の 友達に も 大変 お世話になって います。 彼は 大企業の 経営者と して 有名です。 その 
能力の 故に 広く 尊敬され ています。. 総ての 人々 に 親切で、 人目に つかぬ ょうにと 良い 事を して 
廻って いるので す。 結局 私は 名前を 拳げ ては 失礼に あたる、 栄光 ある 人々 の 群の 前に 出て しま 
いました。 た ^ もう 一言 彼に ついて ふれて おきたい 事は、 彼が 私の 大学 入学に 大きい 力を かし 
て 下さった という 事な のです。 

結局、 私の 成長 記は、 友達の 列記と いう 事に なって しまいました。 彼等は、 様々 の 方法で 私 
の 生理的な 不具を 精神的な 特権に して くれたの です。 それ だから こそ 私は、 冷い 暗影の 中で 
も、 明るく 幸福に 成長す る 事が 出来た のです。 ' 
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第二 部教  育 

サミュエル •グリ ッツ ドレィ •ホ ー 博士が、 彼の 指を 使って ロ I ラ •ブリッジ ヤンに 話し か 
けてから 六十 五 年 経って いる。 ロ ー ラ •ブリ ジマ シと 、ヘレン . ケラ ー の 名は 常に ー緖に 考え 
ら るべき であり、 ホ ー 博士は、 ミス •サリヴァンの 業績が 世間の 注目を 惹く 以前から、 それと 
同じ 事を 彼の 教え 児に 行って いたと いぅ 事に 留意すべき である。 実に、 ホ ー 博士は 偉大な 先駆 
者で あり、 彼の 仕事を 土台と して 初めて ミス •サリヴァン， や、 その他の 盲 聾 教育者が 存在し 得 
るので ある。 

サミ ュヱ 71 •グリッド レィ •ホ ー 博士は、 一八 〇 一年、 十一月 十日 ボストンに 生れ、 一八 七 
六 年の 一月 九日 同地で 亡くなって いる。 彼は 偉大な 博愛家で あり、 特に 意志薄弱 児 や 盲人、 そ 
れに 聾の 人々 の 教育に 関心を 持ち、 社会に 認められない 前から、 貧困 者 や 病弱 者の 救済の ため 
の 社会 施設を 提唱して •いた。 その 当時は、 一笑に 附 された だけだった が、 今日 それは 見事に 実 
現されて いるので ある。 彼は ボストンの パ ー キン ス 盲学校の 陵 長と して、 ロ ー ラ •ブリッジ マ 
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ンひ 事を 聞く と 直に 同校に 引き取っ た。 一八 三 七 年 •十月 四日の 事だった。 

ロ ー ラ •ブリッジ マンは、 一八 ニ 九 年の 十二月 二十 一日、 二ュ ー ハン ブシャ ー 州の ハ ノ ー、、 ハ 
C- で 生れ、 ホ ー 博士の もとで 教育を 受ける 様になった のは、 彼女が 満八 歳に なろうと している 
時だった。 彼女は 生後 廿六 ヶ月で 猩紅熱に かかり、 視覚と 聴覚を 奪われ、 更に、 味覚と 嗅覚 も 
役に立たな くされた のだった。 

ホ ー 博士は 経験科学 者で あり、 深い 信仰と 偉大な 慈悲心を 特徴と する 一一 ュ ー ィングランドの 
先 験 哲学者の 精神を 持って いた。 此の 科学と 信仰を もって、 彼は、 他の 総ての 人々 と 少しも 変 
らぬ心 を 持って 生れて きた 箸の ロ ー ラ •ブ .リッジ マンに 話しかけようと したので ある。 彼の 計 
画は 凸版 本を つかおう とする ものだった。 彼は、 盛り 上った 文字を 実際の 物には りつけ、 文字 
と 実際の 物、 とを 同時に 覚えさせようと したので ある。 彼女が それを 修得す ると、 彼は、 犬に 
芸を 仕込む 様に I 此れは 彼の 表現で あるが I 単語を 一字 一字に 分解したり、 又 元通りに 一 
つの 言葉に 組合わせる 練習を させた。 此の 事に 成功して、 初めて、 彼は、 片言 もしゃ ベれ ぬ 赤 
ん坊の 状態に、 いや、. 自然に 成長し 得なかった 為に、 それより ひどい 知能 状態に ある 盲で 聾の 
子供に でも 形の 力を かりて 言葉を 教える 事が 出来る. という 確信を 得た ので ある。 

彼は 口ーラ •ブリッジ マンを 盛り 上り 文字を かりて ニヶ 月 教育した 後に、 彼の 学校の 先生を 
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聾啞 者から 手指 文字を 学ぶ 様に 遊学 させた o 1 その 先生が 口 ー ラに 手指 文字を 教授した ので あ 
り、 その 時から 口 ー ラの 意志 表示の 手段は 手指 文字が つとめる 様になった ので ある。 

一年 か ニ 年で、 ホ ー 博士は、 口ーラ •ブリッジ マンを 直接 自分の 手で 教育す 石 事を 止め、 他. 
の 先生 達に ゆだねた。 彼等は その後を うけて、 博士の 指示 通りに 教育を 進めた ので ある。 

ホ ー 博士の 業績は、 如何に 高く 評価され て も 評価され 過る という 事は ない。 彼は、 その 方法の. 
探究に. 常に 科学者と しての 態度を 失わなかった。 彼は 研究室の 人と して、 ロ ー ラ •ブリッジ マ 
ンの 成長 記録を 取り 続けた ので ある。 当然 彼の 記録は 用， 意 周到で 組織的な ものである。 それに 
反して、 単に 科学者と しての 立場 だけから 云えば、 ヘレン •ケラ ー の 綿密な 成長 記録が 残され 
ていないと いう 事は まことに 遺憾に堪えない ので ある。 然し、 此の 一事に、 口 ー ラ •ブリッジ 
マンと ヘレン •ケラ ー の 相異点 が 如実に 現われて いるので ある。 つまり、 口 ー ラは 終生、 不幸 
にも 一つの 研究 対象 以上に 成長 出来なかった ので あり、 ケラ ー はたち まちに 一個の 眼醍 めた 人 
格に 成長して しまい、 その 先生の 科学的な 研究の 対象と なる どころ か、 彼女を 自分の 教え 児の 
成長に 息せ ききって ついて 行かなければ ならな くして しまったので ある。. 

或る 意味では、 此れは 残念な 事で ある。 ミス •サリ ヴァシ は、 ヘレン •ケラ ー が、 ロ ー ラ， 
ブリッジ マンよりも 興味 ある、 そして 成功の 可能性の ある 研究 対象で. あると 悟り、 その 手紙の 


中で‘ 記録を 取って おく 必要が ある 事を 認めて いた。 然し 彼女の 能力を もってしても、 その 教 
え児の、その成長自休には何の利益にもならない記録を取る事は出来なかったのでぢり、実験 
や 観察の 対象と する 事 も 不可能だった ので ある。 実験と いう ものは すぐに 結果を 結ぶ もので も 
ないし、 結んだ としても、 それが 明瞭に その 結果で あるかを 見分ける 事は 不可能な 事な ので あ 
る。 更に 結果を 記録す る 事は、 結果 その物 や、 新たに 準備 さるべき 実験の 後 廻し にされ ざるを 
得ない ので ある。 ミス •サリヴァンの 記録が 完全な ものに なり 得なかった 理由と して、 更に ニ 
つの 事を 数え上げる 事が 出来る 。一つは、 記録を 取る 事が 彼女に 取って 重す ぎる 負担であった 
という 事と、 他の 一つは、 彼女の 記録が 歪められて 公表され、 彼女は それに ひどく 憤慨 させら 卿 
れ たという 事で ある。 

K 女が ホ ー 博士の 養子で、 パ. 1 キン ス 盲学校の 校長で ある ミカ H ル •アナ ゴス 氏に その 記録 
を 送る と、 ボストンの 新聞が、 直ぐに、 ヘレン •ケラ ー について 誇張した 記事を 載せ 出した 
のだった。 ミス. •サリヴァンは 抗議した。 彼女は、 ヘレン •ケラ ー を 教育し 始めてから 五 週間 
目の 一八 八 七 年、 四月 十日 附 けの 手紙で 次の 様に 云って いる。 

" —— ^へ レンの 事に ついて 馬鹿げた 事を 載せた ボストン •ヘラルドを お送り 下さい、 ヘレン 
がもう 流暢に 話し 始めた などと、 馬鹿 も 休み休み 云って 貰いたい ものです。 だったら どうし 


て、 二つに なった ばかりの 赤ん坊が" ちよう だい、 うまう ま" といっ たり、" あんよ じようず 
などい うのを 流暢に 話す といわない ん でしよう か。 若しへ レ〉 が 流暢に 話す というん なら、 赤 
ん坊が 手足を ばた つかせたり、 キーキー 云ったり、 ふん ふん 云ったり、 ぶつぶつ 云ったり しな 
がら 片言を 混え るのは 流暢い やそれ よりも 雄弁で あると いっても 良い 箸です。 私の 友達の 期待 
に 添おうと してやった 骨折りを 評価して 下さる のは 有難い 事です が、 褒められた からと 云って 
有頂点になる 程の 馬鹿では ない つもりです。 本当に、 あまり 迷惑を かけて 貰いた くないと 思っ 
ています。 

一八 八 八 年 三月 四日の 手紙では、 

"私と ヘレンに ついての 噂が 全部 私達の 耳に 入ったら どんなに なって しまう でしよう か。 私 
は、 世間で どんな 事を 云われて いるか 知っています。. 毎日 毎日 馬鹿げた 手紙が 舞い込んで 来 ま 
す。 事実は 新聞種に なんかな 9 得ない 事な のです。 それで 変な 事を つけ 加えたり 、犬け さな 誇 
張を したりす るので す。 或る 新聞に 至っては、 ヘレンが 積み 木で 遊んで いる 所を、 幾何の 問題 
を 解いて いるの だとい う 記事を 載せました。 此の 次に、 彼女は 遊星の 起源と 将来に ついての 論 
文を 書かせられる かも 知れません。 

一八 八 七の 十二月に、 へ レンの 事に ふれた パ ー キン ス 盲学校の 校長の 最初の 公開 報告書が 出 
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版され た。 此の 報告書の ために、 ミス •サリヴァンは、 ァナ ゴス 氏の 要請で 渋々 ながら 彼女の 
記録を 提供した ので ある。 此の、 報告書の 所々 に 引用され た 彼女の 記録と、 それから 友人 あて 
の 彼女の 手紙 だけが、 現存す るへ レン •ケラ ー についての、 正確な 資料な ので ある。 報告書の 
事に ついて、 ミス •サリヴァンは、 一八 八 七 年 十月 三十日 附 けの 手紙で 次の 様に 云って いる。 

"私の、 報告書、 なる ものの ために 書いた 記録を お読み下さい ました か、 ァナ ゴス 氏は 大変 
悦んで 下さいました。 彼は、 ヘレンの 進歩は" 追い風に 満 帆を 張った" もの だと か 何とか、 彼 
女の 先生に しきりと おべんちゃらを 云って います。 彼は 誇張して. います。 全体を 通じて 彼の 文 
章は 華やかす ぎます し、 何の 飾り気のない 事実 も、 私を まごつかせる 様な 具合に あつかわれて 
います。 彼の 目には、 過去 ニ •三 力 月の 仕事が 満帆に 風を はらんだ ものの 様に 見えた として 
も、 それだけでは、 人目に つかぬ 成果を 結ぶ、 とどこおり 勝ちで、 苦難に 充ちた 一歩一歩が 見 
逃がされて しまう 事になります。" 

ァナ ゴス 氏は、 パ ー キン ス 盲学校の 校長であった ために、 とに 角、 ょり 正確な ミス •サリ ヴ 
ァンの 意見ょり、 彼の 云う 事の 方が 世間に 大きい 反響を 呼び 勝ちだった ので ある。 新聞 も、 ァ 
ナ ゴス 氏の 含みを うけて 誇張した だけに 過ぎなかった ので ある。 ミス •サリヴァンは ケラ ー 家 
に 雇われて 一年 経つ と、 ヘレンと 共に 馬鹿げた つくり 事の 中心に 祀り 上げられて しまったので 
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ある。 それに つれて、 世界中の 教育者 達が ー齊に 云いたい 放題の 事を 云い 出し、 事態を 益々 混 
乱させて しまったので ある。 今 ふり 返って 見る と 到底 正気の 沙汰と も 思われない 事が 平気で 云 
.われた ので あっ •た。 然し、 聾 教育者 達が、 ミス •サリヴァンの 行った 事は 不可能で ある こと 
.を、 彼等の 経験から 割り出して 反駁し 出す と、 彼女の 記録は 評価し 直された ので ある。 それと 
いぅの も ァナ ゴス 氏の 文章が 故意に 焦点を ぼかす 様な ものであった ためで あらぅ。 この 様に し 
て、若し正確に « ぇられていたら全く何の問題も起さなかった箬のへレン*ケラーの話は、不 
幸に も 誇張され その 結果と して 無知な 人々 の 盲信 か、 疑心 深い 人々 の 不信 かの 何れ か 一つを 選 
ばなければ ならな かった ので ある 0 

: 次いで 一八 八 八 年の 十一月に 再び パ ー 午 ンス 盲学校の 公開 報告書が、 ミス •サリヴァンの 記 
録 と共に 発表され ると、 それ 以後は、 ァダムズ 氏 最後の パ ー キン ス 盲学校 公開 報吿 書が 一八 九. 
一年に 発表され るまで、 へ レン •ケープ ーの 事に ふれた ものは 何も 公表され な 办っ た。 一八 九-一 
年の 報告書に、.. ミス •サリ ザ ァンは、 彼女が 嘗 つて 書いた もので， 一番 長く、 そして 充実した 記 
録を 寄せて いる。 その 中に.、 あの、 大事 件を 惹起した 、"霜の 王様" の 事が 取り扱われて いる 
.の. である。 そして それは、 此の 事件を いやが 上に も 大事 件に したの だった 0 : ハ 
の 人々'  は.、 自， <刀. 以上に へ； レン • V ラ ー の 事を. 知っ 
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. ンは 固く ロを 噤ん でしまい、 その後 十 年間 再び ロを 開こうと しなかった。. その 例外は" ヘレン 
•ヶラ ー の 思い出の 柚き 出し" に 書いた 文. 章と、 ベル 博士の 懇請に 動かれて 書いた、 チョ ー ト 
クァで の 全米 聾者 会話 教育 促進 大会に 寄せた 論文であった。 ベル 博士 や、 その他の 人々 の、 一 
. 般的に 云って、 彼女が 気の ついた 事を 記録 するとい う 事は、 教育と して 当然の 事では ないだ ろ 
'うかと いう 問に 対して、 彼女は、 私の 時間と 精力は 総て 教え 児に 捧げられて いると、 いみ じく 
.も 喝破して いる。 

ミス •サリヴァンは、 大勢の 人々 が ^ 彼女の 友達まで が — ^ 公表され た 報告書から まちが 

づた 評価を してし まっても 少しも 落胆せ ず、 いや それ 所 か、 かえって 明るい 心を 持ち続けて い 
るので あり、 ミス •ヶラ ー の自敍 伝に 何 くれと 援助して 呉れた ので ある。 それ故に 彼女は、 ミ 
ス •ヶ ラーの 教育に 当った 最初の 一年に 書いた 手紙の 抜粋を も、 快く 提出して くれたの であっ 
た。 その 手紙は、 彼女が、 心を うちあけた 唯一の 人であった ソ フィャ .C  •ホップ キン ス 夫人 
，宛に なって いる。 ホップ キン ス 夫人は 二十 年間 パ ー キン ス 盲学校の 保母を つとめた 関係 上、 そ 
の 学校の 出身者であった ミス •サリヴァンは 在学 中、 彼女を 母と も 慕った ので ある。 その 手紙 
.は、 殆んど 一週 毎の 報告の かたちを 取って いる。 そして 段々 内容が、 一般的に なって 来る につ 
れて些 ： 細な 事 がらは 略 かれる 様な 傾向を 持って いる。 大勢の 人々 は、 ミス •サリヴァンの 教育 
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に、 —— 若し その 結果から 捜り 出す のでなければ —— 法則ら しい ものは 何もない と 考えて 来た 
のであった。 然し、 その 手紙を 読む と、 彼女は、 自分の やって る 事を 明確に 分析して いた 事が 
ぅかがわれ るので ある。 彼女は 自分自身の 批評家だった ので あり、 彼女が 後で 不注意に も 自分 
は 何の 方 則らし いものに も 従わなかった と 言明した にも 関らず、 実は 自分の 方法を はっきりと 
意識し、 聾者 だけでは なしに 総ての 子供達の 教育に も 適応 さるべき、 ユ一 11 クな 法則を まとめ 
あげてい たので ある。 彼女の 手紙 や、 記録の 拔 粋は、 教育学に 大きな 貢献を なすべき もので あ 
る。 ダニ H ル • E •ギリ マン 氏 博士が、 ジョン •ホップ キン ス 大学の 総長だった 頃の、 一八 九 
三年に 書いた 文章の、 

私は、 あなたが、 あなたの 教え 児の 教育の 為に 用いられた 種々 の 方法を 説明な さった 文章. 
を 只今 読み 了え ました。 私は ただただ、. 此の 素晴 しい 方法を 思いついた あなたの 天禀 と、 そ 
れを 遂行ず るに あたって、 あなたを 励ました 深い あなたの 愛情に、 讃辞を 捧げる のみで あり 
ます 0 

いぅ 一節が それを *' 書きして いる。 

ミス •ァン •マンス フイ ー ルド •サリヴァンは、 マサ チユ ー セ ッツ州 の、 スプリング フィ ー 

ルドに 生れた。 幼時に 視力を 失い、 十四 才の 時の 一八 八 〇 年 十月 七日に パ ー キン ス 盲学校に 入 
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に 帰せられ るべき である。  、 

我々 は、 ミス •サリヴァンが、 他人の 援助を 一切 受けず 全くの 独力で 此の 難問題と 対決し な 
ければ ならなかった 事に 注目すべき である。 彼女は、 その 教え 児に 言葉を 教え 始めた 最初の 一 
年間は、 タス カン ビヤの 僻地に いたし、 その 教え 児と 二人、 パ ー キン ス 盲学校に 滞在した 時 
.も、 ミス •ケラ ー は 正規の 生徒と してでは なく、 お客様と しての 待遇を 受けた に 過ぎなかった 
又、 ミス •サリヴァンは、 アナ ゴス 氏の 指示に 従ってへ レン •ケラ ー を 教育した の だと 考える 
事 もまち がって いる。 ミス •ケラ ー と ミス •サリヴァンが パ ー キン ス 学校の お客様だった 三年 
間、 先生 達は ミス •サリヴァンに 助力を しなかった し、 アナ ゴス 氏に 至っては、 ミス •ケラ ー 
.と 気 作に 話そうと もしなかった。 アナ ゴス 氏は、 一八 八 八 年の 十一月 二十 七日 附 けの、 パ ーキ 
ンス 盲学校 報告書の 中で 云って いる。〃. ヘレンは、 私の 懇望に 依り 彼女の 母と 先生に 伴われて 
.五月の 下旬に 到着し、 数ケ月の 間 私達の 学校に 滞在した。 

私達は、 凸版の 本 や、 玩具の 動物、 貝殼、 木 や 花の 模型な ど、 触覚に 依る 盲人 教育の 種々 の 
設備を 悦んで 提供した。 私は、 それが、 彼女の 進歩を 捉進 こそ すれ、 阻害した とは 思って いな 
い。 彼女の 教育は、 たとえ 家に いようと 又 旅行先に 居ようと、 一切 彼女の 先生の 手に まかせら 
れ ている ので ある？ 誰も それにく ちばしを 入れよう とも 肩入れし ようと もしなかった。 
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ミス •サリヴァンは、 その 偉大な 仕事を 遂行す るのに 全くの 自由を 与えられて いるので あ. 
る。 そして、 その 結果から 察せられる 棣に 、彼女は 此の 特権を 遺憾な く 駆使した の. である。 此 
の 限りに 於いて、 彼女の 幼い 教え 児が 獲得した 素晴 しい 進歩は 一般に 広く 知られて おり、 彼女 
の 輝し い 業績は、 高く 評価され ている。 然し、 真に 此の 仕事の 特異性を 理解し 得る 人 だけが、 
彼女の 栄誉は、 その 知性と 歆 知、 そして 明朗 さと 忍耐強 さに 依って 闘い 取られた ものである 事 
を 認識し 得る ので ある。 彼女は その 教， XL 児を、 永遠の 暗黒と 寂莫の 深淵から 救い出し、 慈母の 
如く、 厳父の 如くに 保護し 続けて いるので ある。 

次いで、 ミス •サリヴァンの 手紙と、 報告書に 書かれた 記録の 中で も 重要と 思われる 部分を 
掲載す る 事と する。 然し、 既に 説明され た 事 や、 繰り返す 必要がない と 思われる 部分は 省略す 
る。 又、 ミス •サリヴァンの 承諾を 得て、. 読者の 便に 益す る 為に、 文章を 書き 変えたり 補足し 
たりした 所 も ある。 又、 ミス •サリヴァンが、 手、 つから 修正した 所が ある 事 も お断りして お 
く。 なお、 ニ、 三の 重要 だと 思われる 箇所には 傍線を 引く 事と する。 然し、 色々 の 都合で、 ミ 
ス •サリヴァンの、 追 補したり、 復元したり しよぅと する 希望に 添い 得なかった 事は 哀心 より 
遣憾 とする 所で ある。 とは 云え、 此処に 纏め 得た ものは、 今迄に 出版され たもの のぅちで も最 
も 完全な ものである。 
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きで 注意 深く 撫で 廻し、 それを 捜し当てる と、 私に、 開けて という 様に 何 かを ひねる 手振りを 
して 見せました。 その 時ケ ラー 夫人が 彼女の 手を 抑えて、 鉋を いじって はいけ ない と 合図を し 
たのです。 彼女は さっと 顔に 朱を 注いで、、 飽を 取り上げよう とする 母親に 乱暴を し 出し まし 
た。 

それで 私は その代りに 時計を あ づけて やった のです。 彼女は すぐに 気 嫌を 直した ので 私達は 
二階に 行きました。 ニ 陥に 上る と、 私は.、、 ハ ッグを 開けて 見せた のです。 彼女は 熱心に それを ひ 
っ搔き 廻し ました。 多分 食物は ないか しらと 思った のでし よう 0.： それは、 彼女の 友達は いつも 
お菓子を 持って来て くれたの だろうと 考えた からな のです。 私は、' 部屋と、 私自身を 宿して は 
肯き私が飽を持って，此の部屋に居るという事を解らせ、彼女がいつもお菓子を貰ったという合 
図を して 又肯 いたりして 私の 考えを 理解 させようと しました。 と 彼女は はっと 理解し、 あた ^ 
たと お *: 子の おみやげが あった と V う 事を 母親に 知らせ る 為に 階下 へ 降りて 行きました。 皮 女 
はすぐ に 戾って 来て、 私の 鉋 整理に 手伝いました。 そして、 とっても 滑稽な 様子で、 私の 帽子 
を 覆り、 まるで 見えで もす るかの 様に 鏡を のぞき 込んだり する のです 〇 私は、 青白い なよなよ 
した 子供を 想像して いたのです。 というのは、 ロ ー ラ •ブリッジ マンが、 パ ー キン ス盲 学校に 
来た 時の 模様を 書いた ホ ー 博士の 記録を 読んで いたから です。 然しへ レンに よ、 暗、， 達が 少し 
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さわります。 

然し、 何物 も 長い間、 彼女の 注意を 引きつけ て おく 事は 出来ません。 可哀想に、 彼女の 落着 
きのない 心は、 何物 かを 求めて 暗中を 模 捜して いるので す。 何も 知り 得ず、 何物に も 満足 させ 
られ 得ない 彼女の 手は、 それが 何の 役に立つ かを 知らない 故に、 触れた ものす ベての 生命を 捜 
り もらして しまう のです。 

彼女は、 私の 鉋の 整理に 手伝いながら、 小さい 女の子 達の 贈物で ある 人形を 見つけて とても 
悦びました。 その 時 私は、 あ 今 こそ 彼女に 最初の 言葉を 教える 良い 機会 だな と 思いました。 私 
は 彼女の 掌に、" にんぎょう" と 書いて、 頭を 上下に 振って 見せました。. 此の 合図は、" 手に 挪 
人れ た" という 意味. だった のです。 彼女は、 何 か 貰う といつ でも、 貰った ものを 指さし、 次に 
自分自身を 指して 頭を 上下に 振る のです ◦彼女は 面 pi った 様でした。 そして 私の 手に さわて 見 
るので す。 

私は 同じ 事を 繰り返しました。 彼女は 私の 真似を して 人形を 指さし ます。 そこで 私は、 彼女 
がその 字を 書いたら 返して やる つもりで 人形を 奪おうと しました。 すると 彼女は、 とても 怒っ 
て 人形を 固く 抱きしめて 暴れ 廻ります。 私は、 彼女を なだめよう としてく たくた になって しま 
いました。 でも そんな 事は 一切 無駄だった のです。 そんな ことを やる より、 彼女の-気分を 転換 


される 事の 方が 大切 だと 気がついた のでした。 私は、 彼女を 放して やりました 。然し 人形は ® 
してやらなかった のです。 その代り、 階下に 行って お菓子を 持って来 たのです 。彼女は 甘い も 
のが 大好きな のです。 私は 彼女に、 私が お菓子を 持. ってる 事を 示め し、 それを 彼女の 方に さし 
出しながら" かし" と 掌に 書いて やりました。 

勿論 彼女は それが 欲かった のです。 それを ひったくろうと します。 私は 再び 彼女の 掌に 書 
き、 軽く 叩いて やりました。 彼女は 大急ぎで その 字を 書き、 私が お菓子を 与える と 一口で 食べ 
てし まいました。 多分 又 奪われて は 大変 だと 思った のでしょう。 次いで 私は 彼女に 人形を 示め 
し、 A にんぎ よう" と 掌に 書きながら、 お菓子の 時と 同じ様に さし 出しました 。彼女は" にん 
ぎょ" と 書きました。 そこで 私は" う" を 書き加えて、 それを 彼女に 返して やった のです 〇 皮 
女はそれを抱いて階下に ,|£ け下り、その日はニ階に上って来ませんでした。 

昨日、 私は 彼女に 縫物 帳を 与えました。 私は まず 一列に 針孔を あけて それに さわらせ、 その 
他に も 沢山の 針 穴の 列が ある ことを 解ら せました。 彼女は 嬉 々として 縫い 始め、 たちまち 一女 
のか ー どを 縫い上げました。 とて 手際よ くやった のです。 私は 又 一つの 言葉を 教える 事が 出来 
ると 思い" か あど" と 書きました。 と、 彼女は" か" だけを 書いて やめて しまい、 何 かを 思い 
出した 様に、 食べる 手振りを、、 階下を 指し、 私を ドアの 方に おっつけ るです。 それは お菓子 
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を 持って来いと いう 意味だった のです。 お気づきの 様に、 金曜日に 教えた" か" という 字が 
何を意味するか、はっきりと解がないながらも、彼女に、お菓子を思い出させるのに役立った 
のです。 私は、" かし" と、 終りまで 書いて やって から お菓子を 持って来て やりました。 彼女 
は大 はし やぎには しやぎ ました。 私は、 そこで 彼女の ^ に" にんぎ ょう" と 書いて、 それを 探 
す 様な 身振りを したので す。 彼女 it 何でも 人の 真似を する のです。 その上、 彼女は、 私が 人形 
を 探して いる 事に 気がついた のでした。 彼女は、 人形が 階下に あると いう 意味で、 階下を 指さ 
しました。 私は、 彼女が 私に お菓子を 持って こさた 時の 様に、 彼女を ドアの 方に おしつけ まし 
た。 彼女は ドアの 方へ 歩き かけ ましたが 途中で. 立ち 止り、 行った 方が 良かろう か、 止した 方が 
良いだ ろうかと 思い惑っ ていました。 そして 結局、 私を 取りに やった 方が 良い と 決めたら しい 
のです。 私は 頭を 左右に 振り、 前よりも 強く" にんぎょう" と 書いて、 ドアを 開けて やり まし 
た。 然し 彼女は 従おうと しないの です。 彼女は、 その 時 まだ お菓子を 食べ 続けて いました の 
で、 私は それを 奪い取り、 人形を 持って来たら 返して やる と 云いました。 彼女は 満面を 朱に し 
て、暫くじっとつったっていましたが、とうとうお菓子欲しさに勝てず階下に駔け下りて行き 
人形を 持って来た のです。 云う まで もな く お菓子は 返して やりました 0 然し、 彼女を 再び 私の 
部屋に 人れ る 事は 出来ませんでした。 
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• 今朝、 私が 此の 手紙を 書いて いた 時、 彼女は 散々 私の 邪魔を しました。 背中に 廻って 便箋に 
手をついたり、ィンキ壺に指を突込ん充りするのです。此の染点も彼女のおいたです。キンダ 
1 ガ ー デン •ビ ー ドを 与えて やっと おとなし くさせる 事が 出来た のです 。初めに 二つの 木の 玉 
を 通し、 次に 一つの ガラス 玉を つないで 彼女に さわらせて 見させ、 それから、 糸と、 比の 二種 
類の 玉が 入って いる 箱に さわらせました。 彼女は こっくり 肯い てす ぐ やり 始めました が、 木の 
玉 だけを つなぎ 出す のです。 私は 頭を 左右に 振って 玉を 全部 拔 かせ、 二つの 木の 玉と、 一つの 
ガラス 玉に さわらせました。 今度は 一つの ガラス 玉を 初めに つなぎ、 二つの 木の 玉を その 次に 
し、 順序を あべこべに する のです。 そこで 私は ふたたび それを 抜き取って しまい、 二つの 木の 卵 
玉を 初めに、 その 次に ガラスの 玉を つながなければ ならない 事を 解ら せました 。彼女は 一度 飲 
み 込む とまちが いません でした。 そして 素 速く、 どんどんつな ぎ 出した のです 。私は、 全部つ 
なぎ 通す と、 その 糸の 両端を 結び 首に かけて やりました 。次の 糸の 時、 私は、 通した 玉が すぐ 
に拔 けて しまぅ 様に 糸の 端. に 結び目を つけて やりませんでした。 玉は とおされる 尻から どん ど 
ん拔 けて しまいます。 彼女は 此の 難問を、. 最初の 玉を 糸に 結びつける 事で 見事に 解決して しま 
ったので す 。私は、 此の 頭の ょさに すっ かり 感心して しまいました。 彼女は、 時々、 私の 方に 
間違いないかと尋ねる様に顔を上げながら、夕食の時までおとなしくとおしつづけました0 


私は とても 張り切って います。 此の 手紙 も 順序立てて かけない 程 気分が 落ちつきません。 何 
から 書いた 方が 良い か 見当が つかない のです。 此の 手紙は 成 可く 他の 人に 見せない 様に して 貰 
いたいので すが、 あなたの たっての お望みで たら、 お 友達に 読んで 下さる の も 止む を 得ません 
けれども。 

私は 今朝、 ヘレンと 彼女の 事を 思えば こその 喧嘩を しました。 どんなに 強制と い 事を 避けょ 
うとしても、 結局そう せざるを得ないので す 

ヘレンの 食事の 行儀と 来たら 全く あきれ 返った ものです。 他の 人の お 皿を つまんで みたり、 繼 
大皿が 廻って 来る と手づ かみで 自分の 好きな だけ つかみ取った りする のです。 今朝 私は、 彼女 
が 私の 皿に 手を 伸ばす のを 遮りました。 彼女が 素直に 云う 事を きかない ので 私 も 意地に なって 
しまった のです。 一緒に 食卓に ついていた 人達は 皆 気分を 害されて 席を 立って ゆきました。 私 
は ドアを 閉め 食事を 続けょうと しました が、 何も 喉を 通りませんでした。 ヘレンは 足を ばた ば 
たさせたり、 泣き叫んだり、 私の 椅子を 引っぱったり しながら 床の 上を ゴロ ゴロ 転げ 廻って い 
ました。 彼女は 一時間 半 も そんな 事を やって いました が、 ふと、 私が 何を やって るの かと 起き 
上って 見る のでした。 私は、 私が 何 か 食べて るかは さわらせて やりました が、 皿には 絶対 手を 


さわらせて やりません でた。 彼女は 私を つねる のです。 その都度、 私は 彼女を ひっぱたいて や 
りました 。と、 彼女は、 テ ー ブルの 廻りを ぐるっ と 廻って、 他に 誰かが 残って いるかを 誰べ て 
見ました が、 誰もい ない のに 面 喚った 様子でした。 暫くして 彼女は、 自分の 席に 戾 り、 手づか 
みで 食事の 続きを 始めました。 私は、 彼女に 匙を 握らせ ましたが、 彼女は それを 床に 殳、 于 出し 
てし まった のです。 私は 拾いなさい と 云いつ けました。 やっとの 思いで 彼女を 坐ら せ、 匙を 握 
らせ 一 掏し 一 掏し ロに 入れて やりました。 とうとう 我を折っ た 彼女は、 やっとの 事で 食事を 
終る 事が 出来た のでした が 安、心するのは未だ早すぎたのです。今度はナブキンをたたま圭る 
事で もう 一 悶着 起さなければ ならなかった のです ◦彼女は 食べ 終る と ナブ キンを 食卓に 陵り 出 
してドア、の方に駔け出そうとしました。戸が閉ってるのに気がついた彼女は、又かんしゃくを 
起し 出す のです。 それで ナプキンを たたませ るのは 次の 日まで ぁづ かりにし なければ なり ませ 
ん でした。 私は、 彼女を 外に 遊びに 出し、 部屋に 戾るや ベッドに 身を 投げ出して 充分に 涙を 流 
すまで 気分が 晴れませんでした。 此の 小さい 貴 夫人に、 服従と 愛と いう、 総ての 事の 基礎を 教 
える 為 だけで も、 此れに 類した 不快な 事を 幾度 か 経験し なければ ならない でしょう。 

でも 御 心配には 及びません。 人事を 尽 して 天命を 待つ だけです。 ヶラ ー 夫人は とても 良い 方 
です。 さょうなら。  月* 日の 午後 
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此の間の お便りから ずっと、 ヘレンと 私は、 彼女の 両親の 家から 約 四 分の ー哩 離れた" 蔦の 
家" と 呼ばれる ケラ ー 家の 母屋から すぐの 所に 建って いる 家で、 二人 だけの 生活を してい ま 
す。 私は 彼女の 教育は、 甘 かし 放題の 家族の 中で やって いたのでは 何の 成果 も あげ 得ない 事に 
気がつきました。 私が 来る まで、 彼女は、 母親だろう が 父親だろう が、 又 召使 や 遊び相手の 一一 
グロの 女の子に、 誰れ かれの 見境い もない 横暴を 働いて いたのです。 時々、 兄のジ H 丨ムズ が 
やる 以外は、 誰も 真面目に なって 彼女の 我儘を たしなめょうと しなかった のです。 それで 彼女 
は、 総ての 暴君の 様に、 頑固に 自分の 神聖な 特権を 保持して、 好きな だけの 我儘を 振舞って い 
たのです。 若し 彼女が 自分の 望む 物を 手に入れる 事が 出来なかったら、 それは、 彼女に、 自分 
の 臣下を して それを 理解させる 能力がなかった からな のです ？ 気に入らない 事が あると すぐに 
癎瘕の 雷を 落す のです。 此の 雷は、 彼女の 休が 大きくな るに つれて 益々 恐ろしい ものに なって 
来て いるので す。 私は、 彼女の 教育を 始める 前に 此 等の 困難を 処理し なければ なりません 。彼 
女は どんな 些細な 事で も 決して ゆづ ろうとし ません。 なだめる 事 もす かす 事 も 出来ない ので 
す。 髪を 梳く とか 手を 洗う とか、 靴を 履かせる とかいう つまらない 事に も大 悶着を 起さな けれ 
ばなら ない のです。 当然 家族. の 人々、 特に 父親は、 彼女が 泣き叫ぶ のに 堪えられず 仲裁に 入る 
のです。 今まで 家族の 人々 は、 此の様な 悶着を 起す のが 厭だった ために 彼女に 譲歩して いたに 


201 


違いありません。 その上、 彼女の 友達の 種類 や、 その 経験は、 益々 私の 立場を 不利に する もの 
でした。 私は、 彼女が 素直になる までは、 制を. しても 無駄 だと 悟りました。 私は 反覆 熟考して 
見ました 。考えれば 考える 程 従順 こそは 知識へ 通ず る 最短距離で あり、 愛情 こそ 子供の 心を 釣 
る 最上の 餌で あると 云う 確信を 強めた のです 。此の 閭の 手紙で 云った 様に あせらず ゆっくり や 
って 行く つもりです。 私は 彼女を 普通の 子供と 見做して その 愛と 信頼を 得ょうと 思う のです。 
でも 私は、 一般に 行われて いる お菓子を や •ったり、 褒め 千切った りする 事が 何の 効果 もない 事 
に 気がつきました。 彼女は、 自分に 都合の 良い 事は、 制で も あたり 前の 様に 受け入れる のです 
が、 都合の 悪い 事 だと、 抱擁を すら 拒む のです。 彼女の 愛情 や 共感、 又、 是認な どと いう、 子 
供ら しい 心に 接触す る 方法は 何一つない. のです。 彼女は 何を する にも 気まぐれで、 無 目的な の 
です。此んな状態ですから、私逹の折角の計画も全く水 0' 泡となってしまうのです。私達は結 
局、 絶対絶命の 瀬戸際に 立たされた 時に. ちらと 頭を かすめる 本能 的な 魂の ひらめきに 頼らざる 
を 得な くな つてし まう のです。 

私は ヶラー 夫人と、 心の奥を 割って 話し合い、 現在の 環境では へ レンを 教育す るが 如何に 難 
しいかを 説明し ました。 私は、 ヘレンは 少く とも ニ •三 週間 家族から 離れて、 私に 従順に な 
り、 私を 信頼す る 様にならなければ 何にも 手を つける 事は 出来ない と、 私の 考えを 話し まし 
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た。 ヶラー 夫人は、 自分で も 熟慮して 見、 ヶラ ー 太 尉に も 相談して 見る と 答えました。 ヶラ ー 
太 尉は すぐに 同意し〃 屋敷 跡" の あづま やが 良いだろう と 提案して くれました。 彼の 話では、 
ヘレンは そこに 幾度 も 行った 事が あるから、 良く 知って るに 違いない という 事でした。 然し、 
ヘレンが 細い 事まで 憶えて いる 箸 もない のです。 毎日 誰か しらが 様子を 見に 来ても 勿論 彼女に 
気づかれな いょ 5 にしなければ なりません。 私は 大急ぎで 此の 計画を実行に移しました。 そし. 

て、 今、 此処に 居る 訳なので す。 

此の 小さい 家は、 実に 楽園 あづ のま やです。 大きい 炉と 張り出し 窓の ある、 広い 四角な 部屋 
Aj 、 召使の ニグ ロの 少年が 寝る 小さい 部屋と があります。 家の 正面には、 物凄い いきおいで 繁 1 
茂して いる 蔦が からみついた 廊下が あつて、 庭を 望む 事 も 出来ない 程です。 食事は 家から 運ば' 
れて 来ます。 大 底の 時は 廊下で 食べます。 火の気が 欲しい 時には 二 グロの 少年が おこして くれ 
ますので、 私 ば. ヘレンに だけ かまって いれば 良い のです。 

彼女は 初め とても 怒りました。' 足を ばた つかせたり、 金切り声を あげたり して、 一時は 失神 
状態に なって しまったので すが、 夕食が 運ばれて 来た 頃には 落着き、 おいしそう に 食べ まし 
た。 でも、 私には 一指 も 触れさせなかった のです。 寝る まで おとなしく 人形 遊びに 耽って お 
り、 着物 も 素直に 脱いだ のです が、 私が 傍に 入って 行こうと すると、 ぎくっ ととび 起き、 どう 


しても ベッドに 戾す 事が 出来ない のです。 私は 風邪を 引かせて は 大変 だと ばかり 懸命に 説得し 
ようとし ました。 遂には 組 打ちに なって しまいました。 ニ 時間 位 やりました。 此ん なに 力の つ 
よい、 片意地な 子は 見た 事が ありません。 幸な 事に、 私 も 一旦 云い 出したら 後に 退かぬ 方です 
し、 それ も 力 もい くら か 強かった ものです から、 どうにかこう にか ベッドに 押し込む 事が 出来 
ました。 彼女は ベッドの 隅っ この 方に、 体を 丸く して 眠った のです。 

次の 朝は、 すっかり おとなしくな ってい ましたが、 ホ ー ムシ ック になって いた 事 も 確かで し 
た。 誰か 迎えに 来ない かと 戸口に 行って 見たり、 母親と いう 合図の、 頰を なでる 身振りを した 
りして は、 悲しそう に 頭を 振る のです 。彼女は 人形と 遊ぶ だけで 私を 無視し 続けました。 ヘレ 
ンの 人形で 遊んで いる 様子は 面白い もので も あり 又、 哀れを そそる もので もあります。 彼女が 
その 人形に 愛情を 持って いるとは 露 ほど も 考えられません。 抱擁す る 事 もない のです 。それで 
も 彼女は、 母親の 様に、 又 乳母が 彼女の 妹に する 様に、 一日中 着物を 着せたり 脱がせた りする 
のです 0 

今朝、 彼女の お気に入りの 人形で ある ナン シィ は、 嫌って 牛乳を 飲まう としませんでした。 
彼女は 突然 コッブを 下に 置き、 背中を 軽く たたいたり、 やさしく ゆすって やったり しながら、 
そこら 中を あやし 廻る のです。 四、 五分 も、 此んな 事を やって いたでし ようか、 突然 ナン シィ 
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パ サした 子供達が、 此の 小さい 母親の 公平な 愛情を 受け 始めた のです。 

ヘレンは 様々 の 言葉を 覚えました が、 それを どういう 風に 使う もの かも、 又、 総ての ものに 
名前が ある 事 も 知りません。 でも 私は 楽観して います。 前に も 書いた 様に、 彼女は とても 明い 
性質で、 活動的で、 身の こなしが 敏捷な のです。 

一八 八 七 年 三月 十一 日 アラバマ州、 クス カン ビヤ。 

私の 仕事は とてもう まく 行って います。 御 安心 下さい 。阼 日、 今日と、 何の 悶着 も 起し ませ 
ん でした。 彼女は 三つの 新しい 言葉を 覚えました 。私が 実物を 与えます と、 すぐに、 その 名前 
を 書きます。 でも 矢張り、 勉強の 時間が 終る のが 待ち遠しい らしい のです。 

今朝は 戸外で 本当に 楽しそう には しゃぎ 廻りました。 彼女は 黄楊の 垣根に さわって 見ヒ 途端 
自分が 何処に いるの か 解ったら しく、 私には 解りそう にもない 訳 山の 合図を する のです 。それ 
が" 蔦の 家" の 人達に 馴染みの 合図ら しい 事 だけは 解りました。 

私は 今、 驚くべき 報せ を 受け取りました。 アナ ゴス 氏は、 昨年の 夏ケラ ー 大尉から 手紙を 受 
け 取る 以前に、 ヘレンの 真を 知っていたら しいので す。 ケラ ー 家と 親しい、 フロレンスで 先生 
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をして いる ゥィルソン 氏は、 咋 年の 夏 ハ ーパー ド 大学の 講習を 終る と、 彼の 友達の 子供の 為に 
なる 事は ないか しらと、 パ ー キン ス 盲学校に 行っ. て 見た の だそう です。 彼は そこの 校長 先生ら 
しい 紳士に ヘレンの 事を 話したら しいので す。 彼の 話では、 その 紳士は あまり 気乗りし なかっ 
たらしい のです が、 兎に角 尽力して 見ます、 と 約束した との 事です。 アナ ゴス 氏が、 此 ういう 
経緯を 持ちながら、 全然 それに ふれなかった という 事は、 驚くべき 事ではないでしょう か。 

一八 八 七 年、 三月 十三 日 

今朝は、 私、 嬉しくて 舞り だしたい ようなん です の。 奇蹟が 起った ので、 光明が。 ハット 闇を 
照らした のです。 私の 教え 児が、 理解と いう 事を 覚えました。 事情は 一瞬に して 変って しまっ 
たのです。ニ週間前まで手のつけられなかった駄々っ子がやさしい子供に変貌しました。彼女 
は 今、 手紙を 書いて いる 私の 傍で、 おとなしく、 スコッチ •ゥ ー ルを 編んで います。 その 顔は 
玲朗で 幸福に 充 ちています。 彼女は 此の間 編物を 覚えました 。それでと て も 得意な のです。 部 
屋の 隅から 隅に とどく ような 長い 糸を 編んだ 時の 騒ぎったら 大変でした。 自分の 腕を 叩いて み 
たり、 自分の 苦心の 結晶に 頰ず りして 見たり、 そこいら 中を とび 廻る のです。 彼女は 私に キス 
させる 様になりました し、 特に 御 気 嫌な 時は、 短い 間では あります が、 私の 膝に 抱かれたり も 


します。 でも 私に 抱擁を 返え そうとは しません 。第一歩が、 本当の 意味での 第一歩が 踏み だ 
された のです。 野獣は 素直に 鎂を容 け 入れる 様になった のです。 いざやって 見る と 案ずる 程の 
事 もありませんで した。 無垢な 心に 萌え出した 美しい 知性の 芽を 育てる のが 私の 楽しい 務めな 
のです。 ヘレンの 変化には、 ■他の 人々 も 気がついて います。 彼女の 父親は、 事務所への 行き 帰 
りに 必ず 顔を 出す のです が、 楽しそう に珠 をつな いだり、 縫物 帳に 針目の 線を つけたりして い 
る 彼女を 見て〃 何て おとなしく なった んだガ と 目を みはるの です。 私が 出来る までの 彼女の 動 
作は 全く 行き あたり ばったりで、 人々 は、 何処か 不自然で、 不気味と さえ 思える ものを 感じて 
いたのでした。 又、 彼女の 食愁が 減った 事 も 顕著な ものです。 彼女の 父親な どは とても 心配し 
て、 家に 連れて 帰ろう か、 などと いうので す。 ホ ー ム •シックに かかって いるの だとい うので 
す。 私は それに 同意 出来ない のです が、 間もなく、 私達の 小さな 深窓を 去らなければ ならない 
と敔います。 

へレンは此の数日のうち幾つかの名詞を覚えました。"ゆのみ"、"みるく"がー番沤介だ 
った 様です。 此の 二つの 言葉を 混同して いる 証拠に、" みるく" と 書いて 湯吞 を、〃 ゆのみ" 
と 綴って 飲む 真似を する のです。 総ての 物が 名前を 持って いる 事は まだ 知りません。 

昨日は、 一一 グロの 少年を ヘレンと 一緒に 勉強 させて 見ました。 此れは 彼女を とても 悦 ばせ、 
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パ ー シィな ん かに 負ける もの かとい う 自負心を かきたた せました。 彼が 間違ったり するとと 
て も 悦び、 何度も その 字を 繰り返え させる のです。 若し 彼が 正しく 書いたり すると、 彼女は、 
軽く ではあります が、 無闇に 彼の 頭を 叩く のです。 私には、 パ ー シィが 頭を そらそう とする の 
は、 それを さける 為では ないかと 思われる 節 もない 訳ではありません でした。 

此の間、 ケラ ー 大尉は、 御 自慢の セック ー のべ ルを つれて やって来ました 。彼は、 ヘレンが 
ベルを 忘れて しまったので はない かと 心配す るので した 0 というのは、 その 時、 ナン シィに 風 
呂を 使わせて いた 彼女は、 ベルな どに 眼 も くれようと しなかった のです 。ベルは 強いて 彼女の 
.注目を 引こうと もしませんでした。 どうも 彼は、 今まで 此の 女主 人に こっび どく あつかわれて 
来たらし いのです。 でも、 彼女は、 犬が 入って 来ても の \ 三十 秒と 経たたぬ うちに、 クンクン 
鼻を 鳴らし 人形を たらい に投り 出して 部屋の あちこちを 捜り 始めた のです。 彼女は、 ケラ ー 大 
尉が 立って いた 窓際に うづく まっている ベルに つま づきました。 彼女が 犬に 気附 いたのは 明ら 
かでした。 彼女は ベルの 首っ玉に ぎゅっと 抱きついた のです。 そして その 傍に 坐り込む や、 そ 
の 爪を もて あそび 始めた のです。 私達は 初め、 何を やって いるの か 見当 もつ きませんでした。 
所が 彼女が しきりに 自分の 掌に〃 にんぎょう" を 書いて いるのを 見つけ、 ベルに 字を 教えて い 
るの だな、 と 漸く 気がついた のでした。 
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一八 八 七 年、 三月 廿日 

ヘレンと 私は、 昨日 家に 帰りました 。もう 一週間 居れなかった のは 残念な のです が、 私の 自 
由な 時間だった 過去 二週間に、 出来るだけの 事は したつ もりです し、 此れからは、 ヘレンとの 
間の閟 着 も 起り ^ こない と 思う のです。 最大の 難関は 突破され ました 。首を 上下 や 左右に 振っ 
ての〃 え乂 "とか〃 い k え" とかは、 ヘレンに 取って、 もう、 冷い とか 熱い とか、 又、 気分が 
よいと か 悪い とか 云う 事と 同じ 位に、 は. っきり した ものに なった のです。 然し 私 t、 ® 女が あ 
れ 程の 苦痛と 混乱の 代償を 払って 学び 取らなければ ならなかった 勉強が、 もう 此れで 終り だな 
とは 思って おりません。 きっと、 彼女と 甘す ぎる 両親と に 板 ば さみに される 事で しよう。 汰 ユ 
ケラ ー 夫人と、 ケ 1 フ ー 大尉に、 決して 私の 教育に 容 嘴して くれぬ 様に とおねが いしました 〇 へ 
レンに、 思い通りの 我儘を 許す 事が 結果す る 恐ろし さと、 その 我儘を 矯正す る 難しさを 説明し 
ました。 彼等は、 私が S 分の 方針 通りに やる 事を 許して くれ、 出来るだけの 手 助 も 約束して く 
れ ました。 自分 達の 目にあ まりながら、 手を こまねいて 見て いるより 方法の なかっ た 事を、 ^ 
力 見事に やっての けたので 信頼して く 【れ たの •です Q でも それは 余程の 決心を 要する 事な ので 
す彼等の不幸な バさレ子供が |1 を受けたり、気に向かない事をやらされたりするのに目を 


209 


覆って いる 事が 彼等に 取って 並大 低で ない のは 理解 出来ます。 私が、 ヶラー 夫人と、 ケ ラー大 
尉は 二三 時間 話した だけで (彼等は 総ての 点で 同意して くれました。) 自分が ナブ キンを きち 
ん とかけ なければ ならな くな ってし まった のは、 へ レンに 不審を 起させた に 違いありません。 
私は、 幾度 もへ レンに ナブ キンを 掛けさせようと しました が、 その都度 彼女は それを むしり 取 
って 床に 投げ捨て、 仕舞には テー ブルを 蹴ったり して 暴れ出す のです。 私は、 彼女の 食べ物を 
取り上げ、 食堂から 連れ だそうと しました。 すると 彼女の 父が 私を 遮り、 自分の 子供た る 以上 
仮え 理由は なんであろう とも 絶食を 強いられる ような 事は ない と 云う のです。 

ヘレンは、 夕食が 済んでも 私の 部屋に 上って 来ませんでした。 私と 顔を合わせる のが 厭な の 
です。 私 も その 方が 良かった のです。 次の 朝、 食堂に 下りて 行く と 彼女は 食卓に ついてい まし 
た。 彼女の ナブ キンは いつものよ うに 顎の 下に ちょっと とめられて いる だけです。 彼女は、 私 
の 顔色を 窺うよう に ちらと 顔を あげました。 そして、 別に 私が 反対し ようとし なかっ たので、 
軽く 胸を 叩いて 悦びました。 食堂を 出ようと する 時 も、 私の 手を 軽く 叩いたり しました。 彼女 
が 仲直りしたがって いるのは 明瞭です。 それで、 私は、 今日は 勉強を させる 事が 出来るな と 思 
ったので 食堂に 戾り ナブ キンを 持って来ました。 ヘレン、 が、 勉強し ようと 私の 部屋に 上って 来 
た 時には、 お菓子の —— 正確に、 早く 字を 綴った 時に 褒美と して 与えて いた —— ほかは、 総て 
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の 勉強 道具を テ I ブルに 揃えて 置きました。 彼女は いち 早く お菓子の ない 事に 気がつき、 それ 
と 合図を します。 そんな 事は おかまいなしに 私は ナブ キンを 示め し、 それを 彼女の 首の 後で 
とめ、 ついで それを むしり 取って 床の 上に 投げ捨て、 激しく かぶりを 振って 見せました。 此の， 
事を 醫 繰り返しました。 彼女は、 完全に 理解した よぅでした。 それは'  二度、 三度と 両手を 
拍ち 、こっくり こっくり 肯いた からです 。それからい つもの 勉強を 始めました が 実際の 物を 与 
えます。 彼女が その 名前を 書きます。 (今では 十二 知っています o) 彼女は その 様に して 六つ 
ほどの 名前を 書いた のです が、 ふと 何 かを 思い出した 様に 書く 手を 休め、 カサカサと ナブ キン 
を 探し 始める© です。 彼女は それを 首の 後でと め、 お菓子の 盒を します。 (〃かし" と f 
事に 気がつかない のです o) 私は お菓子を 貰ったら 良い 子になる でしよぅ ね、 と 約束 させ まし 
た。 いつもよりも 大きな お菓子を 貰った 彼女は 胸を 叩いて 悦びました。 

一八 八 七 年、 三月 二十 八日 • 

私達は、 生きと し 生ける ものが 青々 と 生い 繁り 花を つけ ひらひらと 輝く 庭で、 終日を 過す 日 
が 殆んど 毎日です。 朝食が すむ と 外に 出て、 野原に 働く 人々. を も 眺めます。 ヘレン も例卞 こも 
れず土 を 握ったり して 真黒に なって 遊びの が 好きです。 今朝へ レンは 人形を 植えて しまい、 人 
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形が 私 位に 大きくな るんだ と ふざけて いました '。彼女には、 此んな ひょう きんな ところ も ある 
のです。 ただ 快活 一方で あると 思って いる あなたには 想像 出来ない 事でしょう。 

十 時になる と 家へ 長り、 一寸 珠 つなぎを させました 。'取に 様々 めつな ぎ 方を 覚え、 時には 隹 
分で 新し レのを 考案す る 事 も あるので す。 それに あきる と、 縫物 道具と、 編物 道具、 それに ク 
ロ 丨 チ H ット細 HQ 用具を 出して やり 好— ものを 選ばせました。 彼女は とても 早く 編物を 覚 
え、 今は、 母親の ためだと いって 布 中を 作っ ている 所です。 先週 ば 人形の ニ ブロンを 作り まし 
た 力、 実に 見事な もので、 盲の 少女の ものとは どうしても 思えない 位です •。でも 式ょ、 此の 種 
の 仕事が 終る と ゆっ くりし ます。 縫物 だと か、. クロ チェット 細工 だと かは、 悪魔が 考え出した 
ものに 相違 ありまん。 ハン 力. 丨チ ーフの 縁取りを 鏠う位 なら 死んだ 方が ましです 。十一 寺 二は 
体操を しました。 彼女は 徒手体操 だけで なしに 亜鈴 体操 も だ 知っています。 彼女の 父は ポンプ 
小屋を 改造して 雨天 体操場に してやる と 云います が、 やっ 。 はり 私達には、 戸外 I 由に 跳び 廻 
る 方が 性に 合っ て t るら しいです ◦十二時から 一時までは 新しい 言葉を 覚える 時間です 。でも 
此の 時間 だけが 彼女 S 葉を 教える 時間 だと 早合点され ては 困ります。 というの 丈、 私 ま 折 こ 
つけ 時に ふれて、 たとえ 彼女に 字と いう ものが 何の 役に立つ か 解っ そいなくても、 それを 掌に 
書いて やる のです。 夕食後の 一時間は 私の 休み 時間に あてられて います。 彼女 丈、 私が ま 
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での 遊び相手だった 一一 グロの 女の子と、 庭で ふざけ 廻ったり、 人形 遊びを したりし ます。 休み 
時間が 終る と、 私 も それに 加り ます。 そして 家の 廻りを ぶらついて 馬小屋に 行ったり、 物を 捜 
したり、 七面鳥に 餌を やったり、. 又 時々 天気が よかったり すると 四哩 から 六哩位 の ドラィヴ 
や、" 蔦の 家" や、 町の 従姉を 訪問し ます。 ヘレンは 社交的な 方で ず。 自分の 廻りに 大勢の 人 
々を 集めたり、 お客様に なったり する のが 好きな のです。 そんな 時は、 大好物の お菓子を ふん 
だんに 食べられ るから じ やない かと 考えて います。 夕方、 八 時までの 時間は 好き勝手な 事を し 
て 過し ます。 八 時になる と、 此の 小さい 婦人は 着物を 脱がされ、 ベッドに 追い やられます。 今 
では 私と 一緒に 寝て います。 •ケラ ー 夫人は 乳母を 雇い. たかったら しいので すが、 馬鹿で 怠惰な 
ニグロ女を雇ぅ暇で私が乳母の役を兼ねた方がどれだけ良いか解りません。へレンが何にかに 
つけて 私を 頼りに し、 片時 も 傍を 離れたがら ないよぅに する 事 こそ 一番の 肝要 事な のです。 そ 
れ は、 或る 定った 時間を 限って 教える より、 その 時々 に 覚えさす 方が ずっと 効果的 だとい ぅ 事 
に 気がついた のです。 

三月 三十 一日に 教えて 見たら、 名詞を 十八と、 動詞を 三つ 覚えて いました。 その 言葉を 並へ 
て 見ます。 X 印の ついている のは、 彼女が ひとりで 覚えた 言葉です。 人形、 湯吞 み、 ピン、 鍵 
穴、 帽子、 コッブ、 箱、 水、 ミルク、 お菓子、 X 眼、 X 指、 X つまさき、 X 頭、 上菓子、 赤ん 
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坊 、お母さん、 坐る、 立つ、 歩く。. 四月 一日には、 ナィフ、 フ す ク、 匙、 受け皿、 お茶、 お 
，又さん、 などの 名詞と、 走る、 という 動詞を 覚えました。 

一八 八 七 年、 四月 三日 

今朝 とても 大切な 事が 起り ましたので 一筆 おしらせ します。 彼女は 総ての 物に 名前が あり、 

掌に 書いて 貰う 事 こそが、 総ての 物を 知る 方法な の だとい う 事を 知つ たのです。 

先に、 彼女が〃 ミルク "と"— み" で とても 募 させられた 事を おしらせした— ハ ま 
す。 今度は" 飲む i いう、 動作" と、" ミルク" という 物、 を 混同し 始めての です。 今まで M 
は 飲む という— を 知らず、 i ク 1 か、— み" という 言葉を 書いて やる と 飲む 真似 3 
をして いました。 今朝、 彼女は 洗濯しながら" 水 1いう1 を 知りた がりました。 新しい 名 

前を 知りた 餐 ■、そ— さし—、 職— く 叩く 事です。 私は〃 みず “ と 書 

I て やつ— りで 何も 新しい 事に 気がつかな つたので すが、 朝食の ミルクを 唆りながら ふと、 

此の 新しい— を かりて〃 ミルク" と" 湯 吞み" の 問題を 解ける のでは ないかと ® つ たので 
す。 1 §女1 尸 小— つれて f、 私が f. 出す 水 Is で 受けさせました。 令 
い 水が 8 みに 溢れ出る と、 私は 彼女の あいている 方の 手に" みず "と 書いて やつた ので t 


冷く 溢れ出る 水と、" みず" という 言葉の 感覚的な 緊密 性に、 彼女は はっとした のです。 湯吞 
みを 取り 落し、 ぽかんとして たって いました。 と 彼女は ぱっと 顔を 輝かせ、" ミズ" と 何遍も 
何遍も 書きました。 それを 確かに 覚えた と. 見る や、 地面を さし、 ポンプを さし、 さらに 四つ目 
垣を 指して 矢継早 やに 名前を 尋ねた かと 思う と、 突然 私に 飛びつ いて 私の 名前を 尋ねます 。私 
は" せんせい" と 書いて やりました。 丁度 その 時、 ヘレンの 小さい 妹を 抱いた 乳母が 井戸 小屋 
に 入っ て 来ました。 ヘレンは〃 あかん ぼ. う" と 書いて 乳母の 方を 指しました 。家に 戾る 途中 も 
感激が おさまらず、 指先に ふれる 総ての ものの 名前を 尋ね、 たちまちのう ちに 三十の 新しい 言 
葉を 覚えて しまった のです。 その 時の 言葉は、 戸、 開ける、 閉める、 与える、 行く、 来る、 な 
ど その他 沢山です。  • 

追伸  ， 

阼 夜の 手紙が ポストの 時間に 間に合わなかった ものです から 一筆書き 添えます 。ヘレンは 今 
朝、 光り輝く 妖精の 様に とび 起きました。 彼女は 手当り 次第 物の 名前を 尋ね、 嬉しくて たまら 
ない という 様に キスして 廻る のです。 昨夜、 ベッドに 入って から、 彼女は 私の 腕の 中に もぐり 
込んで 来て、 自分の 方から、 初めての キスを して くれました。 私は 嬉しくて 嬉しくて、 er び；； et 
したい 位でした。 
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一八 八 七 年、 四月 五日 

毎日 毎日、 いえ、 一時間 毎に へ レンは ぐんぐん 進歩して ゆきます。 今では 総ての 物が 名前を 
持たなければ ならな くな ってし まいました。 何処に 行っても、 家の 中で 触れた 事の ない ものを 
見つけて は その 名前を 尋ねます。 とても 熱心に 言葉を、 誰かれ の 見境い なしに 書いて 貰いた 
がり、 そして 覚えた 言葉を 教えたがる のです。 又、 覚えた 言葉を、 今まで 使って いた 合図と お 
き 換えて どんどん 実用に 移します。 新しい 言葉を 知る 程 楽しい 事は ない らしい のです。 それ 
に、. 彼女の 表情が 日増しに 豊かに なって 行く の も 見逃し 難い 事な のです。 

当分の 間は、 時間を 限っ ての 勉強を 中止す るつ もりで います。 文字通り ニ才の 子供を 教える 
様に 教育し ようと 思う のです。 それは、 先日 ふとした 事から、 言葉とは 何かとい うこと も 知ら 
ない 幼児を つかまえて、 一定の 時に 特定の 場所に 呼びつ けて 定った 勉強を させる 愚 さに 気がつ 
いたのです。 私は、 ヘレン. を 放っておいて、 自分で 考える 様に 仕向けました。 私自身 も、 普通 
の 子供は どういう 過程で 言葉を 覚える のだろう かと 考えて 見ました。 答は 簡単でした。 模做に 
依る のです.。 総ての 子供は 学び 取る 能力を 備えて 生れて 来て いるので す。 外界に、 充分な 刺戟 
さえ あれば、 自然に 何でも 覚えて しまう のです。 ほかの 人々 の やる 事を 見、 自分で もやって 見 
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ょうとし ます。 ほかの 人々 が 話して いるのを 聞いて 自分で も 話そうと します。 といつ て も、 
自分で 話す 前に、 それを 理解す る 事が 必要な のです。 私は 此の間からへ レンの 幼い 従妹を 観察 
し 続けて います。 その子は 生後 一年 三 ヶ月， なのです が、 理解は 可成り 進んで います。 尋ねられ 
ると、 とても 可愛い 仕草で、 鼻、 ロ、 眼や頰 、それに ^ などを さして 見せます。" もう 一つの 
みんみは"というと間違いなしにもー方の耳をさしますし、花を握らせて、"ママにあげなさ 
い" と 云う と 母親に 渡したり する のです。 又、 "おいたさん は どこ" と 尋ねる と、 母親の 椅 
子の 陰に かくれ、 本当にいた ずらっ 子ら しい 身振りで 顔を 手で かくし、 その 陰から 私の 方を 
のぞきますし、〃おいでなさい"や"キスして""パパんとこに行つてごらん"など ^ 云う言 
葉に もまち がいな く 従います。 此の 事から 察する 事が 出来る 様に、 彼女は 此 等の 言葉を 繰り返 
し 繰り返し 聞いて いるう ちに すっかり 理解して しまった のです。 でも それを 真似て 発音し ょう 
とする 試みは まだ 窺えない のです。 此の 観察が、 ヘレンに 言葉を 教える 方法の いとぐちと なっ 
たのです。 私は 赤ん坊に 話しかける 様に して 彼女の 掌に 言葉を 書く 事に します 。彼女が 普通の 
子供と 変らぬ 模倣 力と 理解力を 持って る ものと してやって 行く つもりです 。私は 省略の ない 完 
全な 文章で 彼女に 話しかけます。 意味が 通じなかった 時には 随時 身振り や 合図で 補う つもりで 
す。 彼女を ある 一つの ものに とらえられ させた くありません。 あらゆる 手段を K って 彼女の 興 
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味を 刺戟し よぅと 思います。 そして どんな 結果が 出て 来る かを よく 気をつけて 観察 致し ましよ 
50 

一八 八 七 年、 四月 五日 

新 ^ い方法は素晴しい効果を収めています。へレンは既に百以上の言葉を覚え、自分がどん 
なに 素晴 しい 放れ 業を やって るか も 知らず、 毎日 毎日 新しい 言葉を 加えて います。 彼女は 小鳥 
が飛ぶ事を覚える様に、実際の必要にせまられて覚えるのです。でも、彼女が、流暢に |§ 4^、 
などと 思われて は 困ります。 彼女の 従妹の 様に、 彼女の 意志 表示は 一つの 単語に 托されて いる 
に 過ぎません。 身振りを 伴った〃 みるく" は、 ミルク 頂戴、 尋ねる 仕草での" お母さん" は、 
お母さん 何処に 行った の、〃 行く" は 外に 出たい、 などと いった 調子です 。でも 彼女は、" 私 
に パンを 下さい" と 書く と パンを よこしま すし、" 散歩に 行く から 帽子を 持つ てらつ しやい" 
と 書く と、 すぐに 云われた 通りの 事を します。 帽子と 散歩は 同じ 意味 だと 思つ てるら しいと さ 
え 考えられます。 それでも、 日に 幾度 も、 同じ 言葉が 繰り返されて. いる 間に、 それは いつか 頭 
に染附 いて、 自然に 彼女の ロを ついて 出る 様になる でしよぅ。 

私達は、 知能を 発達 させ、 言葉の 習得に も 役立つ 面白い 遊戯を やって います。 探し ごっこで 
す。 初め、 ボ ー ルと か糸卷 とか それに 類した ものを かくし、 二人で 探し 廻る のです。 列えば ボ 


丨. ルを かくした のに 筆箱の 中を 捜したり、 糸 巻を かくすと 一寸 四角 もない 様な 箱の 中を 搜 すの 
です。 勿論す ぐに 搜 しあぐ ねて しまいます。 でも 此の頃は 一時間 以上 も 捜し 興じ、 段々 頭の 良， 
さを、 時には 素晴 しい 勘の ひらめきを 見せる 様になりました。 今朝 私は 胡桃割りを かくし まし 
た。 彼女は いくら 捜しても 見つからない ので 途方に 暮れて いました が、 突然、 なに か 思い出し 
た様に私に .|£ け寄り、ロをあかせて熱心に手搜りするのです。所がそこにも見つけだせなかっ 
たもので すから、 私の おなかを 指さして、〃 食べる" と 書く のです。 此れは" 食べて しまった 
の" という 意味な のです よ。 

金曜日に 私達は 繁華街に 行きました が.、 ヘレンは そのと き、 ある 紳士に お菓子を 貰い、 全部 
食べて しまわないで、 ポケットに しまい 込んだ のです。 家に 帰る や 彼女は ポケットから それを 
取り出しながら." この おかし、 あかんぼうに やって" といった のです。 ケラ ー 夫人は" いいえ 
^ ^ あかんぼう、 たべる一^ いいえ" と 書きました。 ヘレンは 揺 籠の ミルドレッドの 所に 行き 
その ロに さわって、 自分の 歯を 指しました。 ケラ ー 夫人は" は" と 綴っ て やった のでず。 ヘレ 
ンは 、かぶりを 振りながら" あかんぼう、 は、 いいえ、 あかんぼう、 たべる、 いいえ" と 書き 
ました。 云う まで もな く、 赤ん坊は 歯が 生えて ないから 何も 食べられない という 意味な ので 
す 0 
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一八 八 七 年、 四月 十日 

私には もう 子供染みた 道具は 不要に なりました。 来た 当時は、 何から 手を つけたら 良い のか 
見当が つかなかった ものです から、 珠 とか、 力 ー ドと か クロ ー チエ ット 細工な どを 吏った ので 
すが、そんなものを使わなければならぬ « 程はもう卒業しました。もう要りません。私は全身 
全力を 打ち込んで 今やって いる 教育法を 押し進める つもりです 。その 精神は 云う まで もな く、 
総ての 知識は、 実際に 考える事に 依って 獲得され なければ ならない という 事です。 時間が 要る 
方法です が、 子供に 知識を 獲得させる 一番 効果的で 確実な 方法は、 放任して 置く という やり方 
です。 テ ー ブルに 据えつ け" はい 此の 綺麗な 積木で 石垣を つくって 御覧なさい" とか、〃 素晴 
しい 色紙ね、 虹を 造って 見ましょう よ" などと、 美しい 先生の 猫撫で声で 指導され るより、 自 
由に 放っておかれた 方がず っと 実効が あるので す。 此の 檨に しないと、 子供達は、 実生活から 
.得た 確乎たる 知識の 代り、 唾棄すべき 人工的な 経験 だけ •を 覚える 

事に なって しまう のです。 

ヘレンは、 名詞を 覚えた 時みたい に、 何の 苦 もな く、 形容詞 や 副詞を 覚えて います。 此の 形 
容詞 とか 副詞と かは、 本当の 順序から 云ったら 名詞の 先に 教えら るべき ものな のです 。彼女は 
私の 来る ずっ と 前から" 大きい" とか" 小さい" と 云う 事を 表わす 合図を 持って いました。 彼 
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女は 小さい 物を 望んで 大きい ものを 与えられ ると、 かぶりを 振り、 手の 裏 皮を 一寸っ まんで 見 
せる のです。 又、 大きい と 云う 事を 示め す 時に. は、 出来るだけ 広く 両手を 拡げて、 大きい ボ ー 
ルを っかむ 様に それを 丸く する のです。 先日. 私は、 此ひ 合図に 代るべき" 大きい" という 言葉 
と" 小さい" という 言葉を 教えて やった のです。 彼女は それまでの 合図を やめて すぐに それを 
使い 始めました。 大きい、 箱を 持って来させたり、 小さい 皿を 運ばせたり、 言葉 通りに、 ゆっ 
くり、 歩かせたり、 早く、 走らせた りする 事が 出来る ょうになりました。 それに 彼女は 今朝 初 
めて、" そして" という 接続詞を 使いました 。私が、 戸を 閉めなさい と 云う と、 彼女は、 そし 
て、 鍵を かけなさい と 云った のです。 

っい さっき、 彼女は とても 昂奮した 様に、 二階へ 上って 来ました 。何が 起った のか、 初めの 
うちは さっぱり 見当が っきません。 彼女は、 びいぬ— あかんぼう" と 書いて は 五本の 指を 拡 
げ 、一本 づっ それを すわず るので す。 ミルドレッドが 犬に 嚼 まれた のかな と 思って 見ました 
が、 彼女の 顔は 悦びに 輝いて いるので す。 見当 もっかない 儘に、 彼女の 後から っいて 行かざる 
を 得ませんでした。 彼女が 連れて行った 所は 井戸 小屋だった のです 。何と、 その 隅っ こに、 セ 
ッタ ー が 五 匹の 仔犬を 産んで いたのです。 私は、〃 こいぬ" という 言葉を 教えて やりました。 
彼女が ちゅうち ゅうとす わ ずって いる 指を 握り、 それに〃 こいぬ" と 書いて やった のです P 彼 
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女は、 親 犬が 乳房を 含ませて いるのに 深く 興味を そそられ〃 おやい ぬ"" あかんぼう A と 何度 
も 書く のです。 と、 彼女は 仔犬の 眼が あいてない のに 気がつき〃 め あいてない。 ^ — ねむる、 
いいえ" と 書きました。 仔犬が 親 犬の 胸に もぐり 込もうと、 キーキ ー 云って 争う のを、 彼女は 
とても 面白がり、" あかんぼう たべる、 おおきい" と 書く のです.。 私は、 仔犬が 沢山 乳を 飲む 
という 意味に 取りました。 又、 彼女は、 一本 宛の 指を 起しながら 仔犬を 指す のです。 私は、 五 
という 数を 教えて やりました。 すると 彼女は、 指を 一本 つき出して" あかんぼう" と 書く ので 
す。 それは、 ミルドレッドが 一人、 という 意味ら しいので す。 そこで 私は、 ひとつ、 あかん ぼ 
ういつつ、 こいぬ" と 書いて やりました。 彼女は 暫くの 間 仔犬を いじっ ていました が、 突然 人 
間の 様に 個人名を 持って いなければ ならない 事に 気がついたら しいので す。 私に その 名前を 尋 
ねる のでした が、 お父さんに 聞きなさい と 答えて やりました。 と、 彼女は、". いいえ —— おか 
あさん" と 云う のです。 明らかに、 子供の こと 一般につ いては 母親の 方が よりく わしい と考 
えてい るので す。 そのうち、 彼女は、 一匹の 仔犬が 並外れて 小さい のに 気がついた らしく、 
"ちいさい" と 書き、 同時に 合図まで つけ 加える のです " 私は〃 とてもち さい" とい. って やり 
ました。 彼女は、" とても" という 言葉が、 自分の 認識した 並外れてと いう 事を 表わす るの だ 
と 解った 様でした。 というのは、 家に 戾る 途中で〃 とても" という 言葉を 適切に 使った ので 
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ら 歩きます。 結局こう いう 歩き 方が 一番 楽しい のです？ 特に、 総ての ものが 新しく そして 珍ら 
しく 感じられる 季節には その 感が 深いので す。 私は、 今に なって、 これまで 何を 見て 来たんだ 
ろうと 後悔して' います。 というのは、 道す がら、 へ レンは それは それは 沢山の 事を 尋ねる ので 
す。 私達は 蝶々 を 追ったり して、 まぐれに それを つかまる 事 もあります。 そして、 木蔭 や 藪の 
陰に坐って、捕えた蝶々を種にして様々め話をしてやります。若し、私達の勉強が終るまで生 
.き 永ら えてい る 事が 出来たら 逃して やります が、 大低の 場合、、 此の 美しい 天使は、 私達の 勉 
強と いう 祭壇に その 浄ら かな 生命を 捧げて しまう のです。 然し 彼女は 永遠の 生命を 得た の だと 
.も 考えられます 。何故って、 彼女は、 生きた 思想に 姿を 変えた のです もの。 言葉の" 考え“ を 
導く 力は、 本当に 素晴 しい も. のです。 ヘレ. ンの 新しい 言葉は、. 次々 に 別の 新しい 言葉を 要求す 
..るので す。 彼女の 魂は、. 此の 絶え間ない 活動の 中に 見事な 成長を 続けて いるので す。 . 

ケラ ー 渡し場は 南北戦争 当時 兵隊を 渡した のです が、 今は 全く 捨てられ、 苔 や 芦に 埋れ てい 
'ます。 その 寂莫の 気は、 人の 心を 夢の 国に 誘います。 渡し場の すぐ 近くには、 へ レンが、 リス 
の 水 呑み 場、 と 呼んで いる 泉が 湧き出て います。 その 各の 由来は、 リスが 水を 吞みに 来る 所 か 
•ら 出た のです。 彼女は、 リス や 兎な どの 野生動物の 死骸を 見て、" 歩い' ている" リスを 見た が 


レンは 途中で. 見聞した 事を 細大 もらさず 母親に 話します。 此の ーぺん 話して 貰った 事を 繰り返 
す 事は'  彼女の 頭脳を 発達させる のに 素晴らしい 効果を 持って いますし、 言葉の 獲徵 慾を 煽る 
ための 恰好の 刺戟で も あるので す。 私は、 彼女の 友達に、 彼女の やって いる 事を 描写して やっ 
て 元気 づけ、 いやが 上に も 彼女の 冒険心と 好奇心を 煽って くれる 様に 頼んで います。 此， e は、 
子供に 自信と、 新鮮な 興味を 持ち続けさす のに 役立つ のです 。そして 此れ こそが 真の 意志 疎通 
の 基礎な のです。 彼女は 沢 出の まちがいを します。 単語 や 表現を 誤用し ます。 後向きに 馬に 乗 
ったり する 事 も 平気です。 名詞と 動詞を ごっ ちゃに しては 蛇に まかれた 様に 苦しんで います。 
でも 此れは 普通の 子供 だとて 同じ 事な のです。 私は 此の様な 事を あまり 苦にして いません 〇 そ 
A な 事は 自然に 解決され る 事で 話そぅと する 衝動 こそが 一番 大切な の. です。 私の 倪 目は、 時.々 
.忘れた 単語 や 表現を 補って やれば それで 終りな のです。 それで、 彼女の 語調は 確実な ぺ ー スで 
増え 新しい 言葉から 新しい 考えが 芽 ばえ、 そして 美しい 花を 咲かせる のです 〇 此の世界 も、 
此の様に して 芽生え 続ける 言葉と 思想に 依って こそ 支えられて いるので す。 

一八 八 七 年、 五月 十六 日 

私の 仕事は 日増しに 忙しく、 そして 興味深くな ります。 〈 k ンと 云ぅ 子は 本当に 素晴らしい 
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子供です 。実に 自発的で、 そして 熱心な のです。 彼女は もう 三百 位の 単語と 沢山の 熟語を 覚え 
.ました。 最初の 言葉を 覚えてから 三 力 月 そこそこ しか 経って ない のです。 生きた 魂の 生誕、 そ 
の 成長、 微妙な 葛 闘を 見守る 事が 出来た のは 稀 有の 特権です。 此の 特権が 私に 与えられ たので 
す。 いいえ それだけではありません。 私は、 此の 天禀 豊かな 知性を 醒めさせ、 指導して 行く 事 
まで 委 されて いるので す。 ああ 此の 神聖な 仕事に、 今少しの 自信を 持って あたられたら どんな 
に 素晴らしいで しょう。 私の 能力は 日日に 無力 さを 暴露して 行く のです。 計画 だけは 頭が 一杯 
になる 程 持って います。 •でも それを 実行に 移す 力がない のです。 あなた も 御存知の 様に 私の 勉 
強は 良い 加減で 欠点 だらけな のです。 心の あちこちに 自信を ゆらがせる 限り 巣 喰って いるので 
す。 何度 それを 払拭し ようとした でしょう。 ああ 力を かして くれる 人が あったら、 私は ヘレン 
と 同じ 位に 先生が 欲しい のです。 私は、 若し 私に それを 遂行す る だけの 能力と 忍耐が あった 
ら 、此の 子の 教育は. 一生の 大事 業になる と 思って います。 私は 此れ だけの 事を 私の 胸に 秘めて 
います。 ヘレンは 本を 使わなければ ならない、 という 事です。. 二人共 本を 使う 事を 覚えな けれ 
ばな りません .0 お願いで すから、 ぺ レズ、 サリィ 共著の、 精神 生理学、 を 送って 下さる 様、 ア 
ナゴス 氏に 伝言 下さい。 とても 参考になる のでは ないかと 思って います。 

私達は 毎日 本を 読む 勉強を しています。" リ ー ダ ー ズ "を 抱えて 木陰に 坐り、 ニ 時間で も 三 
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時間で も、 ヘレンの 知っている 言葉を 捜して 過す のです。 私達は、 それを 遊戯の 様に してやり 
ます。 ベレンは それを 指で、 私は 眼で どちらを 先に 見附ける か 競争す るので す。 彼女は、 そう 
している うちに、 私が 説明す る 言葉を. (既に 知って る 言葉と 関連 させて) すっかり 覚えて しま 
います。 自分が 知って る 言葉を、 私ょり 先に 見つけた 時のへ レンの 悦びょ うったら 大変です。 
しがみついたり、 キスしたり、 何事が 起った かと 思われる 程な のです。 此の. 楽しい 方法で、 一 
時間のう ちに どれ だけ 沢山の 言葉を 覚えた 事 か、 傍に 居て 見て 貰いたい 位です。 

家に 戾 ると、 私は 新しい 言葉を 短い 文章に して 点字 板に 並べます。 時には 此の方 法で 密 蜂と 
か 小猫と か、 又 少年な どの お 話を 書いて やる 事 も 出来ます。 もう 彼女を、 言葉 通りに、 二階を 
上下 させたり'  家から 出入り させたり、 戸を 開閉 させたり、 走ったり、 坐ったり、 立ったり、 
歩いたり、 横にな ったり、 這ったり、 転げ 廻ったり、 木に のぼらせた りする 事が 出来る 様にな 
りました。 彼女は 動作を 表わす 言葉に 悦ん でい ます。 だから、 動詞を 教える の： は 何の 雑作 もな 
いのです。 彼女は いつも 勉強す る 意慾を 湧きた たせて いますし、 総ての ものを 熱心に どんどん 
吸収して 行く 姿は、 側で 見て いても 気持が 良い 程です。 彼女は、 一つの 纏った 文章を 覚えたり 
すると、 鬼の 腕を 取った 様に 得意満面な のです。 

ヘレンの 悪い 癖の 一つは、 — それは 一. 番手に 負えない、 そして 幼い 時からの ものな ので 


每日 毎日 焦ぐ つくよう な 暑さです。 全然 雨が 降らない のです。 ヘレンには 家中の 人々 が 心を 
痛めて います。 とても 神経質に なり、 夜は 寝附 きが 悪く、 食慾 も 目に 見えて 減って います。 ど- 
うして 此んな 事に なって しまったの かよく 解らない のです。  医者は 神経過敏 症 だと 云って ます 
が、 どうしたら 彼女を じっと させて おく 事が 出来る というので しよう。 彼女は 眼の 綻が 切れた 
と 思う と 字を 綴り 始め、 四六時中 休みな く 続ける のです。 私が 話しかけたり しなくても、 自分 
一人で 書き 綴って いるので す。 疑い もな く、 一人で 夢の. 国の 物語りを 書き 綴って いるので す。 

私は、 機械的に 穴を あける 事が、 彼女の 神経 消耗を 避ける のに 効果が あると 思い、 ブレィ ル 
式 点字 板を 与えました。 でも 驚いた 事に、 此の 小さい 幼女は それに 手紙を 書き 始めた のです。 
彼女が 手紙と いう 概念を 知っていよう とは 夢にも 思わなかった のです。 私が ポストンに 行く 折 
办ど 一緒につ いて 来た 事は ありました。 そんな 時に その 内容を 彼女に 話して いたの かも 知れ ま 
せん。 又、 私が ブレィ ル 式 点字 板で" 盲の 友達への 手紙" を 書いて いたの も 知っていました。 
それにしても、 それだけで 彼女が 手紙と いう 概念を しっかり 自分の ものにして しまって いると ■ 
は 少しも 思いませんでした。 或る日 彼女は、 穴だらけにした 紙片を 持って来て、 封筒に 入れ、 
投函して くれと 云う のです。 彼女は" フランク^ ^ -- てがみ" というの. です。 フランクに どんな 
事を 書いた の、 と 尋ねて 見ました。〃 たくさんの ことば。 こいぬ、 おやい ぬ —— いつつ。 あか 


んぽう なく 0 あつい ヘレン あるく だめ 。ひでり、 いけない。 フランク 丨こい 。ヘレン 

キス。 スト ロ ー ベリ- とてもよ い。" 

ヘレンは 話す のと 同じ 位 読む の も 熱心です。 

彼女は 文章 全体の 意味から 新しい 単語 も 推量し ます。 彼女の 知性の 進歩と 異常な 才能は その 
熱心な 質問に 容易に 窺い 得る のです。  • 

いつかの 夜な どは、 本を 抱きしめて 眠って いました。 云う まで もな く 本を よみながら 眠って 
しまった のです。 次の 朝、 どうして 本を 抱いて 寝た のか 尋ねて 見る と" ほん _ なく。" と 云 
って、 あやす 仕草 や、 怖がる 身振りを する のです。〃 こわい"、 という 言葉を 教える と 彼女は 
〃ヘレン こわくない。 ほん こわい 。ほんは しょ うぢょ と 一し ょに ねむる。 'と 云う のです 。本 
は、 怖がらない、 

本は 書棚の 中で 眠らなければ ならない、 少女は ベッドの 中で 本を 読んで はいけ ない、 と 教え 
ました。 彼女は いたずらっこ らしく 微笑みました。 自分の 云い 拔 けが 見破られた 事に 気がつい 
たのです。 

アナ ゴス 氏が 私を 教育者と して 高く 評価して くれてい るのは 有難く 思って います 〇 でも、 天 
禀とか、独創とか云う言葉は軽々しく使われるべき性質の.ものとは思ハません0此んな大それ 
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た 言葉で 褒められる のは かえって 迷惑な のです。 

あなたに だけの 話です が、 私は、 自分の 将来を 夢み て 胸を ふくらまして いるので す。 若し、 
周囲に 興味本位の 馬鹿 気た 報道を する 人々 が 居なかったら、 ベレンの 教育の 成果は ホ ー 博士の 
仕事と くらべものに もなら ない 程になる と 思って いるので す。 私は、 彼女が 驚くべき 才能を 持 
ってる 事を 知って ますし、 それを 成長 させ、 磨き上げ 得る 自信 もあります 0 此んな 自信が どう 
して 出て 来たの かは 解りません。 つい 此の間までは どんな 教育を したら 良い かも 解りませんで 
した。 暗中模索だった のです。. でも 今は 確信を 持って いるので す。 自分は 確信を 持って るんだ 
と 云う 事 も 知っています。 私は、 ヘレンが 私な しには 何ら 価値 ある ものに 成長 出来ない と. いう 
事を 知っている のです。 此の 確信 ほど 私を 昂奮させる ものはありません。 

ヘレンは 既に 深い 関心の 的に なりました。 何人も 深く 考えさせられる のです。 でも 彼女は 不 
具な のです。 そして、 大部分の 人々 の、 ヘレンの 教育に 対する 関心 も 健全で あるとは 云えない 
のです。 私達は、 彼女に ついて 書いたり 話したり する 時は、 うっかりした 事を 云えない ので 
す。 針 程の 事が 棒の 様に 大きく なって しまう のです。 私は、 あなたには 卒直に 書く つもりで 
す。 でも 一つ 條件 があります。 それは 私の 手紙を 絶対 誰に も 見せない 事です。 私の 可愛い ヘレ 
ンが 、神童に 祀り 上げられたら それ こそ 大変です。 
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一八 八 $ 、六月 五日 

連日の 暑さに ヘレンは ぐったりして います。 焦熱地獄の 火が 私達を 干涸びさせ ています 。へ 
レンは、 昨日な ど、 おひるから ずっと 裸になって、 ぐんな り 坐って いる だけでした。 窓辺に 坐 
って 本を 読んで いたのです が、 西日が 入り 始める と、 いらいらした 様に 立ち上って 窓を しめる 
のです。 それでも 焦 光が 容赦な く 入って 来る ので、 彼女は 弱り果てた ように 私の 所へ やって来 
て、" たいよう わるい こ。 はやく ねんね するとい いみと きつく 書く のでした 0 
彼女は、本当に可愛いいそして悧巧な子供に変って -1, まいました。そしてとても思いやり深 
いのです。 或る日 私が 水を 持って来て 呉れと 云う と、" あし、. たいへんつ かれて る、 あし、 た 
いへんない ている" と 答える のでした。 彼女は 今朝方から 孵’ 始めた 雛に 夢中に なって いま 
す。 私は 卵を 彼女の 掌に のせて やりました。 彼女の、 卵の 中で ごと ごと 云う 音を 感じ取った 時 
の 驚きよ うったら ありませんでした。 母 鶏は、 とても おとなしく、 彼女が いくら 卵を ひねくり 
廻しても 少しも 怒りませんでした 。雛の 外に も、 彼女を 夢中に する ものは 沢山あります。 ニ 頭 
の. 犢 、子馬、 豚小屋 一杯の 愉快な 豚な ど。 私は ブ ー ブー 云う 豚の 首 根っ子を 抑え、 ヘレンは 次 
から 次へ と、 何れも 容易に 答えられそう にない 難問を 発しながら それを 撫で 廻す 姿を 御 想像 下 
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さい。 雛が 卵から 孵って 来る のを 見た 後で 彼女は 云う のです。〃 ぶたの あかんぼう、 たまごで 
おおきくな つたの。 からは どこに あるの。々 

ヘレンの 頭 廻りは 二十 吋 半です。 私のは 二十 一 吋に 過ぎません。 私は 半 吋 だけし か 彼女より 
悧巧で ない のです、 

二八 八 七 年、 六月 五日 

暑い 日が 続いて います。 ヘレンは 相 変らず 元気が なく、 顔色 も 青白く、 頰も こけて 来 まし 
た。 別に 病気 だとい う 訳では ない のです が ：… •。此の 暑気 も、 彼女の 天真爛漫の 心の 働きには 
影響し ない のです が、 体には 相当 強く こたえる のです。 勿論 過労に ならぬ 様に 気をつけて いま 
す。 それにしても 口さがない 雀 どもには 困った ものです。 彼等は、 やれ 頭の 酷使 だと か (その 
実 彼等は つい ニ、 三日 前までは ヘレンに 頭が あるな どとは 思って なかった のです) やれ 忙しす 
ぎる の だかと、 ロから 出 まかせの 事を 云って 変な 薬を 知らせた りする のです。 私は、 ヘレンが 
クロ  ロ ホ ー ム づけに されなければ よいが と 思って います。 だって、 彼女の 自然な 活動を 止める 
には それ 以外に 方法がない のです から。 本当に どうして 此ん なに お 節 <5 な 人が 多 いんでしょう' 
ね。 彼等は、 自分 達の 経験に 照らし合わせて 見れば、 自分 達の 云って いる 事が 何の 役に も 立た 
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ない 事 だとす ぐ 気がつく 癖に、 さも それが、 神様からの お告 でで も あるかの 様に 他人に おしつ 
ける. のです。 

私は 止の間ヵら貧晴らしの手段として スクゥ H ア •ハンド •レク ー を 教えて います。 彼 
女は、 これで おとなしく 遊んで います。 此の 身心 共 ぐんな りして しまう 様な 暑気が 去らない う 
ちは、 成 可く 体を 動かさない 様に している 以外に 方法がない のです。 彼女は、 完全に 数え 気 狂 
いに なって しまいました。 家に ある もの 総てを 数え 廻ります し、 本を 開いて は 自分の 知ってい 
る単語を数えるのです。今に髪の毛も数え出すのではないかと心'配しています。彼女が此んな 
凝り性な の も、 不具と いう 事が その 大きな 原因に なって いるので はないで しょうか。 といって 
普通の子供達がうわついているという意味ではないのです ° 馬蹄形に乳母の廻りを取りまいた 
線路の 上に 玩具の 汽車を 走らせる 子供は、 頭の こちこちな 汽関士 などには 想像 もつ かない 位 熱 
心なので す。 

或る時 彼女は 思い悩んだ 様な 顔を して" しょう じょ^ — ^ あんまり ことば しらない" というの 
です 私は ナン シィと 遊びな さ V " と 答えた のです が、 彼女は 不服そう です。 そして" だ 
め、 ナン シィ おもいび ようきな の、 ガと 云う のです。 どうして かと 尋ねる と" たくさんの 、丈、 

が ナン シィを びょうきに したの" (ミルドレッドに 歯が 生えて 来て いたのです) と 答える ので 
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私は 先日、 つい、 塀に 這い 上って いる 蔦を 昆虫 だと ロを すべらせました。 すると 彼女は とて 
も悦ん で、 自分の 行動と 植物の それとの 共通点を 捜し 始めた のです。 走ったり、 這ったり、 飛 
んだ り、 跳ねたり、 体を 曲げたり、 降りたり、 登ったり、 歪んだり、 沢山み つけました が、 そ 
の 中での 傑作は、 彼女が いたずら っ 子ら しく 云った、 ガ あたし、 あるく、 木" と 云ぅ 発見で し 
た。 

ヘレンは 阼夜糸 まきの 手伝いを しました。 それが 終る と 彼女は、" かぜ おそい"" かぜは や 
い" と 書きながら ぐるぐ る 廻す のです。 そして 自分の 思いつきに とても 得意に なって いるので 
した。 

ー八八七年、六月十三0 

昨夜は とても 凄い 雷が ありました。 それで 今日は とても 凉 しいので す。 皆、 シャヮ ー を 浴び 
た 様に 一遍に 元気を 恢復して しまいました。 彼女は、 雷は 人間が 空に 大砲を 撃って るの かと 
か、 木 や 花が 雨を みんな、 飲んで しまぅ のか、 などと しきりに 質問し ました。 

一八 八 年、 六月 十九 日 . 
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私の 小さい 教え 児は 相 変らず、 とても 熱心に 勉強を 続けて います。 朝起きた 時から 夜 寝る ま 
でー瞬のゆるみもないのです。全く、体をこわさなければ良いが、と案じられます。でも、 ]1-1: 
の 間から、 減退して いた 食慾 も 恢復し ましたし、 夜の 寝附 きも 良くな りました。 彼女は 今月の 
二十 七日で 七才 になります。 身長は 四呎ー 吋、 前額部と 後 頭の 凸 起を 結ぶ 線で 計った 頭 廻りは 
二十 吋 半です。 此の 線から 頭の 頂点までは 一 吋と 四 分の 一です。 

彼女は 散歩の 時で も字_ きます 。そして 書いた 通りの 動作、 例えば、 跳ねたり、 飛んだ 
り、駔けたり、皁足になったり、ゆっくり歩いたり、して独り興じているのです。ーつかがり 
を 落したり しては" ヘレン わるい、 せんせい なく 刀と 云ったり、 水が 欲しい と" ヘレンに ちょ 
うだいみ ずの む" というの です。 彼女は 四百の 単語と 沢山の 個 有 名詞を 覚えました 。或る時 私 
は、 寝 含、 蒲団、 敷 毛、 毛布、 ばね、 上 敷、 枕、 などと いう 単語を 教え、 次の 日 調べて 見る 
と、 上 敷と いう 言 著の 外は 全部 覚えて いました。 同じ 日、 それより 一寸 前、 家、 芦、 埃、 ぶら 
ん こ、 糖密 、早い、- 遅い、 *. 糖、 靴 踵、 などを 教えて いたので すが、 此れら の 単語は 一つ 残ら 
ず 覚えて いました 。此の 事から、 彼女の 記憶力の 良さが 御 想像 願える と 思います 。彼女は 三十 
まで すらすらと 数えます し、 七つの スクウェア •ハンド •レ ク ー と、 それから 類推した 言葉を 
書く 事 も 出来る のです。 又 手紙を 書く 事を 覚え、" フランクに てがみ" を 書きたくて むずむず 
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しています。 彼女は 好んで 孔 あけで 紙に あなをあけ ますが、 その 理由は 自分の やった 事を 調べ 
て 見る 事が 出来る からな のです。 或る日、 私達は、 彼女が 紙に あなを 開け、 手紙を 書いて い 
るつもりでいるのにびっくりしました。彼女は、ヱヴア(彼女がとても慕っている従姉)と綴 
づて 見てから、 それを あなに あける のです。 此の様に して、 一時間 も、 手紙、 を 書いて いまし 
.た。 自分が 面白い と 思ら た 事を 書いて いたのです。 (と 思って いたのです) 彼女は 書き上げる 
や、 それを 母親の 所に 持って行き、〃 フランク、 てがみ ガと .書き、 ついで 兄に 手渡して 投函し 
て くれと いぅので す。 

彼女は 一度 会った 人の 名前は 決して 忘れず、 それを 綴る 事が 出来ます。 ロ ー ラ •ブリッジ マ 
ン とは 反対に、 彼女は 男の人の 方が 好きな のです。 そして 女の人ょりも 早く 友達に なって しま 
います。 

彼女は、 自分の 持ち物を 他の 人々 にわけ て やる 様になって います。 時には 自分の 手をから に 
しまぅ 事 も あるので す。 又 着物 や 身 廻り 品に 深い 愛着を 持って いて、 着て いるものが 一寸で も 
絞び ている ととても し ょげ 返っ てし まいます。 勉強の 途中な どで 眠くて たまらなくな ると、 力 
1 ル •ぺ ー パ ー ( 髪を きつく しめる もの 丨訳 者) を かける の だと いってきき ません。 いつかの 
朝、 彼女は 自分の 靴に 穴が あいている のを 見つけました。 食事が すむ と 父親の 所に 行き、" あ 
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たらしい くつ、 シンプソン (彼女の 兄) ばしゃ。 おみせの ひと" と 書く のです 。その 意味は 云 
わず もがな でしよう。 

一八 八 七 年、 六月 一九 日 

今朝、 階下で 大騷 動が 持ち 上りました。 ヘレンの 金切り声が したので、 何事 かと、 大急ぎで 
下りて 行って 見ました。 彼女は 大 暴れして いるので す .0 此んな 事 ば 二度と ないよう にと 思って 
います。 此の 二 力 月 ばかり、 彼女は とても やさしく、 従順だった ので、 私は、 愛の 心が ラ イオ 
ンの心 を 屈服 させた ものと ばっかり 思って. いました。 所が ライオンは 眠って いただけだった の 
です。 それは それと して、 彼女は、 ヴイニ イを 引っ 搔 いたり、， 蹴と ばしたり して 獣の 様に 暴れ 
ていたの です。 事の 起り は、 彼女が コッブに 石を 入れて 遊んで いるのを 見つけた ヴイニ イが、 
割れたら 大変 だと ばかり、 それを 奪って しまった 事からで した。 ヘレンは 反抗し ましたが、 ヴ 
イー 一イ はカづ くで 奪って しまい、 打った かなに か、 手荒な 事を したの か、 かんしゃくの もとに 
なったら しいので す。 私に 手を 取られる と、 彼女は、 ぶる っと 震えて 火の つくよう に 泣き出し 

ました。 そして" ヴイ一 一イ わるい" と 書いて 一. 層 ひどく 蹴ったり 打っ たりす るので す。 私 

は その 手を じっと 抑えて 鎮まらせました。 暫くた って、 とても 悲しそう な 顔を して ニ猜に 上っ 
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.て 来た 彼女は、 私に キスし ようとす るので す。 私は" いけない こには キスで きません" と 書き 
.ました。 彼女は〃 ヘレンよ い。 ヴイ一 一イ わるい。" と 答えます。 そこで" あなたは ヴィ二 イを 
打ったり 蹴ったり してけ がを させた。 あなたは とてもい けない 。わたしは いけない こには キス 
できない。 刀と 云った のです。 彼女は じっと 突立って いました が 彼女の 顔は 赤く、 当惑した 様 
に 歪み、 良心の 苛責を 感じて いる 事が 窺われました。 と、 彼女は 云う のです。" ヘレン、 先生 
を あ V しません。 ヘレン お 力 あさんを あいします。 おかあさん、 ヴイニ イを しかります"。 
たくしは、 もう 話す 事を よして、 静かに 考える ようにし ました。 彼女は、‘ 私が 当惑して いるの 
に 気つ いていました。 そして 私の 傍に いたい 様な 素振りを 見せる のでした が、 一人で おいた 方 
が 良い と 考えた 私は、 彼女に 下に 行く ように、 と 云った のです 。夕食の 時、 何も 食べようと 
しない 私を 見た 彼女は とても 気を 揉み、" コック せんせいに おちゃ" というので した。 でも， i 
は、 悲しくて 何も 喉に 通らない と 云った のです。 と 彼女は すすり泣き 始め、 私に すがりつ くの 
でした。 

私達が 二階に 帰った 時 も、 彼女の 昂奮は おさまって いなかった ので、 私は、 スティック •パ 
ッグと いう とても 珍妙な 昆虫で 気を 扮 せて やろうと 考えました 。此の 虫は 私の 見た 範囲では 一 
，香 奇妙な 薪 束の 様な 恰好を している のです。 この 虫が 動き 出す までは 生きて いるもの とよ 
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思えませんでした。 動き 出した 所を 見ても、 生き ものと いうよりは 機械仕掛けの 玩具みたい な 
のです この 虫が 相手に なっても、 可哀 そうな 少女は 気を 落着かせる 事が 出来なかった のです。 
彼女の 頭は 様々 な 事で 一杯に なって おり、 それにつ いて 話したかった のです。 彼女は とうとう 
ロを 切って〃 バッグが いけない 子を しって るの バッグは しあわせな の" といい、 両手を 首に 廻 
して〃 あしたは いい こだわ (なる わ) ヘレンは いつもい いこ だ わ (なる わ) ガ とつけ 加える の 
でした。 私は" あなたは、 さっき ヴィ一 ーィ をう ったり、 けったり して、 ごめんなさいと 、いっ 
たの" と 尋ねて 見ました。 彼女は 微笑みながら" ヴィニ ィ ことば かかない (かけない) と 云う 
のです。 そこで 私は〃 せんせい かわりに 云って やります" と 云いました。 •，さあ、 ヴィニ ィの 
ところに いきまし ようのと いうに 同意した 彼女は ヴィ二 ィにキ ス させた のです 〇 でも 抱擁し 返 
そうとは しなかった のです。 でも 今朝から 彼女は 急に やさし さを 増した 様に 思えます。 気の せ 
いか 知れません が、 その 表情 も 和やかに なって きたよう です。 

一八 八 七 年、 七月 三日 

同封の いたずら 書きで おわかりになる と 思います が、 ヘレンの 字は とても 綺麗です 。此の間 
から 手指 文字を 教えて いますが、 彼女は、 言葉を 自分で も 感じ取れる 康に 書く 事が 出来る ので 
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とても 悦んで います。  • 

彼女は、 今や、 疑問を 持つ ようにまで なりました .0 一日中、〃 な あに？’" 何故？ "何時 
? "特に" どうして？" の 連発な のです。 彼女の 知性が 発展して 来る につれ て その 質問は 合理 
的に なって 来ます。 私は、 自分が、 友達の 子供の 質問攻めに いらいら させられた 事が あるのを 
思い出し ますが、 今に なって、 質問 こそが、 子供達の 次第に 深くな って 行く、 種々 の 物の 成因 
への 興味を 示す もの だと 気がついた のです。 此の" どうして？" の f 尸 ロを 通って、 皮 等は 原因 
結果の 世界に 入って 行く のです。 どうして 大工は 家を 建てる 事を 覚えた の？ 誰が 雛を 卵の 中 
に 入れた の？ どうして ヴィニ ィは 黒い の？ 蠅は どうしてと まるの？ 蠅よ とまら i いで お 
れな いの？ どうして お父さんは 羊を 殺す の？ 勿論 彼女は、 此の様に 理知的な 質問 だけを す 
るので はありません。 彼女の 頭は、 普通の 子供の それ 程は 論理的で ない のです 。それにしても 
彼女の 質問は、 JQ 幼児に しては 分析 的です。 彼女 Q§SI で、 爵は 後から と 後 か 
らと 尽きる 所がない のです。 そして 私の 乏しい 知識の 蓄えを 涸渴 させ、 私の 思考力に 苛酷な 重 
庄を かける のです。 

今朝、 口 ー ラ •ブリッジ マンから 手紙を 貰いました 。どうぞ、 彼女に 宜しく お g え 下さ ハ。 
ああそれから、へレンのキスをお忘れなく。彼女は夕食の席でその手紙を家中の人に読みまし 
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た。 と、 ヶラ ー 夫人は" あら ミス . T ニィ、 その 程度だった ら ヘレン だって 書きます わ" と 叫 
ん だのです。 全く その 通りな のです。 

一八 八 七 年、 七月 三十 一日 

私達は、 ハン ッヴィ ルで 楽しい 時を 過し ました o. ヘレンは 人気の 中心に なり キス やら 贈物 や 
らを 、応接の いとま もない 程 沢山 受けました。 ついた その 日のぅ ち、 彼女は ホテル 中の 人々 の 
名前を 憶えて しまいました 。二十 人位だった と 思います。 そして 翌朝に なっても 一つ も 忘れず 
その上、 その 顔と. 一致 させて いたのには 全く 啞然 とさせられて しまいました。 彼女は 小さい 人 
達に 手指 文字を 教えました が、 その 中の 四、 五 人は、 彼女と 話せる 様になろ. ぅと 意気込んで 憶 
えたので す。 或る 少女は 彼女に ポルヵの 踊り 方を 教えて くれ、 又 一人の 男の子は 兎を 見せて く 
れた のでした。 彼女は すっかり 悦ん で、 その子を キスしたり 抱擁した りして、 すっかり 面 喰わ 
せて しまいました 0 

ヘレンは、 毛の ばさばさした 赤 眼の 尨大を 抱いて 写真を 撮って 貰いました。 その 犬は、 犬特 
有の なつっ こさで、 此の 小さな 貴婦人の 胸に クンクンと 鼻を 鳴らして もぐり 込む のです。 この 
貴婦人は すっかり 此の 犬が 好きに なって しまいました。. 
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ああ 総ての 物が 生れた 儘の 状態に 止って いたら どんなに 良い 事でしょう か。〃 新生の 仔犬" 
"新生の 犢 "それに，， 生れた ばかりの 赤ん坊" はへ レンを，， 何故？" と" どうして？々 で 夢中 
にして しまいます。" 蔦の 家" に 赤ん坊の 帰って来た 事が、 赤ん坊 や、 その他 一般の 生物の 起 
源に ついての 質問の きっかけに なった のです、" レイラは どこで あかんぼうを てにいれ たの 
?々 // どうして おいし やさ まは あかんぼうの いどころを しつて るの？：" レイラは おいし やさ 
んに 、とてもち いざい あかんぼうを くださいって、 いったの？〃〃 おいし やさんは どこで ガイ 
と プリンス (共に 犬の 名) をみ つけたの？/" どうして あかんぼうは、 H リザ、' 〈ス • H ヴ イリ 
ンの いもうとな の？/ …… と 云った 調子な のです。 此 等の 質問は、 時に 皆を 当惑 させて しまう 
様な 状況の もとで 発せられた のです。 そこで 私は、 何とか 手を 打たなければ ならない と 決心し 
ました。 ヘレンに 取って 質問す る 事が 当然で ある 以上、 それに 答える のが 私の 義務な のです。 
子供達が 折角、 観察と 判断力を 働ら かして 様々 の 事を 知ろうと 一生懸命に なって いるのに、 頭 
から 馬鹿な、 とか、 そんな 事を 尋ねる ものでは ない と 云って きめつけて しまう のは 許し 難い 事 
だと 思う のです。 第一歩から、 私は、 ヘレンの 質問に 私の 能力の 及ぶ 限り、 納得が 行く よう 
に、そして正確に答える様にづとめてきました .° 

どうして 此の 問題 だけを 特別 あつかいに しなければ ならない というので しょう か。 私は 自問 
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してみ ました。 そして、 それには 何ら 確固たる 理由がない の だと 確信し ました。 あると すれ 
ば、 それは 肉体的 実存への 慨歎すべき 無知な のです。 私が、 経験 豊かな 天使なら ば 誰でも 尻 込 
みして しまう 問題へ、 無謀に もぶ つかって 行こうと する のは、 私の 無知が させる わざで ある 事 
は 解って います。 此の 問題に 関しては、 いいえ、 此の 問題 だけに 限りません、 教育 全般の 問題 
でで も 同じ 事な のです —— 信頼して 相談を 持ち かけれる 様な 人が 見当らない のです。 私の 唯一 
の 方法は、 がむしゃらに 突き 当って 行く 事. であり、 間違いから 学び 取って 行く 事です。 この 方 
法 だ 于ユ 間違って いないと 思います。 私は、 生物は 如何に 生育す るか、 という 本を 抱え、 ヘレ 
ンを 木蔭に 連れて行きました。 その 木蔭は、 今まで も屢々 読書したり、 勉強した りする 所で 
す。 私は、 解り 易い 言葉で 植物の 生活 史を 話して やりました。 

皮 女に 春に 卜 麦 やえん どうや、 西瓜の 種を 播 いた 事を 思い出させ、 庭に 生えて いる 丈の 高い 
小袁 やえん どうや 西瓜は、 あの 種から 成長した の だと 話して やりました。 私は、 大地が どうい 
う風にして種を温く、そして湿潤にしておき、それから銮が強いカで芽をふき、光と空気の中 
に 伸びて 行き、 そこで 息をついたり、 日光浴を したりして 次第に 成長し 遂には 花を 咲かせ、 沢 
山の 種を 実らせる か、 そして その 種から 走ん 坊の 植物が 生れる の だと 説明し ました。 又、 植物 
と 動物の 共通点を 引き、 種は 動物の 場合だった ら卵に —— あの 鶏 や 小鳥が 産み、 母鳥が あった 


めて 雛が 孵え る 様に する 卵に 当る の だと 教え まし ^ 私は、 総て e 生命は 卵から 生れる という 
考えを うえつけて やった のです 。母鳥は 巣に 卵を 産み、 雛が 生れて 来る まで それを 温め 続ける 
という 事、 母 魚は、 魚の 赤ん坊が 孵え るまで 温く、 そして 危険の ない 所に 卵を 産む 事な どを 例 
に 5 き 卵は 生命の 摇籠 だと 話しました。 それから、 犬 や 牛 や 人間な ど、 又 その他の 獣は 卵を 産 
む 代りに、 自分 達の 休の 中で 赤ん坊を 養う の だと 教えました。 此の 生殖 生活の 神秘は、 若し 直 
物 や 動物が、 彼等 Q 死んだ 後に 子孫を 残さな S たら、 此 S2S 意 ものが 居なくなる 
という 事を 指摘して 解いて やりました。 しかし、 性の 問題では 出来るだけ 話を 簡単し、 ただ 愛 
が、 子孫を 残す 事で とても 大きい 役割りを 果してい るの だとい う 事を 匂わして お— した。 私奶 
は 自分の 責任を 果 した 事で ほっ としてい ます。 或 程、 つまっ たり、 どぎ まさぎ せられた りして 
完全な 説明で なかっ た 事は 事実です。 然し、 私の 教え 兜に 悟らせる ものが あった 事は 確かな 
のです。 そして、 彼女の、 肉体的な 生活の 飲み込みの 早 さは、 子供が 先験的に 種族 維持の 法則 
を 知っ ている という、 私の 前々 からの 考えを 確かな ものにして くれました。 此の 先験的な 知識 
は 光に 当てられる 前の 写真 原板み たいな ものな ので あり、 言葉と 知性 こそが、 光、 にあた る 
ものな のです。 

一八 八 七 年、 八月 二十 七日 


て やります。 ベルが 起き 上って 大きい 呻を し、 外に 出ようと します。 

ヘレンは その 首 環を つかまえて 無理矢理に 坐ら せようと します 。そのす きに ミルドレッドは 
手紙を 奪って ゴ ソゴソ 這い 出します 。ヘレンは 捜しても 見つかち ない ので 犯人の 目星を ミル ド 
レッドに つけ、 赤ん坊を 呼ぶ 時の かすかな 声を 出します。 そして 立ち上り、 ゴソ ゴソと 云う 赤 
ん坊の 這い 廻る 音に 耳を澄ませる 様な 身振りを します 。やがて 何処に 居る か 見当が ついたら し 
く、 素 速く、 小さな 犯人の 後を 追います。 とっつかま えて 見る と、 小さな 犯人は 手紙を グシャ 
ダ シャ にして います。 それは 当然、 彼女に とって 我慢の 出来ない 事な のです 。彼女は 手紙を 取 
り 上げる や、 ピシャ とば かり 犯人を ひっぱたきます .0 此の 無言劇を 興味深く 眺めて いた ケラ ー 
夫人は 事 此処に 至る や、 だまって 居る 訳に 行かず ミル ド レッ. ドを 抱き上げました。 私 も 一緒に 
あやしながら、" あかんぼうに どんな 事を したの" と 彼女に 尋ねて みました 。彼女は まごつい 
た 様でした。 暫く 間を おいて" わるい あかんぼう てがみを たべた の。 ヘレン、 とても わるい あ 
かん ほうを ぶった の" と 答えた のです。 私は、 ミルドレッドは まだ 小さくて、 手紙を 食べて は 
いけない 事を 知らないの だと 教えて やりました。" あかんぼうに、 たくさん (何遍も) だめ だ 
といった の" というの がへ レンの 抗議な のです。 

私は、" ミルドレッドは あなたの ゆびが いう ことわから ない の。 みんなで かわいがって をり 


ましょう ね" と喩 してやりました。 

彼女は 肯 きました。  • 

"あかんぼうかん がえない、 ヘレン、 あかんぼうにたい せつなて がみ あげる" という や、 彼 
女は ニ 隙 £ け 上り、 籠に 包んだ ブレィ ル 式 点字の 手紙を 持っ て 来たので す。 それには 沢山 
の 言葉が 書いて ありました。 それを ミル ド レッ ドに 渡しな がらの 彼女の せりふは こうです。 
"ここに かいてる ことば みんなた ベても いい わ" 

一八 八 七 年、 九月 四日 

私が 公開 報告書の 資料を 書く 事を 引き受け たと 聞いて さぞ 意外に 感じた 事と 盾い ます。 それ 
を 引き受けた 動機は 何も 特別な 事では ない のです。 ただ、 いやでは 済まされな くな っ ^ 来た 事 
と、 ヶラ ー 大尉が すすめて 下さった からな のです。 彼は、 私が 私の 貴重な 経験を 多くの 人々 に 
頌ち 与える のは 当然の 義務 だと 云う アナ ゴス 氏の意見に 賛成な のです。 その上、 彼等は、 Z ヘレ 
ン の素晴 しい 進歩は 多くの 不幸な 子供達に 希望を 与える に違いないと いうので す。 

引き受け ては 見た ものの いざ 机の 前に 坐って 見る と、 私の 考えて いた 事は 凍りつ いた 様にな 
ってし まい、 どこから 手を つけた 方が 良い かさっ ぱり 見当が つかない のです。 ヘレンが、 噓で 
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i でもな く、 奮 響い f Is—。 看 fl の 事を— 

録 してみ たら、 彼— の墨を知つ ていました。. と 云 つても、 此 等の 言葉を 全部 正確 こ 吏 
1 という 豪では ない 5す。 時 S、 判じ物、 みたい— fft ます。 それ 丈 
ヘレンた けでは なく、 よく 纏り もしない 考えを、 出 f な 言葉で 表現し ようとす る 子供の 場合 
などには ごく— ふれた 事な のです。 彼女の 擊的 才能は 素晴らし. いものです し、— の— 
を 表現した りする 時な ど、 とても 豊かな 作文 力を 示め すので す。 

此の間から、 彼女は 色彩に 関心を 持つ よう— した。. 初等 教科書で" 茶色" という 言葉 
を見つけ、それを説明してくれというのです 0 私が、ぁなたの髪は茶色だと云いますと、"ち 
ゃい ろつ て、 とつて— れいな の" とい 5 のです。 私は、 家中を 廻つ て、 彼女の 指先に ふれる 
I の 色を f ました。 彼女は.、 今度 sf 審 小屋に 行こうと f のでした が、 もうく た 
くた にな？ レた ものです から、 明日の 事に しまし ようね、 と 責任を 廻 避せ ざを 得な かつた の 
です。 私— ン モックに f たのです が、 そこで も 全然 休めませんでした。 ヘレンは、— 
とたく さんの 色を 仕切りに 知りたがる のです。 私には、 彼女が 不具になる 前の 色 や 音の 印象を 
また ダわず f るので はない かと 思われる のです。 意識を 伴わない と 5 え、 •生後 一年 半 も 見 
聞 L て t れは 相当 明瞭な 印象を 受ける ものと 考えられます。 その 証拠に、 彼女は、 さわる だナ 


では 到底 感受 出来そう もない 云を 沢山 知っている のです。 例えば、 空 や、 昼、 夜、 それに 太洋 
や 山な どに ついては 仕切りに 質問し ます。 そして、 私が 絵で 見たり した ものに ついて 話す のを 
とても 悦 ぶので す。 

つい 横道に それました が" いろって どんなき がする ものな の"、 というの が、 ヘレンの、 ハ 
ンモ ックに 揺られな がらの 寝物語り だった のです。 私は、 私達が 幸福な 時、 周囲は 明るい 色 だ 
し、 悲しい 時は 暗い色な の だと 話して やりました。 と、 彼女は、 ぱっと 気がついた 様に、 ヴィ 
ニィの 考えは 黒 いんだ わと いうので す。 彼女 か 考えに 依る と、 人の 考え 1 皮膚の 色に 一致す る 
という 事になる らしい のです ね。 私は 思わず 吹き出して しまいました。 だって 丁度 その 時、 ヴ 25i 
ィニィ が キン キン 声で 

良い 気になって、 瑠璃の 寝床に ゃ 眠る 奴等を、 

と 思ったら、 もん どり 転げる、 そんな 奴等を 見たい もの、 ああ 見たい もの、 

と嗔っ ている のが 聞え て 来たんで す もの。 

一八 八 七 年、 十月 三日 

公開 報告書の 資料は やっと 書き上げ、 すぐに 送りました。 写しを ニ 組 取って ますので、 一組 


お送りし ます。 でも 誰に も 見せないで 下さい。 出版され るまでは アナ ゴス 氏の ものです から。 

へレンの手紙は、子供達をさぞ悦ばせ.たと思います。子供の表現をかりると、あ1ユ彼女の 
"頭から 作り出" された ものな のです から。 

彼女は、 ボストンに 行ったら、 あれ もしよう、 これ もし なれば、 と、 とても 楽しみにして い 
.ます。 先日 彼女は、 ボストン や、 そのほかの もの 全部を っくっ たのは 誰、 と 尋ねる のでした。 
又、 彼女の 云う 所に 依る と、 赤ん坊は 一日中 泣いて いるから、 ボストンに 連れて行 って 貰えな 
いそうです 0 

一. 八 八 七 年、 十月 三日 

先日へ レンは 又 一通の 手紙を 書き、 父親に 頼んで アナ ゴス 氏に 郵送して 貰いました。 見 泛 
て 載く と 良い と 思います。 彼女は ひとりでに 代名詞を 使うよう になり ました。 今朝 私は、〃 へ 
レン おに かいに ゆきなさい" と 云った のです 0 ，と、 彼女は、" せんせい まちがって いる。 あな 
たおに かいに ゆきな さいって いうの よ" と 云って' 笑う のです。 此れ こそ 刮目すべき 進歩な ので 
す 万事が 此の 調子で 阼日の 不思議は 今日の 日慕鈑 事に なり、 今日の 難問 も 明日は 贱 っぶ 
しにな ってし まう のです 0 
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ヘレンの 進歩は 一緒に やって いても 楽しい 程です。 甞 って 此んな に 忙しく、 そして 楽しい 教 
育を する 事が 出来た 先生が 一人で も あった でしよう か。 私は 余程せ ぐり 合せの 良い 星の 下に 生 
れ たもの らしい のです。 此の頃 一層 その 感を 深く しています。 

先週、 アナ ゴス 氏から 手紙を ニ 通 貰いました。 彼は、 私の 資料を とても 悦んで くれてい ま 
そして 此 度は、〃 可愛い ヘレンと、 優秀な 先生の 写真を、 近く 出版され る 事に なって いる 
公開 報告書に 花を 添える ために お送り 下さい。" というの です。 

一八 八 七 年、 十月 二十 五日 

此の 手紙 がっく 前に、 ヘレンの 二通 目の 手紙を お読み下さった と 思います。 ニ' 通の 手紙を 較 
ベて 見て、 ヘレンの 文章が 如何に 進歩した かお 気附 になった でしょう。 毎日 彼女に 接して いる 
人 だけが、 彼女の 素晴らしい 言葉 獲得 能力を 本当にす る 事が 出来る のです。 お 気附 きになった 
でしょう が、 彼女は 代名詞を まちがいな しに 使って います a 日々 の 会話で も、 滅多に それを 拔 
かしたり 間違った りする 事が ありません。 彼女の 手紙を 書こうと する 愁 望と、 自分の 頭の 中に 
ある 事を 文章に 書き表 わそうと する 慾 求は 日々 に 強くなる ばかりです。 

彼女は、 想像力が 欠くべからざる、 お 話、 を 作る ように さえな ってい ます。 彼女は、 朧げな 
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がら、 自分が 普通の 子供達と 違って いる 事に 気がっき 始めて います。 先日、 彼女は" あたしの 
め、 なんの やくにた つの" と 尋ねた のです。 私は、 私達は 眼で 物を 見る 事が 出来る の だが、 あ 
なた は 指で 見る 事が 出来る と 答えて やりました a 一寸 考えて いました が" あたしの め わる いん 
だ わ" と 云い〃 あたしの め、 びょうき なんだ わ" と 言葉を 換える のでした。 

ミス •サリヴァンが、 一八 八 七 年に 出版され た パ ー キン ス 盲学校 公開 報告書に 発表した 第一 
回の 記録は、 此れまでに 掲載した 手紙で あます 所な く 述べられた 事の 要約で ある。 次に、 あ 
.の、 水、 という 物を 覚えた 特記すべき 四月 二十 五日 以降め 事を 記録した、 その 最後の 部分を 載 
.せる 事に する 0 

此の 記録では、 ミス •サリヴァンは 勉強を 規則正しく やった 様に 書いて いる。 これは 要点を 
抜き出す 必要から 起った ものである 。事実、 勉強、 などと いう 形式 ばった ものを、 毎日 続けて 
.やったら たまった ものでは ない。 

或る日 私は 彼女を 井戸 小屋に っれて 行った。 一 

永が ポンプから 溢れ出た 時" みず" と 書いて やった。 彼女は 繰返して くれと 私の 手を 軽く 叩 
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き、 顔を 輝かし— 分で も 書いて 見た。 丁度 その 時、 i が 彼女の 妹を 抱いて 入っ て 来たので 
手は 彼女の 手を 握り それで 赤ん坊の 休に， あかんぼう" と 書かせて やった 。すると 彼女は、 
失 性的な 光に 顔を 輝かせながら、 自分 一人で それを 繰り返した 〇 家に 戾る 途中、 私は 彼女の 智 
がふれ る 総ての 物の 名前を 教えてや った。 彼女は 同じ 物を 繰り返して 尋ねる S 事は しな かっ 
た。 いくら 長い 名前で も、 又 合成 名前で も 直ぐに 覚えて しまったので ある。 例えば、" 忘れな 
草" とか、" ヘリ オト ロ ー プ "とかを より 短い 名前と 同じ様に たやすく 覚えた ので ある。 八月 
末 現在まで 六 ニ 五の 単語を 知っている 0 

私は、 その 次に、 場所、 を 示め す 言葉を 教えて やった。 彼女の 帽子は 箱の〃 中に 入って お 
り、 それを 頭の" 上に"。 覆る、 などと いう 前置詞の 事で ある。 彼女は、〃 上に" と" 中に 
の 違 I にす くに 気附 いたが、 それを 実際に 使うよ るになる までは 少 々の 時日を 要した。 どんな 
勉強の 時で も、 彼女は すぐに 実物を 利用す る。 例えば、 椅子の" 上に" 立ったり、 衣裳 戸棚の 
"中に，： 入ったり して 悦んで いる。 前置詞と 一緒に 彼女は、 家族の 名前と、 あらいる 動詞、 を 
覚えた  ヘレンは I しようと だな の 中に い， る々" ミルドレッドは ゆりかごの なかに いる/、 

はこは テ ー ブルのう えに ある"〃 パパは ベッドのう えに いる" などは、 四月 下旬 頃の 彼女の 
作文の 傑作で ある。 
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次いで、 形の ある ものの 性質を 教えた。 最初に、 大きい 毛糸の まりと、 紛の 玉を 与えた が、 
すぐに 気がついた のは、 その 大きさの 違いだった。 鉛の 玉を 手に して、 手の 裏 皮を ちょっとつ 
.まみ 上げる、 小さい という 合図を し、 毛糸の まりを 指して、 大きい と 云う、 両手を 大きく 拡げ 
る 合図を した。 私は、 それらの 合図の 代りに、 小さい という 言葉と、 大きい、 という 言葉を 教 
えて やった。 それから 彼女は、 硬さの 相違に 気がつき、 柔い 、という 言葉と、 硬い という 言葉 
.を 覚えた。 彼女は、 妹の 手に さわって 見て、 母親に" ミルドレッドの ては ちいさくて、 かた 
い" と 云ったり する の. である。 次に 教えた のは、 早い、 と.、 遅い、 という 言葉だった。 彼女 
はいつ か 私の 糸巻きに 手伝った 事が ある。. 初めのう ちは 皁かっ たが そのうちの ろくなって 来た 
めで 手を 取って 実地に 教えながら、" はやくし ない" とか" おそくしなさい" とか 書いて やっ 
.た。 次の 日 私達は 体操を L ていたの だが、 彼女は、" ヘレンは やくす る" と 云って 早く 歩いた 
り、〃 ヘレン おそくす ると" 云って は ゆっくり 歩く のだった。 

私は そのうち、 彼女に 印刷され たものを 読む 方法を 教える 必要を 切実に 感じ 始めた。 そこ 
.で、 小さい 力 ード.に盛り上った字で、"はこ"と印刷されたのを実物の箱の上に載せるという 
方法を 思い. つき、 沢山の 例で 実験した の だが、 力 ー ドに 書かれた 字が、 実際の、 物、 を 意味す 
.る 事を # 々飲み込めな かった 6 そこで 私は A という 字を 掌に 書いて やりながら、 ABC 表の A 
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という字にさわらせた。そうしているうちに彼女は私が書く字を入30表から拾い上げる事が 
出来る様になり、その日のうちに八30の大文字と小文字を全部覚えてしまった0それで私 
は、 初等 教科書の 一 頁 目を 開けて、" ねこ" と 書き、 その 単語を 拾わせた 〇 彼女は 訳なく そて 
を 見つけ、 今度は 犬と いう 字な どもっ と 沢山 書いて くれと 云う ので ある。 所が、 その 本には ブ C 
ん なに 多くの 言葉が 載って いなかった ので、 私は 彼女の 気 嫌を 損じて しまった 。その 時 ® よ凸 
版の 本を 持って いなかった ので、 彼女は 終日 自分の 本で 言葉 捜しを していた 。自分の 知ってい 
る 単語を 捜し当てた 時の 彼女の 表情は 幸福 そのもので あり、 心なし か、 その 顔附 きも 段々 しま 
って 来たよう である。 此の間、 私は アナ ゴス 氏に ヘレンが 知っている 単語の 表を 送り、 それを 
凸版に して 載いた。 彼女の 母親と 私は それを ばらばらに し、 彼女が 文章に 並べる 事が 出来る 様 
にして してやつ た。 

彼女は とても 悦び、 文章を 書く 上で 大きな 進歩を 見せた ので ある。 此の、 紙片で 文章を 書く 
事から、 それ^ J 紙と 紛 筆で やる 事を 覚えさせる のは 何の 困難 もなかった 。そのうち 彼女 t、 今 
までの 様に、 教わっ た 文章を 書いて る だけでなく、 自分の 頭に 浮んだ 考えを 書いて 見ようと す 
るよう になった。 私は 彼女に 書かせよう とする 文章を 点字 板の 上に 書き、 それに さわらせ、 そ 
れ から、 彼女の 手を 取っ て、" ねこが ミルクを のむ" という 風に 書かせて やった。 それを 書き 
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上げた 時の 彼女の 悦びょう は 大変な ものだった 。母親の 所に 持って行った が、 母親は、 正に そ 
の通りの文章を彼女の掌に書いてくれたのだった。 

毎日 毎日、 彼女は 飽む事 も 知らない 様に 條の ついた 紙に 字を 書いて いる。 

彼女は、 自分の 考えて いる 事を 紙に 書く 方法を 覚えた ので、 今度は、 それを ブレィ ル 式 点字 
で 書く 事を 教えた。 彼女は 自分の 書いた 事を、 自分で 読める 事に 気がついて 非常に 悦び、 今 
でも 夢中に なって いる。 そして 夜、 寝る までの 間は、 机に すがり づ いて、， 特別に 忙しい 頭に 去 
来す る 考えを 書く 事に している。 出来 上った もの も、 それ 程の 苦労な しに'  私達に 読める。. 

彼女は 算数で も 驚ろ くべき 進歩を している。 百 以内の 加え算 や 引き算は とても 素 速く やって 
のける し、 五の 段までの 九九に も 同様で ある。 彼女は 此 0: 間、 四十は 何の 何 倍 かとい う 事を 仕 
切りに やって いたが、 私の  > 四十は ニの 何 倍 か" という 問に 対し、 ニ かける 二十は 四， 十と 間 髪 
を いれずに 答えた。 それで 私は、 十五の 三倍は、 という 問題を 出した。 三つの 倍数を たどって 
行ければ 良い がと 思い、 彼女に 解けない 事は ない と 確信して いたの だが、 即座に、 十五の 三倍 
は四十五と答えられた時は、_然とさせられざるを得なかった。 

彼女は、自分達は白く、召使いは黒いと聞いて、職業に依り皮膚の色-が一定していると虱い 
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込んで しまった。 召使いの セは、 というと いっも 決って〃 黒" と 答える ので ある。 何時か、 彼 
女の 知らない 職業の 人を 皮膚の 色を 尋ねられて はたと 当惑して しまい、 苦し まぎれに" 青" と 
答えた ので ある。 

彼女は 今迄" 死" とか" 埋葬" とか 云う 事を 聞かされた 事がなかった？ いっか 彼女の 母親と 
私と. ー緖 に、 墓場へ 花摘みに 行った 時、 彼女は 両手で 眼を 覆い、 繰り返し 繰り返し、" なく— 
丨な く"。 と 書く のだった。 そして 彼女の 眼には 涙が 溢れて いたので ある。 

或る日の 散歩で、 彼女は、 随分 離れて いたの だが、 近くに 兄が 居る 事に 気がっいたら しかっ 
た。. その. 名を 呼びながら、 彼の 方に 齪 けて 行った ので ある 0 

彼女は、 散歩 や 乗馬の 折な ど、 殆んど 会う 人 毎に. 名前を 尋ね、 二度目に 会った 時には その 人 
の 名前を 云い 当てる ので ある。 

此処で また 手紙を 続ける 事に する。. 

私達は ヘレンを サ ー カスに 連れて行き、" とても 生き生きした 時" を 過し ました 〇 サー カス 
の 人々 は、 ヘレンに 深い 同情を 寄せ、. あらゆる 方法を 尽 して、 彼女に 深い 印象を 与えょう とし 
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ま" にお じけ づい たのです。 曲乗り や 綱渡り、 それに 道化 使な どは 寸暇を 盗んで 此の 小さい 盲 
の 少女に、 彼等の 衣裳を 手 さぐり させて くれました。 彼女は 感謝の 意を 表する ために 満遍なく 
キスを してやる のです .0 彼等は 大業に 悦んで 見せたり しました が、 ボル ネオの 未開人は、 此の 
小さな 天使に きまる がって 尻込みす る だけでした。 彼女は ロを 開けば サ ー 力 ー スの 話を してい 
ます。 彼女の 質問に 答える 為に、 私は 沢山の、 動物の 事を 書いた 本を 読まなければ ならない 羽 
目に なって しまい、 全く 目の 廻る 様な 忙し さです。 

一八 八 七 年、 十一月 三日 

ヘレンは、 クリスマス、 クリスマスと、 一日中 クリスマスの 事を 云って いますが、 私には ど 
ぅしても クリスマスが 近いなん て 思いません 。一緒に 過した クリスマスの 事、 ょも やお 忘れ ぢ 
やないで しょぅね。 

ヘレンは やっと 時計を 見る すべを 覚えました。 彼女の 父は、 クリスマス •プレゼントに 時計 
を 買っ て やる と 約束して います。 

ヘレンは、 見た 事 もない 程、 お 話の 好きな 子供です。" 赤い 騎兵の 頭巾" を、 終りの 方から 
でも 語れる 位、 何度も 何度も 繰り返え させます。 彼女は 特に、 彼女の ^ ^ いえ 私達 皆の 涙を そ 
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\ る 様な お 話が 好きな のです。 …… 何の 心配 も 無い 時に、 悲しい 話しを 聞いて 涙を 流す のは 気 
持の 悪い 事で： はない のです けど ー •私は 今、 韻文 や 韻の 事を 教えて います。 此れは 子供達に 楽 
しし 届い 出を 残します し、 理解力を も 増進させます 。その 訳は、 とても 想像力を 刺戟す るから 
です。 勿論 管々 しい 説明は しません。 そんな 事を してたら、 折角の、 鐘を 働ら かせる 機会が 
なくなって しまう でしょう 。繁 鎖な 説明は、 子供達の 注意を 個々 の 単語 や 文章に 向けて しま 
い、 全体としての 美し さを 把握 出来ない ょうにして しまう のです o s i'、 可 人たり とも、 単語 
や 学術 的な 文章に 気を 配って いる 間は、 全体としての 思想を 握む 事が 出来る ものでは ない と 虱 
つてい るので す。 

一八 八 七 年、. 十二月 十二 日 

自分は 此の世の 中で 必要と されて いる 者 だ、 とか、 或る人に とって 欠くべからざる 存在な の 
だ、 と 云う 風に 感ずる 事は 本当.. に 素晴らしい 事です。 何 かにつ けての、 ヘレンの 私への 信頼 
は、 私を 強く し、 そして 有頂点に ならせる のです。 

クリスマスの 準 傭の いそがし さは 当方と て 例外ではありません、 ヘレンは、 子供 パ i アィに 
招待され ています。 出来るだけ、 たくさんの パ 1 アィに 連れて行 きたいと 思っ ています。 出来 
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る だけ 多くの 子供達と 知り合って 一緒に 遊ぶ 事を 願って いるので す。 数人の 女の子は 手指 文字 
を 覚えて 得意に なって いますし 、七つ 位でしょう か、 一人の 男の子は 無理矢理に 覚えさせられ 
てへ レンに、 自分の 名前を 書いて みせて くれました。 ヘレンは 夢中に なって 悦び、 その子を 抱 
擁したり キスしたりして、すっ.ヵり面啥わせてしまいました。 

土曜日に、 学校 子供達が クリスマス •トリ ーを 作って 貰った ので、 私は ヘレンを 連れて行 っ 
て 来ました。 それは、 彼女が 生れて 初めて 見る クリスマス •トリ ー だった のです が、 とても 当 
惑した 様で、 矢継早 やの 質問を しました。" だれが うちの なかに きをう えたの？/" どうして 
? ""だれが、 きに さまざまの ものを つるした の？"。 彼女は 一本の 木に 種々 の 実が なって い 
るのに 承服 出来ず、 それを むしり 取り 始めた のです。 てっきり、 此の 木は 自分への 贈物 だと 思 
ったので す。 でも、 それが 皆の 物で あると いう 事を 理解させる には 手間が かかりません でし 
た。 彼女は、 一人一人の 子供に 贈物を 手渡しても 良い と 云われて とても 悦びました。 又、 彼女 
への 贈物 も 用意され ていたの です。 彼女は 自分が 貰った ものを 椅子の 上に 置き、 全部の 子供達 
が 貰い 終る までは 開けて 見ようと しません でした。 と、 一人の 小さい 女の子の 贈物が 他の 子供 
達より 少ない 事に 気がついた 彼女は、 自分のを 分けて や るんだ と 云って き \ ませんで した。 そ 
れに 子供達の、 ヘレンへの 思いやりは、 傍で 見て いても 心 温る ものだった のです。 お 祝は 九 時 
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に 始まり 終った 時は 一時でした。 私は、 指先 チクチク痛み、 頭は ふらふらに なって しまい まし 
たが、 ヘレンは 平気な もので、 家を 出た 時と 少しも 変って いません でした。 

夕食が 済む 頃から 雪が 降り出し、 私達は 楽しく 雪遊びを しながら、 興味 律々 たる 勉強を する 
事が 出来ました。 日曜の 朝起きて 見る と、 満目 銀世界です 。ヘレンと 料理人の 子供、 それ こ i 
は、 雪達磨を 作っ て 興じました が、 お 午 頃までに はすっ かり 溶けて しまいました。 此の 雪は、 
当地に 来て 初めての ものです 。私は 些か ホ ー ム •シック 気味です 。クリスマス 週間 中、 ヽ \ ン 
は 貴重な 勉強を し、 三 四十の 新しい 言葉を 覚えました。 

本当に 何 週 かかの 間、 蠢は クリスマスの 事 だけを 話題に していた のです。 実に おびただし 
い 程の お 話を したり、 本を 読んだり しました。 勿論、 私は 出て 来る 程の 言葉は 説明 出来' ません 
でした。 自然、. 彼女が 隅から隅まで 理解 出来た とは 云えません。 然し、 同じ 言葉は、 繰り 管 
れ ている ぅちに 頭に こびり つき、 自分の 方から 意味を 明かに する のです。 私は、 会話の 習得 だ 
けを 目的に した、 お 坐な りの 勉強には 好意を 持てません。 第一 馬鹿げ ています し、 それ こ退围 
で やりきれません。 話し、 は 自然で なければ ならない と 同時に、 お 互いの 感じて いる 事を 交換 
し 合ぅ 事が 興味の 焦点に ならなければ ならない と 考える のです 。子供の 頭の 中が 空っぽな 時に 
，猫" とか" 小鳥" とか" 犬" とかと、. ばらばらな、 無味乾燥な 言葉を 黒板に 書いたり する 事 
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は 何の 意義 もない と 思う のです。 私は 初めから、 自然に 話しかける 様に し、 本当に 面白い な、 

と 思った 事 だけを 話す 様に 仕向け、 又、 本当に 知りたい と 思って いる 事 だけを 尋ねる 祿に 導い 
て 来ました。 とても 話したがって いるのに、 言葉を 知らなくて 出来ないで いるの だな、 と 見て 
取った 時は、 その 単語な り、 熟語な りを 補って やります、 此の やり方は とても 素晴らしい 効果 
を あげてい ます。 言葉の 意味を 管々 しく 説明して やらなかったら、 子供達は 何も 覚えない でし 
まう のでは ないかと いう 心配は、 子供達の 熱心な 知識 愁を 見逃して いる 人々 だけが 持つ ものな 
のです。 若し 子供の 知能 力を 測定す るのに、 言葉の 意味を 説明す る 事 だけに 頼ったり したと す 
ると どんな 事になる でしよう か。. もし そんな 事に なったら、 私 なぞは、 尋常 小学校の 一年生 か 
ら やり直さなければ ならな くな ってし まう でしよう。 

ヘレンの、 クリスマスのは しゃぎ 様ったら ありませんでした。 勿論 彼女は ストッキングを 吊 
しました。 それ も、 サンタ •クロ ー スに 見落されたら 大変と ばかりに 両方です。 そして、 べッ 
ドに 入って から も、 何 か 変った 事が 起って ないかと、 二度 も 三度 も 起き 上って 見る のです。 
サンタ •クロ ー スは 眠らない うちは 来ません よ、 と 云われる とさっ そく 眼を つむり "サンタ • 
クロ ー スは もうね むった とお もってる わね" と 云う のです。 翌朝 彼女は 誰よりも 早くは ね 起 
き、 ストッキングを 調べに、 炉辺に とんで 行きました。 両方の ストッキングに 贈物が ぎっしり 
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先日へレンは"祖父"と云う言葉を見つけて、母親に"おじいさんはどこにいるの"と自分 
の 祖父の 事を 尋ねる の. でした。 ケラ ー 夫人は // おじいさん しんだ の"、 と 答えました。" おと 
うさん が うちころした の、" ヘレンは 続けます。 そして 更に" ばんごはんと きお じいさん をた 
ベたい わ"。 というの です。 お 解りの 事と 思います が、 彼女の、 死、 は 食べられる 動物に だけ 
結びついて いるので す。 彼女は、 父親が 松 鶏 や 鹿な どを 獲って 来る のを 知って るので す。 

今朝 彼女は" だいく" の 意味を 尋ねました が、 それが 今日 一日の 勉強の 材料に なりました。 
大エが作る種々のものについて質問した後で、彼女は"だいくがあた1をつくったの？"とい 
うのです。 そして 私の 答え も 待たず" いいえ、 シ H 1 フィ ー ルドの しゃしんや さんがつ くった 
んだ わ" と凉 しい 顔を する のです。 

シ H 1 フィ ー ルドに 大鉄 工場が 建てられ たので、 私達は 先日の 夕方 その 作業を 見学に 行った 
のでした。 ヘレンは その 火気を 感じて、" たいょうが おちて きたの 力と 尋ねる のでした。 

一八 八 八 年、 一月 一日 

報告書は 阼晚 受け取りました。 アナ ゴス 氏の、 ヘレンと 私に 対する 好意は 有難い と 思って ま 
すが、 あまりに 誇張した 云い 方には 気分を 害されて います。 真実、 程に 感銘を 与える ものは な 


267 


い 箸です のにね え。 一例を 云う と、 どうして、 あり もしなかった 動機な どを、 あった 事に して 
下さった ん でしょう 。あなた も 御存知の 害です し、 彼 も 知らない 箸は なく、 私 も 忘れは 致し ま 
せん。 私が、 此処に 来た 動機は、 決して、 博愛 精. 神に 基いた ものではなかった のです。 ホー博 
土の 精神に 誇 吹され て、 此の 小さい アラ、' ハマ ッ子を、 暗黒と 蒙昧の 深淵から 救い出そうと 奮い 
立った、 なんて 何処から 拾って 来た 文句なん でしょう ねえ。 私は、 自分で 自分の 生活費を 稼ぎ 
出さなければ ならない という だけの 理由で.、 最初に 見附かった 仕事に とびつ ハた のです。 比の 
仕事に 適任 かな どとは、 私 も 考えませんでした。 彼 だって 考えた 害が ありません b。 

1 八 八 八 年、 一月 九日 

ヘレンの 手紙 受け取って 下さった 事と. 思います 〇 此の 小さい おてんば 娘 t、 鈴—、 ぶ どで 
は、 金讓 書かない と 決め込んで しまいました。 今朝、 7 ランク 叔父さんに 書きな さいと 云っ 
たのです が 承知し なかっ たのです。 彼女の 云い 分は、" えんぴつで かくと、 あたまが つかれる 
わ。 フランク おじさんに ブレイ ルで かく わ" なのです。 私は、" だっ て、 フランク おじさんは 
ブレイ ルよ めません よ." と 云いました。" あたし おしえて やる わ" 彼女は 云う のです。 そこで 
私は、 フランク 叔父 様は とても 齢が いって いて、 簡単に ブレイ ルを 覚えれ ない の だと 説明して 
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やりました。 と、 間 髪を 容れ ず、 ガフ ラ •ンク おじさん たくさんと しを とつて るから、 ちいさい 
じよめ ない わ" と 逆襲す るので す。 そして、 やっと、 三、 四 行で 良い からと 説得す る 事が 出来 
ました。 彼女は、 七れ を 書き上げる までに、 鉛筆の 芯を 六 回 も析っ たのです。" あなたい けな 
いこね と 云って やる と、" う うん." 彼女は 答える のです。 びえん ぴつ よわいの。" 彼女が 紛 
筆で 書きたがら ない 理由は、 とても 沢山の 友達 や、 又 未知の 人から、 優れた 手紙を 求められて 
(るた めじ ゃない か、 と 思って います。 あ なた も、 盲学校の 子供達が、 どんなに それを 嫌がる 
か 御存知の 箸です。 早く も 書けません し、 自分が 書いた 事を 読め もしなければ、 誤りを 訂正す 
る 事 も 出来ない のです。 

ヘレンは、 益々" 色" への 興味を 深めて 来ました。. ミルドレッドの 眼は 碧い、 と 教えて やる 
と、" ちいさな 空みたい？" というの ^ す。 それから 一寸 経って から、 先刻 私が あげた 力 ー ネ 
1 ショ ン尤 赤、- と 云う と、 唇を すぼめて" くちびるは ももいろの 力 ー ネ ー ショ ン ね" と 答える 

のです。 私 ^ 、" チュ ー リップ (ツゥ •リッ ブス、 二つの 唇 訳者)， だと 云って やり まし 

たが、 勿論、 此の 酒 落は 通じませんでした。 私には、 彼女が 生後 一年 半の 間で 得た" 色" の 印 
象が 全く 消えて しまって いるとは どうしても 思えません。 見、 聞きした ものは、 心の 隅の 何処 
かに 残って いるものです。 成程、 それは、 はっきりと 意識し ようとす るには、 あまりに 混乱し 
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た、 そして ぼんやりし たもので しょう。 でも 残つ ている 事には 変り ない のです、 あの 暮 光に 薄 
れて 行く 景色の 様に。 

一八 八 八 年、 一月 二十 六日 

私達は 昨夜 家に 帰つ て 来ました。 メンフィスでは とてもた のし かつた のです が、 私の 保養 
にはバノしもなりませんでした。ドライヴ、昼食会、お招きなどと.、へレン見たいに明るくて、 
疲れ 知らず の 子供と 一緒に 居て は、 つい 引きずり 込まれないで はおれない 昂奮と 感激の 連続 だ 
つたので す。 私は ただ 惘然 £ ている だけで、 若し、 幾人 かの 若い 人達が 手指 文字を 習つ てく 
れ なかつ たら、' 何 sf 出来ない 程でした。 彼等は 何くれとなく 私を 助けて くれたの です。 
それ にも拘らず、 半時 間と 静かに 過す 事が 出来な かつた のです。 いつも こういう 調子な ので 
す。， おお、、、/ スサ リヴ アン、 早く 来て！ ヘレンは 何と 云つ てるの"。 とか" ミス •サ リヴ 
アン ルの 事へ レンに 説明して 下さいな。 私達では 解ら す 事が 出来ない のへ 等々。 私は、 メ 
ンフ ィスの 白人 人口の 半分は 私達を 尋ねて 来たので はな かつた かと 思つ ています。 ヘレンょ、 
壤れ てし ま レは せぬ かと 思われる 位に 愛撫、 _ されました。 でも 生憎、 彼女は、 壤 される こ 
は あまりに も 丈夫で、 元気す ぎました。 
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メンフィスの 商店は とても 良心的でした。 お， 陰 様で 財布の 底を はたいて 帰って来 ました。 
或る： n ヘレンは 云う のです。" ナン シイ に、 とっても か あいぼう しを かって やらなくて i 
私は" そうね、 お 午から 買物に 行きましょう "o と 同意し ました。 彼女は 一 弗 銀貨と、 十 山 銀 
^1; を 持って いました 。店頭で 私は、〃 ナン シイの 帽子は いくら 位の が 良い の。" と 尋ねる と、 
座に ，じっせん とのよ" と 云う のです。" 一 弗 銀貨では 何を 買う の。" と 私は 更に 問い ま 
した。， おみやげに、 とても おいしい おかしを かう の、" というの が 彼女の 答えでした 0 
私達は 株式取引所と 蒸気船を 見に 行きました。 彼女は 蒸気船に 興味を 煽られ、 機関室から マ 
ストまで 全部 見せても らうの だと いってきき ませんで した。 ネイ ション 誌、 がへ レンに ふれた 
丈 章を 載せて いたのには 悦 ばされ ましたの 

ヶラ ー 大尉は、 例の 報吿 書なる ものが 発表され てから 二通の 興味 ある 手紙を 受け取り まし 
た。 一通は アレ キサ ンダ ー •グラ ハム •ベル 博士から、 もう 一通は エド ヮ ー ド •ヱ ヴ アレ ッ 
ト •ヘイル 博士の ものです。 ヘイル 博士は、 專が ヘレンの 遠縁に あたる のを 誇りに 思っ てら 
っ しゃる のです。 ベル 博士の 手紙は、 ヘレンの 進歩ぶ りは、 他の 不具者が 真似の 出来ない もの 
たと して、 その 先生に 盛んに 嬉れ しがら せを 云って くれてい ます。 

一八 八 八 年、 二月 十日 
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昨日は 忙しくて、 手紙を 書き 了え る 事 も 出来ませんでした。 ミス • H ブが ヘレンの 習得した 
: 言葉の 表を 作る 手伝いに 来て くれてい ます。 

やつと P の 所まで やりました が、 それまで 九 百 語を 教えて います。 ヘレンは 三月 五日から 日 
.記を つけ 始 .めて います。 果して どの位 続く もの かは 解りません。 此んな 事は 馬鹿 気た 事 だと 思 
'っています。今の所ではとても面白がっています。彼女は、自分の知ってガ限りの事全部を書 
- くの が 面白い らしい のです。 

次の 文章 ■は、 日曜日の ものです。  • 

"わたくしは、 おきては、 ことか おを あらい、 かみを： とかし、 つゆの ついた 三 ぼんの すみれ 
,をつんでせんせいにあげ、ごはんをたべました。ごはんがすんでか，ら、すこしにんぎようとあ 
冬び ました。 クロスは、 ないたり、 けつたり します。 わたくしは、 おおきい、 こわい どうぶつ 
め ほんを よみました。 こわい ものは とてもき げんが わるくて、 つよくて、 とても おなかが すい 
でい ます。 わたくしは、 こわい どうぶつ' はさら いです。 わたくしは、 ジ H 1 ムズお じさんに お 
，てがみを かきました。 かれは ホット •スプリングに すんで います。 かれは おいしゃさんです。 
.おいしゃさんは びようき のこ どもを なおします。 わたくしは びようき はきら いです ◦それから 
•ど はんを たべました。 わたくしは たくさんの あいすく り ー むが とてもす きです。 ごはんが すむ 
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と、 おとうさんは、 とおい パ I ミン ガムに きしゃに のっ て ゆきました 〇 ロバ ー トか らおて がみ 
がきました。 かれは、 わたくしを あいして います。 かれは、 かわいい、 ヘレ： ン •ロバ ー ト は、 
ちいさい ヘレンから おて がみを もらっ て とても うれしかった 。おてんきの よい ひに ゆく とかい 
ていました。 ニ ユ ー サムさん は、 ロバ ー トの おくさんです 。ロバ ー ト はかの じよの」 P っと で 
す。 わたくしは、 ロバ ー ト といっ しよ にはし ったり、 はねたり、 とんだり、 おどったり、 ぶら 
んこ にの ったり、 ことり や、 はなや、 くさな どのは なしを します 。シャボンと パー ルは わ. こく 
したち といっ しよ にきます。 せんせいは わたくしたち ばか だと おっしゃる でしよう 〇 せんせ ( 
はお かし レので す おかし V ことは、 わたくしたちを わらわせます。 ナタリ ィは よい こで なき 
ません。 マヨさん が ダック ヒルに いって たくさんの きれいな はなを もってきた ください まし 
た。 マヨさん とフ アリスさん と グレ ー ブ さんは、 わたくしと せんせいを あいします 。わたくし 
はかれら にあいに メンフィスに ゆきます。 かれらは わたくしに、 きすしたり だいたり する でし 
よう リ ー ントン はがっ こうに いって かおを まっく ろに します 。おとこのこは もっ ときをつ け 
なければ なりません ◦ごはんが すんで から、 わたくしは せんせい とべっ どのな かで ふざけ まし 
た。 かの じよは わたくしを まくらの したに うずめて しまいました 〇 それで わたくしよ、 つちか 
らで るき のように とても ゆっ くりし ました 。もうね なければ なりません。  ヘレン •ケラ ー 
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一八 八 八 年 三月 五日 

只今 教会から 帰って来た ばかりの 所です。 ヶラ ー 大尉は 今朝 食事の 時に、 ベレンを 教会に 連 
れて 行って 貰いたい というので した 0 彼の 血管の 中には 長老教会 主義が ひそんで いるので しょ 
う。 牧師に ヘレンに 会わせたい の だそう です。 私達が 行った 時は 丁度 日曜 学校の 時間でした 
が、 ヘレンが 会堂に 入って 行った 時の 騒ぎは、 お 目に かけたい 程の ものだった のです。 子供達 
は、 へ レンが 日曜 学校に 来たのに すっかり 悦ん でしまい、 先生の 話な ど そっちの けにして、 席 
から 立つ や 私達の 廻りに 集っ .てし まいました。 彼女は、 男の子だろう が、 女の子だろう が、 ま 
た、 いやがろう が悦 ぼうが、 そんな 事には 一切 おかまいなしで 皆に キスした のです。 彼女は 
最初、 その子 達は 皆、 よそから 来た 牧師の 子供 だと 思ったら しいので すが、 すぐに、 その 中に 
自分の 友達が いる 事に 気がつきました。 私は、 牧師は 子供達を 連れて来て いないの だ、 と 教え 
て やりました 0 彼女は がっかりした らしく" そのこたち に 沢山の キスを おくるわ" と 云う ので 
す。 一人の 牧師が ヘレンに 話したい と 云う ので 通訳して やりました。" 牧師さん て、 どんな 事 
をす る 人です か"。 彼女は" かれらは、 おおぜいの ひとが よい ひとになる ように、 おおごえで 
ほんを よんだり、 おはなしを したりし ます" と 答えた のです。 牧師は それを ノ ー トに 書いて い 
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ました。 礼拝の 時間に なった 時、 ヘレンは とても 昂奮して いたので、 外に 連れ出そう としたの 
です が、 ケラー 大尉は" すぐ 静かになります よ"、 というの です。 それで 出方な く、 残って 居 
ざるを 得ませんでした。 でも'  ヘレンを じっと させて おく 事は 不可能でした 0 

彼女は、 私 だけなら まだし も、 隣に 坐って いた 物静かな、 神学者に キスしたり、 抱きついた 
りする のです。 その 人は 彼女を おとなし くして おこうと 時計を あ づけた のです が、 そんな 事で 
おとなしくなる 箸はありません。 かえって、 彼女は その 時計を、 後の 席の 男の子に 見せびらか 
そうとする のです。 聖餐式が 始まる と、 彼女は いちはやく 葡萄酒の 匂いを 嗅ぎつ け、 会堂 中の 
人々に聞える様な大きい音でくんくん鼻を鳴らし出す始末です。葡萄酒が私達の_まび眉って 
来た 時、 その 人は、 彼女が それを 横取りし ようとす る もので ずから、 やむをえず 席から 立ち上 
らな ければ なりませんでした。 実際、 教会から 出た 時 ほど、 ほっとした 事はありません。 引き 
ずるよう にして 外に 出ようと したので すが、 彼女は 両手を ひろげられる だけ 拡げ、 ふれる 程の 
人々 を 立 止ら せて は、 家に 残して 来た 子供達の 事を 話したり、 順番に キスを 受けなければ なら 
ないように する のです。 皆が 皆、 彼女の 道化に 大 悦びを し、 教会に 居る というよりは、 サーヵ 
スに でもい る 様な 顔を していました。 ケラ ー 大尉は 幾人 かの 牧師を 夕食に 招きました が、 その 
時のへ レンは 全く 手に 負えなかった のです。 
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彼女は 手指 文字を 混え た大 熱演で、 ブル ー スタ ー に 行 くんだ と 説明す るので す。 最後には、 
ほんだ わらを 摘んだり、 貝を 拾ったり、 失礼に 当る 程スカ ー トを まくし あげて じゃぶじゃぶ 水 
の 中を 歩く 真似を します。 それでも 足りなくて、 私達な ど 蹴 跳ばされる 様な 物凄い 勢いで 床板 
水泳を 始める 始末です。 それにしても、 彼女の 身振りは 実に 堂に入った もので、 時には、 言葉 
など 到底 及び もっかない 様な 効果を 発揮す る 事 もあります が、 本人は 全く 無邪気な ものです。 

私は、 自分で も 処理し 切れない 様な 自分自身の 昂奮と 興味深 さを、 半分で も あなたに 分けて 
あげたい 程です。 私達は、 一日中、 ボストン ボストンと. 云いながら、 計画を 練ったり、 種々 の 
空想を えがいたり しています。 ケラ 大尉 も 私達と 一緒' に 行って 下さる 事は 間違いない と 思い 
ます。 でも、 夏 一杯 滞在す る 事はないでしょぅ。 

一八 八 八 年、 四月 十六 日 

此の お. 手紙を 最後に、 長い 長い間 御無沙汰 致さなければ ならない のです よ。 此の 次の お便り 
は 何時頃になる か はっきり 申し上げられません が、 その 時 あなたが お受け取りになる のは、 ボ 
ストンからの 手紙な のです。 私は、 手紙な ど 書いて いるには 勿体ない 様な 楽しい 日々 を 送って 
います。 でも、 シン シナ チに 行った 時の 事は 是非 お知らせし なければ なりません。 
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私達は、 お 医者 達と 一緒の 楽しい 一週間を 過し ました。 ケラ ー 博士は メンフィスまで 出迎え 
に 来て くれました。 汽車に 乗って いる 人達は、 みんな 医者では ないかと 思われる 程でした が、 
ナラ ー 博士とは、 一人残らず， お知り合いの 方々 の 様でした。 シン シナ チに ついて みたら、 そ C 
も 又、 医者で 一杯だった のです。 その 中には、 ボストンの 有名な 医者 もい ました。 ■私達は、 パ 
! 不ット 館に 宿， を 取り* したが、 ヘレ' ンは 皆の 人達に 大歓迎され ました。 教養の ある 人々 は、 
彼女の 悧 発さと 明るさに びっくり させられた のです。 彼女は、 妙に 人を 魅き つける ものを 持っ 
ている らしい のです。 その 魅力を なして いるものは、 彼女の 人見知りを しない、 明るい、 生き 
生きと した 関心 だと、 考えられます。 

彼女は、 どんな 所に 行っても 人気の 焦点に なって しまいます。 ホテルの オ ー ケス トラに とて 
も悦 ばされ た 彼女は、 それが 音楽を 始める といつ でも、 そこら 中を 跳び 歩き、 触れる 程の 人に 
キスしたり、 抱きついたり しては しゃぐ のです。 彼女の， いかにも 幸福そう な 陰の なさは、 ホ テ 
ルの 中の 人々 に 深い 印象を 与えました。 誰 一人 彼女を 哀れ だな どとは 思って いません。 或る人 
などは、 ケラ ー 博士に 向って、〃 私は 今まで だって、 幸福に 充ち充 ちた 人々 の 顔を 沢山 見て い 
ますが、 此んな に、 美しく、 光を 放つ 様な 顔を 見る のは、 今夜が 初めてです。" と 云う のでし 
た。 又もう 一人の 人は、" え X 畜生、 あの 子が 傍に 居て くれ るって いうん なら、 一切合財なん 
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て もやっ ちま わ あ /;0 などと いう 始末です C 残念ながら、 その他の 人々 が云ク た 事を いちいち 
書いて いたら 一冊の 本に なって しまう でしよう し、 又、 様々 な 人達が 示め して 下さっ た 親切を 
細大 もらさず 書いたら、 それ も 一冊の 本には 纒 めら れな いと 思います。 そんな 叚 がない のです。 

ケラ ー 博士は アナ ゴ 氏が 送って くれた 公開 報告書の 抜粋を 分類 分けして 下さいました。 若し 
彼が それを もっと 早く 手に入れて いたら、 不合理な 点な ど 残らず 処理 出来た のに、 

と 思う と. 

残念で たまりません。 所で 話は 変り ますが、 あなたは、 数年 前まで メィン 州の 知事だった ガ ー 
スロン博士を憶えていらっしゃるでしよう？彼は或る日の午後、私達をドラィヴにさそって 
くれました。 その 時、 ヘレン. に 人形を 買っ てあげようと 云い 出した のです。 それに 対する 彼女 W 
の 返事は あたし こ， どもが あんまり たくさんい ると こまつち やうの 〇. ナ'  ンシィ ま 病気 だし、 ア 
デリンは おかんむり だし、 それに ィダは とっても てが やける のよ" で すって、 私達は 涙が 出 
る 程 笑いました。 彼女. は 真面目だった のです o" ぢゃな にがい \ の？、 // ガース ロン 博士が も 
う 一度 尋ね-ると、" おはなし するとき の、 きれいな てぶくろ ほしい わ" と 答える のです。 博士 
は どぎ まぎし ました。" おはなし するとき のて ぶく ろ" なんて 聞いた 事がない のです。 そこ 
で 私は 彼女が、 アルフ ァベ ット を刺繡 した 手袋を 見た 事が あり、 それを 何処で でも 買える 
もの だと 思っ ている に違いないと 説明し、 御 好意に 甘えて 手袋を 買？ 戴けたら、 こちらで そ 


れに アルファベットを 刺 編し ます、 と 提案し ました。 

私達は、 サィ ヤ ー 氏 あなた 方の、 此の 前の 牧師さん) 夫妻と 昼食を 共に しました が、 その 時 
どんな 方法で、 形容詞 や、 善悪と か、 幸福な どと いう 抽象名詞を 教える のかと いう 質問が 出さ 
れ ました。 此れと 同じ 質問は、 今まで も 何度と なく、 立派な 教養を 身に つけて いる お医者さん 
達から も 受けて いたのです。 どうして、 こんな 簡単な 事が そんなに 不思議なん でしょう ねえ。 
だって、 或る 一つの 概念が はっきりと 頭の 中に 形づくられて いたら、 その 名前を 覚えさせる 事 
位、 何の 訳 もな いぢ やないで すか。 実在の 物の 名を 教える と 同じ 事なん です もの。 若し、 子供 
の 頭が からっぽだった ら 、言葉を 教える 事なん て、 ヘレク レスに も 出来ない 事でしょう けど… 
… 0 

若し、 日日の 経験 や 観察が、 しらずしらずのう ちに、 小さい とか、 大きい とか、 又 良い 悪 
い、更に、 -0 いヵらいの区別を教えなかったら、言葉を教える事なんて逆立ちしても出来るも 
のでは ない のです。 

私は、 此の 無知な 私が です よ、 方々 から 集った。 教養 豊かな 人々 を 前にして 次の 様に 説明し 
ました。〃 子供に 何 か 甘い ものを 見せて やる と、 例外な く 舌な めず りを したり、 唾を 飲み込ん 
だり します ね。 それは、 その子 供が 心を 動かされた 証拠なん です。 そして、 此の様な 反応を 示 
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めした 時に、 あまい、 という 言葉を 聞かしたり、 常に 書いて やったり すれば、 子供達は、 この 
嬉れ しくて ぞくぞく する 様な 言葉を、 自分 達が 舌に 感ずる なんとも 云えない 感じを 表わす もの 
だな、 と 悟って すぐに 覚えて しまう のです 。同じ様に、 レモンを ロの 中に 押し込んで やる と、 
子供達は 顔をしかめて はき 出そうと します。 此んな 事を ニ、 三度 繰り返す と、 もう レモンを 見 
ただけ で ロを 固く 結んで 顔を そむけて しまいます。 その 時、 苦い という 言葉を 教えれば 苦 も 
なく 覚えて しまう のです 。これは、 白い とか、 黒い とか 云う 色、 の 場合に だって 同じ 事です。 
子供達は、 何回と なく 繰り返え される 経験に 依って、 自分 達の 感じた ものに 区別を つけ、 はっ 
きりさせる 事が 出来る 様になる のです。 こうして、 良い とか、 悪い とか、 やわらかい とか、 ご 
つ こつした とか、 又 幸福な. とか、 悲しい とか、 と 云う、 言葉 も 発明され たのです。 言葉と いう 
のは、 単なる 名称ではなくて、 § 様に、 子靈 Qi した 感動を ょりはっ きりと、 そして 生 
き 生きした ものにする 働きを もっている のです。 

次に 掲げる 文章は、、、 /ス •すヴ ァンが、 他人の やり方を 見た 時に 感じた、 率直な 賓 であ. 


m 


私達は いっか 聾学校を 訪ねた 事が ありました。 快よ く 迎えられ、 ヘレンは 子供達に 会って、 
令ても 悦びました。 先生の 中には 二人 程 手指 文字を 知って る 人が あり、 ヘレンに 直接 話しかけ 
たりし ましたが、 _ ヘレンの よく 出来る のに、 ニ 年 も 三年 も 学校に 通って いる 生徒で も 此れには 
及ばない と 感心して いました。 私は、 切め のうち お世辞 だと 思った のです が、 ニ 時間 ばかり 授 
業を 参観して みて、 それが 本当だった 事を 知り、 又、 此んな 方法では と 思った のです。 或る 教 
室では、 二人の 子供が、 いかにも むずかしそう に、" 簡単な 文章" を 黒板に 書いて いました。 
その 一人が 書いた 文章は" わたくしは、 あたらしい きものを もっています。 きれいな きもので 
す。 わたくしの おかあさんが、 わたくしの きれいで、 あたらしい きものを つくりました。 わた 
くしは おかあさんが すきです。 もう 一人の 子は" ぼくは、 おおきい ぽ ー るを もっています。 ぼ 
くは、 ぽく のぼ ー るを、 ける のがす きです" と 書いて いたのです。 私達が 教室に 入っ て 行く 
と、 生徒 達は 一斉に 振り向き、 •その 中の 一人は 私の 袖を 引いて" あの 子め くらね" と 云う ので 
す。 先生は 黒板に、 "此の 子の なまえは ヘレンです。 かのじょは っんぼです。 め もみえ ませ 
ん 。きのどくで すね" と 書く のでした。 それで 私は、〃 どうして 黒板に かいたり なさ るんで す 
か、 直接 話しても 生徒は 理解 出来 るん じ やないで すか" と 尋ねて みました が、 その 先生の 云い 
分は、 正しい 文章を 教える ため、 •という 事でした。 そして、 ヘレンを 種に して 勉強を 続けさす 
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のです。 そこで 私は、 さっき、 着物の 事を かいた 女の子は、 本当に、 あの 着物の 事を 嬉しがっ 
て L るの 力と 尋ねて 見ました。〃 いいえ" その 先生は 答える のです。" 本当に 嬉しがっ てはい 
ナ I でしよう ねえ それでも、 身の 廻りの 事から 題材を 取っ て やらした 方が、 覚えが 早 いんで 
すよ ノ 理解な どと いう 事は 念頭に 置いて なく、 全く 機械的な のです。 私は、 途端に 子供達が 
可哀 そうにな ってし まいました。 耳の 聞え る 子 だっ たら、 冒頭に" わたくしは、 あたらし いき 
ものを もってい ますへ 1 かない 零す。 此の 子蠢は 舌足らずに" 了、 う まう ま、 あ 
i ぼか あい. などと 云っ て 自分 S— してみ— 赤ん坊より 確かに 劣っ ています。 かと 云 
って、 此の先 生が 強調して いる、 言葉の 正しい 理解と. い う点 でも、— り秀れ ている とは 云え 
■ないようです。 

此の 光景は、 何も その 教室 ばかりの ものでは なく、 どの 教室の I、 文法を 理解させる 
ためと か、 此の 1 SS ためと かいう 文章が 書かれて いたのです。 文法 も 一— えて 
おく 事は 確かに 必要で しよう。 でも それは、 言葉を 覚える たしには 全然なら ない のです。 子 共 
達の、 自然 S そうとする 露を 殺して しまう には、 此の、 黒板の 前で S 作文 練習 程 効果 勺 
k ません 教室な どと I う 所は、 決して、 子供達に 言葉を 教える 事が 出来る ような 
戸で k ません 聾の 子供なら 例外だろう、 なんて 云う 理屈は 何処から 出て 来 るんで しよう 
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ねえ 。坪の 聞え る 子で も、 ^ 意識のう ちに 言葉を 覚える 様に 教育され々 ければ ならない •ので 
す。 頭が 段々 進んで 来て、 自然に 文章と いう 纒っ たものを 生み出す ようになる までは、 一音節 
の 言葉が 適当 だと 思われたら、. それでも 仕方がないで すから、 兎に角 自分の 指で 書いたり、 又 
は紛 筆で かいたり して、 それを 覚えて しまう 様に 仕向けられなければ ならない のです。 言葉、 

と、， うとす ぐに、 退屈な、 そして 思って 見る だけで も ぞっとす る 様な 七面倒 臭い 文法の 問題な 
ど、 我慢の ならない 程 不快な、 彼等の 楽しい 遊戯の 仇で ある 教室での 時間を 思い出させる 様で 
太、 どうに もなら ない のです。 でも、 他人の やって る 事には あまりと やかく 云わないで おき ま 
しよう。 私が やって る 事と て、 それと 五十歩百歩な のです 力ら。 

再び ミス •サリヴァンの 記録を 取り上げて、 ヘレン •ケラ ー の 成長の 跡を 追う 事に しよう。 
次に 掲げる ものは、 一八 八 八 年 十月 一日から 筆を 起して いる .0 

過去 一年、 ヘレンは 風邪 一つ 引かなかった。 

眼と 耳は 夫.々 の 専門医に 調べて 貰った が、 全然 感知 能力がない との 事だった。 それにしても 

女の 味覚と 嗅覚の 鋭 さは 驚くべき もので あり、 外界の 物を 感知す るのに どれ だけ 役に立って 
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I るかは 想像を 絶す る ものが あり、 倫理的な 面での 成長に も 大きな 貢献を している。 

事実、 此の 両 感覚は、 知性的な 面 や 倫理的な 面の 成長に 大きい 力を 持っ ている と 云われて、 
る。 ダ f ルド •ス チュ下 トは乂 間の 心理を 最も 微妙に 表現 出来る のは i 麗のー i で 
ある。 此の、 嗅覚と いぅ、 総ての 国々 の 文学史 上で 大きな 役割りを 果してい る 感覚は、 空想に 
充 ちた、 情緒 豊かな、 更に、 洗練され た 精神と あいまっ て、 偉大な 作品を 産み出す" と 云っ て 
t る。 ヘレンは 確かに 此の 感覚の 力に 依っ て 様々 の 楽しい 事を みつける。 温室な どに 入っ て 行 
った 時は ばっと 顔を 輝かしながら、 香 だけで 花の 名前を 云い 当てる ので ある。 又、 彼女の 嗅 
覚に 依っ て 得た 記憶は、 いつまでも 生き 生 f 頭の 中に 残っ ている。 彼女は、、、 ハラ や董の 句い 
を かいで 楽しんだり、 私達が 作って やった 花環に 夢中に なったり する ので ある。 彼女は、 匂い 
を か 1で此の上もなく楽しい空想を描く事が出来るし、又、誕生日など、楽しかった様々の 15 
録も 匂いと 結びついて 回想され るので ある 〇 

彼女の 触覚 も、 過去 一年間の ぅちに とても 鋭 さを 増した。 彼女の 体つ— 実に 見事な 均整 美 
を 持っ ていて、 彼女が その 体の 感覚を 充分に 活用して、 周 面の 人々 とょり 雪な 関係に 入っ て 
行く の も 当然の 事 SS われる ので ある。. 彼女は、 韋 、動作に ょる 震の かすかな 動揺 
や 床板の 震動を 感知して 周囲 e 状況を 悟る 事が 出来る し、 更旨分 の 手 や 着物に さわられた 
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'瞬間に その 人の 名前を 云い 当る 事 も 出来る。 それだけなら 異 とする に 足りない が、 彼女は 周囲 
め 人々 の 心理状態を さえ 感知す るので あり、 彼女と 話して いて、 自分の 感情を 悟らせまい とす 
- る 事は、 どんな 人に も 不可能な 事な ので ある。 

彼女は 会' 話な どの 折の 微妙な 強調 や、 身を 乗り出’ したり、 引いたり する 事 や、 又、 その 一挙 
.手、 .ー投 足を も 感知して しまう し、 愛情の 籠った 体の もたせ かけや、 承諾の しるしの 軽い 連 
打不気 嫌な 押しっけ、 それに 有無を 云わせぬ 何 かを 云いっ ける 時の 触り 方、 など、 数多くの 感 
檜を 表わす 動作を 微妙に 見分ける ので ある。 彼女の 此の 種の 動作と いう 言葉の 理解は、 非常な 
: 熟練を 積んで いるので あり、 私達には 想像 もっかない 位な ので ある。 私は 昨年の 資料の 中に、 
.彼女の 微妙な 心理を 感知す る 能力を 如実に 示め すと 思われる 例を いくっか 拳げ ておいた が、 そ 
め 能力は、 彼女が 接する 程の 人々 の 感情を 表わす 動作の 意味を、 完全に 理解 出来た 為な の だと 
.云う 事に 気がっい. たのは、 やっと 近頃の 事で ある。 彼女は、 周囲の 人々 が 考えて いる 事を 知る 
，ために 肉体的な 感触に 頼らざる を 得ない。 彼女は、 肉体的な 動作を、 人間 心理の 喜怒哀楽に 結 
、びっ ける 事を 覚えた ので ある。 いっか、 彼女が、 母親と アナ ゴス 氏の 三人で 散歩を していて、 
一人の 子供に 癎瘕 玉を 投げっ けられた 事が あった。 それは 母親を とても 驚かした。 彼女は、 素 
逮く母親の身の動きを感じ取って"なにかこわいことがあるの"と云ったのである〇又、或る 
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日 私達が 草刈り 場を 散歩して いた 時、 一人の 警官が 罪人を 停車場に 連行して 行く のに 出会った 
事が ある。 私は とても ショックを 受け、 それが 動作に も 現われた ものら しい。 といぅのは、 へ 
レンが とても 昂奮した 様に ゲな にか あった の" と 尋ねた ので ある。 

此の 異常な 能力を 示め す 全くの 好例が、 シン シナ チの 耳鼻科 医の 所で 彼女の 耳を 調べて S 
た 時 I 起っ た。 彼女の 耳が 実際に 聞えない のかと いぅ 事を 調べる ための 実験が、 数回 繰り返し 
て 行われた ので ある。 立 合っ た 人々 は 皆、 彼女が 物の 軛る音 や、 人の 話し声を 聞き分ける 事が 
出来る らしい 様子を する のにび っくり させられて しまった。 彼女は 頭を かしげたり、 微笑んだ 
り、 云い 換わされ て 居る 事が 聞え る樣な 仕草を する ので ある。 私は その 時 彼女の 手を 握って す 
ぐ 傍に 立って した。 私は、 彼女が 私の 居る 事に 感ずいたら しい. と 思った ので、 握っ C、 た 手を 
テ丨 ブルに 乗せて 部屋の 隅に 退き 下っ た。 それで やった 実験の 結果は 前の 時とは 全然ち がっ て 
しまったので ある。 彼女は その 間 じっとす わって いる だけで、 自分に どんな 実験が 行われて い 
るかを 知っ ている 様な 合図は 何一っ 見せな S た。. 私の 提案で— 一人の 人が 彼女の 手を 握っ 
て、 三た び 実験が 繰り返された 。此の 時は、 話し けられる 度に、 彼女の 表情に 変化が 表われた 
が、 それでも 私が 手を 握った 時の 様に はっきりした ものではなかった ので ある。 

阼 年の 資^. で 私は 彼女が、 死や議 にっいて は 何も 知らな かった に拘ら ず、 私達が 墓場に Y 
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れて 行った 時、 彼女の 感情が 動揺したら しかった 事実 —— 彼女の 両眼に 涙が 溢れた 事 一 ^に ふ 
れてお いた .0 

それと 同じ 様な 事件が 此の 夏に 起った ので ある。 でも、 それにつ いて 述べる 前に、 彼女は 既 
に、 死と いう 事を 知っている 事を 明らかにして おかなければ. ならない。 彼女は、 私が 来る ずっ 
と 前から 鶏 や 小鳥、 その他の 小 動物の 死骸を もて あそんで いた。 先に 述べた 墓場 事件から 少し 
後の 事、 ヘレンは、 突発 事件で、 足に ひどい けがを した 馬に 興味を あおられて 、毎日 毎日、 そ 
の 馬を 見に、 私を 連れ出す のだった。 傷は 非常に 悪化し 馬を 余儀なく 梁から 綱で 吊して おかな 
ければ ならぬ 程に なって しまった。 馬は 痛 さに たまり かねて 泣き声を 出す のだった。 ヘレンは 
それを 聞き、 可哀 そうでなら ない というので ある。 そのうち、 馬は 遂に 殺されなければ ならな 
い 事に なり、 ヘレンが 又、 私に 馬を 見に 行こうと 云った 時、 私は、 あの 馬は 死んで しまったと 
云った ので ある。 此の 時 彼女は 初めて" 死" という 言葉を きいた ので ある。 そして、 私は、 あ 
の 馬は 苦痛から まぬがれる 為に 射ち 殺され、 今は もう 土の 中に 埋められ ている、 と 説明して や 
った。 その 馬が 故意に 殺され •たという 事が 彼女に 強い 印象を 与えた とは 思わない が、 あの 馬に 
も、 彼女が もて あそんだ 小鳥の 死骸の 場合と 同じ様に、 生命が あった という 事と、 それが 今は 
土中に 埋められて いると いう 事は 理解 出来た と 思って いる。 私は それから 以後、 折に ふれて、 


287 


死んで いる、 という 言葉を 使う 様に している 。然し、 その 意味を 詳しく 説明し ようとは してい 
なぃ。 

話を 戾す 事に する。 マサ チュ ー セ ッツ 州の ブル ー スタ ー に 滞在中の 事、 彼女は、 私の 友達と 
私に 伴われて 墓場を 通った 事が あった。 彼女は 墓石の 一っ一っを たんねんに 撫で 廻して、 その 
.文字を 判読 出来る のに 悦ん でいた。 彼女に 花が 句わない 箸はなかった が、 それを 摘もうと もし 
，なかった し、 私が 摘んで 着物に 飾って やろうと しても 拒む ので ある。 そして 彼女は、 ある 一つ 
.の フロレス、 と 浮き 彫、 りに された 大理石の 墓標の 前に 来る や、 何 かを g すよう な 身振りで 突 
然膝ま づき 当惑した 様な 顔を 私達の 方に 向けながら、" か あいそうな フロレンスは どこに いる 
の" 尋ねる ので ある。 私は その 質問を そらそうと したが、 彼女は きかなかった。 私の 友人の 方 
.に 向きを 変えながら" か あいそうな フロレンスが しんだ とぎ、 お \ ごえで ないて やった， と尋 
.ね、 更に" かのじょもう つめたく なって しまっ たんだ わ、 だれが うづめ てし まった の" とつけ 
加える ので ある。 彼女の 質問には 答えず、 私達は 墓場を 通り 技け てし まった 。フロレンスと 云 
うのは、 小さい 時に 死んだ、 その 友達の 娘だった ので ある。 でもへ レンが そんな 事を 知って る 
喾はな いので ある。 いや、」 それ どころ か、 その 友達に 娘が 居る という 事 すら 知らない 箸 だっ 
た。 ヘレンは 人形 用の ベッドと 乳母車を 贈られ、 それを、 他の 子供達の 場へ ロと 同じ 1 にして 使 
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っていた がその 墓場から 帰る とすぐ に 此の 二つの 玩具が 入って いる 押し入れに 飛んで 行き、 そ 
れを 私の 友達の 所に 持って行き" か あいそうな フ n レンスに やって" というので ある。 これに 
は、 私達 も、 彼女の 意図が 解らず どぎ まぎ させられて しまった の だが、 少しの 誇張 もない、 本 
当に あった 事な ので ある。 一週間 後に、 母親 宛てに だした 彼女の 手紙が、 彼女の その 時に 受け 
た 印象を、 たどたどしく では あるが 説明して いる。 

"あたし、 フロレンスを ちいさい べっ どに ねかして やった の。 そして それを うばぐるま につ 
んで やった の。 か あいそうな フロレンスは しんだ のよ 0|15さんは、かのじよのかあい \ ちいさ 
いこ どもの ために おおきな こえで ないた の。 かの じよは つちの なかに いるの。 そしてき たない 
の。そしてつめたいの。フロレンスはサディのようにかあいかったの。だからさ幵んは、たく 
さんきす したり だいたり したの。 フロレンスは おおきい あなの なかで かなしい の。 おい しゃさ 
んは よくなる ように おくすり をの ませた の ♦たけ どよ くなら なかった の 〇 とてもび ようきが おも 
くなると、くるしがってあたまをふったり、うんうんいったりしたの、|^さんはもうすぐ、か 
のじよ にあいに ゆく のでし よう /;0 

ヘレンは 実に 活動的で 鋭い 頭を 持って いるが、 同時に とても 純真な 子供で ある。 彼女は 他の 
子供達と 一緒に 楽しく あそび、 決してい らいら したり、 ぢりぢ りする 事がない。 事実 私は、 遊 
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び 友達が 自分の 云う 事を 理解して くれないから と 云って 腹を 立てたり する 彼女を つい ぞ 見かけ 
た 事がなかった。 彼女は、 自分の 書き 綴る 言葉を 全然 理解 出来ない 子供達と 何時間 も 遊んで い 
る 時が ある。 その 様な 時の、 自分の 考えて いる 事を 解ら せようと して、 一生懸命に 身振りを し 
たり、 真剣な 無言劇を やったり する 彼女の 姿を 見かける と、 つい 涙を 誘われて しまう ので あ 
る。 時には、 手指 文字を 覚えて みようと する 子供 もい る。 私は、 思わず ほ \ えみながら、 彼女 
が、 小さい 友達の なれない 指を、 忍耐強く、 そして、 やさしく 直して やって いる 光景を 見守る 
ので ある。 

或る日、 ヘレンは、 とても 綺麗な ジャ ケツを 着て 得意に なって いたが、 母親は 云う の だっ 
た 0 "きものもなくてはさむさにふるえているこがいるのよ、あなたのきものをやつたらどう 
? "と、 ヘレンは、 自分の シャツを 脱ぎながら 云う ので ある。" あたし、 このジ ャケツ を かわ 
いそうな こに あげなけ あならない わね OA 

彼女は 自分より 年下の 子供が とても 好きで あり、 特に、 赤ん坊は 例外な く、 彼女の 母性 本能 
を 誘う。 彼女は、 よく 気の つく 乳母の ように、 とても やさしく 赤ん坊を あやした りする ので あ 
る。 又、 彼女の、 小さい 子供達への 思いやり 深さ や、 彼等の 我儘を 通して やろうと する 姉さん 
ぶった 考え方 も、 とても 気持が 良い ものである。 
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彼女は 非常に 社交 好きで あり、 彼女の 忙しい 指 話に ついて 訪れる 人々 と 過す 時間は かけがえ 
のない 楽しみを 感じさす ので ある。 と 云っても、 一人で 家に 残された りしても 結構 おとなし 
く、 裁縫したり、 編物を したりして 楽しんで いる。 

彼女は 大変な 読書家で ある。 熱心に 本の 上に かがみ 込み、 左手の 四 本 指で 行を 追い、 右手で 
その 字を 書きながら 読んで 行く。 その 指の 動きは 実に 早く、 彼女の 素速い。 そして 変化に 富んだ 
指 話に ょく 慣れて いる 人々 でも、 彼女が 何を 読んで いるの か 見当を つけ 兼る 事 も 稀では ない。 
，彼女の 微妙な 感情の 動きは その 表情に 表われる。 又 彼女の 拳 止は こだわりが なく 自然で あ 
る。 その 率直で、 熱心な 性質は 人を 魅き つけないで はおかない。 我儘な 所がな く、 思いやりが 
深い。 ■いじけた 所と か、 意地の 悪さは 全然ない。 親切 さと 愛情の 凝集で ある。 彼女には、 自分. 
を 卑屈に しなければ ならない 理由 なぞ 一つ もない ので ある。 それ だから こそ、 彼女の 物腰は 伸 
び 伸びと わ だか まりがない と 云える。 

彼女は 家に 飼って いる 生き もの 総てが 好きで ある。 若しも 手荒に 扱ったり などす ると 彼女は 
とても 怒る ので ある。 馬車な どに のっても、 馭者が 鞭を 使う のを 許さない •"かわ そいうな う 
まがな く" というので ある o' いつかな どは、 犬が 鎖に つながれて いるのを 見つけて とても かわ 
いそうが るの だった。 私達は、 パ ー ルが 逃げない ょうに、 と 説明して やった が、 それでも 彼女 
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は、 その 日 一 •日中、 その 泣き声を き \ つけて は 同情し 続ける の、：/」 った。 

彼女は、 去年の 夏の 事、 小魚 や 蜜蜂の 為に 萄葡が すっかり 喰い 荒されて しまったと いう 父親 
の 手紙を 受け. 取った。 最初は とても 怒り、 あの 小さい 奴等は" とても わるい やつ" というの だ 
った。 然し 私が d 鳥 や 蜜蜂は とても おなかが 空いて いて、 それに 萄葡を 食べる のはい けない 
という 事を 知らなかった の だと 説明して やる と、 すぐに 気 嫌を 直した のだった 。その後で 書、 
た 返事では 次の 様に 云って いる。.、 

〃ばんぶ る ばち や、 くまばち や、 ことりな どに おとう さまの たいせつな ぶどうを. こべら れて 
しまって、 ヘレンは とても かなしいです 。かれらは にんげんと おなじように あまい くだものが 
すきです し、 それに おなかが すいている のです 。たくさんの くだものを たべて しまいました 
が、 そんなに わるい やつでは ない のです。 だっ て、 かれらは、 それが わるい こと だと しらな か 
ったので す。 

彼女の 言葉の 習得は、 その 経験が 豊かに なって 来る のと 歩調を 合わせて 急速な 進歩を 見せ 続 
けて レる。 その 経験が 数の 面で も、 質の 面で も、 共に あまり 豊かでなかった 時は、 彼女の 語調 
も 必要な もの だけに 限られ. ていた 。然し、 周囲の 世界の 事を、 より 広く 学ぶ につれ て 彼女の 判 
断は 正確に なり、 理性は 霞に、 活動的に、 そして 微妙に なり、 その. 匿 手段で ある 言葉 もよ 


292 


り 流暢に、 又 論理的に なって 来た。 

彼女は 旅行 中に も 考えを 深め 語調を 増す ので ある、 彼女の 傍に 坐っ て 私は 丘 や 野原 それ 
に 綿 畠、 スト ロ ベリ ー や 梨、 桃、 レモン、 野菜な どの 植っ ている 果樹園、 広々 とし. た 牧場に 草 
を 啥む牛 SQ 群、 丘 SS 在す る 羊の 塊、 雲、 学校、 ホテル、 倉庫— が 建ち 並び、 そ 
れぞれ の 仕事に 忙しく 右往左往 する 人々 の 市街な ど、 窓外の 風物 誌を 描写して. やる タ 私が 此 等. 
の 事を 説明して やって いるう ちに もへ レンの 興味は、 はっき りした 姿を 形成し、 彼女は、 言葉 
が 足らない ために、 身振り や 無言劇を 混え て 自分を 取り巻く 世界 や、 いたる 所で 偉大な 物を 産 
み 出して いる 人間の 力を、 もっと 熱心に 学びたい という 事を 示め すので ある。 此の様な 方法 
で、 彼女は さした る麗も 感じないで 蠢の新 t い 表現 方法を 身に つける ので ある。 

皮 女が 総ての 物に 名前が あり、 それを 指の 働きで 伝えたり、 知らせて もらった りする 事が 出 
来る と 悟った 時から、 私は、 彼女の 耳に 話す 代りに、 総ての 事を その 掌に 書き続けて 来た。 此 
の 不利の ために、 彼女は 自然、 一つの 文章の 中で も 重要な： 単語 だけを 話す 傾向を 持って いた。 
"ヘレン、 みるく" という 具合な ので ある。 私は、 彼女が 正しい 言葉を 使った という 事を 解ら' 
せる ために、 ミルクを 持って来て はやるが、 私の 助を かりながら でも、 兎に角" ヘレンに のみ 
たいから みるくち ょうだい 7 と、 完全な 文章に して 云う まで、 それを 与えなかった。 此の様な 
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初步の 過程の 時、 私は、 同じ 事を 様々 な證で 云っ て 彼女の 気を 換え、 元気 づけて やった。 例 
え ば 彼女が お菓子を 食べて いる 時な どに、〃 せんせい にも おかしち ょうだいな， とか、" せん 
せいへ レンの おかした ベた いんだけ ど" などと、 特に" の 1 いう 言葉を 強調して 云う ので あ 
る 彼女は すくに、 同じ 事が、 実に 沢山の 云い 廻し で 表現 出来る 事に 気が. っいた。 ニ、 三 力 月 

後には" ヘレンね たいわ〃 を" ヘレンね むいの、 それでね たいの" という 風に 云い 換える 事が 
出来る 様になった。 

希は よくどう I う 風に して 知性的な 概章 、倫理的な 観念を 教える のです か 1 尋ねら 
れる 。私は、 それが 私の菅 々しい 説明よりも、 実験と 経験に 依っ たと 思っ ている。 此の 傾向 
は 彼女の 語調が とぼしく、 うまく 説明す る 事が 出来なかった 初期の 段階で 特に 強かった。 私 
は 実生活から 卑近な 例を ひ. いて、 情熱 や 理性的な 概念 や、 倫理的な 観念な どを 理解 させた。 私 
が 来てから 間もなくの 事、 彼女は 大の お気に入り である 人形を 壤 してし まった 事が あった。 彼 
女は 泣き出した。 そこで 私は、 その 掌に； せんせい かなしい" と 書いて やった。 此んな 事が 
二三 度 繰り返され ている 間に、 彼女は 悲しい という 言葉を、 その 心理状態に 結びっけて 考え 
る 事が 出来る 様になった ので ある。 

■ / 幸福な" という 言葉 も 同じ様にして 覚えた ので ある 〇 又、 正しい、 よこしまな、 良、、 悪 
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いといった 様な 形容詞 も 同様で ある。" 愛" という 言葉は、 他の 子供達の 場合と 同じ様に、 苞 
擁と 関連 さして 覚えた。 

或る時 私は、 彼女が 既に 知って ると いう 事を 承知の 数々 の 質問を した。 彼女は 出 鱒 目に 答え 
るので ある。 私が その 態度を 叱っ て やる と 彼女は 如何にも 真面目に 考えて いると 云う 様な 顔附 
きをして じっと 立って いた。 私は、 彼女の 額に" かんがえなさい" と 書いた。 此の 言葉は、 こ 
うして、 丁度 手に 実物を 握らせながら その 名前を 綴って やった 時と 同じ 効果で 彼女の 頭に 印象 
つけられ たので ある。 その 時 以来 彼女は 何 か あると すぐにかん がえ る" という 言葉を 使う ので 
ある。 

段々 進歩して 来る と、 私は、 多分. ：… かもしれ ぬと か とすると、 とか、 期待す る、 忘れ 

る、 思い出す、 などと 云う 言葉を 使い 始めた。 ヘレンが、" おかさん どこに いるんだろう" な 
どと 尋ねる と、 私は〃 さあね えた ぶん、 レィと いっしょ にいる かもしれ ない わ" といっ た 具合 
に 答える ので ある。  , . 

.彼女は、 馬車に 乗ったり すると、 一緒にな った 人々 の 名前と か、 何処に 行く か、 又 何の 用事 
で 行く のかな どと 云う 事を 根掘り葉掘り 知りたがる。 次の 様の 会話は いつもの 事な ので ある。 

ヘレン" あのち いさい このな まえなん と 云う の 0 , 
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先生〃1らないわ。だってよそのこなんですもの。でも、たぶん、ジャックというのかもし 
れな いわ //0 

ヘレン "どこに ゆく のか しら" 

先生" くさかり ばに、 ともだちと あそびに ゆく ところ かもしれ ない わ". 

へ レン" なにして あそぶ のか しら。 刀 
先生〃 ぼ ー る あそび だと おもう わ //0 

ヘレン" ともだちは いま、 どんな こと やっ てんでし よう"。 

先生〃 たぶん、 ジャックが くると おもって、 かれを まって るか もしれ ない わ W 。 

言葉は、 しっかり 自分の ものに なって 始めて. 作文の 中に 出て 来る ので ある。 

"けさ、 せんせいと ヘレンは、 まどべに すわっ て、 ひとりの ちいさい おとこのこが、 ほどう 
を あるいて いるのを みました。 あめが とてもは げしく ふっていました ので、 かれはぬ れない よ 
うに おおきい かさを もっ ていました。 あの こ、 いくつぐ らいか わからない けど、 たぶん、 むっ 
つに なって るか もしれ ない ことね。 たぶん、 かれのな まえは ジョー ってい うの かもしれ ない 
わ。 あの こは、 ちいさい よその こだから、 どこに ゆく のか、 わからない わ。 でもた ぶん、 おか 
あさんの おつかいで、 おひるの かいものに ゆく のか もしれ ない わ。 かれは おおきい かごを もっ 
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てい るんだ もの。 かれは それを おかあさんのと ころに もってゆく のか もしれ ない わ。 

一八 八 八 年、 九月 二十 六日 

彼女に 言葉を 教える のに、 私は 何も 特別な 法則には 従わない。 私は、 私の 教え 児の、 積極的 
な 心の 動きを 充分に 観察して 来たが、 それに こそ 最上の 法則が 示晚 されて いるので ある。 ヘレ 
ンは とても 鋭い 神経を 持って いるので、 此の、 ただでさえ 過敏 だと 思われる 神経を 不要 意に 刺 
戟 しない 様に 極度の 注意を 払わなければ ならない .0 今年の 大部分は 殆んど 旅行に 費され たの 
で、 自然 彼女の 勉強は 旅行 中の 様々 な 経験 や、 その 風景が その 内容と なった 。彼女の 学ぼぅと 
する 熱心 さは 初めの 頃と 少しも 変って いない。 傍からの 使喲は 全く 無用で ある。 それ 所 か、 却 
って 手 減させる 為に 散々 苦労 させられ るので ある。 

或るー定の法則に従わない事にした以上私は、彼女を、周囲の事情に明るくじ、他の人々と 
の 交際を 容易に、 そして 自然にす るた めに、 一般的な 常識 や 経験な ど、 それに 代るべき ものを 
与えるょぅに.つとめなければならなかった。日記を続けさすょぅにしたのも此の考えから出た> 
ものに ほかなら なかった。 次の 文章は その 拔粋 である。 
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"アナ ゴスさん が もくようびに おいでになりました •0 わたくしは、 とても うれしくて、 かれ 
にきす したり だきついたり しました。 かれは 六十 にんの めの みえない おんなのこと、 七十 人の 
みみの きこえない こを せわして います。 めの みえない おんなのこたち は、 わたくしに、 きれい 
な、 ぬいもの ば こを おくっ て くれました。 そのな かには、 はさみと、 いとと、 はりの たばと、 
はこと、 ものさしと、 ぼたんと、 はりさしが はって いました。 わたくしは、 おれいの てがみを 
かくつ もりです。 わたくしは、 ナン シイ と、 アデ リンと、 ア リイに きれいな きものを つくって 
やります。 わたくしは ごがつに シン シチナ にいって、 もう ひとりの こどもを かいます 。そうす 
ると、 わたくしの こどもは よにんになります。 あたらしい あかんぼうの なまえは ハリイです。 
ウイルソン さんと、 ミッチェルさんが にちようびに おいでになり. ました 0 アナ ゴスさん は、 げ 
つよう びに、 ちいさい、 めの みえない こどもたちに あうた めに ルイス ヴイ ルに ゆきました。 お 
かあさんは ルイス ヴイ ルに ゆきました。 わたくしは おとうさん とねて、 ミルドレッドは せんせ 
いとね ました。 わたくしは せいおんと いう ことばを おぼえました 。それは しずかで、 こうふく 
だとい ういみ です 。モ ー リお じさんが、 きれいな どうわの ほんを おくって くださいました 。わ 
たくしは ことりの おはなしを よみました。 うづら は 十五から 二十の たまごを うみます。 それ ユ 
しろい ろです。 あおいこ まどりは、 きの あなに すを つくります。 そのた まごは あお、， ろです。 
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こまどりの たまごは、 みどりいろです 。わたくしは、 はるのう たを おぼえました。 さんがつ、 
しがつ、 ごがつが はるです。 

ゆきは きえ、 

あたたかき かぜ そよ とふく。 

みずな がれ、 

はるき たれり と、 あいらしの  - 

あいらしの こまどり。 

ジ ェ ー ムズ が、 あさごはんに、 しぎ、、 をう ってき ました。 ちいさい ひよこが、 とてもつ めた 
くな ってし にました。 わたくしは かなしいです。 せんせいと わたくしは、 テネシ ィ がわに ぼー 
とのり に ゆきました。 ウィルソンさん とジユ ー ムズが ぼ ー とを こいでい ました。 ぼ ー とは、 は 
やくみず のうえ をす ベり、 わたくしは てを つっこん でみずが ながれる のを しらべました。 

わ， こくし 文、 をす やつり ざを でさかな をと りました。 わたくしたちは、 たかい おかに の ほり 
ました。 せんせいは、 ころんで あたまに けがを しました。 わたくしは、 ゆう ごはんの とき、 と 
てもちい さいさ かなを たべました。 わたくしは、 おやう しとこう しの おはなしを よみました。 
うしは、 おんなの こ^ >ぱん や、 ばた ー がすき なのと おなじようにく さがす きです。 ちいさい こ 
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うしは のはらで、 とんだり はねたり します。 かのじょは ふざけ まわる のがす きです 。だって、 
，たいようが てって あかるく、 そして あたたかい とき、 かのじょは へ」 う ふく だからです 。ちいさ 
I おとこのこは、 かれの こうしを あいします。 かれは、 ぼく、 おまえに きすす るよ、 といっ て 
こうしの くびに てを まわして、 かの じょに きすし ました .0 こうしは、 ながい、 ざらざらした、 
したで、 かれの かおを なめました。 こうし. は、 きす するとき、 あまりく ちを あけ 汰 いに ちがい 
ありまん。 わたくしは つかれました。 せんせいは、 わたくしに あまり かいては いけない とおっ 
しやい ます。  ，. 

一八 八 八 年、 三月 二十 二日 


今年の 秋に 彼女は T カスを 見に 行っ た。 私達が ラィオンの 鑑の 前に 立っ た 時、 その ラ ィオ 
ンは 吠えた ので あるが、 彼女. はすぐ に、 空気の 震動で それを 実. に はっきりと 感知し、 極めて 正 
確に 真似した ので ある。 

私は 駱陀の 姿を 彼女に 説明して やった の だが、 さわらして 貰えな かった ので、 どんな 恰好を 
して I る 力、 はっきり 理解 出来なかった のでは ないかと 危ん でいた 。所が、 ニ、 三日 経った 或 
る 日の 事、 雲： の 方から 時なら S いさざめ きが 聞え て 来たので、 私は 何事 かしらと 急いで 一 了 
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って 見た。 するとへ レ •ン が、 背中に、 二つの 枕を こぶの 様に 結びつけて、 四 這いに 這い 廻って 
いた。 そのこぶ の 間には 人形が 乗せられて おり、 這い 振り も、 私が 彼女に 描写して やった とき 
の、 大きな 歩 幅を 真似して いる 事が 一目で 解る 様な ものであった ので ある。 私は、 彼女に 何の 
真似を している のかと 尋ねて 見る と， あたし、 とつても ゆかいな、. らくだな のょ" と 云ぅ の、 た 
った。 

次の ニ 年の 間は、 アナ ゴス 氏 (氏は その 間に ョ ーロッパに行っていため)も、ミス‘サリヴ 
ブン も、 ヘレン •ヶラ ー の 事に ついては 何も 公け にして いない。 一八 九 ニ 年に 一八 九 一年の。 ハ 
丨キ ンス 盲学校の 公開 報告書が、 ヘレン •ヶラ ー の 事に ついての 総括的な 発表を し 允 o. その 
中には、 彼女の 手紙 や、 課題 作文、 それに 自由 作文が 載せられて いる。 然し、 既に 若干の 手紙 
と、" 霜の 王様" が 出版され ている ので、 改めて ここにへ レン •ケラ ー の 文章の、 第三、 四、 
五、 三ヶ 年間の 作例を 掲げる 必要は ない と 思ぅ。 そして、 特に 重要な ものは 最初の ニ 年間の も 
•のな. ので ある。 私は、 此の 一八 九 一年の 公開 報告書の、 ミス •サリヴァンの 記録から、 自敍伝 
を 書く 上での 細かい 材料を、 ヶラ ー 女史に 提供した ので ある。 
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次に 掲げる 文章は、 アナ ゴス 氏が、 ミス •サリヴァンの 記録の 中から 抜粋した ものである。 

或る日、 ヘレンの 小馬が、 驢馬と 並んで つな. がれて いた 事が あった。 ヘレンは あっちに さわ 
ったり、 こっちを 撫で 廻したり L て'  熱心に 両方を 較べて 見て いた。 と、 彼女は、 ネッ デイの 
頭を さすりながら 立 止り、" ざんねん だけど ネッ デイ、 あんた が ブラック •ビュ ー テイより う 
つくしくない ことは たしかね。 あんた のから だつ きは あまりす まー とでない し、 かおつき もり 
こうそ うぢ やない わ。 それに、 くび も ゆみなりに なって ない のよ。 それに おまえの み \ は、 こ 
っけいな くらいな がいの よ、 でも、 そんな こと、 どうで もい k わね。 あたし、 おまえが どんな 
に ベん なかっ こうを していても、 せかい じゅうで いちばんう つくしい ものより あいする わ"。 
というの だっ た 0 

ヘレンは、" ブラック •ビ ュー テイ" の 話に とても 興味を そ X られ た。 彼女が 如何に、 敏速 
に、 一つの 概念を 自分の ものにする 事が 出来る かを 示め すため に、 本を 読んだ 事が ある 人なら 
離でも経験した事のある1つの例をあげる事にしよう。私は、次の様なー節をよんでやってい 
た 0 

"その 馬は 年老いて、 栗毛 も 色が 褪せ、 骨が がき もき していた。 膝 もがく がくして いて、 歩 
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きっぷり は ひょろひょろして いた。 私は 干 草を 食べて いた。 時々 風が 吹いて 来て 干 草を 飛ばし 
.た。 すると その 哀れな 奴は、 長い 首を のばして、 飛ばされて 行った 干 草を 拾って は 食べ、 食べ 
ては 拾った。 そして、 もっとな いかと、 きよろ きよろ あたりを 見廻した。 その 眼は とても 悲し 
そうで、 いくら 見まい としても 見ないで は 居れなかった。 私は 何処かで 見た 事が あった んじゃ 
.ないかと 思った。 彼女 もじっ と 私の 方を 見 凝めた。 はっとして 私は" ブラック •ビュ ー ティ じ 
ゃない か" と 叫んだ 。と、 此処まで 読み進む と、 ヘレンは 私の 手を 抑えて 止して くれと 云う の 
、だった。 彼女は しきりに しゃくり あげてい たので ある。 そして やっと" それは、 か あいそうな 
、チン ガ ー だった んだ わ .// と 云う だけだった。 漸く 昂奮が 鎮まった 後で 彼女は 云う ので ある。 

/ か あいそうな ヂンガ ー、 ヂンガ ー という ことばが、 ずっ とむ かしの ことを、 めに みえる よう； 
にお も I たさせる の。 ヂンガ ー のまな ざし も お. もいだ すわ。 もうす っかりみ にく 乂なっ てし ま 
ったの。 あのうつ くしく ゆみなりに なって たくび はうな だれて しまい、 ほうせきみたい だった 
.めの ひかり もき えてし まい、 きびきび とみを こなす こと もで き なくなっ てし まつた の。 か b い 
そうね。 こんなに ひどく なって しまう なんて おもわなかった わ。 ヂンガ ー の いっしよ うでた の 
しかった ことは ほんの これっ ぽ ちで、 かなしい こと だけが たくさん あったんだ わ。" そして、 
本当に 悲しそう に〃 にんげんの いっしよう にも、 こんなで ない とい 乂ん だけど" と 云う の だ 
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次に 掲げる のは、 ミス •サリヴァンの、 一八 九 一年の 公開 報告書に 発表され^ g 録で ある 0 

過去 三年 間へ レンは 急速に 言葉を 覚え 続けた。 彼女は、 同年輩の 普通の 子供より 寧ろ 優って 
いる。 此の 成果を なした の も、 彼女の 勉強 熱心が、 外界の 何物に もは ぐら かされなかった ため 
である。 

然し、 此れ だけの 進歩を 見せる には、 それ 相当の 犠牲を 払わなければ ならなかった。 それは 
神経の 極端な 酷使で ある。 彼女の 神経は、 常に ある 一つの 事に 集中され ている 〇 丁度、 休息の 
ない 熱病に かかって いるに 様、 自分自身 も 気がついて いない、 或 一つの 意識が あるので ある。 
彼女は、 まだ 自分が 理解 出来ない ものが あったり すると、 決して 勉強を 途中で 止めようと しな 
い、 私が、 算数の 問題な どを 明日に したら どうかな どと 云う と、" あたし、 がまん 強くなる よ 
うに、 今やつ てし まう わ。" と 云う ので ある。 

ニ、 三日 前の 或る 夜、 私達は 関税の 事を 話し合って いた 。ヘレンが、 それを 説明して くれと 
云う ので" とてもむ •ず かしくて、 あなたには まだ わからない 事な の" と 答える と、 彼女は 暫く 
黙っ ていたが"、 とうして わからない ってい うこと わかる の。 あたし 何でも わかる のよ。 ねえせ 
んせ いお ぼえ ていら っし やる でよう。 ギリシャの 人々 は、 彼等の 子供達を とても 愛して、 沢山 
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の わかりそう もない 偉大な ことを 話して きかせた のよ。 あたし、 その 子供達は そのうちの 幾ら 
かは 理解で きたと 思う わ"。 と 意気込んで 云う のだった。 私は、 彼女に 難しくて 解らない など 
とは 二度と 云って はいけ ない と 考えさせられた。 それは、 彼女の 心を 無用に 刺戟す る ばかりで 
あるから である。 

そんなに 前の 事ではなかった が、 私は 彼女に、 積木で 塔を 建てる 事を 教えて やった 事が あっ 
た。 その 建て 方は とても 複雑で 入り込んで いた ものだった ので、 ちょっとの ずれが あると すぐ 
に 崩れて しまう 様な ものだった。 暫く やって 見た が、 うまく 出来そう にもなかった ので、 あな 
たには 難しす ぎる から 別の 方法を 教えて やる と 云った が 承知し なかった。 彼女は どうしても 建 
てるんだ と 云い 張って、 崩して は搔き 集め、 建てて は 崩しながら、 三時 間 位の 間 実に 忍耐強く 
頑張り 続け、 とうとう 見事な 塔を 建てて しまった。 

一八 八 九 年の 十月まで、 私は 彼女に 規則的な そして 組織的な 教育を する のは 適当で ない と 思 
っていた。 何故なら、 彼女が 知性的に 物を 見る よう に なった 初めの ニ 年間と. いう ものは、 彼女 
はよ その 国に 居る ような もので 見る もの 聞く もの 総てが 珍しく、 そして 不思議に 充 ちていた の 
である。 此の様な 理由で、 彼女の 組織的な、 そして 規則的な 教育は 或る 程度までの 言葉を 覚え 
るまで 差し控えなければ ならなかった ので ある。 


しが 逃げ出して しまったと 思う かも 知れない わ。 頑張って、 今す ぐ やっつけて しまう の" と 云 
い、 綺麗に 解いて しまった。 

彼女が 過去 ニ 年間に、 如何に 大きい 知性的な 進歩を 逐げ たかは、 彼女の 言葉 使いと、 話され 
た 言葉の 微妙な 意味を 識別す る 能力に、 はっきりと 現われて いる。 . 

彼次は每日每日新しい言葉や、手に触れるもの、体に感ずる事を覚え続ける0彼女があると 
き、 現象、 含む、 精力、 再生産、 異常な、 永久の、 神秘、 などと 云う 言葉を 教えて くれと せが 
んだ 事が あった。 此 等の 言葉は、 簡単な 事実 や 現象から 説明し 始めて、 次第に その 抽象 性に. 導 
いて 行かなければ ならない 様な、 高次な 言葉な ので あり、 特に 神秘な どと いう 深遠な 意味を 持 恥 
つ 言葉を 彼女に 理解 させよう などと する のは 無謀に 近い 事 だと さえ 思われる。 然し、 彼女は 既 
に、 その 言葉が、 何 か 百 に 見えない ものと か、 秘められ たも K う 意味を 持っ ている の だと 
知っている 以上、 より 頭が 進んだ 時には、 今 その 表皮の 意味を 知っている 様に、 何の 雑作 もな 
く 最も 深 し意昧を悟る事が -^ 来るものと思う。私は今の程度では解りそうにもないなと恩わ1 
てる 様な 単語 や 表現で 説明し なければ ならない 事で も、 何も 教えない よりは、 簡単な 言葉で で 
も 説明して やった 方が 良い と 思って いる。 というのは、 例え その 説明が 皮闬 であり、 仮り の 間 
に 合せで あると しても、 言葉 同志が お 互いに 意味を 補い あって、 ある 一つの 概念を 産む 出す も 


の だからで ある。 

私は、 私の 教え 児を、 伸. び 伸びした、 活動的な 積極性を 持った 子供 だと 見做して いる。 そし 
て、 此の 積極， ® こそが、 私の 最も 信頼すべき 案内 者で なければ ならない ので ある。 私は、 彼女 
を 見え もし、 聞え もす る 子供達と 全然 区別し ないで 話しかけて 来た。 そして、 此の 態度を 総て 
の 人々 に 取って 貰うょう にお 願いして 来た。 私は、 彼女が これこれの 単語を 理解 出来る だろう 
か 尋ね とられる と、 例外な く" いいえ、 彼女に 取って は、 一つの 言葉 や 一つの 文章なん か'  解 
ろうが 解るまい が 問題 じ やない のです ょ。 彼女は、 知っている 言葉との 関係から、 新しい 言葉 
の 意味 も 訳なく 悟っ てし まいます から" と 答えて いる。 

彼女に 与える 本に しても、 聾 だと か、 盲 だと かと 云う 事を 念頭に 置いて 選んだ 事は ない。 彼. 
女は、 同年輩の 普通の 子供達と、 何の 変り もな く、 読んだり 悦んだ りする ので ある。 勿論 初め 
ての ころは、 内容が 身近な もので、 興味を そそる と 同時に、 その 表現 も 簡潔な ものを 選ぶ 必要が 
あった。 私は、 彼女が 初めて 簡単な 話を 読もうと した 時の 事を 憶えて いる。 彼女は 印刷され た. 
文字が 読める 樣にな ると、 暫くの 期間、 盛り 上った 文字が 刷られて いる 力 ー ドを 並べる 云う 方 
法で、簡単な文章を作って悦んでいた。然し、その文章は、亙いには何の関連性もないものだ 
った。 或の 日の 朝、 私達は ねずみを 捕えた のだった が、 その 時、 一つの 名案が 閃め いた。 生き“ 
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•ている ねずみと 猫を 使って、 簡単な 話を 作って 見れ るので はない かと 思った ので ある。 そうす 
れば 、彼女に 言葉の 新しい 用法を 悟らせる 事が 出来る かも 知れない ので ある。 そこで 私 丈、 京 
字 板に， ねこは、 はこのう えに いる。 ねずみは、 はこの なかに いる。 ねこには ねずみが みえ 
るね こは ねずみを たへ たい 。ねこに ねずみを とらして はいけ ない。 そのね こは みるくを のめ. 
るんだ し、 その ねずみは おかしを たべられる" という 文章を 書いて ヘレンに 示した。 彼女は、 

その. (定冠詞— 訳者) という 言葉を 知らなかった ので、 例に 依. って それを 知りたがった 。皮 女 
の 進歩は 相当な ものであった が、 それを 解る ょうに 説明して やる 事は 不可能だった。 そこで 私. 

は、 その 言葉は そのままに して、 次. の 言葉に ふれさせた 。彼女は、 それを みて ほほえん ビ b 次 
いで 私は、 実物の 猫を、 実物の 箱の 上に 坐ら せた。 彼女は 驚いた 様な 声を あげた。 自然、 一. 番 
初めの 文 S 意味は はっ f 理解す る 事が 出来た ので ある。 それで 私は 二番目の 文？ さわら 
せ、 本当に" ねずみが 箱の 中に いるのを さわらせて S た。 彼女は 益々 興味を— られて 次の 
文章を さぐっ て 見た P である。" ねこには、 ねずみが み える"と、 私ね、 猫の 頭を ねずみの 方 
.に 向けさして、 へ レンに さわらして やった？ 彼女は とても 当惑して いる 様だった 。私は 次の 文 
;'■ 葷に さわらした。 彼女は、 ねこと たべる とねず みの 三つの 言葉し か 知らな か マた が、 全体の :-# . ぶ 
^ ー% -;« 猶？たそかった。何故なら、彼女は、猫を箱の上から床に下ろして、.ねず^^ 

ム.  • -• . へ'-  - 1 . ,■  .....  一--'.—.':-:,, . k ， - . J、 -'-' . .. ? 1 - 


事、 何 ベんでも くり 返して くれる のょ" と 答えた 事が あった。. 

又、 或る時、 ディッヶンズの" 少年 英 国史" を 読んで いて" プリ トンの 精神は いまだに 生き 
続けて いるので ある" という 文章に 出会った。 私は、 どう 云う 意味 だと 思う と 尋ねて 見た。 彼 
女は、〃 あたし、 勇敢な ブリ トンは、 ローマ 人が 幾度 も 幾度 も 彼等を 打ち破っても がっかりし 
ないで、 敵を もっ とひ どくやっ つけて やりたい と 考えたん だと、 思 多 わ" と 答えた のだった。 
勿論、 文章 中の 言葉の 解釈に 基いた 意味を 理解 出来なかった。 然し 彼女は、 著者の 意と する. 
所を 捕え、 それを 自分の 表現で 云い 表わした ので ある。 次に 出て 来た 文章は 更に 難しかった。 
"スト ニ ウスが 国を 去る と、 彼等は、 彼の 軍隊を 襲い、 アングル シ ー 島を 奪回した ので ある。 
彼 次の 解釈は" 口 ー マの 将軍が 帰って しまった ので プリ トンは 又 戦を 始めた の、 すると ロ ー マ 
の 軍隊は 命令す る 人が いない もの だから プリ トンに まかされて、 彼等が 占領して い' た 島を 失っ 
てし まつ. た。" という もの だつ た。 

彼女は、 手仕事ょりも、 知的. な 職業の 方が 好きで ある。 然し、 他の 子供達の 様に、 空想 ごっ 
こ、 は あまり 好きで ない。 といっても、 他の 子供達が 何 かやって ると、， たとえ どんな 時で も、 
その 仲間に 入りたがる。 彼女は カリ グラフ 式 タイプライタ ーを 習って 居り、 とても 正確に キイ 
を 打つ ことが 出来る。 でも、 未だ 始めてから 一ヶ月と 経って いないので、 早く 打っ という 訳に 


けない 様に 気を 配って 来た。 子供と いう ものは 時々、 実に 深遠な 質問を する ものである。 然し 
それは 浅薄な 答を 得る に過ぎない。 . 一 より 正確に 云えば、 誤 間 かされて しまう ので ある。 

"あたし どこから きたの"" あたしが しんだら どこへ ゆく の 〇 W という 質問は、 ヘレンが 八 
歳の 時に 発した ものだった。 然し、 それに 対して 与えられた 説明は (彼女. は その 時、 それを 理 
解 出来なかった) 彼女を 満足させる 事が 出来なかった 0 そして、 彼女は 彼女の 魂が より 高次な 
力を 発揮して、 種々 の 本 や、 日常の 経験から 吸収され た 無数の 考え方 や、 実験から、 ある 一つ 
の 結論を 割り出す 事が 出来る 様になる 迄の 沈黙を 強いられた ものであった。 然し、 彼女の 魂 
は、 物の 起原、 という 問題を 詮索し 続ける ので ある 0 
彼女の、 一般的な 種々 の 現象の 観察に 幅が 出来、 その 語調が 内容に 於いても 数に 於いても 豊 
かにな り、 彼女が 自分で 感知した もの や、 考えた 事を 明瞭に 羑現 する 事 も、 又 他の 人々 の 思想 
や 経験を 理解す る 事 も 出来る ようになって 来る と、 彼女は、 人間の 力の 限界と、 人間以上の、 
太陽 や 地球な ど、 既に 彼女の 馴染' みに なって いる 無数の 自然 物を 創り 出した 力の 存在に 気がつ 
くように なった。 

そして、 遂に 彼女は、 既に 実在す ると 確信して いる その 力の 名前を 教えて くれと 云い 出した 
ので ある。 
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彼女は、 チャ ー ルズ •キング スレィの、" ギリシャ 英雄 伝" を 読んで、 ギリシャ 神話の 男 神 
や 女神が 出て 来る 物語を 知ったり、 同時に、 神と か、 天と か、 魂と か、 又 それに 類す る 沢山の 
言葉を 覚えたら しかった。 

それまで、 彼女は 決して 此の 種の 言葉の 意味を 尋ねた 事が なく、 又、 話しの 途中な •どに 偶然 
出て 来ても 何らの 関心を 払わなかった。- 一八 八 九 年の 二月までは、 誰も、 彼女に 神の 事を 話し 
ていなかった ので ある。 

丁度 その 頃、 熱心な キリスト教 信者だった 親戚の 人が、 彼女に 神の 説明を して 見た のだった 
が、 彼女の 理解に 適する 様な 言葉を 使わなかった ため、 深い 印象を 与える 事が 出来なかった。 
すぐ 後で、 私が 彼女に 尋ねて 見る と、 彼女は" とても おかしな 話を きいた のよ。 A さんがね、 
あたし も、 そして 全部の 人 も、 神様が 砂で 作った の だとい うのよ。 でも そんな こと噓 ね。 あた 
しの 休は、 肉と 血で できて いるんだ わね，。 そうでし よう？" と 云い、 自分の 腕を すかして 見る 
, 様な 身振りを して 笑い こける のだった。 そして 更に、'" 神様は どこに でも 居て、 愛で かたまっ 
てい るんで すって、 でも 私、 人間が 愛で 出来て るなん て 考えられな いわ。 愛って 心の中 だけ U 
.あるんで す ものね え。 それからもう 一つ、 とっても おかしな 事 云う のよ。 神様は あたしの お 父 
きんなん です って、 あたし、 おかしく って ふきだし ちゃっ た。 だって あたし、 お父さんの 名前 
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は、 ア ー サ ー •ケラ ー だって、 ちゃんと 知っ てるんで す もの。" と 続ける のビっ た。 

私は、 彼女に、 あなたは その お 話の 本当の 意味が 解ら なかっ たの だと 説明して やり、 もっ と 
賢くな ってから お話しして あげる、 と 宥めて やった ので ある。 

彼女は 或る日、 本を 読んで いるう ちに、 母なる 自然、 とい. う 表現を 見っけ、 それから 暫くの 
間は、 超 人間的な 力を 感ずる と、 いっも、 それを、 母なる 自然、 のせい にして いた。 例え ボ、 
植物の 成長な どを 話題に している 時な ど、 母なる. 巨 然 が、 木 ゃ 花 それに 草な どが 成長す る 様に 
太陽の 光り や、 雨を 降らす、 と 云う 具合な ので ある。 その 頃の 彼女の 考え方は、 次の、 私の 記 
録の 抜き書きに よく 出て いると 思う。 

"夕食が 終っ た 時、 ヘレンは とても 真面目な 顔を しでいた。 H 夫人が 不審に 思っ て 尋ねて 見 
ると" やさしい、 母なる 自然は、 春になる ととても 忙し いんだろう な、 って 考えて いるの こ 
彼女は 答える の だっ た。 どうしてと 追求され て、" だ？ 沢山の 子供の お 世話を して あげなけ 
れ ばなら な いんで しよう '0' 彼女 は総ての ものの、 母、 なんです もの。 木 ゃ、 花ゃ、 それから 風 
や。" と 云つ たので ある。  ’ 

母なる 自敎 は、、 とういう 風に して 花の お 世話を する の" 私は 尋ねて 見た。〃 花が 大きく 
なる 様に 太陽の 光 ゃ 雨を 降らす のよ ◦"と 彼女は 答 •え、 暫く 間を おいて、" あたし、 太陽の 
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光は 彼女の 微笑みで、 雨の 滴は 涙じゃ ないか しらと 思う の"。 と 加えた ので ある。 

それから 余程 たって から、 彼女は 云う のだった。" 母なる 自然が、 私を つくった のか どうか 
•は 解らない わ。 私、 私の お母さんが 天から つれて 来て 下さった んだと 思う の。 でも、 天、 って 
.何処に あるの か 知ら。 私 > 雛菊 や 三色 童は 土に 埋められた 種から 生え るんだ、 とは 知って る 
わ。 でも、 人間の 子供が 土の 中から 生えて 来たん じゃな いって 事 位 解る わ。 木の 人間なん て 見 
.た 事な いんです もの。 …… 母なる 自然を 作った のは 誰なん でしょう ねえ …… 。あたし、 美しい 
舂とっ て も 好きょ。 新しい 木 や 花や、 それに 小鳥なん か。 あたし 嬉しくて たまらなくな るの。 
お庭に行って見ょうと雛菊や三色董が忘れられたと思ってるかも知れないわ /;. 。 

一八 九 〇 年の 五月 頃から、 私は、 日々 の 生活で 信仰深い 人々 に 取り囲まれて いる 彼女を 宗教 
から 切り離して 置く のは 不可能 だと 考える 様になった。 彼女は、 その 問題で.、 毎日 毎日 応接の 
いとま もない 位に 私を 苦しめ だし、 彼女の 知性が その 問題を 求め 出して 来た 事を 痛感させる の 

だった。 

五月の 初め 頃、 彼女は、 次の 様な 質問の 一覧表を 書いた。 

"私の 知りたい 事。 地球 や 海な ど 沢山の ものを つくった のは 誰です か。 太陽を 温く している 
ものは 何です か。 お母さんから 生れる 前、 私は どこに. いたので すか。 私は、 植物は 種から 成長 
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ザ. 


十る 事を 知っています。 でも 人間は 種 がら 成長す るので はありません。 私は 木の 人間なん て 見 
た 事がない のです。 小さい 鳥 やひよ こは 卵から 生れます。 本当に 見ました。 でも、 卵が 卵に な 
る 前は 何だった ん でしよう。 どうして 地球は 落ちな いんで しよう。 あんまり 大きく、 そして 重 
ナぎ るからで すか。 父なる 自然は どんな ことを やった んで すか。 聖書、 という 本を よんでは い 
けません か。 どうぞ、 ひまな 時、 あなたの 小さい 生徒に 沢山の 事を 教えて 下さい。 

此の 一覧表を 読んだ 人なら 例外な く、 此の様な 鋭い 事を 質問す る だけの 頭を 持. った子 供 だっ 
たら、例え繁辑な事は理解出来なくても、そのー番根本的な問題だけは理解出来.ると気附く 
に違いない。 勿論 彼女は、 此 等の 疑問を 完全に 解いて： やる ためには 当然 必要な 抽象的な 概念 
♦、学術 語. は 理解 出来ない。 然し、 人生とは、 此の様な 問題の 理解 過程に 外なら ない ので あ 
る。  一 . 

.彼女に 様々 な 事を 教える に ^ って 私は、 もし 知りたい と 思って いる 事なら、 必ず 理解 出来る 
でた という 一貫した 考え方を して 来た。* 若しへ レンの 頭が、 此 等の 質問に も 窺える、 知性的 
.な 成長を 逐げ ていなかったならば、 どんなに 丁寧な 説明を しても 何も 理解させる 事は 出来 食 か 
F ti - ^- たで あろ 5。 超 人間的. な 創造力の 実在を 感知す る だけの 感受性と 知性的な 発展がなかった :*; ^ 
象の 説明な ど 不可能な ので. ある。 • V ♦、• ' 
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彼女の 頭の 中で 成長して 来た 様々 の 事は、 次第に 一つの 焦点を 持つ ょうになった。 と 見る や 
その 焦点は たちまち 彼女の 頭を 独占して しまった ので ある。 彼女は、 総ての 事を 説明して 貰い 
たくて たまらなく なって しま' った。 彼女の 質問 一覧表は、 世界一 週 旅行だった ので あり、 その 
途中、" 真の 世界は 誰が 創った か" と 云う 質問の 前で 立往生して しまったの である。 私は" 地 
球 や、 太陽 や、 その他の、 星、 と 呼ばれて いるものが どうしてつ くられた かは 誰も 知らない 
事。 昔から 大勢の 偉大な 人々 が 此の 問題を 解こうと して、 又、 自然の 神秘的で 偉大な 力は 何 だ 
ろうかと、 一生懸命 研究して 来て いる 事を 説明して やった。 彼女は、‘ ギリシャ 人が 沢山の 神を 
信じ、 それに 種々 の 自然力を 持たせた のは、 太陽 や、 雷 や、 その他 多くの 自然力が それぞれ 独 
立して いて、 人間の 力を 絶した ものであると 思って いたた めだ、 という 事を 知っている 。でも 
私は、 彼女を そこにと どめ て おく 事に 満足 出来ず、 > 人間は 様々 の 本を 読んだり、 深く 考えた 
りして 見て、 やっと、 総ての 現象は、 ただ 一つの 力の、 顕われ、 である 事に 気がつき、 その 力 
に、 神、 という 名前を 与えた" の だと 説明して やった 0 
彼女は暫くの間じっと考えていたが、"誰が神令創ったの"と尋ねるのである0私はそのほ 
こ 先を 転ぜざる を 得なかった。 私には、 自己の 力、 だけで 存在す る ものの 神秘的な 実存を 説明 
する 事が 出来ない ので ある。 実際、 彼女の 質問には、 私の 様な ものでは 到底 間に合わな いので 
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.ある。 それに 類した 質問を あげてみ ると、" 神は 何から 新しい 世界を 創り 出した のか"、" 彼 
.は 何処から、 土 や、 水、 種 や、 一番 初めの 獣を 持って来た のか。"" 神は 何処に いるの か"、 
"神を みた 事が あるか々 などで ある。 私は、 神は 何処に でも おり、 人間の 容姿を している と考 
.えては いけない。 神は 生命で あり、 心で あり 総ての ものに 宿って いる 魂な の だ、 という 事を 説 
明して やった。 彼女は 私を 遮って、" 総ての ものが 生命なん かもって いない わょ。 岩には 生命 
はない し、 考え もしない わ。" というので ある。 そして 時には、 どんなに 賢明な 人に も 解決 出 
籴 ない 問題が 沢山 あるの、 と 逃げなければ ならない 羽目に 追い込まれ るので ある。 

ヘレンは 教義と か、 教旨 とか 云う ものは 何も 教えられなかった し、 宗教 上の 信仰を 持つ ょう 
にも 仕向けられなかった。 神と か 魂と か、 又 永遠な どと 云う 事に 含まれた 神秘性を 説明す るに 
: は あまりに 無知 だと 痛感して いた 私は、 私の 教え 児への 義務 観念に 駆られて、 •余儀なく 出来る 
、だけ 精神的な 問題には なるべく ふれない 様に した。 そして、 ブルック 司教に、 神の 美しい 父性 
.について 説明して 貰った ので ある。 彼女は、 まだ 聖書を 読む 事を 許されて いない、 何故なら、 
若し 今 それを 読ませたり したら、 神の 属性に ついて とんでもない まちがった 観念を 形成して し 
.まう に違いないからで ある。 

然し、 キリストの 美しく も 人々 の 魂の 糧とな った 生涯 や、 その 悲惨な 最後に ついては、 平易 
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，せたり I. vfi た。 そして 反問して 見た" ヘレンは、— •の 魂が、 肉体から 離 
れ C (る もの だと 思つ ている の/" え、 そう 思う わ/彼女は 管の だつ た。， たつて さ 
つ— たし 一生懸命に アテネに r つし やる アナ ゴスさん の 事を 考えて いたのよ。 あたし S 
1 言葉を 換えて ー 一 S その 時 アテネ £ たけ ど、 肉体は 此 5、 勉 1 にいた のよ。" そ 
こ 1 よ、 魂 も、 不可視、 であり、 形を？ ては 居ない の だと 罷 した。" だつ て" と、 彼女 
I い 張る の だつ た。" もし あたしが、 あたしの 魂が 考え——— けば、 それは 眼に 見え 

る わ。 だから 字は、 魂の 肉体な のよ。"  • 

いつの 事 だつ たか、 ヘレンが 私に… あたし、 千 六 百年 も 生きられ 1 ，と 云う の だつ 
.た。 それ ぢ や、 天 _と いう 美しい 国に 行き、 そこで、 永遠に、 生きて いたくない のか、 と 尋ね 
.ると" 天国つ て 何処" と 逆襲す るので ある。 残念ながら、 知ら 一ない、 と告 S せ、 さるを 得な 力つ 
'たが、 多分 星の 世界— るんで しよう、 と 云つ た。 一寸 5 ていたが、 こんどは、 先生 先に 行 
つて 様子を 見て 来て 下— ない， と 云い、" だつ て、 タス タン ビヤは とつても 素晴らしい 所な 
んです もの" と 弁解め いた 事を 云う の だつ た。 その後、 此の 種の 問題は 一年 N そつと 伏せられ 
•ていた。 然し、 再び その 問題が 霞す る や、 彼女の 質問は、 堰を 切つ た 様に どつ と 流れ出し 
.た。 彼女は 尋ねる。 "天国は 何処に あるの。 どんな 祿子 なの。 どうして 外 固を 調へ る 様に 調へ 
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られ ない の。" 私は、 出来るだけ 嚼み 砕いて、 天国は 何処に でも あるが、 何処に ある 天国で も. 

- 

同じ 事は、 そこでは、 精神的な 不安が 充た され、 正義、 が 愛され 且つ 尊ばれる、 という 事 だと， 
答えた 0 

彼女は" 死" という 言葉を 聞く と、 とても 狼狽し、 そして 身を すくめる ので ある 。つい 最. 
近、 彼女は、 兄のジ H 1 ムズが 射って 来た 鹿の 死骸を みて、 ひどく 心を 痛めれ、 涙を 浮べな が 
ら 、〃どうして、 総ての ものは 死なけ あいけ ない の。 あんなに 足の 速い 鹿まで が"。 というの 
だった。 又い つかは、" 若し 死なくて 良 いんなら、 毎日 毎日が どんなに 楽しいで しょうね" と 
いうので ある。 私は" そう ぢやな いの。 若し V 死ぬ 人が いなかったら、 世界 呻が とても 混雑し 
て、 とても とても、 楽しく 生活 するど ころ ぢやな いわ。" と 答えた。 間 髪を 容れず 彼女は" だ 
，ったら 神様に お願いして、 もっと 沢山の 世界を 創って もらえば い いぢ やない の。" と 急追す る 
のだった 0 

友達な どが、 幸福な もう 一つの 世界が 彼女を 待って いる、 などと 云ったり すると、" あなた 
死んだ 事な いんで しょう。 だったら どうして そん 事 解る の" とやり 込める ので ある。 

私達は、 彼女の 日常 用語に 注意して 見て、 余程 慎重に 話さない と 彼女に 間違った 意味で 覚え 
させる 事に なり かねないと、 気がついた。 ハン ガリ ャ 人は、 生れつ いての 音楽家 だとい う 話を， 


聞いて、 生れた 時す ぐに うたい 出す の" と 云い ブダペストで 見た 学校 子供の 頭には 百 以上の 歌 
がつ め 込まれて いる、 とその 人が 続ける のに、" 頭が いつも ガンガンして いるで しょうね。" 
と 笑いながら 云う ので ある。. 彼女は、 骨稽な 事に 気附 くの が とても 早く、 比喩な ども、 たと 
え、 として 取ろうと 頭を 悩す 事は しないで、 それを 字義 通りに 受け取り、 一人で おかしがって 
いるので ある。 

彼女は、 魂に 形がない と 云い 聞かされて いたので、 ダヴィッドの" 我が 魂、 我を 導く" とい 
う 言葉に 面 喰って しまった。" 足が あるの？ 歩ける の？ 目は あるの？/ と 尋ねる ので あっ 
た。 と 云う のは、" 導く" は" 盲" とい. う 言葉と 結びついて いたから である。 

ヘレンを 当惑 させ、 まごつかせた 多くの 事の 中で、 特に 彼女を 悲しませた のは" 邪悪" とい 
う 事が 存在し、 それに 災いされる 沢山の 災害であった。 彼女に 此の 事実を 知らさない 事は 出来 
たし、 実際の 邪悪 や 悪徳に 触れさせない 祿に する 事 も 困難な 事ではなかった。 でも、 彼女は、 
成長す るに つれて、 自分の 周囲を 取り巻く 他の 人々 の 生活 や 思想を 段々 はっきり 理解して きた 
の. である 。自然、 彼女は 罪悪が 存在す る 事に 気がつかなければ ならなかった し、 法律 や 罰則の 
必要な 事， も 説明して 貰ら はなければ ならなかった。 然し、 たった今 神を 知った ばかりの 彼女に 
眹っ て、 邪悪、 の 存在は 黙視すべからざる ことだった ので ある。 
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或る日 彼女は、" 神様は、 いつも 私達の 事に 気をつけて いてく さ だるの。 "と 尋ねる の だっ 
た。 そうだ、 という 答を 得て〃 だったら、 どうして、 今朝 ミルドレッドが 摇 籠から 落ちて けが 
をした のに 知らない ふりを してた の？" と 重ねて 問う のだった。 又、 神の 力と、 善良 さに つい 
て 質問した 事 も あった。 そして 或る時は、 大 暴風雨で 数人の 犠牲が あった と 聞かされて、" 神 
様は 何でも 出来 るんだ から、 どうして その 人々 を 助けて やろうと しなかった の" と 尋ねたり す 
るので ある。 

思いやりの 深い 人々 や、 とても やさしい 人々 の 中に 成長した 彼女は、 意識 づい てから 常に、 
正しい 事を しょうと 心 懸けて いた。 本能 的に 正しい 事を みつけ、 悦んで それを 実行す るので あ 
る。 彼女は、 総ての 邪悪は 有害で あり、 そして 悪果を 刈り取らなければ ならない もので あり、 
又、 邪悪な 心から、 産み出される ものである、 と 考えて いる。 彼女の 清浄な 心には、 総ての 邪 
悪は、 一様に 邪悪な ので ある。 

次に 掲げる ものは、 ミス •サリヴァンが、 一八 九 四 年の 七月、 チョ ー トッ 力で 開かれた、 全 
米 聾者 会話 教育 促進 大会への 出席に 際して 準備した もので あり、 彼女が、 自分の 教育法に つい 
て 書いた 最後の 記録で ある。 


"ヘレンが 総ての 物に 名前が あると 云う 事を 知った と 云っても、 一部の 盲信 的な 人々 の 様に、 
彼女が 突然に 言葉を 自分の ものにした、 と 云う 風に 考えて はいけ ない。 先ず 第一に 考慮に 入れ 
なければ ならない 事は、 彼女が 日常の 会話で 使う 1 一口 葉は 取りも直さず、 私達が 彼女に 話して や 
った ものを 彼女が 絶え間 努力に ょっ V ものにし、 その 結果 彼女の 意志 表現と なって 再現され た 
ものであると いう 事で ある。 此の 事は 総ての 子供達に ついても 云える 事で ある。 彼等の 言葉 
は、 家庭で 話された ものが 記憶され たもので ある ◦日常生活での 絶え間ない 繰返しが、 言葉 や 
云い 廻し を 記憶 させ、 いざ 彼等が 話そうと するとき、 自然と それが ロを ついて 出る ので ある。 
同じ様に、 高い 教育を 受けた 人々 の 言葉は 本に 依って 供給され る' ので ある。 言葉は 実生活 上の 
必要 や 経験に 依って 自分の ものと される ものな ので ある'。 初めの 頃、 私の 教え 児の 心は 空虚 そ 
の. ものだった。 彼女は、 自分自身で 知覚し 得ぬ 世界、 に 住んで いたので ある。 言葉と 知識は、 
切っても切れない縁にある。言葉の上での進歩は、実在物の正確な知識に依らなければ.ならな 
^。へレンが、総てのものに.は名 || があり、その名前は、お互いに手指文字を使って伝え合う 
事が 出来る ものであると いう 事を 理解 するとす ぐに、 私は 彼女の 注意を、 彼女が 欣喜雀躍して 
書き 綴った 名前の 本体で ある、 実物、 に 向ける 様に した 0 私は、 単に 言葉を 覚えさせる 事 だげ 
を 目的に して 言葉を 教えた のでは なく、 言葉は、 常に、 考え、 を 伝える ものと して 教えた。 比 


326 


の 様に して 始めて、 言葉の 習得は、 知識の 獲得と、 並行す る 事が 出来る ので ある。 言葉を 知性 
的に 使う には、 何 か 話すべき ものを、 うちに 持たなければ ならない。 うち、 に 話すべき ものを 
持って いると いう 事は、 経験す る、 という 事で ある。 いくら 語調を 豊富に してやっても、 その 
子供の V うち 产に伝うべきものガ何もなヵったり、又、知りたいと届うものを他の人々の ^ の 
中に 見つけ 出す 事が 出来る 様に してやらなかったなら、 その子 供を すらすらと 話せる 祿に する 
事は 不可能で ある。 

初めのう ち、 私は、 私の 教え 児を 組織的な ものの 中に 閉じ籠め たりは し. なかった。 私は、 私- 
の 計画した ものへの 関連性な どを 眼中に おかず、  成る だけ 彼女が 自分自身の 眼で 興味 ある もの 
を 見つけ 出す 様に しむけ、 その 興味に 魅 かれた 問題を、 私達の 新しい 勉強の きっかけ、 とした 
ので ある。 初めの ニ 年間、 私は ごく 稀に しか 書く 勉強を させな かった。 何 かを 書かせる には、 
書かるべき ものが 必要 だし、 いざ 書く 段になる と、 それ 相当の 知識が 必要な ので ある。 書く、 

と 云う 事が. 楽しい ものになる には、 考え、 と、 知識、 がしっ かりと 自分の ものに なって いる 
事が 必要で ある。 私には、 子供達は あまりに 早く 何 かを 書かされ 過ぎる と 思われて しょうがな 
い。 初めに 彼等は すらすらと 楽しく 読む 事 や、 話す 事を 練習すべき である。 そうすれば、 自然 
に、 書かずに 居られなくなる ので ある。 
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ヘレンは、 文法的な 言葉の 吟味と いうよりは、 実際 聞いたり 、使ったり する 事で、 言葉を 覚 
えた。 分類 や 動詞の 変化な ど、 厄介 極まる 文法は、 初めから 無視して しまったので ある。 彼女 
は、 生きた 言葉から、 じかに 言葉を 学び とった ので ある。 毎日の 会話 や 本で それを 実行し、 正 
確に 使える 様になる まで、 種々 の 方法で 幾度 も 幾度 も 繰り返した 。云う まで もな く、 私は、 ロ 
で 話す 事 も 出来ない 程の、 沢山の 事を、 指で 掌に 書いて やらなければ な， らな かった 。何故な 
ら 、盲で、 驛 である 彼女は、 何 かにつ けて 私 一人 だけを 頼りに したから である。 

私は、 子供達の 心の中の 何処かには、 私達から 見出され、 そして 善導され る 事に 依って、 成 
長させ、 発展させる 事の 出来る、 高貴な 能力が 潜んで いると 信じて いる。 然し、 彼等の 心を、 
がらくた もので 充 たす 事を 止めない 限り、 私達は、 幼い 子供達の 高貴な 能力を 順当に 発展 させ 
る 事が 出来ない。 数字は、 決して、 彼等を 思いやり ある 大人に する 事は 出来ない、、 地球の 形 
や 大きさ 等に ついての 正確な 知識は、 その美し さを 見つけ 出さす 上に 何らの 貢献 もしない。 私 
達は、 先ず 子供達を、 自然の 中に 歓喜を 見附け 出す 様に 導くべき である。 子供達を 自由に 野 放 
しにし、 動物 や 植物な ど 実在 物、 を 観察させる よう‘ にしなければ ならない。 それだけの 條 件が 
櫛って おれば、 子供達は 正しい 自己 教育を する ものである 。彼等に 取って 真に 必要な のは、 教 
示より、 指導な ので ある。 
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私は、 ヘレンの 流暢な 話し 振りの 原因を、 彼女が 殆んど 総ての 印象を、 言葉、 2 いう 仲介に 
依って 得た、 という 事に 帰して いる。 言葉の 修得への 積極的な 欲求 や、 恵まれた 環境から 結果 
された利点を否定する訳ではないが、私は、彼女の教育上にー番大きな結果を齎ら1たもの 
は、 常に 供铪 され 続けて いた、 良い 本、 であると 考えて いる。 多くの 人々 が 云うょう .に、 私達 
が 本から 読み取る 事の 出来る ものは、 私達が 自分で 経験した ものの 範囲を 出ない と 云う のは 事 
実で ある。 然し、 私は、 ヘレンが 解りそう もない 難解な 詩な どを 読んで、 とても 楽しんで いた 
りする のを 見つける 事が あるので ある。〃 もう 此れから 先は 難しくて 解りません ょ。" と ある 
先生が、 今まで 読んで いた 本を 閉じながら、 子供達に 云った とする。" 先生 解らなくても いい 
から 全部 読んで 下さい"。 彼等は、 読んで 貰った ばかりの 話に、 自分 達に. も 説明の つかぬ 悦び 
を 感じながら お願いす るので ある。 子供達が 本を 読んで 楽しみ、 そして 利益を 得る 事が 出来る 
以上、 その 中の 総ての 言葉を 理解す る 必要は ない ので ある 。もし 説明して やる とすれば、 どう 
しても 必要 だと 思われる もの だけに 限るべき である。 ヘレンは、 総ての 言葉を 吸収した ので あ 
り、 初めのう ちは 理解 出来なかった 言葉 も、 必要と される までは 長く 温存され たので ある。 そ 
して 必要に なった 時には 自然に 会話 や 作文の 中に 出て 来たので ある。 然し、 此の 事は、 彼女が 
非常に 多くの 本を 読んだ 事、 本を 読む 事に 大き. な 悦びを 感じた 事、 それに、 若し 彼女が 様々 の 


329 


事を 自分の 眼で みたり、 自分の ロで 話したり したと しても、 それは 他人の 眼を 通して 見、 そ 
して 他人の 言葉を かりて 話した 事になる の だ、 という 事を 度外視し ては 理解 出来ない 。読書に 
依って 得た 知識な しに 独創的な 文章を 書く と 云う 事は 不能な ので ある。 ヘレンは、 常に、 自分 
が 接して いる 文章の 中に 最上の、 そして 最も 簡潔な、 表現、 の 手本を 見っけ 出して いたので あ 
り、 彼女の 会話 や 文章は、 それを 無意識に 再現 させた ものな ので ある o . 私は、 11 書を 学校での 
勉強から 切り離すべき であると 考えて いる。 悦ば すため だけの 目的で、 子供達に 読書を すすめ 
るべき であり、 知らず知らずのう ちに 本を 手に する ように 仕向ける のが 最も 賢明な 方法で あ 
る。 想像の 偉大な 所産で ある、 本、 を、 {一日って それが 著者の 一部であった 様に、 子供達の 生活 抑 
の 一部と すべきで ある。 思想 絵巻 や、 文学的 幻影を 感受す る 能力が 豊かで あり、 そして 鋭 けれ 
ば、 それに 歩調を 合わせて、 その 能力に 依って 再現され る， 文章 も 立派な ものになる ので ある。 
ヘレンは、 生き生きした 感受性、 熱烈な、 そして 新鮮な 興味、 芸術的 価値の 洞察力、 などを 持 
って おり、 自然、 他のより 天稟に 恵まれなかった 人々 よりも 大きな 悦びを、 生活 それ 自体に、 
自然に、， 又、 本、 に 感じ 得る ので ある。 彼女の 心には、 実に 豊富. に、 偉大な 詩 A の 思想 や 理想 
が 蓄えられて いるた め、 如何に 平凡な もので. も、 平凡な ままで 存在す る 事が 出来ない ので あ 
る。 何故なら、 彼女の 想像力に 依って、 総ての ものは、 その 面目を 遺感な く 発揮 させられる か 


ら である。" 

ミス •サリ ヴ ァンの 意見は、 今まで も、 出版され る 毎に 1 な 論争を 惹起した。 聾者 教 
育に 何らの 専門的知識を 有しない 人々 からまで 論議され た 程な ので、 私は、 屋上 1 根を 架す 
.るの 愚を 敢て しょうとは 思わない。 然し、 ミス •ヶラ 1 の警が 投げ かける 問題は、 語学 教育 
上に 於いて 根本的な 要素を 含んで いるた め、 聾者の 場合— け 局限して 考えて る 事が 許されな 
いので ある。 此の 問題から どんな 緖 論を 引き出す かは、 すべての 教育者に 許された 自由で あ 
るが、 私は 教育者と して ミス •ヶラ 1 の警を 読む 飘 ではない 多くの 蒙 者の ために ミス •サ， 
リヴ ァンの 取った 方法の 要点を 摘出して 見ょうと 思う。 

•ミス •サリヴァンは、 ホ ー 博士の 仕事を 承け 継ぎ、 更に 一歩前進 させた ので ある 博士は 聾 
專の Is する 設備 や、 肉体的 訓練の 方法— 明した が、 言葉 II という 事は、 その 
様な 機械的な ものとは 全然 別の ものである。 ミス •サ リヴ ァンは、 震 や、 他の 子供 S 察す 
る 事に 依っ て、 言葉を 自然に 教える 方法を 会得した ので ある。 ホ 1 博士が— りして いた もの 
こそ、 この、〃 1 な 方法" だっ たので あるが、 彼は 一語 一 震— だけで、 解り もしない 言 
葉を 何度も 繰り返して 聞かせる という 方法に 気がつか なか. ったので ある ◦此の 覽 こそ ミス 
•サ リヴ ァンの 功績に 帰せら るべき ものな ので ある。 遊んで いる 時だろう 力 勉強して t る 時 
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.だろう が、 ミス •サリヴァンは、 四六時中 彼女の 教え 児の 掌に 言葉を 書きつ づけた ので あり、 
此れに 依って ミス •ケ ラー は、 あたかも 揺 « の 中の 幼児が、 言葉を 話し 出す 前に 幾千 回と なく 
聞き、 そして、 それを 話された 周囲の 状況ぬ あてはめながら 覚える 様に して 習得した ので あ 
る。 此の方 法に ょって 初めて、. 言葉は、 実在 物 や、 行動 や、 感情の 名称で ある 事に 気附 かせる 
事が 出来る ので ある。 そして これ こそ ミス •サリヴァンの、 素晴らしく 実効 的な 第一の 原則 だ 
ら たので あり、 私の 知る 限りでは、 総ての 聾 盲の 子供は 云う まで もな く、 聾の 子供に もさき が 
けて、 ヘレン •ケラ ー に 試ら れ たもの だった ので ある。 此の 法則が 此の世に 紹介され たのは、 
実に、 ミス •サリヴァンの 手紙に 依ってであった。 

第ニの原則は(勿論、第ーとか第ニなどと云うのは愚众事であるが).決して無味乾燥な事を 
詰さない 事で ある。 ミス •サリヴァンが 初めて 訪れた 聾学校では、 生徒 達が、 突然の 訪問者に 
好奇の 眼を 見開いて 寄り 集って 来たのに、 その 先生は、 彼等が 知りたい と 思わぬ 事で 黒板を 白 
くす る 事に 忙しかった。" どうして、" と ミス •サリヴァンは 云って いる。" 彼等が 興味を® 
じた 事を 話題に して、 言葉の 勉強を 進めょうと しないの だろう か。". 

興味を 魅き つける 事 だけにつ いて 話す という 事と 似て いる 原則は、 子供の 質問に 手を ふさい 
だり しないで、 出来るだけ 忠実に 答えて やる という 事で あ ^ 〇 ミス •サリヴァンの 表現を かり 
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れば 、質問は、 子供の 心の、 扉、 なので ある。 ミス •サリヴァンは、 故意に 子供の 知能 程度に 
まで 自分の 水準を 下げたり しなかった。 ミス •サリヴァンは、 ヘレンの 理解な どには 無関係に 
総ての 人々 に 自然に、 そして 完然な 文章で 話す 様に して 貰った ので ある。 此の様に して ミス 
•サリヴァンは、 他の 大多数の 人々 が経驗 しながら も 気がつかなかった、 帽子、 コッブ、 行 
く、 坐る、 などと いう 文章の 構成要素た る 単語が、 それ 自体 立派な 文章で ある 事に 気がついた 
ので ある。 我々 は、 文章を 書く 時に 一語一語な どは 意識し ない。 我々 が 意識す るのは、 全体、 
だけで ある。 此れ こそが、 我々 の 考えを 伝える、 という 事を ほのめかし ている。 一つ一つの 単 
語は、 一つの 考えを 暗示す る 事が 出来る し、 時には 説明し 尽す事 も 出来る。 小 供 達の び ま 
という 一語は、〃 ま气ど こにいる の" という 事になる ので ある。 子供は、 完全な 文章を 聞いて 
母に 関係の ある 部分 だけを 覚えて いるので ある。 ミス •サリヴァンは、 彼女の、 指先で 片言を 
云える ばかりにな った 教え 児に 完全な 文章を 強要したり はしなかった が.、 ミス •ヘレンが" ま 
k みるく"、 と 云う 毎に、 彼女 自身では、 その 省略を 補って 完全な 文章に しながら" ま \ ヘレ 
ンにみるくをもつてきましょうね"と云つてやったのである。 

此の様に して、 ミス •サリヴァンは、 一眼 見た所では 無謀と さえ 思われる、 全く 単純な、 そ 
して 無技巧な 方法を、 自然に 実行した ので ある。 若し ミス •サリヴァンが、 他の 場所で 子供達 
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と 接触した 経験を 持って いなかったな^ V ば、 ヘレン •ケラ ー は 有名に なれなかった であろぅ。 
その 子供達を 観察す る 事に 依って、 彼女は 自分の 教え 児に、 普通の 子供に 接する のと 同じ 態度 
で 接する 事が 出来た ので ある。 

ヘレン •• ヶラ ー に 言葉を 教える 方法は、 手指 文字 だけとは 限らなかった。 本、 が、 殆んど 手 
指文字にも匹敵する重要な役割を果したのである '0 彼女は読めもしない本の上にかがみ込ん 
で、 仕切りに 自分の 知っている 言葉を 手 捜り し、 話の 筋な どは 眼中に おかなかった ので ある。 
途中で ぶっつ 办った 新しい 言葉は、 既に 知っている 言葉との 関係 や、 その 位置 かの 推測で 彼女 
の 語調の 中に 加えられた のであった。 本は、 言葉の 倉庫で あり、 若し 子供達の 注意が 印刷され 
た 頁に 向けられるならば、 その子 供が 不具で ある 事には 無関係に、 言葉の 意味は 自然に 明かに 
なる ので ある。 子供は、. 自分が 理解し 得る ものを 読む 事に 依ってでは なしに、 彼が 理解し もし 
な. い 言葉を 読み、 かつ 記憶す る 事に 依って'  それを 覚えて しまぅ ので ある。 例えへ レシ •ケラ 
1 の 様な 特異な 興味を 本に 寄せる 子供は ない としても、 或る & 度の 健康な 好奇心を 持って いる 
子供なら ば、 特に ミス •サリヴァンが やった 様に、 賢明な 先生が 居て、 言葉 遊び、 を やってく 
れるな らば、 容易に 本が 好きになる ので ある。 ヘレン •ケ ラー は、 特別に 激しい 言葉の 獲得 慾 
を 持って いた 様に 考えられて いる。 然し、 それょりも、 彼女の 特異性は、 思考 慾に あった、 と 
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考えた 方が ょり 正確を 窺って おり、 彼女が 言葉を 学ぼうと したの も、 彼女に 取って は、 言葉が 
人生 その物を 意味して いたから である。 彼女の 勉強の 対象と なった のは、 地理学と か 数学な ど 
という 専問 的な ものではなくて、 外界の 一般 事象だった ので ある。 

十四 歳の 時、 彼女は ドイツ語を ほんの 一寸 学んだ だけで" ゥイルヘルム •テル" を 読み 始め 
どうにかこう にか 話の 筋を 握む 事が 出来， たので ある。 文法に 関しては 何らの 知識 もなかった、 
し、 又 必要な ものと も 思って なかった。 彼女は、 言葉を、 言葉 自体から 覚え 取った ので あり、 
此の方 法 こそが、 話された 言葉を 聞く、 という 事は 例外と しても、 総ての、 外国語を 学ぶ 人々 
に 残された 唯一の、 そして 学校な どで やる 文法から 入って 行く のょり、 結局は 効果的な、 更に 
賢明な 方法な ので ある。 これと同じ やり方で 彼女は、 ラテン語を も 物にした ので ある。 更に 詳 
しく 云えば 彼女が ラテン語を 覚える 事が 出来た のは'  ラテン語の 先生に ついて 勉強した からで 
はなくて、 一冊の 本を 何度も 何度も 繰り. 返して 読む という 一人遊びを したから に 外なら ない。 

ハム ソン 学校の 先生で ある、 ジョン • D ライト 氏は、 私に 下さった 手紙で 次の 様に 述べて い 
る 0 

"時々、 私は 彼女が 暇な 折な ど、 お気に入りの 部屋の 隅っ こで 时 掛け 椅子に、 モリ H1 ルの 
〃意に そは ぬ 医療" の 大冊を 拡げ、 ゆっくりと 文字の 上に 指を 滑らせながら 独りで 楽しそう に 
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くつくつ いっている 彼女の 姿を 見かけ. ました， 当時、 彼女の フランスの 語調は、 ごく 限られた 
ものでした が、 私達が 冷し 半分で、 知的 推察と 呼んで いる、 あてず っぽう、 で 子供達が ばら ば 
らの ヒントから 謎々 を 解く 様に 一語一語を 推しは かって、 全体の 意味を 知って しまう のです。 
それで、 彼女と 私は、 彼女が その 本で 読んだ 気品 高い ユ ー モア や、 潑潮 たる 奇智に 溢れた 話を 
聞 きながら、 楽しい 夕方の 一時を 過す 事が 出来た のです。‘ それは 彼女に 取って、 勉強と いうょ 
りは、 娯楽と いった 方が 近い ものでした"。. 

つまり、 彼女の 言葉への 慾 求は、 その 儘、 理性的な 慾 求で あると 云い 換える 事が 出来る。 彼 
女に 取って は、 言葉が 計り知れない 程の 魅力を 持って いたので、 一般的な 理性の 慾 求が、 言葉 
の愁求という姿‘に変形してしまっているだけに過ぎな'いのである。 

ヘレン •ヶラ ー の 今日を 築いた ものは、 彼女の 才能であった のか、. それとも その 教育法 だっ 
たの か、 という 事が 激しい 議論 的の 的と なった。 

ミス •サリヴァンの 十倍 も 有能な 先生で も、 愚鈍で 精神的 欠陥の ある 子供を ヘレン •ケ ラー 
の 様に 育て上げる 事は 不可能で ある。 然し 又、 ヘレン •ケラ ー に、 その 十倍の 才能が 恵まれて 
いたと して、 その 初歩から、 実に その 初歩から あの 素晴 しい 教育を 受けて いなか. ったなら、 矢 
張り 今日の 大を 築く 事は 出来なかった ろう？ そして、 彼女が、 ミス •サリヴァンの、 発見し つ 
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つ、 又 有効に 実行しつつ 、ホップ キン ス 夫人に 宛てた 手紙の 中に そっくり そのまま 載って い. 

る、 聾者へ 言葉を 教える 方法に 依っ て 教育され た 事は 厳正な 事実で ある。 そして、 その 方法 こ 
そは、 総ての 聾者に 試みら るべき もので あり、 又、 より 広い 観点から 解釈して、 総ての、 言葉 
を 習得し ようとす る 子供の 教育に も、 適応され てよ いもので ある。 

今まで、 多くの 人々 は 此の 問題の 解決を ヘレ. ン •ケラ ー の 天与の 才能に 求めよう として 来 
た。 両方と も 誤ってい るとは 云えない。 然し、 一方 だけを 正しい とすると、 他の 一方が 承服せ 
ず結局問題は振り出しに戾ってしまう事になる。ミス *. サリヴァンは異常なカに恵まれた人で 
,ある。彼女が発見した方法は、そのカに依って初めて実行に移されるし、彼女の、何物にも屈 337 
しない、 そして 独創的な 頭が その 教え 児の 性質を いやが 上に も 明るい ものにし たので ある。 若 
し、 ミス •ケラ ー が 語学に 興味を 持ち、 数学を 嫌った としても、 ミス •サリヴァンの 1 e 考を考 
慮して 見れば、 何も 不思議では ない。 と 云っても、 ミス •ケラ ー が、 盲目的に ミス •サリ ヴァ 
ンの 云う 事を 聞いて いたと 云う 意味では ない。 ミス •ケラ ー が 八才の 時、 自分の 思い通りの 事 
を 出来な くさせられ てし くしくない ていた。 どうして 泣いて いるの か、 と 尋ねられて" あたし 
どくりつし たいの" と 答えた という 逸話が 伝えられて いる。 此の 鋭気は、 例え ミス •サリ ヴァ 
ンの 様な 八に 指導され たと しても、 決して 盲目的な 依頼心に 変るべき ものでは ない。 それ どこ. 


ろか ミス •サリヴァンは、 彼女の 自然な 慾 望を、 分析 や 定義 づけを 寄せつ けない ものに 育て あ 
げたので ある。 それは、 その 教え 児に、 個人個人 のち っぽっ けな 感情を 超越した" 篤い友情" 
という ものを 吹き込んだ からで ある？ 若し、 ミス •ケラ ー に、" 驚歎すべき 心 やさし さと 善良 
さ" や" すべて、 美しく、 そして 正しい ものを 愛する 心が あると すれば、 それは、 彼女と 十六 
年間を 共に した 先生の 成した 何物 かを 示唆して いるので ある。 

もし 全く 同じ 方法で やった としても、 ミス •サリヴァン だけが 成し遂げ 得た 事が 沢山 あるの 
.である。 ヘレン •ケラ T をもう 一人 産み出ずに は、 もう 一人の ミス •サリヴァンが 必要な ので 
ある 。然し、 もう 一人の 教養 ある 聾で 盲の 人を 育て あげる には、 良， い 環境と、 生き生きした 興 
味の 渦巻く 人々 の 中に 生活し、 そして 片時 も その 教え 児から 離れょうと しな. い.、 自由に 手腕を 
揮う 事を 許された 先生が、 必 6K に応じて ミス. •サリヴァンの やった 方法を 適度に 活用しつつ、 
又、 新ら しい 発見を しつつ ノ 健康で 明るく、 未だ 社会の 悪に 染っ てない 純真な 子供を 教育 すれ 
ば、 それで 事は 足りる ので ある。 聾であろう が、 聾 盲であろう が、 健康で ありさえ すれば 総て 
の 子供は 教育を 受ける 事が 出来る。 然し、 それは 学校で 出来る 事では ない。 両親 か、 家庭教師 
に またなければ ならない。 私は、 聾学校 関係の 人々 の 真 向からの 反撃を 予想して いる。 聾学校 • 
が、 聾者 教育の 唯一の 州 立 機関で ある 事は 事実で ある。 然し 又、 真に 教育を 必要す るのは、 学 
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1 年 七 力 月の 間、 音と 光の 世界に 生活した 事が あった 事。 此れが 理性的 発展を 示唆して いる。 
第二に、 彼女は、 心身 共に 強壮であった 事。 第三に、 彼女は、 言葉を 覚える 以前から 身振りで 
話して いた 事。 ミス •ケ ラーに 頂いた 手紙の 中には、 彼女は、 あの 病気に かかる 前で さえ も 身 
振りで 話す ので、 母親な どは、 それで 言葉の 覚えが 遅い の だと 思って いた 程 だ、 という 意味の 
事を 書いた ものが ある。 病気の 後、 それが 唯一の 方法になる と、 身振りは 急速に 発展した の だ 
った。 •彼女が どの 程度まで、 外界の 事を 感知 出来た かは、 正確に 云えな. が、 ただ 相当 程度の 
ものだった ろうとは 容易に 推察し 出来 得る ので ある 彼女は、 他の 人々 が" 唇" を 使う 事に 気が 
ついてい るし、 父親が 新聞を 読んで いるのを" 見て ガ 、彼： がそれ を 下に おくと、 こんどは 自 4 
で その 真似を して、 眼の 前に かざしたり している。 彼女の 幼い 時の かんしゃくは、 あとで 訓練 
され、 組織 立てられた、 力、 となるべき、 性格の 強さの 自然な 顕われだった ので ある。 

それ故に、 ミス •サリヴァンが、 全身全霊を 捧げて、 彼女の 素晴 しい 方法を 実行した のは、 
実に 当を 得た 事だった といえる。 ミス •サリヴァンの 方法は 実に 立派な もので あり、 一々 実験 
して 見なくても、 その 成果に 満腔の 信頼を 寄せ 得る ので ある。 その上、 ミス •サリヴァンは 人 
格 的に も 偉大な 人で ある。 そして 最後 M 忘れて いけない 事は、 その 教育が 自然の 中で 行われ、 
先生と 教え 児は、 互いに 鏈れ 合う 影と 形の 様に、 共に 学び 共に 遊んだ の だとい う 事で ある。，： 
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ミス •ケラ ー の、 大きく なって からの 教育は、 彼女 自身 自叙伝の 中で ふれて いる 程度で 充分 
理解 出来る 事と 思ぅ。 特に 興味を お持ちの 方は、 ヴオ ルク •ビユ ー 口 ー •ワシントン • DC に 
連絡し、 ケンブリッジ 女子 学校の 先生で ある、 ア ー サ 1* ギルマン 氏と、 マ ー トン •ケィ 
ス 氏の、 彼女の 大学 入学 準備 当時の 記録を 申し込まれたい。 
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